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驚

§

暮

木

簡

学

会



題
字
　
藤
　
枝

晃

　

刻



目

≡
ロー
ー
木
簡
を
観
る
―
―

次

平

サキ|

南

巻
　
頭

目

次

凡

例

二
〇
〇

概奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

奈
良

一年
出
上
の
木
簡

要

　

　

　

　

　

　

渡

辺

晃

宏

平
城
宮
跡
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
　
基

・
渡
辺
　
晃
宏

平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
三
坪

　

　

久
　
保
　
清
　
子

西
大
寺
旧
境
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
一昌
貴
子

興
福
寺

一
乗
院
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
　
崇

藤
原
官
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
　
　
一元

藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
　
　
　
　
市
　
　
　
大
　
樹

藤
原
京
跡
右
京

一
条

一
坊

露
口
　
真
広

・
竹
内
　
　
一兄

藤
原
京
跡
右
京
六
条
四
坊

・
七
条
四
坊

齊
藤
　
明
彦

。
市
　
　
大
樹

奈
良

奈
良

奈
良

京
都

京
都

京
都

大
阪

大
阪

大
阪

大
阪
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飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構

　

　

卜
部
　
行
弘

・
鶴
見
　
泰
寿

酒
船
石
遺
跡
　
　
　
　
　
　
西
光
　
慎
治

・
市
　
　
大
樹

坂
田
寺
跡
　
　
　
　
　
　
　
相
原
　
嘉
之

・
竹
内
　
　
一元

長
岡
京
跡
　
　
　
　
　
　
　
國
下
多
美
樹

・
佐
藤
　
直
子

平
安
京
跡
右
京
三
条

一
坊
六
町
　
　
　
山
　
口
　
　
　
真

東
寺

（教
王
護
国
寺
）
旧
境
内

　

　

士
口　
崎
　
　
　
伸

中
之
島
六
丁
目
所
在
遺
跡

小
倉
　
徹
也

・
鳥
居
　
信
子

長
原
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
康
治

・
鳥
居
　
信
子

西
ノ
辻
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
章
　
太

鬼
虎
川
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
章
　
太

・Ⅶ



大
阪

大
阪

兵
庫

三
重

愛
知

愛
知

静
岡

神 静
奈 岡
ナll
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野 岡 澤 澤 中 中

克 一 幸 幸 一 一

巳 三 一 一 穂 穂 南
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東
京

埼
玉

埼
玉

千
葉

茨
城

滋
賀

滋
賀

滋
賀

滋
賀

岐
阜

長
野

群
馬

中
野
遺
跡

讃
良
郡
条
里
遺
跡

三
原
石
田
遺
跡

中
林

・
中
道
遺
跡
　
　
　
東

貞
養
院
遺
跡

上
橋
下
遺
跡

中
村
遺
跡

箱
根
田
遺
跡

・
五
合
桝
遺
跡

（仏
法
寺
跡
）

下
宅
部
遺
跡

騎
西
城
跡

騎
西
城
武
家
屋
敷
跡

大
慈
恩
寺
遺
跡

羽
黒
遺
跡

野
路
岡
田
遺
跡

西
河
原
遺
跡

西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡

三
堂
遺
跡

弥
勒
寺
西
遺
跡

松
本
城
下
町
跡
中
町

薬
師
遺
跡

村
　
上

　

　

始

里
〔　
須
　
亜
希
子

金

津

匡

伸

敬
義

・
瀬
野
弥
知
世

水
　
野
　
裕
　
之

池

本

正

明

鈴

木

彼

則

鈴

木

彼

中

福
　
田

　

　

誠

千

葉

敏

朗

嶋

村

英

之

嶋

村

英

之

里
【

沢

哲

郎

駒

澤

悦

朗

岡

田

雅

人

徳

網

克

己

辻

　

　

広
　
志

岡

本

広

義

田

中

弘

志

太
　
田
　
万
喜
子

士心

村

　

　

哲

栃
木

福
島

宮
城

宮
城

宮
城

岩
手

岩
手

秋
田

青
森

福
井

石
川

石
川

石
川

新
潟

新
潟

新
潟

新
潟

島
根

広
島

佐
野
城

（春
日
岡
城
）
跡
　
　
　
　
　
山
　
口
　
明
　
良

泉
廃
寺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
　
　
淑
　
人

仙
台
城
跡

（二
の
九
北
方
武
家
屋
敷
地
区
）

佐
竹
　
輝
昭

・
兼
平
　
賢
治

・
大
藤
　
　
修

藤
沢
　
　
教

・
京
野
　
恵
子

・
高
木
　
暢
亮

大
古
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
博
　
道

市
川
橋
遺
跡
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
孝
弥

・
廣
瀬
真
理
子

志
羅
山
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
計
　
一
一

中
尊
寺
境
内
大
池
跡
　
　
　
　
　
　
　
及
　
川
　
　
　
司

藩
校
明
徳
館
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
武
　
士

新
城
平
岡

（四
）
遺
跡
　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
淳
　
一

石
盛
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
川
　
　
　
進

畝
田

・
寺
中
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
山
　
哲
　
哉

中
屋
サ
ワ
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
　
井
　
裕
　
知

南
新
保
北
遺
跡
　
　
　
　
　
庄
田
　
知
充

。
平
川

下
沖
北
遺
跡

浦
廻
遺
跡

草
野
遺
跡

屋
敷
遺
跡

青
木
遺
跡

責
幡

一
号
遺
跡
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山
口

・
廷
行
条
里
遺
跡

香
川

・
浜
ノ
町
遺
跡

徳
島

。
新
蔵
町
三
丁
目
遺
跡

徳
島

・
常
三
島
遺
跡

徳
島

。
守
護
町
勝
瑞
遺
跡

愛
媛

・
南
江
戸
闊
目
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
二
五
）

長
登
銅
山
遺
跡
出
上
の
銅
付
札
木
簡
に
関
す
る

一
試
論

愛
媛

・
別
府
遺
跡

福
岡

・
朽
網
南
塚
遺
跡

福
岡

・
下
月
限
Ｃ
遺
跡
群

福
岡

・
高
畑
遺
跡

福
岡

・
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群

永

井

宏

幸

”

福
岡

・
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群

（第
二
三
号
）

菅
　
波
　
正
　
人
　
切

田
良
島

哲
・…
‥　
２０Ｊ

彩
子
…

郷

那
美々
・・・…
　
郷

高
村
武
幸
…

が

奈
良
・
坂
田
寺
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（六
）

愛
知

・
志
賀
公
園
遺
跡

（第
二
四
号
）

中
世
木
札
文
書
研
究
の
現
状
と
課
題

古
代
荷
札
木
簡
の
平
面
形
態
に
関
す
る
考
察

―
―
平
城
宮

・
平
城
京
跡
出
土
資
料
を
中
心
に
―
―

目
　
書
評
　
冨
谷
至
編

『辺
境
出
土
木
簡
の
研
究
』 竹

内

元

′9J

中 重 中 藤 乗 濱

野 見 村 川 松 崎

良 高  智 真 真

一 博 豊 之 也 二

/∂ゴ ゴ/9 777 ′″J ノタ2 ゴタ0

吉 大 荒 谷 三

留 庭 牧 口 好

秀 康 宏 俊 裕

敏 時 行 治 之
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彙

　

報

編
集
後
記

英
文
目
次

『木
簡
研
究
』
第
二
一
ｔ
二
五
号
総
目
次

渡

辺

晃

宏
…

土

橋

誠
・・…
・

(1)2982∂ゴ 2″∂

Vi

202′びび

コ

ラ

ム

新
潟

・
下
割
遺
跡
出
上
の
果
樹
の
絵
を
描
い
た
山
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（田
中

平
城
宮
木
簡
の
重
要
文
化
財
指
定

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
≡
●…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
渡
辺

▲雰　　　　と百

「大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
ト
ン
ネ
ル
案
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
」
に
つ
い
て



凡

tテJ

一
、
以
下
の
木
簡
出
土
事
例
報
告
は
、
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関

・
担
当
者

に
依
頼
し
て
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
及
び
釈
文
の
記

載
形
式
な
ど
に
つ
い
て
は
、
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。
執
筆

者
の
所
属
が
発
掘
機
関
と
異
な
る
場
合
に
は
、
執
筆
者
名
に
註
記
を
加
え
た
。

一
、
報
告
は

「
二
〇
〇
二
年
出
土
の
木
簡
」
、
コ

九
七
七
年
以
前
出
土
の
木

簡
」
、
及
び

「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
の
三
欄
に
分
け
て
掲
載
し
た
。

一
、
各
欄
ご
と
の
遺
跡
の
排
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の

順
序
に
準
じ
た
。

一
、
各
遺
跡
の
記
載
は
、
所
在
地
、
調
査
期
間
、
発
掘
機
関
、
調
査
担
当
者
、

遺
跡
の
種
類
、
遺
跡
の
年
代
、
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
、
木
簡
の

釈
文

・
内
容
、
関
係
文
献

（当
該
木
簡
掲
載
の
報
二塁
口な
ど
）
の
順
と
し
、
国

土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用
し
て
、
木
簡
出
土
地
点
を
▼

で
示
し
た
。
（　
）
内
は
図
幅
名
で
あ
る
。

な
お
、
「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
の
欄
で
は
、
当
該
報
告
が
掲
載
さ
れ
た

本
誌
の
号
数
を
遺
跡
名
の
下
に

（　
）
で
明
記
し
、
地
図
は
原
則
と
し
て
割

愛
し
た
。
ま
た
、
「遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
」
は
省
略
し
、
必
要

な
場
合
は

「木
簡
の
釈
文

・
内
容
」
に
お
い
て
最
少
限
の
言
及
を
行
な
っ
た
。

一
、
紹
介
す
る
木
簡
に
は
遺
跡
ご
と
に
木
簡
番
号
を
付
し
、
い
で
示
し
た
。
数

次
の
調
査
の
木
簡
を

一
括
し
て
紹
介
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
調
査
ご
と

の
通
し
番
号
と
し
た
。
な
お
、
「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
で
は
、
既
報
告
木

簡
の
訂
正
、
新
出
木
簡
の
追
加
の
順
と
し
、　
一
括
し
て
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
木
簡
の
釈
文
は
、
木
目
方
向
を
縦
と
し
て
組
む
の
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、

曲
物
の
底
板
な
ど
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「賃
」
「賓
」
「證
」

「龍
」
「廣
」
「轟
」
「應
」
な
ど
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
異
体
字

は

「
マ
」
「手
」
「チ
」
「季
」
「外
」
な
ど
に
つ
い
て
の
み
用
い
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

（文
字
の
方
向
）
・
幅

。
厚
さ

を
示
す

（単
位
は
〕
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
な
お
、
円
形
の
本
製
品
の
法

量
は
、
径
と
厚
さ
を
示
し

（単
位
〕
、
欠
損
し
て
い
る
場
合
は
復
原
径
を
示

し
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関
に
お
け
る
木
簡
番
号
が

あ
る
場
合
に
は
最
下
段
に
示
し
た
。
「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
の
欄
に
お
い

て
釈
文
を
訂
正
す
る
木
簡
に
つ
い
て
は
、
型
式
番
号
の
次
に
既
掲
載
号
数
と

木
簡
番
号
を
１７
②
の
ご
と
く
付
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
区
貢
第
１
図
参
昭
Ｃ
。

「　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
一不
す

（端
と
は
木
目
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
）。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
な
ど
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ミ

ミ
　
　
抹
消
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
明
ら
か
な
場
合
に
限



り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

ｏ
　
　
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
但
し
、
釘
孔
な
ど
別
の
用
途
の

穿
孔
は
省
略
し
た
。

■

■
■
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
□
一　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
川
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
続
く
こ
と
が
内
容
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損

な
ど
に
よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

ヽ
‐
　
　
　
合
点
。

一
　

一　
　
　
本
目
と
直
交
す
る
方
向
の
刻
線
を
示
す
。

・
　

　

　

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含

む
も
の
。
原
則
と
し
て
文
字
の
右
傍
に
付
す
。

（　
）
　

　

右
以
外
の
校
訂
註
、
及
び
説
明
註
。

〔
×
　
〕
　

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正

箇
所
の
左
傍
に

・
を
付
し
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
す
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
間
が
残
る
も
の
。

マ

　ヽ
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
、
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

‥
…
。
　

　

同

一
本
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
な
ど
に
よ
り
直
接
つ
な

が
ら
ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

＝
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

。
行
頭
に
付
け
た
も
の
。

＊
　
　
　
　
巻
頭
図
版
に
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

次
の
一
人
型
式
か
ら
な
る

（�
買
第
２
図
参
昭
じ
。

ｏ
巨
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
褪
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。

ｏ憎
型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
盟
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
駕
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
器
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
欲
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ占
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作

っ

た
も
の
。

ｏ占
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分



凡  例

×
位
下
財
椋
人
安
万
呂

×
行
夜
使
棚
注
状
故
移
」

「　
　
番
長
二
人
　
舎
人
十
七
人

請
飯
蔵
部

一
人
　
右
依
例
所
請
如
件

史
生

一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「＜
武
蔵
国
男
余
郡
余
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

型式

第 1図 木簡釈文の表現法

o       50      11X1      150m

第 2図 木簡の形態分類
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凹
国
田
卵

式

寓
図
国
日
国
Ｂ
　
理

式

０３

型磁

印

拿
うヽ

033辺砥ヨ馬

032聾壁ラミ

蝉
国

043型式

051型式



の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

ｏも
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端

は
折
損

・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
８
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
３
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
旨
型
式
　
折
損
、
腐
欲
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
溜
型
式
　
削
居
。

な
お
、
中
世

・
近
世
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
型
式
番
号
に
適
合
し

な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
註
記
を
省
略
す
る
場
合
が
あ
る
。

、
こ
の
凡
例
は
木
簡
出
土
事
例
報
告
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
論
文
な
ど
に

お
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
用
い
る
も
の
で
は
な
い
。

、
英
文
目
次
は
天
理
大
学
の
Ｗ

・
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
に
お
願
い
し
た
。



木
簡
学
会
役
員

（一
一〇
Ｑ
三
二
一〇
〇
四
年
度
）

会
　
長
　
　
佐
藤
　
をボ
諄

副
会
長
　
　
鎌
田
　
一死
一

委
　
員
　
　
石
上
　
英

一

坂
上
　
康
俊

舘
野
　
和
己

西
山
　
良
平

山
中
　
敏
史

和
田
　
　
率

監
　
事
　
　
綾
村
　
　
宏

幹
　
事
　
　
市
　
　
大
樹

鈴
木
　
旦昼

一

西
村
さ
と
み

古
尾
谷
知
浩

横
内
　
裕
人

田
辺
　
征
夫

今
泉
　
隆
雄

佐
藤
　
　
信

寺
崎
　
保
広

粗
山
　
　
明

吉
川
　
　
聡

渡
辺
　
晃
宏

東
野
　
治
之

岩
宮
　
隆
司

竹
内
　
　
亮

野
尻
　
　
忠

増
測
　
　
徹

士
四イ
ド　
　
　
患
不

山 馬 鶴 鷺
本 場 見 森

泰 浩
崇 基 寿 幸

吉 山 土 田 小
川 中 橋 熊 林

真   清 昌
司 章 誠 彦 二



2002年出土の木簡

奈
亭

平

城

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
三
七
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
〇
月
１
二

〇
〇
二
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第

一
次
大
極
殿
院
南
辺
で
は
、　
一
九
七
二
年
度
の
第
七
七
次
調
査
で
、
第

一

次
大
極
殿
院
南
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
七
六
〇
〇

・
七
八
二
〇
、
そ
の
中
央
に
開
く

南
門
Ｓ
Ｂ
七
人
〇

一
、
南
門
東
側
に
取
り
付
く
東
楼
Ｓ
Ｂ
七
人
〇
二
な
ど
が
確

認
さ
れ
た

（『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
�
』。
以
下
学
報
と
略
称
）。
東
楼
の
柱
抜
取

穴
か
ら
は
計
二
四
二
点

今
つ
ち
削
婿
一
五
五
占
こ

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本

誌
第
二
二
号
）。
今
回
の
調
査
は
、
南
門
を
挟
ん
で
東
楼
と
対
称
の
位
置
に
想
定

さ
れ
る
楼
閣
建
物

（西
楼
）
の
存
在

・
位
置

・
規
模
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

東
楼
同
様
木
簡
の
出
土
も
期
待
さ
れ
た
。
調
査
面
積
は

一
二
七
八
ポ
で
あ
る
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
南
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
七
八
二
〇

・
西
楼
Ｓ
Ｂ

一
八
五
〇

〇
、
こ
れ
ら
の
解
体
に
伴
う
遺
構
、
及
び
築
地
回
廊
に
囲
ま
れ
た
大
極
殿
院
内

広
場
Ｓ
Ｈ
六
六

一
三
な
ど
で
あ
る
。
遺
構
の
時
期
は
大
き
く
Ａ
Ｉ
Ｅ
の
五
時
期

に
大
別
で
き
、
こ
れ
は
学
報
の
時
期
区
分
の
Ｉ
１
１
１
４
及
び
Ⅱ
期
以
降
に
対

応
す
る
。

木
簡
は
、
平
城
宮
造
営
時
の
整
地
土
か
ら

一
四
点
、
西
楼
Ｓ
Ｂ

一
人
五
〇
〇

掘
立
柱
抜
取
穴
か
ら

一
四
七

一
点

命
つ
ち
削
婿
〓
一一〇
四
古
一
が
出
土
し
た
。

平
城
宮
造
営
時
の
整
地
上
は
厚
さ
三
〇
帥
程
度
で
、
地
山
上
に
広
く
敷
か
れ

る
。
南
面
築
地
回
廊
は
、
こ
の
整
地
土
の
上
に
基
壇
を
造
成
し
て
造
ら
れ
る
。

第

一
次
大
極
殿
は
こ
の
整
地
土
の
分
布
し
な
い
場
所
に
位
置
す
る
が
、
第

一
次

大
極
殿
院
の
広
場
や
南
面
築
地
回
廊
は
こ
の
整
地
土
が
積
ま
れ
た
後
に
構
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
整
地
上
に
元
々
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
整

地
の
過
程
で
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
完
形
に
近
い
も
の
が
多
く
、
削
暦

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
人
五
〇
〇
は
五
間
×
三
間
の
総
柱
東
西
棟
建
物
。
Ｂ
期
に
南
面

築
地
回
廊
七
間
分
を
解
体
し
、
基
壇
を
北
側
に
継
ぎ
足
し
て
増
築
さ
れ
る
。
東

楼
と
ほ
ぼ
同
構
造
で
、
外
側
の
一
六
本
の
柱
は
掘
立
柱
で
、
建
物
内
部
の
人
本

の
柱
は
礎
石
建
ち
。
便
宜
上
、
南
北
柱
列
を
西
か
ら
順
に
Ａ
Ｉ
Ｆ
、
東
西
柱
列

を
北
か
ら
順
に
１
１
４
と
し
た
。
確
認
で
き
た
掘
立
柱
柱
穴
の
深
さ
は
、
遺
構

検
出
面
か
ら
二

。
四
―
三

・
Ｏ
ｍ
を
測
る
。
柱
掘
形
は

一
辺
三

・
五
―
三

・
〇

ｍ
の
長
方
形
を
呈
し
、
東
西
に
長
い
も
の

（Ａ
３
な
ど
）
と
南
北
に
長
い
も
の

（Ｆ
４
な
ど
）
が
あ
る
。
柱
径
は
、
柱
根
の
残

っ
て
い
た
東
楼
同
様
、
七
五
伽

程
度
で
あ
ろ
う
。
解
体
時
に
、
礎
石

・
掘
立
柱
は
全
て
抜
き
取
ら
れ
、
基
壇
は



▲

八

広
場
の
上
層
礫
敷
の
高
さ
ま
で
削
平
さ
れ
る
。
柱
抜
取
穴
は
底
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
漏
斗
状
に
狭
く
な
り
、
底
で
は
幅
七
〇
―
九
〇
ｃｍ
程
度
に
な
る
。
底
か
ら

約

一
。
五
ｍ
前
後
ま
で
は
埋
土
の
単
位
が
厚
く
、　
一
度
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
上
は
層
が
細
か
く
な
り
、
こ
の
中
に
木
製
品
や
木
簡
を
多
量
に

含
ん
だ
層
が
レ
ン
ズ
状
に
混
じ
る
。
こ
の
層
は
、
い
ず
れ
の
柱
抜
取
穴
に
も
存

在
し
た
。
柱
抜
取
穴
が
あ
る
期
間
こ
の
深
さ
で
放
置
さ
れ
、
遺
物
を
廃
棄
で
き

る
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
出
土
遺
物
の
一
括
性
は
極
め
て
高
い
。
抜
取

穴
か
ら
は
、
二
次
被
熱
の
痕
跡
が
あ
る
瓶
、
大
量
の
篇
木
、
隅
木
蓋
瓦
な
ど
の

瓦
、
朱
の
残
る
柱
補
修
部
材
、
回
廊
の
も
の
と
み
ら
れ
る
礎
石
な
ど
が
出
土
し

た
。
解
体
は
Ｄ
期
で
、
出
土
木
簡
か
ら
考
え
て
天
平
勝
宝
五
年
頃
で
あ
ろ
う
。

西楼SB18500柱穴番付図
(Oは掘立柱,□は礎石建ち)

陛名 出土点数(う ち削屑)

D4

El 10(2)

Al 2 E4

A2 Fl 1318(1207)

A3 l F2 71(56)

B4 21(8) F3 1

Cユ 2 F4 1

C4 21(21)
計 1471(1304)

Dl 5

西楼SB18500柱穴別木簡出土点数一覧

● 木簡出土地

▼ 本号掲載木簡出土地

平城宮木簡出土地点図



2002年出上の木簡

(7) (6)(5) (4)

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(1) 甍
土

「年
慶
雲
三
年
丁
継
御
跡
歎
雑
従
称
腿
月
宮
内
省

〔臥

叱
年
口
□

〔立て
〕
　
　
　
　
　
（〕ω枷）
×
ωｏ
×
卜
　
ｏ∞
Ｐ

「伊
勢
国
安
農
郡
Ｆ可

〔剛
墜
阿
斗

マ
身
」

「
和
銅
三
年

【昨
肥

　

　

　

　

　

　

」
　

　

］ｏ反

］睫

ヽ

ｏ伽軍

「
＜
伊
勢
国
安
農
郡
県
　
　
　
」

「
＜
里
人
飛
鳥
戸
椅
万
呂
五
斗
」
　
　
　
　
　
Ｐ∞援
Ｐ契
卜
寓
］

「
五
百
原
□

「ｒユ
Ｈ十，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いω）〉〈Ｐ∞〉〈ヽ
　
ＯＰＯ

「
＜
長
田
上
郡
大
国
呈
〔勘
紀

「
＜
大
井
里
委
文

マ
鳥
口
□
」

「
＜
米
五
斗

　

　

　

　

　

」

一白
力
〕

□
酒
四
斗
」

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
人
五
〇
〇
Ａ
２
柱
抜
取
穴

〔埼
力
〕

①
　
。
「
＜
□
口
三
江
里
守
マ

・
「
＜
口
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸こ
溢
睫
ф
寓
Φ

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇
Ａ
３
桂
抜
取
穴

０
　
。
×
栗
郡
漆
マ
里
羽
栗
臣
」

。
×
俵
　
　
　
岡
川
回
」
　
　
　
　
　
　
（騒
）遜
泉
］
ｏｓ

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
人
五
〇
〇
Ｂ
４
桂
抜
取
穴

⑩
　
。
「
＜

衛
門
府

進
鴨
九
翼

瓢
醜
肺
朗

承
前
秘
刷
呂

大
豆
人
成

」

。
「
＜
　
　
　
　
天
平
勝
宝
四
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］ｏ］×
］］×
∞　
ｏ∞］

⑪
　
。
「
＜
東
市
司
進
上

□

。
「
＜
天
平
勝
宝
四

⑫

　

「東
梨
原
　
梨
百
九
十
五
果
日
□

含

｝
じ

×
Ю
μ
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

Ｐ
∞
∞
×

Ｐ
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2002年 出上の木簡

ω
ｌ
⑦
は
大
極
殿
院
南
面
築
地
回
廊
造
営
以
前
の
整
地
土
か
ら
出
土
し
た
木

簡
。①

は
官
人
の
履
歴
書
風
の
木
簡
。
年
を
干
支
と
年
号
を
併
記
し
て
記
す
。
慶

雲
四
年

（七
〇
七
）
の
父
の
死
に
よ
る
解
官
に
よ
っ
て
記
載
を
終
え
る
。
②
①

は
伊
勢
国
安
農
郡
、
い
は
駿
河
国
底
原
郡
、
⑬
は
遠
江
国
長
田
上
郡

（和
銅
二

年
正
月
に
長
田
郡
を
上
下
二
郡
に
分
割
し
て
成
立
）
か
ら
の
荷
札
。
柱
抜
取
穴
出
土

の
Ｏ
⑨
⑮
も
、
里
表
記
を
用
い
る
な
ど
古
相
を
呈
し
、
整
地
土
中
の
木
簡
が
柱

を
抜
き
取
る
際
な
ど
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
か
。
０
は
但
馬
国
城
崎
郡
の
白
米
荷

札
。
①
は
尾
張
国
葉
栗
郡
の
白
米
荷
札
で
あ
ろ
う
。
⑭
は
②
⑬
と
同
じ
伊
勢
国

安
農
郡
の
白
米
荷
札
。
い
ず
れ
も
米
の
荷
札
で
、
こ
れ
ら
は
本
来

一
連
の
資
料

で
あ
ろ
う
。

②
の
和
銅
三
年
三
月
の
年
紀
を
有
す
る
木
簡
が
、
こ
の
整
地
層
か
ら
出
土
し

た
こ
と
の
も
つ
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
平
城
宮
造
営
当
初
の
整
地
土

か
ら
和
銅
二
、
三
年
を
中
心
と
す
る

一
括
性
の
高
い
木
簡
が
出
土
し
た
事
例
は

知
ら
れ
て
い
た

（第
九
一
次
調
査
。
本
誌
第
二
四
号
）。
し
か
し
、
今
回
こ
れ
ら
の

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
大
極
殿
院
回
廊
の
基
壇
直
下
の
整
地
層
で
あ
る
。
こ

の
部
分
の
築
地
回
廊
は
、
少
な
く
と
も
平
城
遷
都
時
に
は
そ
の
基
盤
の
整
地
さ

え
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
和
銅
八
年
の
元
日
朝
賀
ま
で
平
城

宮
大
極
殿
の
存
在
を
示
す
史
料
が
な
い
こ
と
、
平
城
宮
大
極
殿
が
和
銅
三
年
正

月
ま
で
藤
原
宮
に
あ
っ
た
大
極
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
相
倹
っ
て
、
大
極
殿
そ
の
も
の
が
遷
都
時
に
は
未
完
成
で
あ

っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
た
。

①
ｌ
①
は
西
楼
の
掘
立
柱
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
木
簡
。

⑩
は
衛
門
府
か
ら
の
鴨
の
進
上
に
伴
う
付
札
状
の
進
上
状
。
材
は
ご
く
薄
い
。

裏
面
の
年
紀
は
天
平
勝
宝
四
年
四
月
を
誤
っ
た
か
。
貢
進
先
、
あ
る
い
は
差
し

出
し
に
戻
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
み
る
よ
り
、
誤
記
の
た
め
捨
て
ら
れ
た
と
考
え

る
方
が
妥
当
か
。
⑬
い
は
西
宮
兵
衛
木
簡
と
類
似
す
る
記
載
を
も
つ
。
門
の
警

備
に
関
わ
る
木
簡
か
。
鰯
は
意
図
的
に
折
ら
れ
て
廃
棄
さ
れ
る
。
裏
面
の

「中

嶋
所
」
は
、
天
平
勝
宝
と
い
う
時
期
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
の
は
現
在
日
本
最

古
の
小
便
禁
止
看
板
。
裏
は
大
型
の
工
具
で
割

っ
た
ま
ま
。
上
下
は
荒
い
キ
リ

オ
リ
加
工
で
、
表
面
の
調
整
も
雑
。
②
は
氏
名
だ
け
を
記
し
た
付
札
。
同
様
の

特
徴
を
持
つ
付
札
が
第
七
七
次
調
査
で
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
今
回
は
こ
の

一
点
の
み
。
い
の
大
嶋
村
は
、
周
防
国
大
嶋
郡
か
。
果
塩
は
固
形
塩
で
あ
ろ
う
。

⑩
は
食
事
に
関
す
る
苦
情
を
書
き
上
げ
た
文
書
風
の
木
簡
。
推
敲
の
跡
が
あ
り
、

下
書
き
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

例
ｌ
⑭
は
柾
目
の
削
居
。
筆
跡
は
細
か
く
端
正
。
木
目
の
状
況
や
筆
跡
か
ら

み
て
、
同

一
簡
も
し
く
は

一
連
の
木
簡
の
削
居
で
あ
ろ
う
。
元
の
木
簡
は
次
の

よ
う
に
復
原
さ
れ
る
。
上
部
に
二
本
の
刻
線
を
引
く

（⑭
⑫
⑬
⑬
⑩
）。
何
段
か

に
分
け
て
記
載
で
き
る
よ
う
、
そ
の
下
に
も
刻
線
を
引
く

（∽
）。
下
段
の
刻

線
は

一
本
。
そ
こ
に
人
名
や
、
配
置
先

（⑭
⑬
）、
勤
務
状
況

（⑭
）、
な
ど
を

列
挙
す
る
。
人
名
は
、
位
階
を
記
す
際
に
は
二
段
の
刻
線
の
上
段
か
ら
書
き
始

め
る
こ
と
も
あ
る
が

（⑫
的
）、
氏
名
か
ら
の
場
合
は
下
段
か
ら
書
き
始
め
る



（④
⑭
⑩
）。
大
型
の
歴
名
木
簡
の
削
居
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
形
態

の
完
形
の
木
簡
の
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

①
は
武
蔵
国
播
羅
郡
の
養
銭
付
札
。
∞
の
糸
君
益
人
は
約
五
年
後
の
天
平
宝

字
二
年

（七
五
人
）
に
は
従
人
位
上

。
仁
部
省
史
生
の
写
経
生
と
し
て
写
経
所

に
出
仕
し
て
い
る
。
⑩
の
中
務
栗
宮
は
、
中
務
卿
栗
栖
王
か
。

年
紀
を
有
す
る
木
簡
の
時
期
は
天
平
勝
宝
五
年
前
後
に
集
中
す
る
。
第
七
七

次
調
査
で
東
楼
の
解
体
を
天
平
勝
宝
五
年
の
前
半
に
想
定
し
た
。
今
回
の
調
査

で
天
平
勝
宝
五
年

一
一
月

（ω
）
の
削
盾
が
出
土
し
て
お
り
、
東
西
楼
は
天
平

勝
宝
五
年
頃
に
あ
い
つ
い
で
解
体
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
西
楼
か
ら
出

土
の
木
簡
は
内
容
的
に
は
雑
多
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

一
連
の
解
体
工
事
に

伴

っ
て
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
群
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
衛
門
府
関
係

の
木
簡
が
み
ら
れ
る
状
況
は
東
西
楼
出
土
木
簡
で
共
通
す
る
が
、
い
ず
れ
に
も

門
部
と
み
ら
れ
る
者
が
み
あ
た
ら
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
七

（一
一〇
〇

三
年
）

同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（馬
場
　
基
・
渡
辺
晃
宏
）



奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅲ
の
刊
行

平
城
宮
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、　
一
九
八
六
年

の
二
冊
目
の
刊
行
以
来
待
望
久
し
い
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

今
回
は

一
九
八
六
年
の
第

一
七
二
次
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
の
第
三

一
六
次

ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器

一
〇

一
七
点
の
釈
文
を
掲
げ
、
主
要

な
も
の
の
鮮
明
な
写
真
や
実
測
図
を
収
録
す
る
。
こ
こ

一
五
年
間
の
平
城

宮
の
墨
書
土
器
の
全
貌
を
把
握
で
き
る
資
料
集
で
あ
る
。

墨
書
土
器
も
、
木
簡
と
同
様
出
土
し
た
遺
跡

・
遺
構
が
重
要
な
意
味
を

も
つ
が
、
出
土
遺
構
の
簡
潔
な
紹
介
が
付
さ
れ
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
土

器
の
器
種
や
器
形
の
凡
例
図
が
新
た
に
付
さ
れ
、
文
字
を
記
す
媒
体
と
し

て
の
上
器
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
今

回
紹
介
さ
れ
る
墨
書
土
器
の
多
く
が
出
土
し
た
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇

〇
に
つ
い
て
、
主
な
墨
書
土
器
の
出
土
地
点
図
を
掲
載
す
る
な
ど
、
細
か

な
配
慮
の
行
き
届
い
た
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
四
版
五
六
頁
、
図
版
七
二
棄
、
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行

定
価
工
○
○
○
円

（税
別
）
翁
平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅱ
も
在
庫
あ
り
）

市
販
分
の
お
問
い
合
わ
せ

。
お
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

真
陽
社
　
電
話
　
〇
七
五
十
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
五
十
三

五

十
六
〇
三
四

―十
六

一
四
六



2002年 出上の木簡

奈
良
。平
城

京

跡
右
一昼

一条
三
坊
三
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
菅
原
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
入
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一立
石
堅
志

・
久
保
清
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、　
一
九
八
八
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
発
掘
調
査
の
一
つ
で
、
平
城
京
第
四
三

一
十
三
次
調
査
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
は
右

京
二
条
三
坊
三
坪
の
北
西
隅
で
、

二
条
条
間
路
に
面
し
た
位
置
に

あ
た
る
。
調
査
面
積
は

一
〇
六

〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
二
条
条
間

路
南
側
溝

・
坪
内
道
路

・
掘
立

柱
建
物

・
塀

・
井
戸

・
土
坑

・

溝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の

時
期
は
、奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
半
と
、
平
安
時
代
後
半
以
降
と
に
大
別
で

き

る

。
木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
二
人
の
枠
材
抜
取
穴
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
共
伴
遺

物
に
は
、
人
世
紀
中
頃
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
土
師
器

。
須
恵
器

・
緑
釉
陶
器

・

製
塩
土
器
、
軒
平
瓦
六
七
三
二
Ｃ
、
人
形
が
あ
る
。
こ
の
他
、
墨
書
土
器
に
は
、

Ｓ
Ｅ
五
二
五
か
ら
出
土
し
た

「主
帳
」
（須
恵
器
皿
Ｂ
底
部
外
面
）、
Ｓ
Ｅ
五
三
〇

か
ら
出
土
し
た

「家
」
（須
恵
器
杯
Ｂ
底
部
外
面
）
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「召
日
置
得
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

る
要
∞
Ｐ
Φ

下
部
は
欠
損
す
る
。
木
簡
に
書
か
れ
て
い
る
人
物
を
召
喚
す
る
召
文
の
断
簡

と
考
え
る
。
な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室

の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
十

一

年
度
』
０
一〇
〇
一
年
）

（久
保
清
子
）

一

(奈 良)



さ
い
だ
い

じ

奈
良
・西
大
寺
旧
境
内

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
西
大
寺
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
四
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
九
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
松
浦
五
輪
美

・
宮
崎
正
裕

。
池
田
富
貴
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
右
京

一
条
三
坊
四
坪
の
北
東
隅
に
あ
た
り
、
奈
良
時
代
後

半
に
は
西
大
寺
の
境
内
地
と
な
る
。
北
西
か
ら
南
東

へ
傾
斜
す
る
緩
斜
面
上
に

位
置
し
、
旧
境
内
の
東
を
限
る

西
二
坊
大
路
、
及
び
三

・
四
坪

坪
境
小
路
に
面
す
る
。
調
査
区

は
南
北
四
〇
ｍ
東
西
二
五
ｍ
の

一
〇
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
に
は
、
奈
良

口

時
代
か
ら
平
安
時
代
の
掘
立
柱

奈

塀
九
条
、
建
物
一
七
棟
、
井
戸

八
基
、
溝
、
土
坑
が
あ
る
。
重

複
関
係
か
ら
三
時
期
以
上
の
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
。
発
掘
区
北
端
で
検
出
し
た

東
西
方
向
の
溝
は
、
溝
心
の
位
置
と
重
複
関
係
か
ら
、
三

。
四
坪
坪
境
小
路
南

側
溝
、
ま
た
は
築
地
雨
落
溝
の
可
能
性
が
あ
る
。

木
簡
は
発
掘
区
南
西
部
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
二
の
枠
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ

Ｅ
〇
二
は
井
戸
枠
が
残
る
三
基
の
井
戸
の
一
つ
で
、
掘
形
の
平
面
は
東
西

一
・

九
五
ｍ
南
北

一
・
七
五
ｍ
の
隅
丸
方
形
、
枠
の
構
造
は
方
形
縦
板
組
隅
柱
横
桟

留
で
、
横
桟
が
三
段
分
残
る
。
枠
の
内
法
は
○

。
人
ｍ
×
○

・
七
五
ｍ
、
検
出

面
か
ら
の
深
さ
は
二

・
四
ｍ
で
あ
る
。

共
伴
遺
物
に
は
土
師
器

・
須
恵
器
が
あ
る
。
食
器
類

・
甕
な
ど
の
他
、
須
恵

器
に
は
完
形
の
横
瓶

・
重
が
あ
る
。
時
期
は
奈
良
時
代
後
半
頃
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
細
は
整
理

・
検
討
中
で
あ
る
。
墨
書
土
器
も
数
点
出
土
し
た
。
墨
書
土
器
は

Ｓ
Ｅ
〇
二
以
外
の
井
戸
か
ら
も
数
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ冒

三
文
字
確
認
で
き
る
が
判
読
で
き
な
い
。
な
お
、
釈
読

・
写
真
撮
影
に
あ
た

っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
ご
教
示
と
ご
協
力
を
得
た
。

（池
田
富
貴
子
）
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76543 2  1

奈
良
・興
福
寺

一
乗

院
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
登
大
路
町

調
査
期
間
　
　
平
城
第
三
五
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
九
月
１

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
現
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
平
城
京
左
京
三
条
七
坊
、
興
福
寺
旧
境
内
に
あ
り
、
天
禄
元
年

（九
七
〇
）
頃
に
創
建
さ
れ
た

同
寺
の
院
家

一
乗
院
の
故
地
に

あ
た
る
。　
一
乗
院
は
、
康
平
五

年

（
一
〇
六
こ

、
治
承
四
年

０

一
人
○
）、
仁
治
二
年

（
一

二
四
こ
、
寛
永

一
九
年

（
正
ハ

動

四
一
一

に
焼
亡
し
た
こ
と
が
知

奈

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調

く

査

で
、
建
長

二
年

（
〓

一
五

○
）
再
建
の
寝
殿
と
慶
安
三
年

（
三
ハ
五
〇
）
再
建
の
震
殿
を
は
じ
め
数
時
期

の
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
奈
良
地
方

。
家
庭

・
簡
易
裁
判

所
庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
面
積
は
約
九
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
古
代
以
降
現
代
ま
で
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
建
長
年
間
以
前

の
遺
構
は
少
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
と
し
て
は
、
興
福
寺
創
建
瓦
を
含
む

溝
状
土
坑
Ｓ
Ｋ
人
四
人
五
、
上
層
の
埋
土
に

一
〇
世
紀
後
半
の
遺
物
を
含
む
南

北
溝
Ｓ
Ｄ
人
四
六
人
、　
一
一
世
紀
後
半
頃
の
土
器
と
大
量
の
炭
を
含
み
、
康
平

年
間
の
焼
亡
に
伴
う
可
能
性
が
高
い
土
坑
Ｓ
Ｋ
入
二
四
人
が
あ
る
。
ま
た
、
寛

永
年
間
の
焼
亡
に
伴
い
廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
遺
物
か
ら
は
、
江
戸
時
代
初
頭
に

お
け
る
、
法
親
王
入
寺
に
伴
う

一
乗
院
の
隆
盛
の
様
が
う
か
が
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
池
Ｓ
Ｇ
八
二
三
〇
の
遣
水
と
考
え
ら
れ
て
き
た
南
東
か

ら
北
西
に
蛇
行
し
な
が
ら
続
く
流
路
遺
構
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
が
、
池
の
手
前
で
閉

塞
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
方
、
水
の
供
給
に
関
わ
る
遺
構
と
し
て
泉

水
Ｓ
Ｅ
人
四
六
五
を
新
た
に
検
出
し
た
。
泉
水
の
埋
土
に
は

一
三
世
紀
頃
の
土

師
器
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
が
、
近
世
の
遺
物
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

遺
構
は
慶
安
年
間
再
建
の
震
殿
に
伴
う
池
と
関
わ
る
も
の
で
、
元
治
元
年

（
一

人
六
四
）
の

「元

一
乗
院
橋
御
殿
絵
図
面
」
（興
福
寺
所
蔵
）
に
み
ら
れ
る
泉
水

の
一
部
と
理
解
で
き
る
。
本
簡
は
い
ず
れ
も
中
世
後
期
の
も
の
で
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

人
四
九
〇
か
ら

一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
五
か
ら
二
点
、
計
三
点
出
土
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
九
〇
は
、
中
世
後
期
の
素
掘
り
の
井
戸
で
、
前
述
の
流
路
遺

構
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
の
中
央
に
穿
た
れ
て
い
る
。
検
出
面
の
径

一
・
五
ｍ
深
さ



二

・
八
ｍ
以
上
で
、
出
上
し
た
土
器
の
年
代
は
流
路
遺
構
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
の
埋

没
時
期
に
近
い
。
な
お
、
こ
の
井
戸
か
ら
天
符
を
担
ぐ
人
物
を
描
い
た
墨
画
土

器

（下
図
）
が
出
土
し
て
い
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
五
は
、
径
二

。
一
ｍ
深
さ
三

。
一
ｍ
の
素
掘
り
の
井
戸
で

あ
る
。
井
戸
底
に
近
い
埋
土
に
大
量
の
木
質
遺
物
が
含
ま
れ
、
木
簡
は
こ
の
層

か
ら
出
土
し
た
。
上
層
の
埋
土
に
は

一
六
世
紀
前
半
頃
の
土
師
器
皿
が
投
棄
さ

れ
て
お
り
、
井
戸
の
廃
絶
時
期
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
内
外
面
に

墨
痕
が
あ
り
内
面
に
は
怖
い
形
相
の
人
面
が
描
か
れ
た
土
器
、
外
面
に

「御
」

な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四

五
が
埋
め
ら
れ
た
後
、
西
南
に
接
し
て
新
し
い
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
二
が
掘
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
井
戸
は
前
述
の
絵
図
に
も
見
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
九
〇

⑪
　
・
春
日
大
明
神

・
春
　
□

連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
≦
益

ｏ欝

工正
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
五

含

ｏ
じ

×

Ｏ

ｅ

×

∞
　

ｏ
盟

６

じ

×

ぐ

）
×

∞
　

ｏ
曽

ω
は
、
上
下
端
折
れ
、

左
右
は
削
り
で
面
取
り

加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

同

一
材
と
思
し
き
木
片

が
も
う

一
点
出
土
し
て

い
る
が
、
墨
痕
は
認
め

ら
れ
ず
接
続
し
な
い
。

木
簡
の
用
途
は
不
詳
。

②
①
は
と
も
に
断
片
。

墨
痕
は
確
認
で
き
る
も

の
の
釈
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
七

（一
一〇
〇

三
年
）

同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（山
本
　
８
Φ

□  □

土器に描かれた天秤を担ぐ人物
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奈
亭

藤
原

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一
。
一
一　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
一
〇
月
―
二
〇
〇
二
年
二
月

一
一　
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
１
藤
原
宮
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
藤
原
宮
南
東
隅
に
所
在
す
る
近
世
の
溜
池
、
高
所
寺
池
の

堤
防
改
修
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇

一
年
度
に
池
の
東
岸
北
半
分

・

北
岸

・
西
岸
北
部
の

一
人
三
〇
ポ
を

（飛
鳥
藤
原
第

一
一
八
次
調
査
）、
二
〇
〇

二
年
度
に
西
岸
南
部
の
一
一
〇
〇
ポ
を

（飛
鳥
藤
原
第

一
二
四
次
調
査
）
そ
れ
ぞ

れ
調
査
し
た
。

調
査
の
結
果
、
五
世
紀
後
半
か
ら
藤
原
宮
期
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
こ
こ
で

は
藤
原
宮
直
前
期
及
び
藤
原
宮
期
の
遺
構
の
概
略
を
以
下

一
括
し
て
記
す
。

藤
原
宮
直
前
期
。
藤
原
宮
内
先
行
条
坊
道
路
と
し
て
、
第

一
一
人
次
調
査
で

東
二
坊
坊
間
路

。
六
条
条
間
路
と
そ
れ
ら
の
側
溝
を
検
出
し
た
。
こ
の
他
、

溝

・
土
坑

・
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。

藤
原
宮
期
。
藤
原
宮
南
面
大
垣

・
内
濠

・
外
濠
を
検
出
し
た
。
南
面
中
門

（推
定
朱
雀
門
）
以
東
で
初
め
て
藤
原
宮
南
限
施
設
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
な

る
。
大
垣
と
内
濠
は
と
も
に
先
行
条
坊
道
路
で
あ
る
東
二
坊
坊
間
路
の
東
側
溝

Ｓ
Ｄ
六
〇
三

一
を
埋
め
立
て
た
後
に
造
営
さ
れ
て
い
た
が
、
外
濠
は
同
東
側
溝

と
併
存
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
他
、
大
垣
内
で
藤
原

宮
東
南
官
衛
に
関
係
す
る
溝

・
塀

・
建
物
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
第

一
二

四
次
調
査
区
南
端
で
六
条
大
路
北
側
溝
を
確
認
し
た
。

木
簡
は
、
第

一
一
人
次
調
査
で
藤
原
宮
南
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
五
〇
二
の
堆
積
土
か

ら
三
点

（全
て
削
肩
）、
第

一
二
四
次
調
査
で
藤
原
宮
直
前
期
の
上
坑
Ｓ
Ｋ
九
七

四
〇
か
ら

一
五
点

（全
て
削
暦
）
が
出
土
し
た
。

南
面
内
一尿
Ｓ
Ｄ
五
〇
二
は
大
垣
の
北

一
一
・
七
ｍ

（四
〇
尺
）
に
あ
る
素
掘

り
溝
で
、
幅
ニ
ー
ニ

・
七
ｍ
深
さ

一
。
一
―

一
・
三
ｍ
。
下
層
に
砂
や
シ
ル
ト

な
ど
の
流
水
堆
積
層
が
あ
り
、
上
層
は
埋
め
戻
し
た
土
層
で
あ
っ
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
九
七
四
〇
は
、
藤
原
宮
南
面
外
濠
と
六
条
大
路
北
側
溝
の
ほ
ぼ
中

間
、
高
所
寺
池
西
岸
の
調
査
区
を
西
に
拡
張
し
た
部
分
で
検
出
し
た
。
土
坑
の

東
半
分
は
攪
乱
に
よ
り
削
平
さ
れ
て
お
り
、
検
出
で
き
た
の
は
全
体
の
四
分
の

一
で
あ
る
。
直
径
約
二
ｍ
の
円
形
と
み
ら
れ
、
残
存
す
る
深
さ
は
約
○

・
九
ｍ
。

埋
土
に
炭

・
木
居

・
輔
羽
口
な
ど
を
含
む
。
藤
原
宮
造
営
に
と
も
な
う
廃
棄
土

坑
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
一
人
次
調
査



(2) (1) 二  (1)②
の

「寸
主
」
は
カ
バ
ネ
の
ス
グ
リ
で
あ
ろ
う
。
「村
」
の
偏
を
省
略
し
た

形
で
あ
る
。
藤
原
宮
跡

・
平
城
京
跡
出
土
木
簡
に
類
例
が
あ
る
。
な
お
、
本
木

街
に
記
さ
れ
る

「主
」
の
字
体
は
、
藤
原
京
左
京
七
条

一
坊
西
南
坪
よ
り
出
土

し
た

「逐
陳

（陣
こ

「帰
忌
」
な
ど
の
暦
注
を
記
す
木
簡

（本
号
２７
頁
⑬
）
の
裏

面
に
も
み
ら
れ
る
。
①
の
三
文
字
目
は
単
位
と
も
み
ら
れ
る
が
釈
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
』
全
一Ｏ
Ｑ
二

年
）同

『飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
七

（一
一〇
Ｑ
二
年
）

（竹
内
　
一元
）

〔男
ヵ
〕

□
口

第

一
二
四
次
調
査

口
三
口

□
人
下
寸
主
□

〔十
力
〕

□
四
□

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｌ

匠

匠

匠

匠

匠

□
□

」
▲
Ｊ
凹

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

田
□

□
□

□
□

田田
田田
田田|  1日|¬口 同

「

斤
藤原宮及び周辺木簡出土地
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2002年 出上の木簡

ふ
じ
わ
ら
き
ょ
う

奈
良
。藤
原
京

跡
左
京
七
条

一
坊

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
上
飛
騨
町

２
　
調
査
期
間
　
　
飛
鳥
藤
原
第

一
一
五
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四

月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
中
頃
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
橿
原
市
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
発

掘
面
積
は
約
三
〇
〇
〇
ポ
で
あ

る
。
調
査
地
は
、
左
京
七
条

一

坊
西
南
坪
内
の
中
央
部
に
あ
た

り
、
朱
雀
門
の
南
東
約
三
〇
〇

ｍ
に
位
置
す
る
。
東
隣
の
左
京

七
条

一
坊
東
南
坪
で
は
、　
一
九

０

九
四
年
度
の
橿
原
市
教
育
委
員

拙
会
に
よ
る
調
査
で
「…
遣
帳
内

祢
連
国
人
」
「皇
子
宮
奉
入

…
」
な
ど
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
七
号
）。
ま
た
、
同

調
査
は
六
条
条
間
路
と
東

一
坊
坊
間
路
の
交
差
点
付
近
を
含
ん
で
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
条
坊
側
溝
が
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
左
京
七
条

一
坊
は
四
町
占
地

で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

（橿
原
市
教
育
委
員
会
の
露
口
真
広
氏
の

ご
教
示
に
よ
る
）。
こ
の
た
め
今
回
の
調
査
で
は
、
東
南
坪
と
関
連
す
る
遺
構

・

遺
物
の
発
見
が
期
待
さ
れ
た
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
九
棟
、
溝
五
条
、
池
状
遺
構

一
、
土

坑
二
基
、
炉

一
基
、
立
木
列
な
ど
で
あ
り
、
Ａ
ｔ
Ｄ
の
四
期
に
分
類
で
き
る
。

こ
こ
で
は
藤
原
宮
期
に
相
当
す
る
Ｂ
期

。
Ｃ
期
の
概
要
を
述
べ
る
。

Ｂ
期
は
藤
原
宮
期
前
半
で
あ
る
。
調
査
区
の
南
側
に
、
北
側
柱
筋
を
ほ
ぼ
そ

ろ
え
る
形
で
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
五

一
〇

・
五

一
一
、
東
西
塀
Ｓ
Ａ
五

一
二
が
建

て
ら
れ
、
ま
た
、
Ｓ
Ａ
五

一
二
に
取
り
付
く
南
北
塀
Ｓ
Ａ
五

一
三
や
、
南
北
棟

建
物
Ｓ
Ｂ
五

一
四
が
造
営
さ
れ
る
。
調
査
区
の
北
東
部
で
は
、
南
北
石
組
溝
Ｓ

Ｄ
五

一
人
と
東
西
素
掘
り
溝

（Ｓ
Ｄ
五
一
七
Ｉ
Ｓ
Ｄ
五
正
ハ
と
変
遷
）
か
ら
な
る

Ｌ
字
の
溝
が
掘
ら
れ
、
そ
の
北
東
に
は
南
北
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
五

一
五
が
建
て
ら
れ

る
。
調
査
区
中
央
に
は
池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
が
存
在
し
、
そ
の
南
岸
に
当
該

期
も
し
く
は
Ｃ
期
に
桟
敷
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
五
〇
七
が
設
け
ら
れ
る
。

Ｃ
期
は
藤
原
宮
期
後
半
で
あ
る
。
調
査
区
の
西
南
部
に
、
桁
行
人
間

（二

〇
・
七
ｍ
）
梁
間
二
間

（五
二
ハ
じ

の
大
型
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
が
造
営

さ
れ
、
そ
の
北
に
目
隠
し
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
六
が
設
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
の
建

物
心
は
坪
の
南
北
中
軸
線
上
に
位
置
し
、
坪
内
を
区
画
す
る
施
設
も
認
め
ら
れ



な
い
た
め
、
こ
の
坪
は
少
な
く
と
も

一
町
占
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
池

状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
北
東
隅
に
集
石
遺
構
Ｓ
Ｘ
五
〇
二
が

造
ら
れ
る
。
調
査
区
北
東
部
で
は
Ｌ
字
の
素
掘
り
溝
Ｓ
Ｄ
五
〇
四

・
五
〇
五
が

堀
削
さ
れ
、
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
の
東
側
に
は
楕
円
形
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇
三
が
掘
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
か
ら

一
三
二
四

一
点

↑
つ
ち
削
婿
一
二
五
一
七
点
）、

Ｓ
Ｋ
五
〇
三
か
ら

一
一
五
点

命
つ
ち
削
暦
七
〇
点
）、
Ｓ
Ｄ
五
〇
四
か
ら

一
点
、

中
世
以
降
の
沼
沢
地
か
ら

一
二
三
点

ぐ
つ
ち
削
婿
六
四
点
）
が
出
土
し
た
。
合
計

す
る
と

一
三
四
人
○
点

今
つ
ち
削
婿
一
一
一六
五
一
点
）
に
も
達
し
、
藤
原
宮

・
京

跡
で
出
土
し
た
木
簡
群
と
し
て
は
最
多
で
あ
る
。

Ｓ
Ｇ
五
〇

一
は
、
東
西
二
三
ｍ
南
北

一
〇
ｍ
以
上
の
浅
い
池
状
の
遺
構
で
、

坪
の
中
心
近
く
に
南
岸
を
そ
ろ
え
る
。
Ｃ
期
に
は
木
簡
を
含
む
大
量
の
木
居
に

よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
厚
さ
は
五
―

一
〇
釦
で
、
木
簡
は
中
央
部
の

約
六
ｍ
四
方
の
範
囲
に
特
に
集
中
す
る
。

Ｓ
Ｋ
五
〇
三
は
、
南
北

一
〇
ｍ
東
西
六
ｍ
の
浅
い
土
坑
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
〇
四
は
、
東
方
向
に
幅
を
広
げ
る
素
掘
り
溝
で
、
東
端
部
で
は
幅
約

二
ｍ
深
さ
約

一
〇
伽
で
あ
る
。
木
簡
は
そ
の
上
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
わ

ず
か
な
墨
痕
し
か
な
く
、
釈
読
で
き
な
い
。

中
世
以
降
の
沼
沢
地
は
、
調
査
区
の
北
東
か
ら
北
部
を
中
心
に
広
が
っ
て
お

り
、
部
分
的
に
窪
み
状
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
中
世
堆
積
層
の
な
か
に
も
木

簡
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
内
容
な
ど
か
ら
古
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｇ
五

〇

一
。
Ｓ
Ｋ
五
〇
三
か
ら
流
さ
れ
た
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

9 _         2pm

第 115次調査遺構図



2002年 出上の木簡

い
　
。
「御
名
部
内
親
王
宮

「　
　
　
　
太
賓

〔紐
力
〕

□
養
宿
祢
道
代
給
□
五

太
賓
元
年
十

一
月
□
□

「
ｏ
石
川
宮
出
橡

一
石
様

一
新

「石
川

「太
賓

〔宮
力
〕

「
石
川
□
回
□

「日

□

〔給
力
〕

衣
縫
王
□
□
□
□
塩
日
□

「
。
大
賓
二
年
八
月
十
三
日
書
吏
進
大
初
位
下

（
］
∞
〇
）
×
∞
卜
×
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ
＊

〔海
力
〕

「国
語
宮
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ
通
妥
］
ｏ解

「
＜
矢
作
宮
門
円

一
枚
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＰ霰
］泉
∞
寓
］

「
＜
道
守
御
門
」

【丈
力
〕

「
＜
ロ
マ
麻
呂
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞契
］反
卜
ｏ器

宮
入
奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
遜
衰
Ｐ
寓
Ｐ

マ
皇
子
宮
遣
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

「皇
太
妃
宮
職

解
　
□

〔持

人
秦

万
呂
力
〕

「巾日［］刊艘ユ‐‐‐器知牛嗣庁』」天軽真　　　　　　　　　　　　（ド『卜）×］ｏ×ヽ
　ｏＰｏ＊

〔太
妃
宮
職
解
力
〕

×
□
□
□
□
□
　
□
□

□
□
　
□
□
太
賓
二
年
　
　
　
　
　
　
　
（Юｏｏて
（Ｓ
挙

ｏ欝

〔門
力
〕

「画
工
司
解
今
加
画
師
十
人
分
布
七
端
岨
相
劃
輌
井
三
品

　
」

「受
志
太
連
五
編
瀬
弘
弊
榊
却
射
痛
虻
今
持
退
人
使
部

潮
跡
一滞

×木
笏
鍔
牛

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
〇

一

合

卜
じ

×

６

９

×
い
　
ｏ
∞
Ｐ
＊

ｒ
囀
６
×

］
ド
×

∞
　

ｏ
⇔
い

（
∞
ω
）
×
］
卜
×
卜
　
ｏ
岸
ｏ

（
∞
中
）
×

］
卜
×

］

Ｏ
μ
ｏ

Ｏ

］
９

×

０

２

×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ
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池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
出
土
の
木
簡
は
、
衛
門
府
に
関
わ
る
も
の
が
大
半
を

占
め
る
。
年
紀
も
、
④
の

「
×
子
年
」
（庚
子
年
か
。
文
武
四
年

〈七
〇
〇
し
、
④

の

「丙
申
年
」
（持
統

一
〇
年

全
ハ
九
一ハ》
、
⑬
④
⑬
の
よ
う
な
評
制
下
の
木
簡

な
ど
、
七
世
紀
末
の
も
の
も
わ
ず
か
な
が
ら
含
ま
れ
る
が
、
大
宝
元
年

（七
〇

一
）

・
二
年
に
集
中
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
一
括
性
の
高
い
資
料
群
で
あ
る
。

ω
ｌ
側
は
、
皇
族
や
貴
族
の
名
前
を
記
し
た
木
簡
で
あ
る
。
ω
は
二
片
か
ら

な
る
が
、
下
片
は
削
届
状
を
呈
す
る
と
い
う
珍
し
い
事
例
。
「御
名
部
内
親

王
」
は
天
智
天
皇
の
皇
女
。
高
市
皇
子
の
妃
、
長
屋
王
の
母
で
あ
る
。
②
の

「道
代
」
は
県
犬
養
三
千
代
。
藤
原
不
比
等
の
妻
と
な
り
、
大
宝
元
年
に
は
安

宿
媛

（後
の
光
明
皇
后
）
を
出
産
し
て
い
る
。
冨
一千
代
給
…
」
と
書
か
れ
た
木

簡
は
、
藤
原
宮
の
東
大
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
か
ら
も
出
土
し
て
い
る

（奈
良
県
教
育

委
員
会
編

『藤
原
宮
』

一
九
六
九
年
）。
①
ｌ
⑪
の

「石
川

（宮
と

は
、
飛
鳥
池

遺
跡
の
南
地
区
か
ら
出
土
し
た
木
簡

・
墨
書
土
器
に
も
み
ら
れ
る

（本
誌
第
一

四
号
）。
働
に
み
え
る
書
克
に
大
少
の
区
別
が
な
い
の
で
、
三
品

。
四
品
の
親

王

。
内
親
王
、
も
し
く
は
三
位
の
諸
王
に
関
わ
る
も
の
と
想
定
で
き
る
が
、
特

定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
「進
大
初
位
下
」
は
、
天
武

一
四
年

０
ハ
八
五
）
冠
位

制
か
ら
大
宝
令
官
位
制
へ
切
り
替
え
る
際
、
新
旧
の
対
応
関
係
を
示
す
た
め
の

も
の
で
、
大
宝
初
年
に
特
有
の
位
階
表
記
方
法
で
あ
る
。
同
様
の
表
記
を
と
る

木
簡
が
多
数
出
土
し
て
お
り

（②
の
な
ど
）、
木
簡
群
の
年
代
を
考
え
る
重
要
な

手
が
か
り
と
な
る
。
０
の

「衣
縫
王
」
は
持
統
七
年
に
藤
原
京
の
造
京
司
で
あ

っ
た
人
物

（『日
本
書
紀
』
同
年
二
月
己
巳
条
）。
⑦
ｌ
①
の

「宮
門
」
「御
門
」
は
、

尊
称
表
現
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
①
働
は
切
り
込
み
を
も
つ
付
札
の
形

状
を
と
る
。
「矢
作
宮
門
」
「道
守
御
門
」
は
物
資
の
送
り
先
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
は

「皇
子
宮
」
と
あ
る
か
ら
七
世
紀
の
木
簡
で
あ
ろ
う
。
ω
⑬
に
は
、
「宮

入
奉
」
「遣
」
「皇
子
宮
」
な
ど
、
左
京
七
条

一
坊
東
南
坪
で
出
土
し
た
木
簡
と

共
通
す
る
文
言
が
み
え
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
①
ｌ
⑪
の
性
格
は
後
述
す
る
。

⑫
ｌ
働
は
門
膀
木
簡
で
あ
る
。
的
は

「門
傍
」
と
表
記
す
る
が
、
「門
膀
」

の
意
と
み
て
間
違
い
な
い
。
⑫
⑬
の
皇
太
妃
は
、
文
武
天
皇
の
母
で
あ
る
阿
閑

皇
女
を
指
す
。
草
壁
皇
子
の
妃
で
、
後
の
元
明
天
皇
で
あ
る
。
側
の

「和
（

積
」
氏
は
、
『日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
幸
丑
条
に
み
え
る

「鰐
積
」
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
い
は
直
接
接
続
は
し
な
い
が
、
木
簡
の
形
状
や
書
体

。
内
容
な

ど
か
ら
同

一
簡
と
判
断
し
た
。
大
宝
初
年
頃
、
銀
が
貨
幣
的
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
⑬
の

「白
錦
殿
作
司
」
は
、
『日
本
書
紀
』

天
武

一
四
年

一
一
月
戊
申
条
に
み
え
る

「白
錦
後
苑
」
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ

る
。
「屋
部
門
」
は
、
桓
武
天
皇

（山
部
親
王
）
の
即
位
を
期
待
し
た
童
歌
に

「野
倍
能
佐
賀
」
（屋
部
の
坂
）
が
み
え
る

（
『日
本
後
紀
』
大
同
元
年

〈八
〇
工◇

四
月
庚
午
条
）
こ
と
な
ど
を
参
考
に
す
れ
ば
、
藤
原
宮
の
東
面
北
門
に
あ
た
る

「山
部
門
」
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
白
錦
後
苑
に
つ
い
て
は
、
近
年
発
掘

さ
れ
た
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
に
該
当
す
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
だ
が
藤

原
宮
と
苑
池
遺
構
と
の
往
来
に
は
、
位
置
関
係
か
ら
藤
原
宮
南
面
の
諸
門
も
し

く
は
東
面
南
門
を
通
過
す
る
方
が
相
応
し
い
だ
け
に
、
検
討
の
余
地
を
残
す
。

い
は
〇

一
五
型
式
の
木
簡
を
天
地
逆
に
し
て
門
膀
木
簡
に
転
用
し
て
い
る
。
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門
膀
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
十
事
以
上
の
兵
器
を
宮
城
門
を
越
え
て
搬

入

。
搬
出
す
る
際

（宮
衛
令
儀
彼
軍
器
条
）
と
、
物
資

一
般
を
宮
外
に
搬
出
す
る

際

（同
諸
門
出
物
条
）
で
あ
る
。
今
回
出
土
し
た
木
簡
は
後
者
と
関
係
が
深
い
。

今
泉
隆
雄

「門
膀
制

・
門
籍
制
と
木
簡
」
３
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）
に
従

っ
て
、
そ
の
仕
組
み
を
述
べ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
物
資
を
運
搬
す
る
官
司
は
中
務
省
に
門
膀
を
請
う
。
す
る
と
中
務
省
は

門
膀
を
衛
門
府
に
対
し
て
発
給
す
る
。
そ
し
て
門
膀
は
通
行
を
指
定
さ
れ
た
門

の
門
司
に
付
さ
れ
る
。　
一
方
、
物
資
の
運
搬
に
あ
た
る
官
司
は
、
門
司
宛
の
木

簡
を
作
成
す
る
。
通
搬
者
は
物
資
と
と
も
に
こ
の
木
簡
を
携
帯
し
て
指
定
さ
れ

た
門
に
赴
き
、
本
簡
を
門
司
に
渡
す
。
門
司
は
門
膀
と
そ
の
人
の
携
帯
し
て
き

た
木
簡

・
物
資
を
照
合
し
、
誤
り
が
な
け
れ
ば
通
行
を
許
可
す
る

（下
図
）。

⑫
ｌ
側
は
、
本
来
は
物
資
の
搬
出
に
あ
た
る
官
司
か
ら
中
務
省
に
宛
て
ら
れ

た
申
請
文
書
で
あ
り
、
宮
外
へ
搬
出
す
る
物
資
と
そ
の
数
量
、
通
過
す
る
宮
城

門
号
、
運
搬
に
あ
た
る
者
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
別
筆
で

「中
務
省

移
出
」
と
い
っ
た
文
言
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
物
資
の
搬
出
に

あ
た
る
官
司
か
ら
の
申
請
に
対
し
て
、
中
務
省
が
行
な
っ
た
決
裁
の
文
言
で
あ

ろ
う
。
中
務
省
に
よ
る
決
裁
を
経
た
上
で
、
衛
門
府
に
転
送
さ
れ
、
門
司
に
付

さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
司
か
ら
の
申
請
文
書
そ
れ
自
体
が
、

中
務
省
の
決
裁
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
勝
に
転
化
し
た
わ
け
で
あ
る

（以

下
、
Ａ
木
簡
）。

こ
う
し
て
関
司
に
も
た
ら
さ
れ
た
Ａ
木
簡
は
、
運
搬
者
の
持
参
し
て
き
た
別

の
木
簡

（左
図
の
Ｂ
の
流
れ
に
関
わ
る
木
簡
。
以
下
、
Ｂ
木
簡
）
と
照
合
さ
れ
た
。

照
合
後
の
Ａ
木
簡
の
行
方
で
あ
る
が
、
今
回
出
土
し
た
木
簡
に
は
種
々
の
門
号

が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
特
定
の
門
司
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た

い
。
Ａ
木
簡
は
各
門
か
ら
衛
門
府
本
司
に
回
収
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
Ａ
木
簡
が
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
か
ら

一
括
し
て
出
土
し
た
こ
と
は
、
こ
の
近
辺

に
衛
門
府
の
本
司
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
出
土
し
た
木
簡
群
の
な
か
に
、
Ｂ
木
簡
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
た
と
え
ば
、
市
で
糸
を
売
却
す
る
た
め
に

崚
王
門

・
猪
使
門
を
通
過
す
る
こ
と
を
求
め
た

木
簡

（
『藤
原
宮
木
簡
』

一
、　
一
号
）
が
、
北
面

中
門
の
東

一
五
ｍ
に
あ
る
土
坑
か
ら
出
土
し
た

よ
う
に
、
Ｂ
木
簡
は
宮
城
門
の
近
辺
で
出
土
す

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
宮
城
門

み仰
　
で
の
照
合
が
終
了
し
た
後
、
そ
の
場
で
Ｂ
木
簡

陶
　
は
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。　
一
方
、
Ａ
木
簡

常鴨
　
は
今
の
と
こ
ろ
宮
城
門
の
周
辺
で
は
出
土
し
て

い
な
い
。
Ａ
木
簡
が
そ
の
場
で
廃
棄
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
後
日
の
計
会
な
ど
に
備
え
て
、
門

司
か
ら
衛
門
府
本
司
に
持
ち
帰
っ
た
た
め
だ
と

推
測
で
き
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
い
１

B      (照
合・通行 )



⑪
の
性
格
を
考
え
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
宮
内
か
ら
物
資
を
外
に
搬
出
す
る

際
に
は
、
厳
正
な
管
理
を
行
な
う
た
め
に
門
膀
制
が
適
用
さ
れ
た
が
、
こ
と
別

勅
賜
物
に
限
つ
て
は
そ
の
適
用
外
で
あ
っ
た
。
⑪
ｌ
①
の
多
く
は
物
資
の
賜
与

に
関
わ
る
内
容
を
も
ち
、
ま
た
皇
族
の
事
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
別
勅
賜
物
の

送
り
状
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
②
Ｏ
に
は

「給
」
と
あ

り
、
物
品
を
賜
与
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
二
次
的
に
送
り
状
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
０
は
書
克
が
署
名
し
て
い
る
た
め

「石
川
宮
出
す
…
」
と
読
め
る
が
、
石
川
宮
が
藤
原
宮
内
で
賜
わ
っ
た
別
勅
賜

物
を

（お
そ
ら
く
自
身
の
邸
宅
に
）
搬
出
す
る
際
の
送
り
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
種
の
木
簡
は
送
り
先
で
廃
棄
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
今
回
の
場
合

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宛
先
の
も
の
が

一
括
出
土
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
は

理
解
で
き
な
い
。

⑫
ｌ
鋤
の
門
膀
木
簡
と
異
な
り
、
ω
ｌ
⑩
に
は
宮
城
門
の
名
前
が
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
中
務
省
に
よ
る
決
裁
文
言
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
物
資
が
別
勅
賜
物
で
あ
っ
た
た
め
、
門
膀
制
が
適
用
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
衛
門
府
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、

門
膀
制
の
適
用
外
で
あ
っ
た
た
め
、
Ａ
木
簡
に
該
当
す
る
文
書
が
作
成
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ω
ｌ
側
の
な
か
に
は
、
上
端
も
し
く
は
下
端
に
穿
孔
が
施
さ
れ
た
も
の
が
あ

り
、　
一
定
期
間
整
理
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
半
は

廃
棄
に
伴
う
二
次
的
処
理
が
な
さ
れ
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
釈
文
に
掲

げ
た
も
の
以
外
に
も
、
各
種
門
号
や

「皇
太
妃
」
「門
傍
」
「持
出
」
「中
務
省

出
」
「大
宝
元
年
」
「大
宝
二
年
」
な
ど
と
記
す
小
断
片
や
削
居
が
出
土
し
て
お

り
、
こ
の
種
の
本
簡
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

②
に
は

「申
時
」
と
い
う
時
刻
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
似
た
記
載
の
あ
る

木
簡
が
、
藤
原
宮
北
面
中
門

谷猪
使
門
）
前
の
外
濠
Ｓ
Ｄ

一
四
五

（『藤
原
宮
木

簡
』

一
、
二
四
号
）、
同
東
面
北
門

（山
部
門
）
前
の
外
濠
Ｓ
Ｄ

一
七
〇
か
ら
出

土
し
て
い
る

（『飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
五
）。
こ
れ
ら
の
木
簡

は
、
出
土
位
置
か
ら
宮
城
の
出
入
に
関
係
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

②
も
同
様
に
解
釈
で
き
よ
う
。

②
ｌ
①
は
官
人
の
勤
務
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
門
号
氏
族
が
大

半
を
占
め
て
お
り
、
衛
門
府
の
門
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
う
ち
④
ｌ
釣
は
考
選
木
簡
で
あ
る
。
い
は

「山

マ
宿
祢
子
夜

マ
」
が

「進
大
壱
」
か
ら

「追
従
八
位
下
」
に
昇
進
し
た
こ
と
を
示
す
。
公
式
令
の
位

記
式
に
類
似
し
た
書
式
で
あ
る
。
上
半
部
は
表
裏
が
裂
け
て
さ
さ
く
れ
て
い
る

た
め
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
部
分
の
側
面
に
穿
孔
が
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
幽
も
考
選
木
簡
に
特
徴
的
な
〇

一
五
型
式
。
〇

一
五
型
式
の
木
簡

と
し
て
は
、
最
古
の
事
例
と
な
ろ
う
。
幽
の
下
端
は
二
次
的
に
切
断
さ
れ
、
下

半
部
は
そ
の
際
に
表
面
が
剖
離
し
て
い
る
。
四
文
字
目
は

「
マ
」
の
可
能
性
が

あ
る
。
師
の

「桑
田
」
は
丹
波
国
桑
田
郡
の
こ
と
で
、
「佐
伯
連
法
師
」
の
本

貫
地
で
あ
ろ
う
。
考
選
木
簡
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
側
面
で
は

な
く
、
上
端
に
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
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⑮
ｌ
働
は
、
衛
門
府
官
人
の
勤
務
管
理
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。
い
の

「官
」
は
衛
門
府
も
し
く
は
宮
城
門
な
ど
で
勤
務
に
あ
た
っ
た
日
数
、
「使
」

は
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
日
数
を
意
味
し
よ
う
。
例
は

「人
月

一
日
」
に

「佐
伯
造
正
月
」
が
山
部
門
で
、
「山
マ
造
万
呂
」
も
同
門
に
勤
務
す
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
伯
氏
が
山
部
門
を
警
備
し
て
お
り
、
宮
城

門
号
と
門
号
氏
族
名
が
常
に
対
応
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
④
ｌ
ω

は
官
人

（門
部
）
の
名
前
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
名
の
右
上
に
は
カ
ギ
状

の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る

（⑩
に
は
も
う
ひ
と
つ
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
）。
鰯
―

①
は
木
簡
の
徹
底
的
な
廃
棄
処
分
に
よ
り
、
大
部
分
は
わ
ず
か
な
記
載
し
か
と

ど
め
な
い
が
、
い
の
よ
う
な
歴
名
様
の
木
簡
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
。
②

の

「白
上
マ
」
は

「白
髪
マ
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
人
名
を
記
し
た
木
簡
は
削
婿
を
中
心
に
大
量
に
出
土
し

て
い
る
。
官
人
の
勤
務
を
掌
る
事
務
作
業
が
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
門
号
氏
族
名
は
際
だ
ち
、
大
伴

・
佐
伯

・
丹

治
比

・
壬
生

・
山
部

・
五
百
本
部

（伊
福
部
）

。
海
犬
甘

・
県
犬
甘

。
若
犬

甘

。
玉
手

・
的

・
建
部
な
ど
を
現
時
点
で
確
認
し
て
い
る
。

⑫
ｌ
⑭
は
門
号
を
記
す
木
簡
多
数
の
う
ち
、
若
干
注
意
を
要
す
る
も
の
を
掲

げ
た
。
⑫
⑬
は
門
号
の
下
に
数
字
を
記
し
た
も
の
。
宮
城
門
に
勤
務
す
る
門
部

の
数
と
し
て
は
少
な
い
た
め
、
勤
務
交
替
が
あ
っ
た
際
な
ど
に
そ
の
数
を
記
し

た
も
の
と
み
る
の
が
無
難
か
。
①
の

「山
部
宮
門
」
は

「山
部
門
」
の
こ
と
で

あ
り
、
宮
城
門
呼
称
の
一
端
を
示
す
。
⑭
の

「県
」
は
正
字
の

「縣
」
で
あ
る
。

偏
の

「県
」
は
削
り
取
り
の
際
に
墨
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
寿
の

「糸
」
は
明

瞭
で
あ
り
、
「縣
」
と
み
て
間
違
い
な
い
。
平
城
宮
で
は
県
大
甘

（養
）
門
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
藤
原
不
比
等
に
よ
る
妻

県
犬
養
三
千
代
の
顕
彰
と
し
て
平
城
遷
都
時
に
求
め
る
見
解
や
、
橘
諸
兄
に
よ

る
母
県
犬
養
三
千
代
の
顕
彰
と
し
て
恭
仁
遷
都
時
に
求
め
る
見
解
が
あ
る
。
し

か
し
、
働
に
よ
っ
て
県
犬
養

（甘
）
門
と
い
う
門
号
が
藤
原
宮
に
存
在
し
た
可

能
性
が
で
て
き
た
。
た
だ
し

「小
宮
門
」
と
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
宮
城
十
二

門
に
は
含
ま
れ
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
平
城
宮
で
も
、
東
院
地
区
の
南

門
付
近
の
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
Ｏ
Ｂ
か
ら

「私
門
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
門
号
が
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
二
号
）。
藤

原
宮
か
ら
平
安
官
に
か
け
て
宮
城
門
号
は
複
雑
な
変
遷
を
た
ど
る
が
、
今
後
は
、

宮
城
門
以
外
に
も
門
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
検
討
を
行

な
う
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

∞
―
側
は
仕
丁

・
衛
士
の
活
動
を
示
す
木
簡
で
あ
る
。
ω
は
大
型
の
材
を
用

い
て
い
る
。
「上
」
「下
」
は
上
呑

・
下
呑
、
す
な
わ
ち
月
の
前
半

。
後
半
を
意

味
し
よ
う
。
「千
」
は
天
平

一
七
年

（七
四
五
）
大
根
申
請
文
書
に
も
み
え
、
カ

シ
ハ
デ

（廊
丁
）
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
七
世
紀
の

木
簡
に
、
カ
シ
ハ
デ
の
こ
と
を

「千
食
」
と
表
記
し
た
も
の
が
あ
り

（『奈
良
文

化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
』。
以
下

『奈
文
研
二
〇
〇
三
ら
、
膳
夫
人
の
こ
と
を

「千
食
王
后
」
と
表
記
し
た
法
隆
寺
釈
迦
三
尊
光
背
銘
も
知
ら
れ
る
。
「千
」

は

「干
食
」
の
省
略
形
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
①
は
カ
シ
ハ
デ
の
逃
亡
者
な
ど
を



国
別
に
記
し
た
も
の
で
、
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
●
は
逃
亡

・
病
気
に
な
っ

た
仕
丁

・
衛
士
な
ど
の
人
数
を
記
す
。
仕
丁
は
各
官
司
で
雑
役
に
従
事
し
た
が
、

①
に
み
え
る

「衛
士
」
は
、
左
右
衛
士
府
以
外
に
衛
門
府
に
も
勤
務
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た

（職
員
令
衛
門
府
条
）。
『続
日
本
紀
』
大
宝
元
年

（七
〇
こ

人

月
丙
寅
条
に
は
、
衛
士
を
増
員
し
衛
門
府
に
配
し
た
記
事
が
み
え
る
。

⑩
⑩
は
地
名
の
書
か
れ
た
削
届
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

考
選
木
簡
に
記
さ
れ
た
官
人
の
本
貫
地
、
あ
る
い
は
仕
丁

。
衛
士
な
ど
の
出
身

国
を
記
し
た
も
の
か
。
①
の

「軽
坊
」
は
新
た
に
知
ら
れ
た
藤
原
京
の
固
有
坊

名
で
あ
り
、
「林
坊
」
「左
京
小
治
町
」
に
次
ぐ
三
例
目
。
下
ツ
道
と
阿
倍
山
田

道
が
交
差
す
る
付
近
の
坊
と
考
え
ら
れ
、
藤
原
京
の
範
囲
を
示
す
史
料
と
し
て

も
重
要
で
あ
る
。
「軽
坊
」
の
上
の
文
字
は

「右
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

際
に
は
京
が
左
右
に
分
離
し
た
大
宝
元
年
以
降
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。

⑪
ｌ
⑭
は
横
材
木
簡
。
横
材
の
削
暦
木
簡
も
多
い
。
完
形
の
も
の
が
な
い
た

め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
付
、
物
資
の
搬
出
に
あ
た
る
官
司
名
、
物
資
と

そ
の
数
量
、
通
過
す
る
門
号
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
門
膀
制
の

運
用
に
関
わ
る
記
録
簡
で
あ
ろ
う
。

⑮
は
武
器
の
名
前
と
数
量
を
記
し
た
木
簡
。
上
端
は
折
れ
、
左
辺
も
割
れ
て

い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
兵
器
十
事
以
上
を
宮
城
問
を
越
え
て
搬
出
入
す
る
際

に
は
、
門
膀
制
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
点
が
想
起
さ
れ
る
。

い
の

「日
向
久
湯
評
」
は
、
日
向
国
児
湯
郡
に
相
当
す
る
。
「久
」
（ク
）
と

「児
」
（
じ

の
通
用
は
、
石
神
遺
跡

。
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
難
波
津
の

歌
を
記
す
習
書
木
簡
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る

（『奈
文
研
二
〇
Ｑ
直
、
本
誌
第
二

一吾
Ｃ
。
本
木
簡
は
下
端
を
二
次
的
に
切
断
す
る
。
表
裏
は
同
筆
と
み
て
よ
い

が
、
内
容
的
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
。
「牛
」
は
牛
度
で
あ
ろ
う
。
日

向
国
に
は
牛

・
馬
の
官
牧
が
多
く
存
在
し
た
。
『日
本
書
紀
』
持
統
三
年
正
月

壬
戊
条
に
は
、
筑
紫
大
宰
は
隼
人

一
七
四
人

・
布
五
〇
常

・
鹿
皮
五
〇
枚
と
と

も
に
牛
皮
六
枚
を
献
上
し
た
と
あ
り
、
平
城
宮
東
院
の
東
南
隅
部
で
は
日
向
国

か
ら
牛
皮
四
枚
を
貢
進
し
た
際
の
荷
札
木
簡
二
点
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
宮

発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
上Ｏ
。
牛
皮
三
〇
枚
が
宮
城
四
隅
疫
神
祭
で
幣
吊
と

し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
を
含
め
て
、
多
く
の
検
討
を
要
す
る
。
な
お

「平
群

マ
」
姓
は
、
児
湯
郡
に
平
群
郷
が
存
在
す
る
こ
と
と
関
係
し
よ
う
。

⑪
は

「某
月
某
日
記
」
と
書
き
出
す
。
同
様
の
書
式
は
、
七
世
紀
の
石
神
遺

跡
出
土
木
簡
に
多
数
あ
り
、
埼
玉
稲
荷
山
鉄
剣
銘
を
は
じ
め
と
す
る
金
石
文
で

も
認
め
る
こ
と
が
で
き

（
『奈
文
研
一
一Ｏ
Ｑ
正
）、
古
い
表
現
方
法
と
い
え
る
。

④
１
０
は
荷
札
木
簡
で
あ
る
が
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
比
較
的
低
い
。
①

は

「杖
笞
」
の
付
札
で
あ
る
が
、
衛
門
府
に
は
物
部
が
所
属
し
、
罪
人
の
決
罰

に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑭
ｌ
⑩
は
習
書
木
簡
な
ど
。
①
は
①
と
関
連
す
る
か
。
ω
は

「衛
門
府
」
と

い
う
語
句
を
繰
り
返
し
記
し
、
遺
跡
の
性
格
を
暗
示
す
る
。
「収
負
」
盆

ゲ

ヒ
）
と
記
し
た
削
暦
も
出
土
し
て
い
る
。
⑭
は
難
波
津
の
歌
の
全
文
を
記
す
。

左
辺
が
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
「
フ
ユ
コ
モ
リ
」
と
あ
る
べ
き
箇
所
が

「泊
由
己
母
利
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
フ
ユ
」
を

「
ハ
ル
」
と
戚
れ
て

「泊
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留
」
と
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
木
簡
を
み
る
か
ざ
り

「由
」
を

「留
」
と
釈
読
す
る
の
は
困
難
。
「馬
来
田
評
」
は
後
の
上
総
国
望
陀
郡
。
ロ

の
表
面
は

『千
字
文
』
の
冒
頭
部
分
を
習
書
す
る
。
①
①
は

「九
次
」
「療
病
」

「帰
忌
」
「遂
陣
」
な
ど
、
暦
注
の
語
句
を
記
し
、
具
注
歴
普
及
の
一
端
を
示

す
。
①
は
裏
面
は
割
り
の
ま
ま
の
仕
上
げ
の
荒
い
材
を
用
い
て
お
り
、
呪
術
的

な
用
途
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
①
の

「主
」
字
は

「壬
」
「生
」
の

よ
う
に
も
み
え
る
が
、
「主
寸
」
（ス
グ
リ
）
と
判
断
し
た
。
⑩
は
前
白
木
簡
の

習
書
。
削
婿
の
な
か
に
も
前
白
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ω
ｌ
⑬
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇
三
出
土
。
①
は
下
端
折
れ
。
「府
」
を
衛
門
府
と

結
び
つ
け
て
よ
い
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
。
⑫
は
左
辺
が
原
形
を
と
ど
め

る
の
み
で
あ
る
。
「養
物
」
は
仕
丁

。
衛
士
な
ど
に
出
身
地
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
資
養
物
。
「干
秦
」
は
干
し
た
鰭

（
ハ
タ
。
魚
の
ヒ
レ
）
の
こ
と
か
①
単
位

「古
」
は

「籠
」
と
同
じ
で
あ
る
。
∞
①
は
細
長
い
材
に
人
名
を
列
挙
す
る
。

∞
は
上
端
折
れ
。
側
は
上
端

・
下
端
と
も
に
折
れ
で
あ
る
。
仙
の

「宇
治
」
の

上
は

「
と

と
な
っ
て
お
り
、
合
点
も
し
く
は
単
な
る
墨
付
き
か
。
ω
は
上

端

・
下
端
を
二
次
的
に
折

っ
て
い
る
。
「阿
麻
」
は
人
名
の

一
部
で
あ
ろ
う
。

∞
は
下
端
折
れ
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札
木
簡
。
表
面
の
墨
痕
は
極
め
て
薄
く
判
読
し

が
た
い
が
、　
一
文
字
目
は

「戊
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
「戊
戊
」
（文
武
二
年

全
ハ
九
八
〉）
と
な
ろ
う
。
「
ツ
良
」
は

「連
」
（
ピ
已

で
ア
ワ
ビ
の
単
位
。
⑦

は
下
端
折
れ
の
荷
札
。
「円
」
は
円
座
を
意
味
す
る
か
。
∞
は
上
端
の
両
端
が

や
や
丸
み
を
帯
び
た
小
型
の
木
簡
。
⑬
は
細
長
い
材
に
小
さ
な
文
字
で
書
か
れ

た
習
書
木
簡
。
上
端
に
焼
痕
が
あ
る
が
、
削
り
面
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
原

形
は
保
た
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
下
端
は
折
れ
。

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｋ
五
〇
三
出
上
の
木
簡
に
は
、
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
に
大
量
に
含
ま

れ
て
い
た
衛
門
府
に
関
わ
る
木
簡
は
明
瞭
な
形
で
は
確
認
で
き
な
い
。
廃
棄
主

体
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

⑩
ｌ
⑭
は
中
世
堆
積
層
の
木
簡
。
⑩
は
下
端
が
折
損
し
、
左
右
辺
は

一
部
欠

損
す
る
。
上
申
の
文
書
木
簡
で
あ
ろ
う
。
⑪
は
上
端
折
れ
。
門
号
と
数
字
を
記

し
て
お
り
、
⑫
Ｏ
と
同
類
と
思
わ
れ
る
。
⑫
は
上
端

・
下
端
と
も
に
折
れ
、
右

辺
は
二
次
的
整
形
を
被

っ
て
い
る
。
歴
名
簡
で
あ
ろ
う
。
⑬
は
上
端
折
れ
。
門

号
氏
族
で
あ
る
佐
伯
氏
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑭
の

「味
人
間
王
」
は
、

『続
日
本
紀
』
養
老
三
年
正
月
乙
巳
条
に
、
正
四
位
下
で
卒
し
た
こ
と
が
み
え

る
。
別
勅
賜
物
の
送
り
状
で
あ
ろ
う
か
。
い
は
下
端
折
れ
の
荷
札
木
簡
。
⑭
は

『論
語
』
学
而
篇
の
一
節
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
出
土
木
簡
か
ら
、
大
宝
初
年
頃
の

左
京
七
条

一
坊
西
南
坪
の
近
辺
に
衛
門
府
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

読
み
と
れ
る
。
木
簡
以
外
の
遺
物
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
か
ら
三
点
、
中
世

堆
積
層
か
ら
六
点
出
土
し
た
的
状
木
製
品
が
注
目
さ
れ
る
。
不
整
な
円
形
板
の

片
側
に
墨
で
同
心
円
を
描
い
た
も
の
で
、
直
径
は

一
〇
―

一
六
帥
前
後
、
厚
さ

は
約

一
帥
。
矢
が
刺
さ
っ
た
痕
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
割
れ
て
お
り
、
完
形
品
は

な
い
。
衛
門
府
の
官
人
が
武
芸
に
励
ん
で
い
た
様
子
を
紡
彿
と
さ
せ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
今
回
Ｓ
Ｇ
五
〇

一
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
左
京
七
条



一
坊
東
南
坪
で
出
土
し
た
木
簡
と
類
似
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
坊
は

四
町
占
地
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
宮
期
の
官
外
官
司
の
実
態
を

探
る
上
で
も
、
同
坊
の
本
格
的
な
調
査
を
期
待
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
二
』
全
一〇
〇
二

年
）同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
六
、　
一
七

（一
一Ｏ
Ｑ

一

年
、
二
〇
〇
三
年
）

（市
　
大
樹
）

＞

磯

磯

‰

Ⅷ

Ⅷ

Ⅷ

‰

‰

６

(34)

(39)
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ふ
じ
わ
ら
き
ょ
う

奈
良
・藤
原

京

跡
右
京
六
条
四
坊

・
七
条
四
坊

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
四
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
一
一
月
―

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
橿
原
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
齊
藤
明
彦

・
平
岩
欣
太

・
萩
原
義
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
、
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
調
査
は
、
大
型
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
藤
原

京
跡
右
京
六

・
七
条
四
坊
に
相
当
し
、
古
代
の
幹
線
道
路
で
あ
る
下
ツ
道
の
東

側
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
り
、

下
ツ
道
と
六
条
大
路
の
交
差
点

部
分
の
検
出
が
予
想
さ
れ
た
。

一
九
九
二
年
に
行
な
っ
た
右
京

工
条
四
坊
に
お
け
る
下
ツ
道
と

い

五
条
条
間
路
の
交
差
点
部
分
の

請

発
掘
調
査
で
は
、
下
ツ
道
東
側

勝
溝
な
ど
か
ら
多
量
の土
器
や
祭

く

祀
遺
物
が
出
土
し
た
。
こ
の
た

め
、
今
回
も
下
ツ
道
関
係
の
重
要
な
遺
構

。
遺
物
の
出
上
が
予
想
さ
れ
た
。

調
査
は
、
西
側
の
第

一
ト
レ
ン
チ

（面
積
二
〇
〇
〇
ド
）、
東
側
の
第
ニ
ト
レ

ン
チ

（一
一〇
〇
〇
∬
）、
六
条
大
路
南
側
溝
を
追
認
す
る
た
め
の
第
三
ト
レ
ン
チ

（約
五
〇
だ
）
２

ニ
カ
所
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
主
な
検
出
遺
構
は
、
六
条
大

路
、
下
ツ
道
、
西
四
坊
坊
間
路
、
掘
立
柱
建
物
八
棟
、
井
戸
六
基
、
弥
生
時
代

中
期
の
方
形
周
溝
墓
三
基
な
ど
で
あ
る
。

六
条
大
路
は
北

・
南
の
両
側
溝
を
検
出
し
た
。
北
側
溝
は
幅
約

一
・
五
ｍ
深

さ
〇

・
三
ｍ
、
南
側
溝
は
幅
約
四
ｍ
深
さ

一
。
三
ｍ
、
道
路
幅
は
溝
心
々
間
距

離
で
約
二

一
ｍ

（路
面
幅
約
三
ハ
ｍ
）
を
測
る
。
南
側
溝
内
の
土
層
堆
積
状
態
は
、

下
層
部
分
で
砂
の
堆
積
が
著
し
く
、
か
な
り
の
水
量
が
下
ツ
道
東
側
溝
に
流
れ

込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

下
ツ
道
東
側
溝
は
、
幅
約
人
―

一
二
ｍ
深
さ
約
〇

・
八
ｍ
を
測
り
、
北
へ
向

か
っ
て
流
れ
る
。
路
面
幅
は
調
査
区
外
の
西
へ
続
く
た
め
不
明
で
あ
る
。
土
層

の
堆
積
状
態
は
砂
と
粘
土
層
の
互
層
で
、
六
条
大
路
南
側
溝
と
同
様
に
か
な
り

の
水
量
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
西
肩
に
は
数
力
所
で
護
岸
が
施
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
六
条
大
路
と
下
ツ
道
と
を
接
続
す
る
橋
を
検
出
し
た
。
橋

脚
と
し
て
柱
状
の
角
材

。
九
材
を
南
北
方
向
に
二
列
配
置
し
、
こ
れ
を
固
定
す

る
た
め
に
両
側
に
杭
を
打
ち
込
み
、
さ
ら
に
二
ｍ
前
後
の
横
材
を
そ
の
隙
間
に

入
れ
補
強
し
、
橋
脚
内
部
の
幅
約

一
ｍ
の
間
に
は
、
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
会
大

の
石
を
敷
き
詰
め
て
い
た
。
遺
物
と
し
て
は
、
木
簡
二
点
、
七
世
紀
後
半
の
土

器
、
帝
金
具

・
金
属
製
人
形

・
鏡

・
刀
子

・
釘

・
鉄
鏃

・
銭
貨

（和
同
開
弥
、



隆
平
永
宝
、
高
年
通
宝
、
貞
観
永
宝
、
神
功
開
宝
）

・
耳
環
な
ど
の
金
属
製
品
、
斎

串

・
人
形

・
横
櫛

。
漆
器

（盤
）

。
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
仏
画
を
墨
書
し
た

板

（挿
図
参
昭
じ
、
爽
結
片
、
砥
石
、
獣
骨
、
土
馬
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
東
側
で
西
四
坊
坊
間
路
の
西
側
溝
を
検
出
し
た
。
幅
約

一
。
二
ｍ
深
さ
約
○

・
五
ｍ
を
測
る
。
こ
の
溝
か
ら
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
。

掘
立
柱
建
物
は
、
ほ
と
ん
ど
が
二
間
×
四
間
の
東
西

・
南
北
棟
で
あ
る
。
井

戸
は
、
藤
原
京
期
と
平
安
時
代
の
二
時
期
に
分
か
れ
る
。
藤
原
京
期
は
四
本
柱

と
横
板
の
組
合
せ
に
よ
る
も
の
で
、
平
安
時
代
の
も
の
は
大

・
小
の
曲
物
を
数

段
重
ね
た
も
の
と
、
縦
板
組
み
の
も
の
と
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

下
ッ
遭
東
側
溝

①
　
。
「
＜
謹
上
　
請
米
伍
升
□

。
「
＜
甜
梨
γ
早
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ
Ｘ
∞『Ｘ
”
儲
Φ

〔波
多
と

②
　
・
□
□
□

・
□
　
□

西
四
坊
坊
間
路
西
側
溝

０

　

「
＜
白
米
五
升
」

Ｇ

ｅ

×

含

じ

×
］

ｏ
曽

ｏ
∞
×

滓
ヽ
×

∞
　

ｏ
∞
Ю

い
は
下
端
が
折
損
し
、
左
辺
は
割
れ
て
い
る
。
切
り
込
み
は
上
端
か
ら
約

七
蝕
下
に
浅
く
施
さ
れ
て
い
る
。
楷
好
な
や
や
大
ぶ
り
の
書
体
で
書
か
れ
、
表

裏
で
天
地
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
書
状
形
式
の
文
書
で
使
用
さ
れ
る

「謹
上
」

「謹
状
」
と
い
う
語
句
が
認
め
ら
れ
る
。
個
人

（某
古
九
）
が
差
し
出
し
と
な

っ
て
、
米
五
升
を
請
求
し
た
際
の
文
書
木
簡
で
あ
ろ
う
。
②
は
上
端

・
下
端
と

も
に
二
次
的
に
切
断
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
廃
棄
処
分
に
伴
う
も
の
で
あ
祐
可
能

性
が
あ
る
。
右
辺
は
原
形
を
保
つ
が
、
左
辺
は
割
損
す
る
。
③
は
切
り
込
み
の

左
上
が
欠
損
す
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
の
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
白
米
の
荷
札
は

「
五

斗
」
単
位
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
は

「五
升
」
と
み
て
間
違
い
な
い
。

出
土
地
点
は
異
な
る
が
、
米
五
升
を
請
求
し
た
①
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

ω
は
請
求
文
書
で
あ
る
が
、
米
五
升
と
と
も
に
差
し
出
し
に
戻
さ
れ
た
こ
と
は

十
分
に
あ
り
え
よ
う
。

９
　
関
係
文
献

橿
原
市
千
塚
資
料
館

『か
し
は
ら
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
』
四

（
一
九
九
六
年
）

橿
原
市
教
育
委
員
会

「藤
原
京
右
京
六

・
七
条
四
坊
の
調
査
」
翁
平
成
八
年

奈
良
県
市
町
村
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
会
資
料
』、　
一
九
九
七
年
）

（１
１
７
・
９
　
齊
藤
明
彦
、
８
　
市
　
大
樹

〈奈
良
文
化
財
研
究
所
》
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(3)

(参考)仏画を墨書した板



5  4  3

あ
す
か

き
ょ
う
　
　
，た
ん

ち

奈
良
・飛
鳥

京

跡
苑
池
遺
構

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

奈
良
県
高
市
郡
明
日
呑
村
岡
小
学
ゴ
ミ
田

・
出
水

・
林

・

井
手
ノ
上

・
西
フ
ケ

第
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
一
月
１
二
〇
〇

一
年
四
月

第
三
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年
二
月
―
八
月

第
四
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

一
一
月
―
二
〇
〇
二
年
二
月

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

卜
部
行
弘

・
山
田
隆
文

庭
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
は
、
飛

鳥
京
跡
に
付
随
す
る
庭
園
遺
跡

で
、
飛
鳥
川
の
右
岸
低
位
段
丘

Ｄ

面
に
立
地
す
る
。
飛
鳥
京
跡
上

細

層
遺
構
と
は
、
内
郭
の
北
西
に

隣
接
す
る
位
置
関
係
に
あ
り
、

遺
跡
か
ら
は
飛
鳥
川
を
挟
ん
だ
南
西
対
岸
の
川
原
寺
や
橘
寺
を
直
接
望
む
こ
と

が
で
き
る
。

一
九
九
八
年
の
第

一
次
調
査
に
お
い
て
、　
一
九

一
六
年
に
石
造
物
が
二
点
出

土
し
た
場
所
を
再
発
掘
し
た
と
こ
ろ
、
苑
池
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

調
査
で
は
池
の
南
岸
付
近
を
検
出
し
た
が
、
苑
池
が
北
方
に
広
が
る
こ
と
が
確

実
に
な
っ
た
の
で
、
次
年
度
以
降
、
苑
池
の
範
囲
と
形
態
の
確
認
を
目
的
と
し

て
、
第
二
次

（飛
鳥
京
跡
第

一
四
三
次
）
調
査

。
第
三
次

（飛
鳥
京
跡
第

一
四
五

次
）
調
査

・
第
四
次

（飛
鳥
京
跡
第
一
四
七
次
）
調
査
を
引
き
続
き
実
施
し
た
。

以
下
、
検
出
遺
構
の
概
要
を

一
括
し
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

苑
池
に
関
わ
る
遺
構
に
は
、
南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
と
北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
〇

一
、

そ
の
間
の
渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
〇
二
、
北
池
か
ら
派
生
す
る
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇

一
三
、

お
よ
び
掘
立
柱
列
、
石
組
溝
な
ど
の
周
辺
施
設
が
あ
る
。

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
は
周
囲
に
石
積
み
護
岸
を
め
ぐ
ら
せ
、
底
に
平
ら
な
石

を
敷
き
詰
め
て
い
る
。
護
岸
は
渡
堤
が
兼
ね
る
北
岸
の
ほ
か
、
西
岸
の
一
部
長

さ
三
二
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
西
岸
は
出
入
り
の
な
い
直
線
で
あ
る
が
、
南
端
は

緩
や
か
に
東
に
曲
が
り
こ
ん
で
南
岸
に
至
る
。
石
積
み
は
現
状
で
高
さ
入
○
伽
、

四
段
が
遺
存
す
る
。
敷
石
は

一
〇
―
三
〇
伽
大
で

一
重
に
敷
か
れ
、
勾
配
は
全

く
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
水
平
で
あ
る
。
た
だ
し
西
岸
際
に
の
み
四
ｍ
幅
で
上
面

に
さ
ら
に

一
層
の
敷
石
が
施
さ
れ
て
お
り
、
改
修
に
よ
る
造
作
と
思
わ
れ
る
。

池
中
で
は
中
島
Ｓ
Ｘ
九
人
〇
五
、
島
状
石
積
み
、
流
水
施
設
な
ど
を
検
出
し

た
。
こ
れ
ら
は
南
北
に
ほ
ぼ
等
間
隔
に
配
さ
れ
て
い
る
。
中
島
Ｓ
Ｘ
九
八
〇
五



2002年出上の木簡

の
平
面
形
は
不
整
曲
線
か
ら
な
り
、
東
西
両
端
は
九
く
収
め
、
北
辺
と
南
辺
に

ニ
カ
所
の
半
島
状
の
張
り
出
し
を
有
す
る
。
東
西
長
約
三
二
ｍ
南
北
最
小
幅
約

四

・
五
ｍ
で
、
東
西
軸
は
渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
〇
二
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
。
周
囲

は
石
積
み
護
岸
を
備
え
、
現
状
で
三
段
、
高
さ

一
ｍ
が
遺
存
す
る
。

島
状
石
積
み
は
、
敷
石
上
に
六
ｍ
×
一
一
ｍ
の
範
囲
で
、
石
敷
き
よ
り
も
や

や
大
き
め
の
石
を
高
さ
六
〇
伽
に
積
み
上
げ
た
も
の
。
平
面
形
は
不
整
楕
円
形

で
、
南
辺
と
西
辺
の
ニ
カ
所
に
小
さ
な
張
り
出
し
が
あ
る
が
、
明
確
に
輪
郭
を

な
す
石
は
置
い
て
い
な
い
。
上
面
は
比
較
的
平
ら
で
あ
る
が
、
面
を
揃
え
て
敷

き
詰
め
て
い
な
い
。

南
岸
付
近
で
は
、　
一
九

一
六
年
に
石
造
物
を
抜
き
取
っ
た
坑
を
検
出
し
、
そ

の
先
端
か
ら

一
・
五
ｍ
離
れ
た
地
点
で
新
た
に
石
造
物

一
点
を
、
抜
取
坑
の
東

に
接
し
て
別
の
石
造
物
を

一
点
検
出
し
た
。
前
者
は
池
底
よ
り
樹
立
し
た
状
態

で
出
土
し
た
。
花
尚
岩
の
石
塊
を
成
形
し
、
上
部
に
は
横
方
向
に
孔
を
貫
通
さ

せ
て
い
る
。
高
さ

一
六
五
ｃｍ
、
裾
部
幅

一
二
五
ｃｍ
、
裾
部
厚
さ
七
二
伽
、
孔
径

九
側
、
重
さ
約
二

・
五
ｔ
。
抜
取
坑
の
長
軸
と
石
造
物
の
孔
の
方
向
が

一
致
し

て
お
り
、
池
外
の
南
側
か
ら
水
を
石
造
物
伝
い
に
流
し
、
最
後
に
噴
水
の
よ
う

に
水
面
に
放
水
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
平
ら
な
石
塊
の
内
側
を
槽

状
に
割
り
抜
い
た
も
の
で
、
水
を
溜
め
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
底
面
近
く
に

は
水
を
抜
く
た
め
の
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
長
さ
約
二
七
〇
伽
、
幅
約
二
〇

〇
伽
、
厚
さ
六
Ｏ
ｃｍ
、
重
さ
約
三

・
六
ｔ
。
石
造
物
へ
の
導
水
経
路
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
の
範
囲
と
形
態
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
岸
は
自
然
地
形
の
段
丘
崖
を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
、
そ
う
し
た
場
合
、
平
面
形
は
南
岸
か
ら
東
岸
を
段
丘
面
の
形
状
に
合
わ
せ

た
不
整
四
角
形
で
、
流
水
施
設
を
南
端
に
据
え
て
扇
形
に
開
く
形
態
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
平
面
規
模
は
、
南
北
長
約
六
〇
ｍ
東
西
長
約
六
五
ｍ
に

復
元
で
き
る
。

北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
は
、
南
池
と
同
じ
く
周
囲
に
石
積
み
護
岸
を
め
ぐ
ら
し
、

底
に
敷
石
を
敷
設
し
て
い
る
。
た
だ
し
池
底
に
は
傾
斜
が
つ
い
て
橘
鉢
状
に
窄

ま
り
、
約
二
ｍ
の
高
低
差
が
あ
る
。
敷
石
は
面
的
に
は
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
上
下
の
重
な
り
が
み
ら
れ
る
。
大
小
不
揃
い
の
上
、
相
互
の
噛
み
合
わ
せ

も
不
十
分
で
安
定
感
に
乏
し
い
。

北
池
の
護
岸
は
渡
堤
で
兼
ね
る
南
岸
の
ほ
か
、
西
岸
を
三
カ
所
で
検
出
し
た
。

西
岸
は
高
さ
約

一
ｍ
長
さ
約
三
三
ｍ
の
直
線
で
あ
る
が
、
渡
堤
に
取
り
付
く
部

分
で
は
階
段
状
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
構
造
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

北
池
南
端
の
渡
堤
護
岸
際
で
は
、
盛
土
と
縁
石
か
ら
な
る
大
走
り
状
の
平
坦

面
を
二
面
検
出
し
た
。
両
者
に
は
時
期
差
が
あ
り
、
築
造
当
初
の
も
の
を
改
修

時
に
埋
め
立
て
て
い
る
。

渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
二
の
検
出
規
模
は
幅
五
ｍ
長
さ
三
二
ｍ
。
同
幅

・
直
線
で

続
き
、
方
位
は
西
で
約

一
人
度
北
に
振
れ
る
。
南
北
両
側
に
石
積
み
護
岸
を
備

え
る
。
東
端
は
未
検
出
で
、
西
端
は
北
側
護
岸
が
直
角
に
屈
曲
し
て
北
池
の
西

岸
を
形
成
し
、
南
側
護
岸
は
同
じ
位
置
で

一
四
三
度
に
屈
曲
し
て
さ
ら
に
西
方
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2002年出土の木簡

へ
直
線
で
続
く
。
護
岸
の
石
積
み
は
南
北
で
差
異
が
み
ら
れ
、
北
池
側
は
用
石

が
小
振
り
で
積
み
方
も
粗
い
。

渡
堤
Ｓ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
〇
二
の
基
底
に
は
南
池
と
北
池
の
通
水
を
図
る
た
め
の
木
樋

が
二
本
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
両
者
に
は
時
期
差
が
あ
り
、
築
造
当
初
の
も
の
が

改
修
時
に
平
坦
面
の
造
成
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
新
た
に
平
坦
面
上
に
設

置
し
直
し
て
い
る
。

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
は
三
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
で
確
認
し
た
。
北
池
よ
り
北
に

派
生
し
、
南
北
に
長
い
島
状
の
高
ま
り
を
取
り
巻
い
て
西
方

（飛
鳥
川
）
に
抜

け
る

一
連
の
遺
構
と
想
定
し
て
い
る
。
基
本
的
な
構
造
は
、
ベ
ー
ス
土
を
大
き

く
日
形
に
掘
削
し
て
両
側
に
石
積
み
護
岸
を
備
え
た
も
の
で
、
底
面
は
平
ら
に

掘
削
し
た
地
山
の
ま
ま
で
、
石
は
敷
か
れ
て
い
な
い
。
検
出
場
所
に
よ
っ
て
寸

法

・
護
岸
の
形
状
が
異
な
る
。
水
路
幅
は

一
〇
―

一
二
ｍ
、
護
岸
の
高
さ
は

○

。
九
―
二

。
二
ｍ
。
改
修
に
よ
っ
て
新
た
に
護
岸
を
内
側
に
敷
設
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
底
面
に
は
勾
配
は
つ
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
水
平
を
保

っ
て
い
る
こ
と
、
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
が
取
り
巻
く
内
側
の
護

岸
の
高
さ
が
外
側
よ
り
も
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
北

池
か
ら

一
連
で
滞
水
し
、
水
路
の
内
側
に
あ
る
高
ま
り
が
築
造
当
初
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

水
路
内
の
堆
積
土
は
三
カ
所
と
も
ほ
ぼ
同
じ
状
況
に
あ
る
。
基
本
層
序
は
厚

薄
が
あ
る
も
の
の
、
上
か
ら
順
に
耕
作
土
、
暗
褐
色
粘
質
土

（中
・
近
世
）、
有

機
質
土

（平
安
―
鎌
倉
時
代
）、
暗
青
灰
色
粘
土

（飛
鳥
時
代
）、
と
な
っ
て
い
る
。

木
簡
は
、
南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇

一
か
ら

一
七
点

（第
二
次
調
査
の
Ⅱ
十

一
ト
レ
ン

チ
か
ら
七
点
、
第
三
次
調
査
の
Ⅲ
十

一
ト
レ
ン
チ
か
ら
一
〇
点
）、
北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
か
ら

一
占
ズ
第
二
次
調
査
の
Ⅱ
十

一
ト
レ
ン
テ
）、
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
か
ら

一

五
四
点

（第
二
次
調
査
の
Ⅱ
十
五
ト
レ
ン
チ
か
ら
六
四
点
、
第
四
次
調
査
の
Ⅳ
十

一
ト

レ
ン
チ
か
ら
六
四
点
、
同
Ⅳ
十
三
ト
レ
ン
チ
か
ら
二
五
点
、
同
Ⅳ
Ｉ
四
ト
レ
ン
チ
か
ら

一
点
）、
計

一
七
二
点
出
土
し
た
。

南
池
Ｓ
Ｇ
九
入
〇

一
の
本
簡
は
い
ず
れ
も
渡
堤
際
か
ら
の
出
土
で
、
南
池
の

大
半
に
あ
た
る
第

一
次
調
査
地
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
。
出
土
層
位
は

一
点

が
敷
石
の
直
上
に
堆
積
し
た
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
有
機
質
層

中
、
残
り
が
敷
石
直
上
で
あ
る
。

北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
の
木
簡
は
、
敷
石
と
有
機
質
土
層
の
間
に
部
分
的
に
堆

積
し
て
い
る
粗
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
の
木
簡
は
四
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、

出
土
状
況
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
は
水
路
内
の
全
範
囲
に
わ
た

っ
て
包
含
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、
水
路
内
の
主
な
ト
レ
ン
チ
の
木

簡
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Ⅱ
十
五
ト
レ
ン
チ
は
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
三
の
最
も
南
よ
り
の
調
査
区
で
あ
る
。

出
土
位
置
を
確
認
で
き
た
木
簡
は

一
四
点
で
、
い
ず
れ
も
暗
青
灰
色
粘
土
よ
り

出
上
し
て
い
る
。
平
面
分
布
は
特
に
集
中
し
て
い
る
箇
所
は
な
く
散
在
的
で
あ

る
。
ま
た
垂
直
分
布
に
つ
い
て
も
上
層
か
ら
最
下
層
ま
で
偏
在
す
る
こ
と
な
く

出
土
し
た
。



Ⅳ
十

一
ト
レ
ン
チ
は
Ⅱ
十
五
ト
レ
ン
チ
よ
り
人
Ｏ
ｍ
北
側
に
設
定
し
た
。
出

上
位
置
を
確
認
で
き
た
木
簡
は

一
六
点
で
、
い
ず
れ
も
暗
青
灰
色
粘
土
よ
り
出

土
し
て
い
る
。
平
面
分
布
は
、
三
点
が
護
岸
に
五
〇
伽
の
距
離
で
近
接
し
て
い

る
他
は
、
特
に
集
中
し
て
い
る
箇
所
は
な
く
、
散
在
的
で
あ
る
。
垂
直
分
布
に

つ
い
て
は
、
一
百
【が

一
〇
六

・
七
ｍ
前
後
の
最
上
層
よ
り
出
土
し
た
以
外
、
残

る

一
四
点
は
す
べ
て
一
〇
六

。
一
―

一
〇
六

・
五
ｍ
の
間
よ
り
出
土
し
て
お
り
、

最
上
層
の
二
点
が
流
入

・
堆
積
し
た
時
期
は
他
の
も
の
よ
り
も
下
る
と
思
わ
れ

る
。
木
簡
個
々
に
つ
い
て
は
、
水
路
方
向
と
四
五
度
以
内
の
振
れ
に
あ
る
も
の

は

一
六
点
の
う
ち
七
点
で
、
流
路
方
向
に
対
す
る
規
則
性
は
見
出
し
が
た
い
。

ま
た
、
本
簡
堆
積
時
の
接
地
勾
配
は
、
半
数
以
上
が
二
釦
以
内
に
収
ま
る
。

Ⅳ
十
二
ト
レ
ン
チ
は
Ⅳ
十

一
ト
レ
ン
チ
か
ら
水
路
が
直
角
に
屈
曲
し
て
西
ヘ

二
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
設
定
し
た
。
出
上
位
置
を
確
認
で
き
た
木
簡
は

一
五
点
で
、

い
ず
れ
も
暗
青
灰
色
粘
土
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
最
下
層
の
青
灰
色
砂
礫
混
粘

土
に
木
簡
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。
平
面
分
布
は
ト
レ
ン

チ
南
東
隅
に
お
い
て
木
簡
三
点
と
木
製
品
二
点
が
南
北
に
連
な
っ
て
集
中
す
る

一
群
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
層
位
的
に
も
青
灰
色
砂
礫
混
粘
上
の
上
面

に
堆
積
し
て
お
り
、　
一
括
性
が
高
い
。
こ
の
他
は
特
に
集
中
す
る
箇
所
が
な
く
、

三
ｍ
方
限
に
よ
る
単
位
面
積
あ
た
り
の
出
土
数
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
垂
直
分

布
は
前
述
し
た
ト
レ
ン
チ
東
南
隅
の
一
群
以
外
は

一
〇
六

。
一
九
―

一
〇
六

・

五
〇
ｍ
の
暗
青
灰
色
粘
上
の
全
範
囲
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
層
位
的
な
偏
在
は

認
め
ら
れ
な
い
。
木
簡
個
々
に
つ
い
て
は
、
水
路
方
向
と
四
五
度
以
内
の
振
れ

に
あ
る
も
の
は
、
七
点
で
Ⅳ
十

一
ト
レ
ン
チ
と
同
様
、
流
路
方
向
と
は
無
関
係

で
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
堆
積
時
の
接
地
勾
配
は
、
最
小
○

。
一
帥
か
ら
最
大

六

。
九
伽
ま
で
幅
が
あ
る
が
、
半
数
以
上
が
二
伽
以
内
に
収
ま
る
。

こ
れ
ら
の
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇

一
三
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
分
布
が

一
カ
所
に

集
中
す
る
こ
と
な
く
、
埋
立
上
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
自
然
堆
積
層
に
包
含
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
直
近
の
護
岸
よ
り

一
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇
一
（エ
ー
生
ト
レ
ン
チ
）

①

　

□
□
　
多
支
五
十
戸
　
伊
久
□

□
　
□
知
五
十
戸

□
□
□

〔伊

伎
力
〕

（裏
面
に
は

「大
」
「知
々
」
な
ど
多
く
の
習
書
あ
り
）
　

Ｐ溺
×
ヽ
×
∞

寓
い

②

　

「長
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
撰

ち

ｏ５

南
池
Ｓ
Ｇ
九
八
〇
一
（Ⅲ
Ｉ
ニ
ト
レ
ン
チ
）

０
　
。
大
山
下

〔太
力
〕

・
『□
□
□
□
□
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
こ
遜

ｏ驚



佐
留
陀
首
□
夫
」

〔俵
力
〕

「
□
□〔須

力
〕

□
利
□

〔薬
力
〕

。
□
□
□
□
□
□

・
□
□
□
□
□

2002年 出上の木簡
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(7) (6) (5) (4)北
池
Ｓ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
〇

一

（エ
ー
生
ト
レ
ン
チ
）

①
　
。
「

奉

名
□
岡
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ЮＳ
遜
撰
枷
ｏむ

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
一
三
（Ｉ
Ｉ
五
ト
レ
ン
チ
）

０
　
。
「大
夫
前
恐
万
段
頓
首
白
　
酔
章
下
今
日
国
」

。
「下
行
故
道
間
米
元
寵
命
坐
整
賜
　
　
　
　
」
］ｏ巽
∞反
い
Ξ
μ

⑩
　
。
　

　

□
病
齊
下
甚
寒

。
薬
師
等
薬
酒
食
教
改
酒

（
中
卜
ヽ
）
×
卜
Ю
×
卜
　
ｏ
∞
μ
＊

（
Ｐ
〕
］
）
×

囀
∞
×

ヽ
　

ｏ
Ｐ
ｏ

（
ヽ
「
）
×

∞
∞
×

ｏ
　

ｏ
Ｐ
Φ

企

ｅ

×

含

じ

×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

含

∞
じ

×

含

じ

×

ヽ

　

ｏ
鐵

「
丙

寅「廿嶽
開野詰触
三一翔働
臥瞭
□」

〔女
力
〕

「加
ツ
麻
□
十
　
波
々
支
道
花
六

酌
醜
割　
　
　
錮醇
枢
□蜘
□々

【
マ
カ
〕

〔
油
力
〕

「都
□
加
　
石
□
□

」

「
史
□
日
――
□
二
人

『□
□
□
□
□
』
　

」

（刻
書
重
書
）

「
＜
坂
田
評
歌
里
人
錦
織

「
＜
主
寸
大
分

「
＜
□
佐
評
椋
椅
マ
＜
」

＜
□
五
十
戸
　
」

ま
藉
端
醜
ビ
俵
」

「
＜
日
日
日
日
――
日
日
日
日
回

「
＜
丈
マ
小
山
□
□
□
口

庁
φ
］
×

∞
ｍ
×

∞

　

Ｏ
Ｐ
μ

今

ω
９

×

命

∪

×

∞

　

ｏ
驚

岸
⇔
〕
×

］
∞
×

卜
　

ｏ
μ
解

（
Ｐ
伽
Ｐ
）
×

Ｐ
∞
×

∞
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
ｏ
］
×

∞
卜
×

卜
　

ｏ
∞
岸

（
ド
ф
ミ
）
×

Ｐ
Φ
×
ω
　
ｏ
∞
∞

（
Ｐ
］
Ｐ
）
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
∞
ｏ



l181⑭
　
名
子
官
　
　
干〔酢
配

。
「
＜
高
屋
郎
女
」

。．軍
塚
鋪
軽

「
＜
委
佐
俸
三
升
＜
」

「
＜
五
石
八
斗
」

〔四
カ
〕

「
＜

中
衣
□
回
」

「
＜
月
」

・
「
＜
〓
一
（刻
書
）

〔
下
力
〕

。
「
く
□

（型
己

・
「　
□
□畑価【ママ魯蝉獄

冒
田讐
醸
咤

∽

　

百
七
束
」

の

　

井
十
二
」

の

　

「伯
女
」

⑩

　

「有
□
口

嶋
官
　
□

①
一　

宿
祢
三
留
末
呂

⑫
　
・
コ日
川
□
□
回
　
」

。
「□
之
之
之
此
□

□
　
」

⑪
　

北

一
言
知
□
□
回

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
一
三

（Ｖ
Ｉ
一
ト
レ
ン
チ
）

⑭

　

「造
酒
司
解
伴
造
十
六
人

∞
　
。
「回
□
三
分
亡
肖
三
分
回

〔
松
ォ
〕

名
回
羅
回
□
斤
□
□
□

①
　
。
「十
取

廿
取

汁
取

回

。
「
五
□
六
七
日
国
十

一
十
二
□

931   0p   9ゅ      901   1191釣

［
開
オ
〕

波
ツ
ロ

日
回
□

ド
０
い
×

Ｐ
卜
×

ふ
　

Ｏ
ω
中

∞
中
×
苫
ヽ
Ｘ

∞
　

ｏ
∞
Ｐ
キ

中
呻
ω
×

呻
！
×

ヽ
　

Ｏ
ω
】

Ｐ
０
５

×

い
Ｏ
Ｘ

∞
　

Ｏ
ω
嶋

伽
ド
×

ド
中
Ｘ

”
　

Ｏ
ф
『

（∝
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2002年 出上の木簡

儀o   e⑨

「猪
名
マ
評
官

〔半Ｈ
〕

「政
人
野
士
マ

「安
怒
評
片
県
里
人
田
辺

「汗
沙
之

『又
宮
守
』
『物
マ
Ｅ
回

二
人
知
ヒ

「戊
子
年
四
月
三
野
国
加
毛
評
」

「度
里
石
マ
加
奈
見
六
斗
　
　
」

「井
手
五
一十
戸
刑
マ
赤
井
白
米
」

「
＜
口
回
評
丹
生

「
＜
日
日
日
］
マ

〔戌
力
〕

「
＜
丙
回
年
六

「
＜
日
Ｈ
川
日
□

「許
刃
主
寸
可
〔跡

酌
光

「　　洋優【　　　　　　　　　　　」

「
＜
生
海
松
」

働  ω  ⑮

「
＜
阿
支
奈
勢
□
□
」

「
＜
佐
回
□
王
」

名
春
春
春
春
春
春
」
（他
に
習
書
あ
と

，
「□
回
　
　
　
　
」
（他
に
習
書
あ
り
）

聞

肇

・
口
登

回
天

人
口

□

論
理
記

台

Ｏ
ｅ

×
含
じ

ｘ
卜
　
０
留

⑩
　
。
「□
高
侍
連
千
足
三
処
□

・
コロ
国
国
□
□
国
□
口
□
　
　
　
　
　
　
　
（Ｆ『ｅ
×
忌
ｘ
卜
ｏ鐵

水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
一
三

（Ｖ
Ｉ
三
ト
レ
ン
チ
）

ω
．　
。
「西
州
難
機
師
湯
ナ
漁
撃
鶉
導
脱
〕
（他
に
石
・命
，方
の
刻
書
あ
り
）

。「搬
動
一峯輌
『第
人冊枚
回水九〔剛配
』

Ｏ

中
９

×
ヽ
Ｏ
Ｘ
ω
　
ｏ
‘

＊
　

　

４７

合

じ

×
Ｈ

×
６
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ド
０

ド
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Ｘ
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］
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Ｘ
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「戊
寅
年
十
二
月
尾
張
海
評
津
嶋
五
十
戸
」

【春
〕

「韓
人
マ
田
根
春
赤
米
斗
加
支
各
田
マ
金
」

］∞貸
誤
添

ｏＰ軍

「尾
治
国
春
マ
評
池
田
里
　
」

「三
家
人
マ
同
国
米
六
半
入
」
　
　
　
　
　
　
ＰＮ受
］実
ヽ
ｏＦ

「遠
水
海
国
長
岡
評
五
十
戸
　
」

〔匹
沼
五
十
戸
力
〕
　

〔五
斗
力
〕

「□
□
□
□
□
□
ロ
ツ
ロ
ロ
ロ
」
　
　
　
　
μ∞泉
遥
巡

ｏい軍

「
＜
三
野
国
安
八
麻
評
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ囀受
鶴
溢

ｏ鰯

「高
志
国
利
浪
評
　
　
」

「
ツ
非
野
五
十
戸
速
鳥
」
　
　
　
　
　
　
μＰ衰
（こ
添

ｏい軍

「播
磨
国
明
伊
川
里
五
戸
海
直
恵
万
呂
」

「俵

一
斜
　
　
行
司
春
米
玉
丑
　
　
　
」
　

解∞実
∞反
ω
〓
マ

「
＜
大
伯
郡
土
師
里
土
師
」

「
＜
寅
米

一
石
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
岸μ反
］粟
∞
ｏ鴛

「
＜
山
田
評
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞凝
Ю反
∞
寓
∞

「
＜
前
軍
布
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞反
】
添

ｏ∞軍

⑪
　
。
「大
楳
費
直
伊
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

名
大
楳
賓
直
伊
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ∞∞Ｘ
中粟
∞
〓
ｏ

い
は
二
次
的
加
工
を
受
け
て
い
る
。
表
は
二
十
戸
名
を
列
記
す
る
。
多
支
五

十
戸

（タ
キ
ノ
サ
ト
）
は
、
『和
名
抄
』
で
は
大
和
国
宇
陀
郡
、
伊
勢
国
多
気
郡
、

備
中
国
賀
夜
郡
、
出
雲
国
神
門
郡
に
み
え
る
。

⑪
は
完
形
の
文
書
木
簡
。
「大
夫
の
前
に
恐
み
万
段
頓
首
し
て
白
す
。
僕
真

子
、
今
日
国
に
下
り
行
く
故
、
道
の
間
の
米
な
し
。
寵
命
に
坐
せ
整
え
賜
え
」

と
読
む
。
⑩
は
表
に
病
気
の
症
状
を
、
裏
に
薬
師
ら
の
指
導
内
容
を
記
す
。
⑩

の
丙
寅
年
は
天
智
五
年

全
ハエハエ０
。
⑭
は
近
江
国
坂
田
郡
に
あ
た
る
が
歌
里
は

『和
名
抄
』
に
み
え
な
い
。
⑩
は
ワ
サ
ビ
の
付
札
。
⑩
は
容
器
の
底
板
な
ど
の

材
に
記
さ
れ
た
も
の
。
嶋
官

↑
ン
マ
ノ
ツ
カ
サ
）
は
他
に
例
が
な
い
。
七
世
紀

特
有
の
官
司
名
で
あ
る
が
、
「嶋
」
の
名
称
か
ら
推
し
て
、
苑
池
を
管
理
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
は

「造
酒
司
」
「解
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
宝
令
施
行
後
の
木
簡
と
考
え

ら
れ
、
藤
原
遷
宮
後
の
飛
鳥
の
利
用
を
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な
る
。
伴

造
は
酒
部
の
こ
と
で
、
酒

・
酢
の
醸
造
や
酌
、
献
酒
な
ど
を
職
掌
と
し
た
。
∞

の
亡
消

・
松
羅
は
い
ず
れ
も
楽
物
の
名
称
。
例
は
伊
勢
国
員
弁
郡
美
耶
郷
。
∞

は
伊
勢
国
安
濃
郡
片
県
郷
。
①
の
成
子
年
は
持
統
二
年

全
ハ
人
八
）。
『和
名

抄
』
の
美
濃
国
賀
茂
郡
日
理
郷
に
あ
た
る
。
⑩
は

『和
名
抄
』
に
は
伊
勢
国
飯

野
郡
、
出
羽
国
飽
海
郡
、
越
前
国
足
羽
郡
、
加
賀
国
石
川
郡
に
丼
手
郷
が
み
え



2002年 出上の木簡

る
。
⑫
は
丙
戊
年
と
し
て
よ
け
れ
ば
朱
鳥
元
年

全
ハ
人
生０
。

①
は
西
州
続
命
湯
の
成
分
を
記
載
し
た
も
の
。
西
州
続
命
湯
は
医
学
書
を
集

成
し
た

『外
台
秘
要
方
』
（王
需
著
、
七
五
二
年
成
一じ

や
同
時
代
の
医
学
書

『千
金
要
方
』
（孫
思
遡
著
、
六
五
〇
年
代
成
立
）
に
も
み
ら
れ
る
中
風

（卒
中
）

の
薬
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
成
分
や
そ
の
記
載
順
序
を
比
較
す
る
と
、

『千
金
要
方
』
が
最
も
近
い
。
②
の
成
寅
年
は
天
武
八
年

全
ハ
七
八
）。
尾
張
海

評
は
尾
張
国
海
部
郡
だ
が

『和
名
抄
』
に
津
嶋
五
十
戸
は
み
え
な
い
。
津
嶋
神

社
が
所
在
す
る
愛
知
県
津
島
市
付
近
で
あ
ろ
う
。
赤
米
の
貢
進
物
付
札
。
斗
加

支
と
は
枡
で
、
計
量
す
る
際
に
均
す
た
め
の
棒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
作
業
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
①
も
尾
張
国
の
木
簡
で
、
尾
張
国
春
部
郡

池
田
郷
に
あ
た
る
。
⑭
は
遠
江
国
を

「遠
水
海
国
」
と
表
記
す
る
。
『令
集

解
』
戸
令
戸
籍
条
古
記
に
、
近
江
を

「水
海
」
と
表
記
す
る
例
が
あ
る
。
石
神

遺
跡
出
土
木
簡
に
も

「近
水
海
」
の
国
名
表
記
が
み
え
る

（『奈
良
文
化
財
研
究

所
紀
要
二
〇
〇
一産

第
三
〇
号
木
簡
）。
『和
名
抄
』
の
遠
江
国
長
上
郡
塘
沼
郷
に

あ
た
る
。
い
は
美
濃
国
安
人
郡
。
⑭
は
分
割
前
の
越
国
か
ら
の
荷
札
木
簡
。
越

中
国
砺
波
郡
に
あ
た
る
が
ツ
非
野
五
十
戸
は
不
明
。
「速
」
は
、
筆
順
や
縦
画

が
下
ま
で
の
び
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「造
」
で
は
な
く

「速
」
と
し
た
。

側
は
評

（ま
た
は
郡
）
字
が
欠
落
し
て
お
り
、
播
磨
国
明
石
郡
の
こ
と
。
伊
川

里
は

『和
名
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
神
戸
市
西
区
に
地
名
が
残
る
。
裏
の

「行
司
」
は
担
当
者
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
①
は
備
前
国
邑
久
郡
土
師
郷
。

大
宝
令
施
行
後
の
木
簡
で
あ
る
。
⑩
の

「前
」
は
木
簡
の
形
態
や
物
品
名
か
ら

考
え
て
隠
岐
国
海
部
郡
佐
吉
郷

（平
城
宮
木
簡
。
藤
原
宮
木
簡
で
は
海
評
前
里
）
の

こ
と
か
。
①
の
二
文
字
目
は
、
筆
跡
は
明
瞭
で
あ
る
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
姓

の
ア
タ
ヒ
を

「費
直
」
と
記
す
点
が
注
目
さ
れ
る
。
人
物
画
像
鏡
銘
文
や
元
興

寺
塔
露
盤
銘
な
ど
の
古
い
金
石
文
や

『百
済
本
紀
』
（
『日
本
書
紀
』
欽
明
二
年
七

月
条
所
引
）
に
費
直
の
例
が
み
ら
れ
、
『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
三
月
乙
丑

条
に
も
庚
午
年
籍
作
成
時
に
誤
っ
て
直
を
費
と
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。

な
お
、
表
裏
と
も

「費
」
「直
」
の
中
間
あ
た
る
位
置
に
穿
孔
が
あ
る
。

木
簡
群
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
も
古
い
も
の
で
丙
寅
年

全
ハ
上ハ
六
年
）、
最

も
新
し
い
も
の
は
大
宝
令
施
行
後
で
あ
り
、
三
五
年
以
上
の
幅
が
あ
る
。　
一
度

に
投
棄
さ
れ
た
状
況
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
よ
う
に
長
い
年
月
の
間
に
少

し
ず
つ
埋
没
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

苑
池
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
苑
池
の
性
格
や
利
用
状
況
を
そ
の
ま
ま

反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
出
土
状
況
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

苑
池
を
含
む
周
辺

一
帯
の
性
格
を
何
ら
か
の
形
で
表
わ
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
苑
池
は
内
郭
の
す
ぐ
北
西
に
隣
接
し
て
お
り
、
苑
池
自
体
も
内
郭
の

付
属
施
設
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
木
簡
の
廃
棄
主
体
と
し
て
は
内
郭
と
密
接
に

関
わ
る
役
所
、
例
え
ば
大
宝
令
制
の
宮
内
省
の
よ
う
な
官
司
が
想
定
さ
れ
る
。

木
簡
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
お
お
よ
そ
米

・
酒

。
医
療

・
苑
池
に
関
す
る

も
の
に
区
分
で
き
る
。
米
に
関
し
て
は
、
米
の
貢
進
物
付
札
、
米
の
請
求
を
行

な
っ
た
文
書
木
簡
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
多
量
の
米
を
管
理
す
る
役
所
が
存
在

し
た
ら
し
い
。
後
の
大
炊
寮
的
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
ほ
か
、
多
量
の
米
を



消
費
す
る
役
所
と
し
て
造
酒
司
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
張
国
か
ら
の

赤
米
は
酒
の
原
料
と
考
え
ら
れ
、
造
酒
司
解
の
文
書
木
簡
や

（備
前
国
）
大
伯

郡
か
ら
の
米
の
荷
札
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
に
遷
宮
し
た
後
も
な
お
こ

の
地
で
造
酒
作
業
な
ど
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
医
療
に
関
す
る

木
簡
が
多
い
点
は
、
後
の
典
薬
寮
の
よ
う
な
役
所
か
ら
の
廃
棄
が
想
定
で
き
る
。

こ
の
木
簡
群
を
廃
棄
し
た
の
は
内
郭
を
支
え
た
役
所
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右

の
よ
う
に
、
大
炊
寮

・
典
薬
寮

・
造
酒
司

・
園
池
司
な
ど
大
宝
令
制
の
宮
内
省

に
付
属
す
る
諸
官
司
の
職
掌
と

一
致
す
る
も
の
が
多

い
。
七
世
紀
の

「宮
内

官
」
の
具
体
的
な
組
織
は
明
ら
か
で
な
く
、
大
宝
令
制
の
よ
う
に
宮
内
省
の
下

部
組
織
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
実
態
を
知
る

上
で
は
重
要
な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
個
々
の
木
簡
に
立
ち
入
っ
て
み
れ
ば
、

例
え
ば
米
の
荷
札
に
は
短
冊
形
が
多
い
な
ど
興
味
深
い
点
も
多
数
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
全
体
的
な
性
格
を
ま
と
め
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
、
奈
良
大
学
の
東
野

治
之
氏
と
鶴
見
が
あ
た
っ
た
。
釈
読
作
業
の
段
階
で
は
多
数
の
方
々
か
ら
貴
重

な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

「飛
蔦
京
跡
発
掘
調
査
槻
報
」
翁
奈
良
県
遺

跡
調
査
概
報
二
〇
〇
一
年
度
』、
二
〇
〇
二
年
）

同

『飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
調
査
概
報
』
（学
生
社
、
三
〇
〇
二
年
）

答１
１
７
，
９
　
卜
部
行
弘
、
８
　
鶴
見
泰
寿
）



2002年 出土の木簡

奈
良
。坂
田
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
祝
戸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
一
〇
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
相
原
嘉
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

坂
田
寺
跡
は
、
稲
淵
宮
殿
跡
と
飛
鳥
川
を
隔
て
た
対
岸

（右
山５

に
位
置
す

る
。
創
建
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
鞍
作
氏
の
氏
寺
と
し
て
七
世
紀

前
半
に
創
建
さ
れ
、
飛
鳥
寺
と

並
ぶ
最
古
級
の
古
代
寺
院
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
朱
鳥
元
年

全
ハ
八
上ハ
）
に
は
官
大
寺
と
な

ら
ん
で
天
武
天
皇
の
た
め
に
無

遮
大
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
七

０

世
紀
を
通
じ
て
有
力
な
寺
院
で

請
あ
った
。
七
世
紀
の伽
藍
跡
は

未
発
見
で
あ
る
が
、
出
土
土
器

や
瓦
か
ら
そ
の
存
在
は
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
二
年
以
降
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

。
明
日
香
村
教
育
委
員
会
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
人
世
紀
の
伽
藍
配
置
が
判
明
し
て
い

る
。
伽
藍
は
飛
鳥
川
に
向
か
う
傾
斜
地
を
雛
壇
状
に
造
成
し
た
平
坦
面
に
立
地

す
る
。　
一
辺
六
〇
ｍ
四
方
を
回
廊
で
囲
み
、
そ
の
東
辺
に
金
堂
が
取
り
付
く
。

回
廊
の
内
側
に
も
基
壇
建
物
が
建
ち
、
中
門
は
北
面
回
廊
に
開
く
。
国
廊
の
北

側
に
は
井
戸
や
石
組
溝
が
あ
り
、
木
簡
や
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る

（第

一
。
二
次
調
査
。
酬
頁
参
昭
じ
。
こ
の
伽
藍
は

一
〇
世
紀
後
半
に
倒
壊
、
埋
没
し
た
。

今
回
の
調
査
地
は
寺
域
の
北
辺
近
く
に
あ
た
り
、
第

一
。
二
次
調
査
地
に
隣

接
す
る
場
所
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
伽
藍
造
成
土
上
面
で
、
掘

立
柱
建
物

・
塀

・
石
組
溝

・
素
掘
り
溝
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
建
物
や
石

組
溝
は
伽
藍
方
位
と

一
致
し
て
お
り
、　
一
連
の
造
営
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
造
成
途
上
に
掘
ら
れ
た
溝

一
条
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝
は
伽
藍
造
成
完

了
時
点
に
は
既
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
造
成
工
事
に
伴

っ
て
一
時
的
に
機
能
し
た

溝
と
み
ら
れ
る
。
埋
土
に
は
炭
が
大
量
に
入
っ
て
お
り
、
伽
藍
の
造
営
中
に
炭

化
物
の
投
棄
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
瓦
、
和
同
開
弥

一
点
や
、
仏

具
と
考
え
ら
れ
る
球
形
中
空
の
銅
製
品
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
が
造
成
土
直

上
か
ら
四
点

（全
て
八
世
紀
前
半
）
出
土
し
て
お
り
、
椀

・
皿
の
底
部
に

「金
」

「知
」
「知
識
」
「知
識
饗
」
と
記
さ
れ
る
。

木
簡
は
伽
藍
造
成
中
に
掘
ら
れ
た
溝
よ
り
も
古
い
堆
積
土
か
ら

一
点
出
土
し
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た
。
こ
の
堆
積
土
が
造
営
直
前
の
土
層
で
あ
る
の
か
、
造
成
土
で
あ
る
の
か
は

今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
、
及
び
第

一
。
二
次
調
査
の
成
果
か
ら
、
こ
の
付
近
に
は
厨
に
相
当
す

る
施
設
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「警
五
升
　
　
不
乃
理
五
升

□

（
牌
⇔
∞
）
×
］
∞
×
６
　
ｏ
Ｐ
Ｏ

上
端
は
方
形
、
左
右
側
面
も
原
形
を
と
ど
め
る
。
下
端
は
折
損
。
食
料
品
と

そ
の
数
量
を

一
定
の
間
隔
を
お
い
て
記
す
。
「不
乃
理
」
は
海
藻
の
フ
ノ
リ
で
、

平
城
宮

・
京
跡
出
土
木
簡
に
は

「布
乃
理
」
「布
乃
利
」
と
記
す
例
が
あ
る
。

正
倉
院
文
書
で
は

「不
乃
利
」
「布
乃
理
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
計
量
単
位
は
重

量

（斤
両
）
と
体
積

（斗
升
）
の
両
方
の
例
が
あ
る
。
小
振
り
の
楷
好
な
筆
跡
で
、

調
整
も
丁
寧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
帳
簿
な
ど
で
は
な
く
食
料
品
請
求
文
書
の
類

と
み
ら
れ
る
。裏
面
は
平
滑
に
削
っ
て
仕
上
げ
て
い
る
が
文
字
は
確
認
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

明
日
呑
村
教
育
委
員
会

づ明
日
香
村
遺
跡
調
査
概
報
　
平
成

一
四
年
度
』

（二
〇
〇
四
年
刊
行
予
定
）

（１
１
７
・
９
相
原
嘉
之
、
８
竹
内
　
一元
〈奈
良
文
化
財
研
究
所
》
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6543 2  1７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
左
京
二
条
条
間
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点
の
北
部
を
含
む
二

条
二
坊
十
五
町
南
東
隅
、
二
条

三
坊
二
町
南
西
部
と
推
定
さ
れ

′
０

。検
出
し
た
遺
構
に
は
、
二
条

条
間
大
路
北
側
溝
、
東
二
坊
大

Ｄ

路
東
西
両
側
溝
と
そ
の
路
面
上

立ロ疏
　
の
礫
を
伴
う
路
盤
工
事
跡
の
ほ

期

か
、
十
五
町
に
お
い
て
は
二
時

期
の
変
遷
が
あ
る
掘
立
柱
建

京
都
・長
岡
京

跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
馬
司

調
査
期
間
　
　
左
京
第
四
七
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
六
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
帥
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
國
下
多
美
樹

。
松
崎
俊
郎

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
年
１
七
九
四
年
）

物

・
井
戸

・
柵

。
溝
、
三
町
に
お
い
て
は
二
時
期
の
変
遷
を
も
つ
掘
立
柱
建

物

・
井
戸

・
凹
地

・
溝
が
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
両
大
路
の
交
差
状
況
が
明
ら

か
に
な
り
、
交
差
点
に
面
す
る
宅
地
の
性
格
を
判
断
で
き
る
多
量
の
遺
物

（遺

物
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
二
六
〇
箱
）
が
得
ら
れ
た
。

木
簡
は
計

一
〇
点
出
土
し
た
。
内
訳
は
、
東
二
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三

一
〇
か
ら
六
点
、
同
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三
三
〇
か
ら

一
点
、
二
条
条
間
大
路
北

側
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三
三
六
か
ら

一
点
、
東
二
坊
大
路
路
盤
か
ら

一
点
、
十
五
町
内

の
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三
三

一
か
ら

一
点
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
東
二
坊
大
路
路
盤
か
ら
出
上
し
た
木
簡
は
、
二
片
に
分
割
さ
れ
、

約
三
ｍ
離
れ
た
地
点
か
ら
出
土
し
た
。
西
側
溝
は
路
盤
工
事
と
併
行
し
て
改
修

さ
れ
て
お
り
、
部
分
的
に
護
岸
施
設
も
設
け
ら
れ
る
。
西
側
溝
の
木
簡
は
大
量

の
長
岡
京
期
土
器
類
、
緑
釉
陶
器
、
木
製
品
と
と
も
に
、
十
五
町
側
か
ら

一
括

的
に
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
土
器

（「大
」
ほ
か
約
七
〇
占
一

や
線

刻
土
器
も
多
数
出
土
し
、
十
五
町
が
京
内
に
設
け
ら
れ
た
現
業
部
門
の
官
司
で

あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

一
方
、
東
側
溝
は

一
部
に
掘
り
直
し
が
あ
る
が
、
大
き
な
改
修
は
受
け
て
い

な
い
。
東
側
溝
の
木
簡
は
多
量
の
土
器
類
と
と
も
に
、
機
能
を
終
え
た
段
階
で

二
町
側
か
ら
投
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
共
伴
し
て
墨
書
土
器

令
土
家
」

「家
」
ほ
か
約
八
〇
占
一
が
出
土
し
、
過
去
の
調
査
成
果
も
合
わ
せ
て
二
町
も
官

司
と
み
ら
れ
る
。

(京者Б西南部 )



８
　
木
簡
の
釈
文

ヽ
内
容

東
三
坊
大
路
路
盤

働
　
・
「縄
紀
□
綱
鯛
錫
銭
釘
飯
餅
道
有
大
舎
人
右
十
人
正
正
□

名
右
大
臣
銭
廷
暦
回
年
七
月
十
三
日
右
釘
十
五
□
　
近
江
国
蒲
生
郡

」
目
個
畿
謡
鶴

鍛
騨
□
倉
臨
囃

・醜
肥

東
三
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三
一
〇

②
　
・
若
人
調
鹿
堅
魚
壱
籠

〔七
歯

十
力
〕

・
延
暦
□
年
□
月

ぐ３
‐
ナ
　
ｏ
「
＜
粟
田
□
□
銭
　
」

名
＜
　
　
　
口
理

含

ド
ヽ
）

・×

（
や
０
）
×

ф
　

Ｏ
∝
μ

Ｆ
Ｐ
Ｏ
い
一×
雨
０
×
ω
　
Ｏ
餓
】

（
∞
い
）
Ｘ
（
解
〕
）
Ｘ
ヽ
　
ｏ
∞
Φ

（
μ
∞
０
）
×
（
岸
∞
）
Ｘ
ф
　
⇔
ω
岸

(4)

「諭
記〔米

力
〕

＜
□
　
□
□
五
斗

＜

（第

一
面
）

（第
二
百
）

（第
三
面
）

（第
四
面
）

０
　
。
「呪
呪
□
」

・
「一注小　　　　」

⑭

　

□
□

滞
Ｓ
Ｄ
囲
七
三
三
一

働
　
・
□
□
□
□

。
□
□

二
条
条
聞
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三
三
六

〔
生
力
〕

①
　
・名
＜
丹
□

。
「
く
庄
庭
成
五
斗

（
ヽ
∞
〇
）
×
ω
卸
×
ω
Ｏ
　
彙
３

岸
ド
ヽ
×

Ｐ
Ｏ
Ｘ

『

含
じ
Ｘ
合
）
×
］
ｂ

（”
り
）
Ｘ
（
ヽ
い
）
×
卜
　
０
∞
騨

（
ｏ
ミ
）
×
一μ
∞
×
い
　
・〇
∞
０ 目  S



東
二
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
七
三
二
〇

⑩
　
。
米

　

れ
（魚

・
首
品
日
日
日

‐‐日
日
□

（左
側
面
）　
　
　
　
　
　
（誂
ｅ
×
（Ｐじ
×
淫

ｏ３

⑪
は
部
材
の
四
面
に
習
書
し
た
も
の
。
少
な
く
と
も
二
人
以
上
の
筆
に
よ
る
。

糸
偏

。
魚
偏

。
金
偏
の
文
字
を
ニ
ー
四
文
字
書
い
た
も
の
や
、
典
籍
の
一
部
と

思
わ
れ
る
も
の
と
、
記
録
風
の
習
書
が
書
か
れ
て
い
る
。
年
紀
は
残
画
か
ら
み

て
延
暦
八
年

（七
八
九
）
ま
た
は
延
暦

一
〇
年
で
、
東
二
坊
大
路
の
路
盤
改
良

が
行
な
わ
れ
た
時
期
が
推
定
で
き
る
。
延
暦
八
年
七
月

一
三
日
の
時
点
で
の
右

大
臣
は
藤
原
是
公
で
あ
る
が
、
同
年
九
月
に
亮
じ
た
後
、
翌
九
年
二
月
に
藤
原
継

縄
が
就
任
し
て
い
る
。
な
お
、
第
三
面
の

「成
」
の
次
は

「成
」
ま
た
は

「咸
」
。

②
ｌ
Ｏ
は
左
京
二
条
二
坊
十
五
町
に
関
連
す
る
。
す
べ
て
板
目
。
②
は
調
の

荷
札
。
年
紀
は
残
画
か
ら
み
て
延
暦
七
年

（七
八
八
）
か
。
①
は

「人
名
十

銭
」
の
付
札
。
「銭
」
の
下
に
は
数
量

・
単
位
な
ど
の
文
字
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
剣
離
し
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
い
は
竹
の
子
の
付
札
。
⑬

は
米
の
付
札
。
０
は
呪
術
的
な
木
簡
か
。

①
⑩
は
左
京
二
条
三
坊
二
町
に
関
連
す
る
。
①
は
米
の
荷
札
か
。
板
目
。
⑩

は
部
材
に
習
書
し
た
も
の
。
柾
目
。

な
お
、
釈
読
は
京
都
大
学
の
鎌
田
元

一
氏
の
指
導
の
も
と
で
佐
藤
直
子
が
行

い
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室

・
歴
史
研
究
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
得

た
。

（図
下
多
美
樹

。
佐
藤
直
子
）

第 1面第 2面

2002年 出土の本簡
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第 3面



北京極大路

北一条条間南小路

北一条大路

一条条間北小路

一条条間大路

一条条FHI南小路

一粂大路

二条条間北小路

二条条間大路

二条条間南小路

二条大路

三条条間北小路

三条条間小路

三条条間前小路

三条大路

四条条間北小路

四条条固小路

四条条間南小路

四条大路

五条条間北小路

五条条間小路

五条条間南小路

五条大路

六条条日北小路

六条条間小路

六条条間商小路

六条大路

七条条間北小路

七条条間小路

七条条間南小路

七条大路

八条条間北小路

八条条固小路

八条条間南小路

人条大路

九条条間】ヒ小路

九条条間小路

九条条間南小路

九条大路

図

國
図

田 皿
東
四
坊
大
路

東
四
坊
坊
間
東
小
路

東
四
坊
坊
間
小
路

東
四
妨
坊
間
西
小
路

東
三
妨
大
路

東
三
坊
坊
間
東
小
路

東
三
坊
坊
間
小
路

東
三
坊
坊
間
西
小
路

東
二
坊
大
路

東
二
坊
坊
間
東
小
路

東
二
坊
坊
間
小
路

東
二
坊
坊
間
西
小
路

東

一
坊
大
路

東

一
坊
坊
間
東
小
路

東

一
坊
坊
間
大
路

東

一
坊
坊
間
西
小
路

朱
雀
大
路

西

一
坊
坊
闇
東
小
路

西

一
坊
坊
間
大
路

西

一
坊
妨
間
西
小
路

西

一
坊
大
路

西
二
坊
紡
間
東
小
路

西
二
坊
坊
間
小
路

西
二
坊
坊
間
西
小
路

西
二
坊
大
路

西
三
坊
坊
閣
東
小
路

西
三
坊
坊
間
小
路

西
三
坊
坊
間
西
小
路

西
三
坊
大
路

西
四
坊
坊
間
東
小
路

西
四
坊
坊
間
小
路

西
日
坊
坊
間
西
小
路

西
四
坊
大
路

0                  2km

ノ  :傘晉⊆比
土地
   /

'●
|●

長岡京跡木簡出土地点図



2002年出土の木簡

へ
い
あ
ん
き
ょ
う

京
都
・平
安

京

跡
右
京
三
条

一
坊
六
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
西
ノ
京
小
倉
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）

一
月
１
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
山
口
　
真

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
Ｊ
Ｒ
二
条
駅
周
辺
の
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九

九
二
年
か
ら
続
く
調
査
の
一
七
次
目
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
東
西
二
〇
ｍ
南

北

一
〇
ｍ
の

一
部
を
除
く

一
六

〇
ポ
で
あ
る
。
調
査
地
は
平
安

＞

一界
の
右
京
三
条

一
坊
六
町
の
西

螂

端
部
に
位
置
し

『拾
芥
抄
』
右

練

一爪
図
で
は
右
大
臣
藤
原
良
相
の

一爪部
　
宅
「西
三
条
第
」
と
さ
れ
て

醐　
い
る
場
所
で
あ
り
、
周
辺
の調

潮
査
で
は
建
物
や
池
な
ど
の平
安

ぐ
時
代
の遺
構
を
確
認
し
て
いる
。

調
査
の
結
果
、　
一
九
九
五
年
度
の
人
次
調
査
で
確
認
さ
れ
た
州
浜
の
対
岸
と

な
る
池
を
検
出
し
、
九
世
紀
初
頭
と
九
世
紀
後
半
の
二
時
期
を
確
認
し
た
。
上

層
の
池
は
下
層
の
池
の
渚
か
ら
池
部
分
を
埋
め
立
て
、
そ
の
上
面
に
径
三
―

一

〇
帥
ほ
ど
の
小
石
や
瓦
片
を
敷
き
詰
め
て
な
だ
ら
か
な
傾
斜
の
州
浜
を
形
成
し

て
い
る
。
石
敷
き
の
州
浜
は
池
部
手
前
二
ｍ
程
の
所
か
ら
細
砂
敷
き
に
変
わ
り

汀
に
は
護
岸
の
た
め
と
思
わ
れ
る
柱
穴
が
六
〇
伽
間
隔
で
西
南
か
ら
東
北
方
向

に
並
ぶ
。
陸
部
も
同
様
に
旧
州
浜
と
埋
土
の
上
面
を
整
地
し
て
い
る
。
陸
部
と

池
底
部
の
標
高
差
は
七
Ｏ
ｃｍ
で
あ
る
。
下
層
の
池
も
地
山
の
礫
層
に
黒
色
泥
土

を
敷
き
、
そ
の
上
に
小
石
を
密
に
敷
き
詰
め
た
州
浜
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
こ
の
う
ち
九
世
紀
後
半
の
上
層
の
池
埋
土
中
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

斉
衡
四
年

（八
五
七
）
の
年
紀
を
も
つ
題
銑
軸
で
あ
る
。
上
層
の
池
埋
土
か
ら

出
土
し
た
土
器
類
の
年
代
観
は
、
人
七
〇
年
か
ら
九
〇
〇
年
頃
に
該
当
し
、
木

簡
の
年
紀
よ
り
新
し
い
が
、
題
鉄
軸
に
巻
か
れ
た
文
書
が

一
定
期
間
保
存
さ
れ

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
年
代
差
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
池
埋
土

を
切
っ
て
掘
ら
れ
た
土
坑
か
ら

一
一
世
紀
中
頃
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
池
は
廃
絶
し
た
か
、
縮
小
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
上
層
の
池
の
州
浜
造
成
時
の
埋
土
か
ら
、

「阿
古
継
」
と
書
か
れ
た
土
師
器
椀
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
苑
池
の
西
端
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
周
辺
の
調
査

と
併
せ
て
考
え
る
と
、
池
や
建
物
の
規
模
、
出
土
遺
物
の
構
成
な
ど
か
ら
、
六

町
は

一
町
占
地
の
有
力
な
貴
族
の
邸
宅
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。



８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「斉
衡
四
年
三
条

戊

戊

□

名

□
正
倉
帳

斉
衡
四
年
は
二
月
二

一
日
に
天
安
と

改
元
さ
れ
、
改
元
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
西

三
条
第
の
主
、
藤
原
良
相
が
右
大
臣
と

な
っ
て
い
る
。
正
倉
に
つ
い
て
は
、
六

町
に
北
接
し
て
穀
倉
院
が
、
東
隣
に
は

右
京
職
が
所
在
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
官
行
施
設
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る

が
、
こ
の
地
は
西
三
条
第
の
推
定
地
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
「正
倉
帳
」
は

『延
喜
式
』
に
は
み
え
ず
、
「戊

戊
」
は
斉
衡
四
年
の
干
支
丁
丑
に
は
合
致
し
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
産
業
大
学
の
井
上
満
郎
氏
、
京
都
大
学

の
西
山
良
平
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

①
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『平
安
京
右
京
三
条

一
坊
三

・
六

・
七
町

跡
』
（京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇
一
十
五
、
二
〇
〇
二
年
）

（山
口
　
真
）

（
∞
伽
）
×
∞
釦
×
の
　
ｏ
ｏ
Ｐ



奈
良
市
枚
育
委
員
会

『平
城
京
跡
出
土
墨
書
土
器
資
料
』
Ｉ
の
刊
行

平
城
京
跡
の
発
掘
調
査
は
、
現
在
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

。
奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所

・
奈
良
市
教
育
委
員
会

・
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会

で
分
担
し
て
実
施
し
て
い
る
。
本
書
は
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
が
担
当
し

た
奈
良
市
域
の
平
城
京
跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
古
代
の
墨
書
土
器
の

資
料
集
で
あ
る
。　
一
九
七
九
年
度
か
ら

一
九
九
九
年
度
ま
で
の
二

一
年
間

の
調
査
を
対
象
と
し
、
平
城
京
跡
八
五
三
点
、
東
市
跡
推
定
地

一
〇
九
点
、

大
安
寺
旧
境
内

一
三
五
点
、
元
興
寺
旧
境
内
人
点
、
菅
原
寺
旧
境
内

一
点
、

総
計

一
一
〇
六
点
の
デ
ー
タ
の
概
要
を
収
録
し
、
主
要
な
も
の
の
実
測
図

と
写
真
を
掲
載
す
る
。

平
城
宮
跡
の
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
か
ら
継
続

的
な
刊
行
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
平
城
京
跡
の
墨
書
土
器
の
集
成
は
こ

れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
個
々
の
報
告
書
で
し
か
見
ら
れ
な
か

っ
た
資
料
を
多
数
の
未
報
告
資
料
と
と
も
に

一
覧
で
き
て
便
利
で
あ
り
、

宮
内
と
は
異
な
る
都
城
の
墨
書
土
器
の
様
相
を
槻
観
で
き
る
貴
重
な
資
料

集
と
な
っ
て
い
る
。
平
城
京
跡
の
調
査
成
果
の
基
礎
資
料
集
と
し
て
、
今

回
の
刊
行
の
意
義
は
大
き
い
。

第

一
分
冊
Ａ
四
版
五
二
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月
刊

第
二
分
冊
Ａ
四
版
本
文

一
二
頁

。
図
版
人
頁

。
写
真
図
版
入
頁
　
一
一

〇
〇
二
年

一
一
月
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（非
売
品
）



2002年出上の木簡

京
都
・嘉
寺じ
へ鴇
Ｅ
許
殴
寺じ
）

な
い
。
平
安
時
代
中
期
の
瓦
が
大
量
に
出
土
し
、
こ
の
中
に
は
焼
け
歪
ん
だ
も

の
や
生
焼
け
の
瓦
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
に
お
け
る
瓦
窯
の
存
在

が
う
か
が
え
る
。
室
町
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
東
西

・
南
北
に
掘
ら
れ
た
溝

（堀
）
を
多
数
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
中
に
建
物

・

井
戸

。
室

。
土
坑
な
ど
を
多
数
確
認
し
て
い
る
。
建
物
の
中
に
は
仏
間
を
備
え

た
客
殿
風
に
復
元
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
東
寺
の
子
院
の

可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
建
物

・
井
戸

。
土

坑

・
池
状
遺
構
な
ど
多
数
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
を

南
北
方
向
に
延
び
る
低
い
石
垣
と
、
そ
れ
に
直
交
し
て
西
側
へ
廷
び
る
溝
と
柵

列
に
よ
っ
て
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
状
況
は
東
寺
に
残
さ
れ
た
江
戸
時
代

中
期
の
絵
図

令
東
寺
院
家
図
診

と
よ
く

一
致
し
、
石
垣
の
東
側
が

「金
勝
院
」
、

北
西
が

「増
長
院
」
、
南
西
が
「宝
泉
院
」
と
い
う
子
院
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

木
簡
は

「宝
泉
院
」
と
み
ら
れ
る
敷
地
の
池
状
遺
構
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

こ
の
池
状
遺
構
は

一
辺

一
五

・
Ｏ
ｍ
の
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
そ
の
形
状
か
ら

園
池
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

一
七
世
紀
末
か
ら

一
人
世
紀
初
頭
に
埋

め
戻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
埋
土
に
大
量
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
木
簡
以
外

の
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器
、
瓦
器
、
施
釉
陶
器

全
爪
都
、
肥
前
、
瀬
戸
・
美
濃

産
）、
焼
締
陶
器

（常
滑
、
信
楽
、
丹
波
、
備
前
産
）、
磁
器

（肥
前
、
中
国
産
）
な

ど
の
上
器
類
の
ほ
か
、
瓦
類

（軒
丸
瓦
、
軒
平
瓦
）、
石
製
品

（砥
石
、
硯
）、
金

属
製
品

（火
箸
）
な
ど
多
彩
な
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
九
瓦
に
和
歌
が
線

旧
境
内

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
南
区
壬
生
通
八
条
下
る
東
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
―
二
〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
∽
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
崎
　
仲

。
高
橋
　
潔

。
近
藤
知
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
東
寺

（教
王
護
国
寺
）
の
北
側
隣
接
地
で
、
平
安
京
の
条
坊
で
い

う
と
左
京
九
条

一
坊
十
町
に
あ
た
り
、
東
寺
の
旧
境
内
地
で
も
あ
る
。
調
査
は

校
舎
の
建
て
替
え
に
伴
う
も
の

で
、
約
三
人
Ｏ
Ｏ
ポ
に
つ
い
て

＞

実
施
し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
、

南

平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
、
室

練

町
時
代
、
江
戸
時
代
の
大
き
く

一爪部
　
二
時
期
に
分
か
れ
る
。

肺
　

平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
の

郡

迫退
構
と
し
て
は
、
井
戸

・
土
坑

て

な
ど
を
検
出
し
た
が
、
数
は
少



刻
さ
れ
た
も
の
が

一
点
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
井
戸
に
混
入
し
て
い
た
も

の
で
、
焼
成
前
の
九
瓦
凸
面
に
文
字
を

ヘ
ラ
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は

焼
成
時
に
生
じ
た
ひ
び
割
れ
が
重
な

っ
て
判
読
が
難
し
い
が
、
四
行
に
わ
た

つ

て
記
さ
れ
て
い
る
。
釈
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「何
事
も
華
と
ち
り
行

世
の
中
に

我
よ
人
よ
と
ゆ
ふ
ぞ

（か
な
き
ぜ

は

×

そ
の
ほ
か
内
面
に

「灸
」
と
墨
書

の
あ
る
土
師
器
皿

寺
」
の
刻
印
の
あ
る
瓦

（鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
）、
「左
寺
」

の
刻
印
の
あ
る
瓦

▲平
安
時
代
）
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

【丘
↑
衛
力̈
〕

①

　

「善
□
□
」

（江
戸
時
代
）、
「東

「日
」
「工
」
「中
」

ω
∞
×

牌
Φ
×

∞
　

ｏ
解
Ｐ

柾
目
の
板
材
を
用
い
た
も
の
で
下
端
の
一
部
を
欠
損
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
原

形
を
と
ど
め
て
い
る
。
表
面
に
人
な
と
思
わ
れ
る
墨
書
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
と
文
字
瓦
の
解
釈
に
あ
た
つ
て
は
東
寺
の
ご
協
力
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編

『東
寺

（教
王
護
国
寺
）
旧
境
内
』
（京
都

市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇
一
十
七
、
二
〇
〇
二
年
）

（吉
崎
　
伸
）

ヘラ書き瓦



に
し

の

つ
じ

大
阪
。西
ノ
辻
遺
跡

１
　
所
在
地

　

　

大
阪
府
東
大
阪
市
東
山
町

。
弥
生
町

・
西
石
切
町
三
丁

目

・
南
荘
町

・
宝
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
五
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
大
阪
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
才
原
金
弘

・
吉
田
綾
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
ノ
辻
遺
跡
は
、生
駒
山
地
西
麓
部
、標
高
七
―
二
〇
ｍ
の
扇
状
地
に
立
地
す

る
。
本
遺
跡
は
特
に
弥
生
時
代

中
期
末
か
ら
後
期
中
葉
の
標
式

遺
跡
と
し
て
者
名
で
あ
る
。
現

在
ま
で
の
調
査
で
、
遺
跡
の
範

囲
は
東
西
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
北
約

六
〇
Ｏ
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
第
四
三
次
調

査
地
か
ら
西
方
の
第
四
二
次
調

査
地
に
か
け
て
、
奈
良
時
代
か

2002年 出土の木簡

(4)

「ll瑚 ||十日  |1測

ら
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
第
四
三
次
調
査
で
は
、
弥
生
時

代
中
期
か
ら
後
期
、
古
墳
時
代
の
各
遺
構
と
同

一
面
上
で
、
奈
良
時
代
末
か
ら

平
安
時
代
初
頭
の
井
戸

・
土
坑

・
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
た
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
平
安
時
代
初
頭
の
井
戸
五
の
井
戸
枠
に
遺
存
し
て
い

た
組
上
げ
の
た
め
の
香
付
の
墨
書
で
あ
る
。
井
戸
五
は
先
行
す
る
井
戸
七
の
規

模
を
拡
大
す
る
た
め
に
造
り
替
え
た
も
の
で
、
掘
形
の
平
面
は
隅
丸
方
形
を
呈

し
、　
一
辺
約
三
ｍ
深
さ
三

・
七
ｍ
を
測
る
。
井
戸
枠
は

一
辺

一
ｍ
で
あ
る
。

井
戸
枠
内
か
ら
は
墨
書
土
器
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。
「冨
益
」
Ｔ
一嶋
」
の

ほ
か
、
「乙
□
□
」
や
判
読
不
能
な
資
料
が

一
点
あ
る
。
い
ず
れ
も
土
師
器

杯

・
皿
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
須
恵
器
杯

・
皿
Ｃ
、
製
塩
土
器
な
ど

が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

∞
ｏ
×

∞
『
り
×

∞
⇔
　

　

ｏ
ｏ
岸

］
卜
伽
×

Ｐ
ｏ
牌
〇
×

］
］

　

ｏ
⇔
〕

口

　

「瑚『旧］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ〇〇〉〈Φ∞∞
〉〈卜∞　　　〇の中

岸
∞
ｏ
×

Φ
ω
『
×

］
］

　

〇
〇
Ｐ
　

　

９

）

(大阪東北部)



東
側
の
横
板
の
基
底
部
よ
り
二
番
目
に
①
が
、
西
側
の
横
板
の
基
底
部
よ
り

三

・
四

・
五
番
目
に
そ
れ
ぞ
れ
９
０
い
が
遺
存
し
て
い
た
。
井
戸
の
横
板
方
向

の
最
下
段
か
ら
の
序
数
詞
が
墨
書
の
数
字
と

一
致
す
る
。
文
字
は
い
ず
れ
も
木

目
と
直
交
す
る
方
向
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
地
で
井
戸
を
構
築
す

る
際
の
順
序
を
記
し
た
組
上
げ
呑
付
で
、
平
城
宮
跡
Ｓ
Ｅ

一
六
人
Ａ
に
類
例
が

あ
る
ほ
か
、
長
岡
京
跡
に
も
類
例
が
あ
る

（本
誌
第
一
人
号
）。

９
　
関
係
文
献

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『東
大
阪
市
下
水
道
事
業
関
係
発
掘
調
査
概
要
報
告

―
平
成

一
二
年
度
―
』
全
一〇
〇
一
年
）

（菅
原
章
太
）

(2)(部分)

(3)(部分)



2002年 出土の木簡

大
阪
。鬼
虎
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
東
大
阪
市
西
石
切
町
五
丁
目

。
同
七
丁
目

・
弥
生

町

。
新
町

。
宝
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
十

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
大
阪
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
若
松
博
恵

・
吉
田
綾
子

・
松
田
留
美

。
福
瀬
哲
生

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鬼
虎
川
遺
跡
は
、
生
駒
山
地
西
麓
部
に
発
達
し
た
沖
積
扇
状
地
の
扇
端
部
か

ら
河
内
平
野
の
沖
積
低
地
に
立

地
し
、
南
北
約

一
一
五
〇
ｍ
東

西
約
六
五
〇
ｍ
の
範
囲
に
広
が

る
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
人
間

活
動
の
痕
跡
は
後
期
旧
石
器
時

部

代
に
遡
り
、
弥
生
時
代
前
期
末

紬
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
河
内
湖

期
　
の
東
縁
辺
に
お
け
る
中
河
内
東

部
の
拠
点
集
落
と
な
る
。

近
年
の
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
の
遺
構
面
や
遺
物
包
含
層
の
上
部
に
、
古
代

か
ら
中
世

・
近
世
の
遺
構
や
遺
物
が
広
が
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
第
五

二
次
調
査
で
は
、
溝
状
遺
構
か
ら

一
五
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
板

塔
婆
と
、
上
端
に
切
り
込
み
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
た

（本
誌
第
二
四
号
）。

今
回
の
第
五
三
次
調
査
は
、
国
道

一
七
〇
号
西
石
切
立
体
交
差
事
業
に
伴
う

調
査
で
、
弥
生
時
代
中
期
の
ヒ
ス
イ
製
獣
形
勾
玉
が
出
上
し
た
第
四
四
次
調
査

区
の
反
対
側

（東
側
）
に
あ
た
る
。
調
査
は
、
工
事
工
程
に
よ
る
工
区
名
称
に

準
拠
し
、
北
側
を
六
工
区
、
南
側
を
七
工
区
と
呼
称
し
て
進
め
ら
れ
た
。

木
簡
ω
は
、
六
工
区
南
部
の
室
町
時
代
道
路
南
側
溝
か
ら
出
土
し
た
。
道
路

は
盛
土
工
法
で
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
東
西
方
向
に
走
り
、
断
面
は
台
形
状
を

呈
す
る
。
上
部
幅

一
ｔ
二
ｍ
、
下
部
幅

一
・
五
―
二

・
五
ｍ
以
上
を
測
る
。
道

路
南
面
は
高
く
遺
存
し
、
溝
の
最
下
面
ま
で
○

。
六
ｍ
を
超
え
る
。
木
簡
は
南

側
溝
の
最
下
部
に
堆
積
し
た
砂
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
②
は
、
七
工
区
の

室
町
時
代
の
溝
の
堆
積
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。
西
肩
は
不
明
な
が
ら
、
溝
は
幅

一
―
二
ｍ
以
上
、
深
さ
○

。
一
―
○

。
三
ｍ
で
、
東
か
ら
北
へ
延
び
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

六
工
区
道
路
南
側
溝

①
　
・
＜
　
　
　
　
仏

・

＜

（
梵

字

）

南

□

阿

□

□

仏

　

　

（
岸
『
軍

ω
撃

∞
『
卜
Ｘ

駕

溢

　

ｏ
鐵

71



日
　

　

　

伊

　

　

　

　

　

　

中

‐・‐　

　

　

恥

　

　

　

　

　

　

　

中

一

◎
　
絡
発
捗
綾



2002年出上の木簡

七
工
区
溝

〔蓮
力
〕

②

　

「
＜
奉
為
妙
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ｏ撰
黛
溢
　
ｏ露

①
は
五
輪
塔
形
の
頭
部
を
も
つ
六
〇
釦
を
超
え
る
板
塔
婆
で
あ
る
。
三
片
に

分
か
れ
直
接
は
接
続
し
な
い
。
ま
た
、
上
端
と
下
端
は
欠
損
す
る
。
側
溝
内
で

の
滞
水
期
間
が
長
期
に
及
ん
だ
た
め
か
、
墨
痕
の
遺
存
状
態
は
劣
悪
で
あ
る
。

裏
面
に
は
南
無
阿
弥
陀
佛
の
名
号
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
推
定
の
域

を
出
な
い
が

「仏
」
字
の
下
部
に
は
供
養
者
名
な
ど
が
続
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

②
は
五
輪
塔
形
の
小
型
板
塔
婆
で
あ
る
。
五
輪
頭
部
の
上
端
は
欠
損
。
板
状

部
の
ほ
ぼ
中
央
に
径
四
剛
の
円
孔
が
穿
た
れ
る
。
七
本
塔
婆
の
横
木
な
い
し
塔

婆
堂
に
直
に
打
ち
付
け
る
た
め
の
円
孔
で
あ
ろ
う
。
「妙
蓮
の
奉
為
に
」
と
読

め
、
妙
蓮
は
被
供
養
者
の
女
性
の
法
名
と
思
わ
れ
る
。
反
対
面
に
も
名
号
が
記

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
板
塔
婆
の
出
土
遺
構
と
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
調
査
担
当
者
の
若

松
博
恵
氏
の
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『鬼
虎
川
遺
跡
第
五
三
次
発
掘
調
査
報
告
』
０
一〇

〇
四
年
刊
行
予
定
）

（菅
原
章
太
）



2002年出上の木簡

な
か

の

大
阪
。中
野
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
四
條
畷
市
中
野
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
一
一
月
１

一
九
九
二
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
四
條
畷
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
村
上
　
始

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
野
遺
跡
は
、
生
駒
山
系
か
ら
西
へ
派
生
す
る
段
丘
の
西
端
か
ら
平
野
部
に

か
け
て
所
在
し
、
東
西
人
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
北
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範
囲
が
古
墳
時
代
中
期
か

ら
室
町
時
代
ま
で
の
集
落
跡
と

し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
調
査
は
、
四
條
畷
市
役
所
東

別
館
新
築
工
事
に
伴
う
も
の
で
、

調
査
面
積
は
七
四
人
ポ
で
あ
る
。

Ｄ

検
出
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建

立Ｈ釉

物

・
土
坑

・
溝

・
井
戸
三
基
な

斯
ど
であ
る
。
木
簡
は
、
そ
のう

ち

一
基
の
井
戸
内
に
設
置
さ
れ



て
い
た
曲
物
で
あ
る
。

井
戸
の
掘
形
は
直
径
約
三

・
三
ｍ
の
円
形
で
あ
る
。
井
戸
枠
の
形
態
は
、　
一

辺
約

一
ｍ
の
正
方
形
に
な
る
よ
う
に
、
残
存
長
約

一
。
三
ｍ
幅
約

一
五
伽
厚
さ

約
○

・
五
側
の
板
材
数
十
枚
を
縦
方
向
に
立
て
、
そ
れ
ら
の
押
さ
え
と
し
て
角

材
を
支
柱
や
横
桟
木
と
し
て
三
段
以
上
組
ん
だ
方
形
縦
板
型
で
あ
る
。
井
戸
底

の
中
心
に
は
山
物
が

一
段
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
曲
物
に
墨
書
が
施
さ
れ
て

い
た
。

井
戸
内
か
ら
は
、
土
師
器
皿

・
瓦
器
椀

。
青
白
磁
合
子
蓋

・
砥
石

。
須
恵
器

練
り
鉢
な
ど
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も

一
二
世
紀
末
頃
か
ら

一
三
世
紀
前
半
頃

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
以
外
の
遺
構
か
ら
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
緑

釉
陶
器

・
黒
色
土
器
な
ど
の
土
器
類
の
他
、
溝
か
ら
出
土
し
た
銅
製
巡
方
、
長

年
大
宝

・
明
道
元
宝
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

の
渡
辺
晃
宏
氏
、
中
村

一
郎
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

槍
材
の
曲
物
で
、
墨
書
は
側
板
の
外
面
に
書
か
れ
て
い
る
。
下
端
部
に
直
径

二
ｍｍ
の
円
孔
が
等
間
隔
に
開
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蒸
し
器
な
ど
を
転
用

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
応
保
二
年
は

一
一
六
二
年
に
あ
た
り
、
遺
物
の
年

代
か
ら
考
え
て
、
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
る
前
の
墨
書
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
釈
読
及
び
赤
外
線
写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

「如
月
十
日

應
保
二
年
」

朧
枷
ｏ
∞
×
酎
鴻
ｏ
×
価
∞
　
ｏ
盆

（村
上
　
始
）

(部分)

募



2002年 出上の木簡

愛
知
・貞
養
院
遺
跡

所
在
地
　
　
　
愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
幅
下

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
一
月
―
三
月

発
掘
機
関
　
　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

・
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館

調
査
担
当
者
　
水
野
裕
之

遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

貞
養
院
遺
跡
は
、
台
地
上
の
名
古
屋
城
三
之
九
の
西
側
に
あ
た
り
、
堀
川
を

挟
ん
だ
沖
積
低
地
に
立
地
し
て
い
る
。
名
古
屋
城
下
町
遺
構
が
主
体
の
遺
跡
で
、

当
時
は
武
赤
地
と
町
地
と
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
遺
跡

の
す
ぐ
南
側
に
は
、
寛
文
三
年

全

六
工全
一）
尾
張
藩
主
二
代

光
友
の
と
き
に
計
画
さ
れ
、
江

戸
時
代

の
上
水
道
で
あ
っ
た

「巾
下
水
道
」
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
た
幅
下
遺
跡
が
隣
接
し
て

い
る
。

7654321

(名古屋北部)



今
回
の
調
査
区
は
、
城
下
絵
図
や
明
治
時
代
の
地
籍
図
な
ど
か
ら
、
名
古
屋

城
下
町
の
町
人
地
に
あ
た
る
地
点
と
推
定
で
き
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
屋
敷

地
境
と
思
わ
れ
る
石
垣
、
建
物
基
礎
の
木
杭
や
廃
棄
土
坑
な
ど
の
ほ
か
、
埋
設

さ
れ
た
竹
樋
と
継
手
に
よ
る
水
道
遺
構
も
検
出
さ
れ
た
。
多
数
検
出
さ
れ
た
廃

棄
土
坑
か
ら
は
、　
一
七
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
の
陶
磁
器
類
と
と
も
に
、
下
駄

・

漆
器
椀
、
箸
、
羽
子
板
な
ど
の
木
製
品
も
遺
存
し
、
こ
れ
ま
で
検
出
例
の
少
な

か
っ
た
名
古
屋
城
下
町
の
町
人
の
暮
ら
し
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
生
活
用
具

の
考
古
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

木
簡
は
計
七
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
廃
棄
土
坑
の
遺
物
で
あ
る
。
⑪
は

一

七
世
紀
末
か
ら

一
人
世
紀
の
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
（東
西
三
二
ハ
ｍ
南
北
二
・
○
丑
刷

後
）
か
ら
、
②
は

一
七
世
紀
後
半
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五

（長
径
一
・
四
ｍ
短
径

一
・

〓
冨

の
楕
円
形
）
か
ら
、
０
ｌ
①
は

一
七
世
紀
末
か
ら

一
人
世
紀
初
頭
の
土
坑

Ｓ
Ｋ
二

一
（東
西
一
・
八
四
ｍ
南
北
一
・
一
ｍ
の
不
整
長
円
形
）
か
ら
、
０
０
は

一

七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
後
半
頃
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
九

（東
西
一
・
五
二
ｍ
南
北

一
・
九
四
ｍ
の
楕
円
形
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
上
し
た
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
の
多
量
の
陶
磁
器
や
木
製
品

・
木
片
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ

Ｋ

一

ω

　

「納
豆
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
『受
飩
卜
ｏ常

Ｓ
Ｋ
四
五

【
寄
力
〕

②

　

「
。
日
□
□

同
川
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐも
溢
撰
ヽ
ｏ毬

Ｓ
Ｋ
二

一

①
　
。
「酉
ノ
日
日
日
日

日
日
――
国

〔郷
力
〕

０

　

「
ｏ
　

□
日
□

Ｓ
Ｋ
二
九

ｏ
六
月
十
日
代
壱
ツ
七
分

日

回

名
酉

　

友
日
日
日
日
日
回

ｏ
六
月
□
□
銭
　
エハ
兵
衛

日
□

［日日日日日イ日日日日日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μЮＯ）〉〈∞］
〉〈卜
　
〇岸Φ

(6)

目目写 日
せ

四□身 L

日尋 Ⅱ即
国人
□様
唯 ヵ

６

じ

×

Ｃ

じ

×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

（
μ
Ｏ
『
）
×

Ю
Φ
×

∞
　

ｏ
岸
Φ

（
Ｐ
Ｏ
『
）
×
卜
］
×
ω
　
ｏ
μ
Φ



2002年出上の木簡

汀

――

日

＝

日

Ｈ

Ｈ

＝

Ｕ

ｎ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
ｕ

に

氏
＝
Ｈ
日
旧
日
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
ＩＩ
Ｕ

⑥

ｎ
＝

打

＝

＝

＝

対

⑦

Ｒ
日

日

Ｈ

日

Ｈ

同
Ｈ

Ｈ

＝

＝

＝

Ｕ

ω
の
ほ
か
は
、
付
札
と
思
わ
れ
る
が
、
調
査
地
点
が
町
人
の
屋
敷
地
で
あ
っ

た
こ
と
以
外
、
木
簡
の
内
容
の
詳
細
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
①
は
、

表
裏
と
も

一
行
目
下
部
は
人
名
、
最
終
行
は
日
付
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
の
岡
村
弘
子
氏

・
山
本
祐

子
氏

・
鳥
居
和
之
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

名
古
屋
市
教
育
委
員
会

『貞
養
院
遺
跡
』
０
一〇
〇
一
年
）

（水
野
裕
之
）

「国
日
□

［な
買
と
〔求
と

「
□
□

　

□

上
々
買
日
□

（
Φ
Ｏ
）
×
卜
∞
×
卜
　
Ｏ
Ｐ
Φ



愛
矢日

上宏
橋t
下か

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
安
城
市
古
井
町
上
橋
下

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
一
〇
月
１
二
〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
内
　
睦

・
鈴
木
　
裕

。
池
本
正
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
Ｈ逗
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
橋
下
遺
跡
は
、
矢
作
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
低
地
の
微
高
地
上
に

位
置
す
る
。
河
川
改
修
工
事
に
伴
い
、
四
二
〇
〇
♂
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

弥
生
時
代
、
鎌
倉

・
室
町
時
代

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
前
者
と

し
て
は
方
形
周
溝
墓

一
〇
基
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
墓
域
が
、
後

者
と
し
て
は
湿
地
状
の
自
然
地

形
を
利
用
し
た
祭
祀
遺
構
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
遺
構
の

出
土
遺
物
に
は
、
犠
牲
獣
と
考

え
ら
れ
る
ウ
マ
の
頭
骨

一
点
や

銭
貨
二
点
の
他
、
多
数
の
ほ
ぼ
完
形
の
灰
釉
系
陶
器
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
墨

書
土
器
も
二
〇
点
程
度
含
ま
れ
て
い
る
。

木
簡
は
溝
状
を
呈
す
る
不
整
形
な
落
ち
込
み

（Ｓ
Ｘ
Ｏ
こ

か
ら

一
点
出
土

し
た
。
遺
構
の
時
期
は
江
戸
時
代
前
期
に
属
す
る
が
性
格
は
不
明
で
、
周
辺
に

は
同
時
期
の
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「十
六
」

。
「［日中‐‐日〕」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の∞
×
卜ｏ
×
ヽ
　
Φ
Ｐ牌

や
や
平
行
四
辺
形
を
呈
す
る
が
、
二

次
的
な
整
形
で
は
な
く
原
形
を
留
め
て

い
る
。
文
字
は
右
上
か
ら
左
下
に
斜
め

に
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
も
数
行
分

の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
不
鮮
明
で

釈
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

池
本
正
明

「上
橋
下
遺
跡
」
（愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
）

ｙ
片
「

表

『年
報
』
平
成

一

（池
本
正
明
）

(岡 崎)



2002年 出上の木簡

は
こ

ね
　
だ

静
岡
・箱
根
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
三
島
市
安
久

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
一
二
月
―
二
〇
〇
〇
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
島
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
寺
田
光

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛

（津
）
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
後
半
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

箱
根
田
遺
跡
は
、
伊
豆
半
島
北
部
に
所
在
し
、
東
側
に
箱
根
山
、
北
側
に
富

士
山
を
望
む
田
方
平
野
の
中
央
部
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
、
駿
河
湾
に
注
ぐ
狩

野
川
の
支
流
で
あ
る
大
場
川
の

右
岸
に
所
在
し
、
二
九
〇
〇

〇
ポ
の
範
囲
に
広
が
る
。
調
査

地
点
の
東
側
は
同
河
川
の
溢
流

堆
積
物
が
形
成
し
た
微
高
地
で
、

北
か
ら
西
側
に
は
条
里
水
田
が

潮

展
開
し
て
い
る
。

沼
　
今
回
の
調
査
は
店
舗
建
設
に

て

伴
う
も
の
で
、
三
人
人

一
ポ
を



調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
然
流
路
と
こ
れ
に
伴
う
厖
大
な
量
の
出
土
遺
物
、

官
行
的
な
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
た
。

自
然
流
路
は
確
認
さ
れ
た
範
囲
で
長
さ
七
五
ｍ
幅

一
〇
―

一
三
ｍ
深
さ
約
五

〇
側
の
規
模
を
有
し
、
条
里
方
向
と
は
異
な
っ
て
ほ
ぼ
南
北
に
流
下
し
て
お
り
、

大
場
川
に
連
絡
す
る
逗
河
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
高
い
。
掘
立
柱
建
物
群

は
、
調
査
区
の
北
側
に
限
定
的
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
調
査
範
囲
内
で
側
柱
式

四
棟
、
総
柱
式
二
棟
が
あ
る
。
建
物
の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、
溝

も
し
く
は
板
塀
に
よ
る
区
画
内
に
整
然
と
配
置
さ
れ
て
お
り
、
流
路
か
ら
畿
内

系
土
器
、
緑
綸
陶
器
、
円
面
硯
、
律
令
祭
祀
遺
物
な
ど
官
衛
関
連
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
掘
立
柱
建
物
は
官
行
の
倉
庫
群
で
、
伊
豆
国
府
、

も
し
く
は
田
方
郡
家
に
関
連
す
る
津
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
流
路
内
か
ら
二
点

（い
②
）、
包
含
層
か
ら

一
点

（０
）、
計
三
点
出

土
し
た
。
こ
の
他
、
人
面
墨
書
土
器

一
二
点
、
墨
書
土
器

一
三
点
、
刻
書
土
器

二
人
点
が
出
土
し
て
お
り
、
墨
書
土
器
に
は

「本
」
「東
」
「子
東
」
「衣
□
」

「
こ

「
二
万
」
「可
」
「若
」
「奉
」
「久
太
良
」
「刀
自
女
□
代
」
「新
刀
自
女

身
代
」
が
あ
り
、
刻
書
土
器
に
は

「金
」
「全
」
「人
」
「因
」
「大
」
な
ど
が
あ

ＺＯ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

自
然
流
路

〔
マ
カ
〕

「日
日
委
文
口
□
代
」

岸
ヽ
ｏ
×

∞
Ｐ
×

⇔

　

〇
い
牌

②

　

「
八
□
秦
人
日
□
秦
人
真
□
万
呂
」
　

　

　

　

Ｐ∞反
〕泉
〕
８
Ｐ

包
含
層

③

　

「又
又
六
月
十
日
　
　
　
エハ
月

七
月
十
日
十
日

口
　
□
□

□
　
　
　
　
〔藪
と

□

五
口

（］
］
⇔
）
×
Ｐ卜
『
×
Ｐ
ω
　
ｏ
ω
］

ω
は
完
形
。
表
面
は
刃
物
に
よ
る
調
整
。
裏
面
は
無
調
整
。
厚
さ
は
均

一
で

な
く
、
中
央
部
が
や
や
厚
く
な
っ
て
お
り
、
上
部
断
面
は
カ
マ
ボ
コ
形
を
呈
し

て
い
る
。
冒
頭
部
に
墨
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
判
読
し
が
た
い
。
但
し
、
文

字
の
大
き
さ
か
ら

一
―
二
文
字
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
る
文
字
は

「委
文
」
（し
ど
り
）
「代
」
で
、
そ
の
間
に
墨
の
薄
い
二
文
字
が

あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
は
人
名
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
当

遺
跡
周
辺
に

「委
文
」
の
ウ
ジ
名
が
分
布
し
て
い
た
実
例
と
し
て
は
、
正
倉
院

の
調
庸
布
墨
書
銘
の
中
に
、

（人
四
）
伊
豆
国
田
方
郡
依
馬
郷
委
文
連
大
川
調
緋
狭
絶
壱
匹

（以
下
略
）

（八
六
）
伊
豆
国
那
賀
郡
那
珂
郷
戸
主
生
部
直
安
万
昌
委
文
部
益
人
調
堅
魚
代

商
布
壱
段

（以
下
略
）

な
ど
が
あ
る

（番
号
は
松
嶋
順
正
編

『正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
吉
川
弘
文
館

〈
一
九

七
八
年
〉
に
よ
る
）。
形
状
か
ら
み
て
荷
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
遺

□□
□



2002年 出上の木簡

跡
か
ら
は
ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
も
つ
木
製
品

（斎
串
か
）
が
多
量
に
出
土
し
て
い

る
点
か
ら
、
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
断
定
し
が
た
い
。

②
は
完
形
。
裏
面
無
調
整
。
厚
さ
は
均

一
で
な
く
、
左
側
が
薄
い
。
二
文
字

目
は

「
マ
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
記
載
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
可
能

性
と
し
て
、
「人
マ
」
の

「
マ
」
を

「郷
」
の
草
書
体
と
考
え
、
伊
豆
国
田
方

郡
入
邦
郷
の
郷
名
を
初
め
の
一
文
字
で
簡
略
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
中
央
部
は
墨
が
薄
く
、
判
読
で
き
な
い
が
、
二
名

の
人
名
が
続
く
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
木
簡
の
形
状
お
よ
び
人
名
が
記
さ

れ
て
い
る
点
で
、
①
と
同
じ
性
格
の
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
二
文

字
程
の
記
載
が
あ
る
点
で
も
類
似
し
て
い
る
。

①
は
上
端
及
び
両
側
面
は
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。

冒
頭
に
日
付
が
数
回
線
り
返
さ
れ
る
ほ
か
は
、
墨
痕
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、

判
読
は
困
難
で
あ
る
。
日
付
の
記
載
か
ら
、
箱
の
蓋
を
帳
簿
に
転
用
し
た
も
の

か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
品
目

・
数
量

。
人
名
な
ど
の
記
載
が
み
え
な
い
こ
と
、

「十
日
」
が
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
単
な
る
習
書
の
可

能
性
も
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
と
解
釈
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

三
島
市
教
育
委
員
会

『箱
根
田
遺
跡
―
店
舗
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
書
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（鈴
木
敏
中
）

崇

(1)

雨閉閉閉閉肉旧日日田圏陶関昭問円日筋囲囲日ＷＶ
↓ω

だ
ク
幽
料
ｎ捌



ご
ん
ど
う
ま
す

神
奈
川
・五
合
桝
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
極
楽
寺

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
六
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
福
田
　
誠

。
原
　
廣
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡
（寺
院
跡
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
鎌
倉
七
日

（七
切
通
し
）
の

一
つ
で
あ
る
極
楽
寺
坂

周
辺
の
国
指
定
史
跡
の
申
請
に
向
け
た
資
料
を
得
る
た
め
の
も
の
で
、
Ａ
Ｉ
Ｄ

地
区
に
分
け
て
行
な
っ
た
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
述
べ

′
Ｏ

。

Ａ
地
区
　
五
合
桝
と
呼
ば
れ

る
地
点
で
海
抜
約
七
二
ｍ
、
眼

下
に
極
楽
寺
坂
に
あ
る
成
就
院

（働

を
見
下
ろ
し
、
遠
方
に
は
鎌
倉

綾
大
仏
を
望
む
こ
と
が
でき
る
地

点
で
あ
る
。
多
く
の
塚
が
存
在

仏含
法5
寺じ

跡V

す
る
。
鎌
倉
攻
め
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
元
弦
三
年

（
三
三
二

三
）
以
降
、
墓
地
あ
る
い
は
供
養
所
と
な
っ
た
も
の
か
。

Ｂ
地
区
　
五
合
桝
の
上
、
海
抜
約
七
五
―
八
〇
ｍ
、
霊
山
山
頂
の
北
側
の
雛

壇
状
の
地
形
を
な
す
場
所
で
あ
る
。
こ
の
雛
壇
で
多
数
の
石
塔
類
と
常
滑
重
、

か
わ
ら
け
、
火
葬
骨
が
出
土
し
た
。
周
囲
に
石
塔
が
散
乱
し
塚
が
存
在
す
る
と

み
ら
れ
る
。
こ
の
場
所
も
ま
た
、
Ａ
地
区
と
同
様
に
墓
地
あ
る
い
は
供
養
所
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

Ｃ
地
区
　
奎
工
山
山
頂
南
側
の
海
抜
約
八
〇
ｍ
、
南
北
約
二
〇
ｍ
東
西
約

一

五
ｍ
程
の
平
坦
地
で
あ
る
。
塚
は

一
昨
年
調
査
さ
れ
、
多
く
の
石
塔
、
遺
物
が

出
土
し
て
い
る
。
こ
の
塚
の
脇
の
平
坦
地
は
後
世
整
地
さ
れ
た
た
め
、
遺
構

・

遺
物
は
検
出
し
て
い
な
い
。

Ｄ
地
区
　
霊
山
か
ら
南
に
向
か
う
尾
根
の
東
側
中
腹
で
、
海
抜
約
六
〇
ｍ
、

江
戸
時
代
初
期
の

「極
楽
寺
境
内
絵
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
仏
法
寺
跡
と
考
え

ら
れ
る
南
北
約
七
〇
ｍ
東
西
約
二
五
ｍ
の
平
坦
地
で
あ
る
。
こ
の
平
坦
地
で
は
、

礎
石
の
間
隔
が
三
ｍ
の
礎
石
建
物
、
掘
立
柱
建
物

・
柵
列

・
雨
落
溝

・
池
跡
が

確
認
さ
れ
た
。
池
跡
か
ら
は
薄
い
板
に
写
経
し
た
多
量
の
柿
経
、
火
葬
骨
、
か

わ
ら
け
、
茶
臼
が
出
土
し
た
。

池
の
大
き
さ
は
お
よ
そ
東
西
六
ｍ
南
北
人
ｍ
、
東
辺
と
北
辺
が
比
較
的
直
線

で
角
が
隅
九
に
近
く
、
南
辺
と
西
辺
は
調
査
区
外
に
は
み
出
し
て
い
る
が
ハ
ー

ト
形
の
様
な
平
面
形
と
推
察
さ
れ
る
。
水
際
の
海
抜
は
五
九

・
七
四
ｍ
で
池
中

約

一
ｍ
ま
で
は
洲
浜
の
よ
う
に
徐
々
に
深
く
な
る
が
、
池
の
中
央
部
は
垂
直
に



2002年 出土の木簡

岩
盤
が
掘
り
込
ま
れ
、
底
部
の
海
抜
は
五
七

・
七

一
ｍ
、
水
深
は
二
ｍ
程
で
あ

る
。
池
と
い
う
よ
り
水
溜
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
柿
経
は
こ
の
岩
盤
を
穿
っ
た

池
跡
の
、
池
底
と
堆
積
土
中
層
の
二
地
点
か
ら
出
土
し
た
。
池
底
の
も
の
は
共

伴
し
た
か
わ
ら
け
か
ら

一
三
世
紀
後
半
、
中
層
の
も
の
は
同
じ
く
五
輪
碁
か
ら

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
前
半
の
年
代
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

仏
法
寺

（霊
山
寺
）
は
数
多
く
あ
っ
た
極
楽
寺
の
子
院
の
一
つ
で
、
忍
性
が

極
楽
寺
に
入
山
し
た
文
永
四
年

（
〓
三
ハ
七
）
以
降
、
極
楽
寺
の
寺
容
が
整
え

ら
れ
て
い
く
中
で
建
立
さ
れ
て
い
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「極
楽
寺

境
内
絵
図
」
の
仏
法
寺
に
は
礎
石
建
物
や
池
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
場
所
が

仏
法
寺
跡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
由
比
ヶ
浜
か
ら
材
木

座

・
和
賀
江
島
を

一
望
で
き
る
境
内
は
、
忍
性
の
浜
の
利
権
を
紡
彿
と
さ
せ
る

に
余
り
あ
る
眺
望
で
あ
る
。
仏
法
寺
境
内
の
池

全
市
雨
池
）
に
は
日
蓮
と
忍
性

の
雨
乞
い
祈
祷
の
伝
承
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
所
は
元
弘
三
年
の
鎌
倉
攻
め

の
と
き
に
極
楽
寺
切
通
し
と
と
も
に
守
り
の
要
と
な
り
、
境
内
で
激
戦
が
行
な

わ
れ
た
。
明
暦
三
年

（
三
ハ
五
七
）
に
焼
亡
し
た
極
楽
寺
に
、
仏
法
寺
の
建
物

を
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「所
行
安
穏
快
善
我
従
今
日
不
復
自
随
心
行
不
」
　

　

　

ｏＦ

②

　

「生
邪
見
僑
慢
瞑
恙
諸
悪
之
心
説
是
語
己
礼
仏
」
　

　

　

ｏエ

①

　

「而
出
仏
告
大
衆
於
意
云
何
妙
荘
厳
王
豊
異
人
」

い

　

「子
今
華
徳
菩
薩
是
其
浄
徳
夫
人
今
仏
前
光
照
」

０

　

「荘
厳
相
菩
薩
是
哀
愁
妙
荘
厳
王
及
諸
谷
属
故
」

０

　

「於
彼
中
生
其
二
子
者
今
薬
王
菩
薩
薬
上
菩
薩
」

⑭

　

「是
是
薬
王
薬
上
菩
薩
成
就
如
此
諸
大
功
徳
己
」

①

　

「於
無
量
百
千
万
億
諸
仏
所
殖
衆
徳
本
成
就
不
」

０

　

「可
思
議
諸
菩
功
徳
若
有
人
識
是
二
菩
薩
名
字
」

⑩

　

「者

一
切
世
間
諸
天
人
民
亦
応
礼
拝
仏
説
是
妙
」

０

　

「荘
厳
王
本
事
品
時
八
万
四
千
人
遠
塵
離
垢
於
」

⑫

　

「諸
法
中
得
法
眼
浄
」

⑬

　

「妙
法
連
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
」

⑭

　

「爾
時
普
賢
菩
薩
以
自
在
神
通
力
威
徳
名
聞
与
」

⑮

　

「大
菩
薩
無
量
無
辺
不
可
称
数
従
東
方
来
所
経
」

柿
経
は
約
一
〇
〇
〇
点
出
土
し
た
。
上
部
を
圭
頭
状
に
し
た
も
の
で
、

〇
岸
滞

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｐ
騨

〇
牌
Ｐ

Ｏ
Ｐ
μ

Ｏ
Ｐ
μ

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
ド
μ

Ｏ
Ｐ
牌

Ｏ
Ｐ
μ

樹
種

　

９



(3)(6)

は
ヒ
ノ
キ
と
サ
ヮ
ラ
で
あ
る
。
法
華
経
が
連
続
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で

は

一
五
点
重
な
っ
た
状
態
で
中
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
を
例
示
的
に
紹
介
す
る
。

こ
れ
ら
は
二

一
五
ｍｍ
幅

一
三
ｍｍ
厚
さ
○

・
五
ｍｍ
程
度
で
、
同
じ
材
か
ら
削
り
出

さ
れ
た
同

一
規
格
の
材
を
利
用
し
て
い
る
。
法
華
経
の
妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二

七
の
九
二
行

（①
）
か
ら

一
〇
三
行

（⑫
）、
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
人
の
一
行

（⑬
）
か
ら
三
行

（⑮
）
ま
で
を
連
続
し
た

一
五
点
に

一
行

一
七
文
字
を
基
本

に
書
写
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

○
〇
三
年
）

『五
合
桝
遺
跡

（仏
法
寺
跡
）
発
掘
調
査
報
告
書
』

（福
田
　
誠
）

(14)   (13)



2002年 出上の木簡

茎
骨

下
宅
部
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
東
村
山
市
多
摩
湖
町
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
―
二

〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
村
山
市
遺
跡
調
査
会

４
　
発
掘
担
当
者
　
千
葉
敏
朗

５
　
遺
跡
の
種
類
　
低
湿
性
遺
跡

・
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
宅
部
遺
跡
は
、
武
蔵
野
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
島
の
よ
う
に
存
在
す
る
狭

山
丘
陵
の
東
端
の
谷
間
に
位
置

す
る
。
都
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
伴

っ
て
、　
一
九
九
六
年
人
月

か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
本

調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
縄
文
時

代
後
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

榜

複
合
遺
跡
で
、
縄
文
時
代
後
期

土自
　
の
水
場
遺
構
、
人

・
九
世
紀
の

池
や
谷
で
の
水
場
祭
祀
遺
構
が

主
体
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
中
世
に
関
係
す
る
遺
構

・
遺
物
は
多
く
は
な
く
、　
三
二
世
紀
を
主

と
す
る
若
千
の
舶
載
陶
磁
器
片
が
ま
ば
ら
に
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
二
〇
〇

一
年
度
の
調
査
で
、
丘
陵
上
か
ら
石
敷
き
遺
構
が
発
見

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
板
碑
が
、
ま
た
遺
構
直
下
の
自
然
流
路
か
ら
木
簡
が
出
土
し

た
。石

敷
き
遺
構
は
、
北
側
丘
陵
部
か
ら
の
湧
水
が
刻
ん
だ
小
規
模
な
谷
の
東
岸

の
肩
付
近
で
、　
一
〇
ｍ
幅
く
ら
い
の
範
囲
に
川
原
石
を
乱
雑
に
敷
き
詰
め
た
状

態
で
検
出
し
た
。
谷
の
出
口
と
本
流
側
で
は
傾
斜
面
に
も
石
敷
き
が
存
在
し
、

一
定
の
角
度
が
保
た
れ
て
お
り
、
護
岸
的
性
格
も
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

板
碑
は
全
部
で
数
十
点
あ
る
が
全
て
断
片
で
あ
り
、
最
大
の
も
の
で
も
縦
五

七
帥
幅
三
五
側
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
石
敷
き
遺
構
内
の
直
径
約

一
ｍ
の
浅

い
窪
み
に
乱
雑
に
投
げ
込
ま
れ
、　
一
呑
大
き
な
破
片
で
蓋
を
さ
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
。
破
壊

・
廃
棄
さ
れ
た
状
態
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
そ
の
場
に
設
置

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
検
討
し
て
い
る
。
種
子

・
陰
刻
を
も
つ
も

の
に
は
、
阿
弥
陀

一
尊
、
阿
弥
陀
三
尊
、
「月
十
八
日
／
明
弥
」
の
三
点
が
あ

之
ρ

。木
簡
は
本
流
側
の
傾
斜
面
を
下
っ
た
、
自
然
流
路
内
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

岸
辺
の
黒
色
の
シ
ル
ト
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
多
少
の
動
き
は
あ
る
に
し
て

も
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
村
山
市
周
辺
は
武
蔵
七
党
の
本
拠
地
の
一
つ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
具

　

９



体
的
な
中
世
遺
構
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
発
見
は
周
辺
の
中
世
史
を

研
究
す
る
た
め
の
新
資
料
と
な
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

（キ
リ
ー
ク
）

〔
４
カ
〕
　
　
　
　
〔
仏
力
〕

ω

　

「
＜
□
南
無
阿
弥
陀
□
　
□
□
□
年

同
日

日
□
第
六
日
敬
白

（ＰＯ
『
）
×
］
ω
×
伽
　
ｏ
ｏ
牌

四
片
に
分
離
し
て
い
る
が
、
出
土
時
に
は
破
片
の
位
置
関
係
が
保
た
れ
て
お

り
、
埋
没
途
中
で
折
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
だ
が
、
下
端
に
少
々
欠
損

が
あ
る
。
中
央
部
の
欠
損
は
調
査
中
の
も
の
。
板
目
材
で
、
上
端
部
左
右
に
各

ニ
カ
所
の
切
り
込
み
を
も
ち
、
上
端
部
を
黒
く
塗
る
。
「年
」
の
上
は

「年
号

十
数
字
」
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
「第
」
の
上
の
字
は

「月
」
の
可
能
性
が

あ
る
が
判
読
不
能
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場

基
氏
、
明
治
大
学
の
吉
村
武
彦
氏
ほ
か
の
ご
教
示
を
得
た
。

（千
葉
敏
朗
）



木
簡
学
会
二
〇
周
年
記
念
図
録

『日
本
古
代
木
街
集
成
』

の
刊
行

木
簡
学
会
で
は
、
会
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
木
簡
図
録

『日
本
古

代
木
街
集
成
』
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
、
先
に

一
〇
周
年
を
記
念
し
て
刊

行
し
た

『日
本
古
代
木
簡
選
』
盆

九
九
〇
年

一
一
月
、
岩
波
書
店
刊
）

の
続
編
に
あ
た
る
も
の
で
、
こ
れ
以
後

一
九
九
九
年
度
ま
で
に
全
国
で
出

土
し
た
古
代
の
木
簡
を
中
心
に
、
各
発
掘
調
査
担
当
機
関
の
ご
協
力
を
得

て
、
の
べ

一
〇
七
の
遺
跡
の
木
簡
計
五

一
〇
点
を
鮮
明
な
図
版
と
し
て
紹

介
す
る
。

こ
の
間
、
長
屋
王
家
木
簡

。
二
条
大
路
木
簡
の
発
見
な
ど
、
木
簡
の
出

土
点
数
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
木
簡
出
上
の
量
と
質

の
地
方
へ
の
ひ
ろ
が
り
に
は
ま
こ
と
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
今
回

は
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
内
容
別
の
編
集
方
針
を
と
り
、
図
版
、
釈
文
、

解
説
の
三
本
立
て
と
し
た
。
ま
た
、
木
簡
出
土
遺
跡

・
遺
構
解
説
を
付
し
、

検
索
の
便
を
図
っ
た
。
解
説
の
執
筆
は
、
佐
藤
宗
諄

・
寺
崎
保
広

・
山
中

章

・
吉
川
真
司

。
増
測
徹

・
山
口
英
男

・
渡
辺
晃
宏

。
舘
野
和
己

・
鈴
木

景
二

・
佐
藤
信

。
本
郷
真
紹

・
和
田
率

。
東
野
治
之

・
古
尾
谷
知
浩
の
各

氏

（執
筆
順
）
の
分
担
に
よ
る
。
ま
た
、
印
刷
は
岡
村
印
刷
工
業
株
式
会

社
が
行
な
っ
た
。

Ｂ
四
版
　
巻
頭
カ
ラ
ー
図
版
ニ
プ
レ
ー
ト
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版

一
二
四

プ
レ
ー
ト
、
解
説
ほ
か

一
四
二
頁
　
働
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

三
年
五
月
刊
　
定
価
二
〇
〇
〇
〇
円

（税
別
）



2002年 出土の木簡

76543 2  1

埼
手

騎
西

城

跡

所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
根
古
屋

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九

一
（平
３
）
三
月
１

一
九
九
二
年
三
月

一
一　
一
九
九
四
年

一
二
月
―

一
九
九
五
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
騎
西
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一　
島
村
範
久
、　
二
　
坂
本
征
男

遺
跡
の
種
類
　
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
―
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

騎
西
城
は
埼
玉
県
北
東
部
の
加
須
低
地
に
位
置
し
、
利
根
川
支
流
の
氾
濫

に
よ
る
後
背
湿
地
を
天
然
の
要

害
と
す
る
平
城
で
あ
る
。
築
城

の
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
、
康

正
元
年

（
一
四
五
五
）
に
上
杉

勢
が
守
る
城
を
古
河
公
方
足
利

成
氏
が
攻
略
し
た
の
を
初
見
と

巣

　

、
永
禄
六
年

（
一
五
六
一こ

鴻
　
に
は
小
田
助
三
郎
の
守
る
城
が

上
杉
謙
信
に
攻
め
落
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
寛
永
九
年

（
三
全
〓
じ
廃
城
と
な
っ
た
。

騎
西
城
跡
の
本
格
的
な
調
査
は
、
区
画
整
理
事
業
に
先
立
ち

一
九
八
三
年
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
後
現
在
ま
で
開
発
に
伴
う
断
続
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
遺
構

。
遺
物
は
主
に
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
の
も
の
で
、
文
献
で
確
認
さ

れ
る
城
の
存
続
年
代
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

一　

Ｋ
Ｂ

一
九
区
調
査

Ｋ
Ｂ

一
九
区
は
六
つ
の
曲
輪
で
構
成
さ
れ
た
城
郭
の
中
程
、
四
の
九
相
当
部

分
と
五
の
九
相
当
部
分
の
間
の
堀
に
あ
た
る
障
子
堀
で
あ
る
。
曲
輪
際
の
堀
で
、

北
端
の
一
号
堀

（幅
二
・
八
ｍ
深
さ
一
・
五
じ

か
ら
朱
色
及
び
黒
色
に
彩
色
さ

れ
た
位
牌
の
台
や
木
槌

。
漆
椀

・
織
部
黒
の
沓
茶
椀
な
ど
と
と
も
に
、
将
模
の

駒
が

一
点
出
土
し
た
。連
続
す
る
六
号
堀

（幅
三
二
一言
深
さ
一
・
一
じ
か
ら
は
羽

子
板

・
薙
鎌
や
大
量
の
漆
椀

・
唐
津
の
皿
な
ど
と
と
も
に
、
呪
符
が

一
点
出
土

し
た
。
い
ず
れ
も
廃
城
頃
の
一
七
世
紀
初
頭
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
一　
第

一
一
次
調
査

調
査
区
は
、
大
手
門
近
く
の
外
堀
に
位
置
す
る
が
、
外
堀
掘
削
以
前
の
も
の

と
思
わ
れ
る

一
号
井
戸

（径
○
・
七
ｍ
深
さ
一
ｍ
。
素
掘
り
）
か
ら
蘇
民
将
来
符

が
二
点
出
土
し
た
。
伴
出
遺
物
は
乏
し
い
が
、
『武
州
騎
西
之
絵
図
』
（岩
瀬
正

直
氏
蔵
。
一
七
世
紀
初
め
）
に
見
え
る
外
堀
掘
削
以
前
の
、　
三
ハ
世
紀
か
ら

一
七

世
紀
初
頭
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
Ｋ
Ｂ

一
九
区



□

日
日
凹

　

回
　
凸
凶

　

∝
磯
‰

　

％Ⅷ
％

□

二

二 (1)

(2)

二 (1)

二 (2)



2002年出上の木簡

六
号
堀

ω
　
。
「（キ
倒
ク
）
亜
　
（符
篠
）
口

国

」

（
サ
ク
）

（
ア
　
バ
ン

ウ
ー
ン

カ
ン
マ
ン

ボ

ロ
ン
）

。
「

　

Ｒ

章

逮

条

駅

尋

」

　

　

∞
曼

Ｓ

）
添

寓
Ｐ

一
号
堀

②

　

「金
将
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞叉
］巽
『
ｏ常

い
は
両
側
を
欠
損
す
る
。
頭
部
は
三
角
に
作
り
出
し
、
下
端
は
平
ら
に
切
断

し
て
い
る
。
墨
は
ほ
ぼ
消
失
し
凹
凸
に
よ
り
判
読
し
た
。
上
部
に
阿
弥
陀
三
尊

の
種
子
を
配
し
、
そ
の
下
に
符
篠

（月
、
下
、
正
、
天
な
ど
）
を
書
く
。
符
篠
の

下
に
は
、
急
々
如
律
令
な
ど
の
呪
句
が
墨
書
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

②
は
完
形
品
。
頭
部
は
三
角
で
や
や
薄
く
下
辺
は
長
く
厚
い
五
角
形
で
、
現

在
の
駒
と
同
様
の
形
態
で
あ
る
。
墨
は
消
失
し
凹
凸
に
よ
り
判
読
し
た
。
裏
に

は
墨
を
確
認
で
き
な
い
。

一
一　
第

一
一
次
調
査
区

②
　
。
□
□
」

【将
来
力
〕

・
□
□
」
（左
側
面
）

・
□
　
」
（裏
Ｕ

・
□
也
」
（右
側
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸Φ×
∞
×
∞
８
Ｐ

い
は
完
形
品
で
四
角
柱
、
頭
部
は
緩
い
四
角
錐
と
し
頂
部
よ
り
径

一
ｍｍ
の
孔

が
縦
に
穿
た
れ
て
い
る
。
下
部
に
ケ
ビ
キ
の
よ
う
な
横
線
が
め
ぐ
る
。

②
は
四
角
柱
、
上
半
部
を
欠
失
し
、
径

一
ｍｍ
の
孔
が
縦
に
穿
た
れ
て
い
る
。

墨
書
は

一
部
残
る
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
大
屋
道
則
氏
の
ご
協
力
を
得
て
赤
外
線
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
装
置
を
使
用
し
、
梵
字
に
つ
い
て
は
千
手
寺
の
木
下
密
逗
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。
ま
た
、
騎
西
城
跡
及
び
騎
西
城
武
家
屋
敷
跡
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

島
村
範
久
氏

。
坂
本
征
男
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
実
測
図
は

『騎
西
町
史
』
掲

載
の
も
の
を
修
正
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

騎
西
町
教
育
委
員
会

『騎

西
町
史
　
考
古
資
料
編

１
』

（二
〇
〇
一
年
）（嶋

村
英
之
）

・ て２＞

ω
　
。
「蘇
民
」

名
将
来
」

名
子
孫
」

。
「人
也
」

（左
側
面
）

（裏
面
）

（右
側
面
）

］
『
×

Ｐ
ｏ
×

Φ
　

ｏ
ω
μ



2002年 出土の木簡

千
葉
。大
慈
恩
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
千
葉
県
香
取
郡
大
栄
町
吉
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）

一
一
月
―

一
九
九
二
年

一
月

・
七

月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
香
取
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
黒
沢
哲
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
慈
恩
寺
は
、
利
根
川
支
流
の
大
須
賀
川
上
流
域
に
あ
り
、
南
に
開
く
標
高

三
二
ｍ
ｌ
二
五
ｍ
の
狭
惨
な
谷

地
に
位
置
す
る
。
現
在
も
成
田

山
新
勝
寺
の
末
寺
と
し
て
存
続

す
る
古
利
で
あ
り
、
室
町
時
代

初
期
に
全
国
に
置
か
れ
た
安
国

寺
利
生
塔
の
設
置
寺
と
し
て
知

田

　

れ
て
い
る
。
叡
尊
の
弟
子
で

成

ぁ
る
真
源
の
名
の
刻
ま
れ
た
延

て

慶
三
年

（
〓

〓

○
）
銘
の
梵

鐘
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
寺
の
所
蔵
す
る
古
文
書
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代

末
の
創
建
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
横
浜

市
の
金
沢
称
名
寺
を
軸
に
展
開
し
た
東
関
東
地
方
の
律
宗
系
寺
院
の
一
つ
で
あ

２つ
。今

回
の
発
掘
調
査
は
、
寺
域
内
に
複
数
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
行
な
っ
た

一
連
の
確
認
調
査
で
、
二
年
次
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
室
町

時
代
の
複
数
の
火
災
跡
や
、
堂
基
壇
の
一
部
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
出
土
遺
物

の
主
要
な
も
の
は
、
酒
会
壼
な
ど
の
優
品
の
青
磁
を
含
む
貿
易
陶
磁
器
、
瀬
戸
、

常
滑
な
ど
の
国
産
陶
磁
器
、
鍋
、
火
鉢
な
ど
の
瓦
質
土
器
や
か
わ
ら
け
な
ど
中

世

。
近
世
の
焼
物
類
、
銅
製
鍋
や
要
る
な
ど
の
金
属
製
品
、
硯
、
砥
石
な
ど
の

石
製
品
で
あ
る
。
他
に
五
輪
塔
や
宝
麓
印
塔
の
部
品
、
種
子

（梵
字

。
キ
リ
ー

ク
）
の
刻
ま
れ
た
板
碑
が
あ
る
。

木
簡
は
、
本
堂
の
西
側
際
に
南
北
方
向
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
の
地
表
下
約

一
ｍ
、
藁
く
ず
を
含
む
黒
色
腐
植
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は
な
く
年

代
は
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
調
査
結
果
か
ら
、
本
堂
付
近
は
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
か
な
り
盛
土
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
出
土
レ
ベ
ル

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
中
世
末
以
降
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
□
□
　
章

ユく
　
挙

　

傘
　
４

も

ひ

持

Ｒ

腎

弩

奮

＝

ル

シ

ャ

ナ

マ

カ

ボ

ダ
こ

＝

こ

て

耳

引

４

ミ

∬

　

　

　

　

（こ

×
承

８
Ｐ



樹
度
を
残
し
た
杉
材
の
片
側
を
削
り
、
梵
字
を
墨
書
す
る
。
上
部
は
二
段
に

削
り
を
入
れ
て
頭
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
下
部
は
欠
損
す
る
。
内
容
は
、
金
剛

界
五
仏
を
表
す
種
子
、
三
帰
呪

・
光
明
真
言
で
、
供
養
塔
婆
の

一
種
と
考
え
て

い
る
。

９
　
関
係
文
献

大
栄
町
教
育
委
員
会

『大
慈
恩
寺
遺
跡
』
盆

九
九
三
年
）

斎
木
勝

「県
内
出
土
の
木
製
塔
婆
」
（卸
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『研
究
連
絡

誌
』
六
二
　
一
一〇
〇
二
年
）

（黒
沢
哲
郎
）



2002年 出上の木簡

7  6  5 4  3 2   1

茨
城
・
羽
黒
遺
跡

所
在
地
　
　
　
茨
城
県
猿
島
郡
総
和
町
前
林
字
道
場

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
一
月
１
二
〇
〇

一
年
二
月
、
二

〇
〇

一
年

一
〇
月
１

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
帥
茨
城
県
教
育
財
団

調
査
担
当
者
　
矢
ノ
倉
正
男

・
仙
波
　
一号
・
平
石
尚
和

・
島
田
和
宏

近
藤
恒
重

・
駒
澤
悦
郎

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ｔ
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

羽
黒
遺
跡
は
、
総
和
町
の
南

東
部
に
位
置
し
、
女
沼
川
と
向

堀
川
に
挟
ま
れ
た
猿
島
台
地
の

標
高
約

一
二
―

一
四
ｍ
の
台
地

平
坦
部
と
、
低
地
に
緩
や
か
に

移
行
し
て
い
く
台
地
縁
辺
部
に

立
地
し
て
い
る
。
調
査
は

一
級

河
川
女
沼
川
河
川
改
修
工
事
事

業
に
伴
う
も
の
で
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
二
次
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
か
で
も
古
墳
時
代
と
奈
良

・

平
安
時
代
、
中
世

。
近
世
に
か
け
て
の
遺
構
が
中
心
で
あ
る
。

木
簡
は
、
第

一
次
調
査
区
で
検
出
し
た
中
世
以
降
と
考
え
ら
れ
る
方
形
竪
穴

建
物
跡
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
方
形
竪
穴
建
物
跡
は
、
調
査
区
の
南
西
部
に
位

置
し
、
標
高

一
三
ｍ
の
台
地
平
坦
部
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
三
基
の
上
坑
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
遺
存
状
況
は
よ
く
な
い
が
、
長
軸
四

。
一
七
ｍ
短

軸
三

・
九
五
ｍ
の
方
形
を
呈
す
る
。
壁
の
高
さ
は

一
五
帥
で
、
床
は
全
体
的
に

軟
弱
で
、
部
分
的
に
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
る
。
七
カ
所
の
ピ
ッ
ト
と
被
熱
に
よ

っ
て
赤
変
硬
化
し
た
部
分
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
北
壁
中
央
部
の
壁

際
直
下
か
ら
、
墨
書
し
た
面
を
上
に
向
け
た
状
態
で
、
床
面
か
ら
約

一
〇
∽
上

位
の
覆
土
か
ら
出
土
し
た
。
そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
混
入
し
た
と
考
え
ら

れ
る
縄
文
土
器
片
六
点
と
土
師
器
片
二
五
点
、
礫
八
点
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
　
「日
日
日
日
日
日
日
□

五
百
三
丈

五
河
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰЮ授
（こ

添

ｏ解

〔郷
力
〕

杉
材
で
、
右
辺
は
割
れ
て
欠
損
し
て
い
る
。
五
百
三
丈
は
約

一
五
〇
六
ｍ
に

相
当
す
る
。
内
容
や
遺
跡
の
立
地
状
況
か
ら
推
測
し
て
、
河
川
の
改
修
や
護
岸

工
事
、
堤
防
工
事
な
ど
に
伴
う
工
事
分
担
を
示
す
表
示
札
と
考
え
ら
れ
る
。
時

(鴻巣・水海道)



期
は
中
世
か
ら
近
世
と
推
定
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑪
茨
城
県
教
育
財
団

『羽
黒
遺
跡
』

二
、
一
６

０
三
年
）

（茨
城
県
教
育
財
団
文
化
財
調
査
報
告
二
〇

（駒
澤
悦
郎
）



の
　
じ

る
か

だ

滋
賀
・野
路
岡
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
草
津
市
野
路
町
字
岡
田

。
澤

。
西
之
野

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
―
二
〇
〇
二
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
草
津
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
岡
田
雅
人

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
中
期
―
鎌
倉
時
代
初
頭
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

野
路
岡
田
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
琵
琶
湖
線
南
草
津
駅
の
西
側
隣
接
地
に
広

く
展
開
す
る
複
合
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
面
積
は
三
〇

・
六
ｈａ
に
も
及
ぶ
。
当
遺

跡
は
、
瀬
田
丘
陵
か
ら
琵
琶
湖

方
面
へ
細
長
く
西
方
へ
伸
び
る

＞

舌
状
台
地
上
に
立
地
す
る
。
こ

南
　
の
台
地
上
に
は
通
称
「馬
道
」
と

練
呼
ば
れ
る
幅
三
―
四
ｍの東
西

一爪部

　

向
に
延
び
る
古
道
が
存
在
す

紬
　る
。

潮
　
調
査
の結
果
、
こ
の古
道
に

規
制
を
受
け
た
掘
立
柱
建
物
群

654321



2002年 出上の木簡

や
、
小
堂
跡
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
な
ど
、
町
場
的
な
景
観
を
有
す
る
集
落
跡
が

検
出
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
遺
構
が

一
二
世
紀
末
か
ら

一
三
世
紀
前
半
と

い
う
限
定
的
な
時
期
の
中
で
展
開

。
終
焉
す
る
と
い
っ
た
現
象
を
確
認
す
る
に

至
り
、
『吾
妻
鏡
』
や

『源
平
盛
衰
記
』
な
ど
各
種
文
献
史
料
に
現
わ
れ
る
中

世
の
宿
駅

「野
路
宿
」
の
蓋
然
性
が
高
ま
っ
た
。

木
簡
は
、
前
述
し
た

「馬
道
」
に
隣
接
し
た
近
世
の
井
戸
状
遺
構
の
中
層
埋

土
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
共
伴
し
た
遺
物
に
は
、
数
点
の
桟
瓦
片
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

名
「
□
　
□
□
□
□
□
□

京
□
□
□
屋
也
　
　
　
」

岸
ヽ
Φ
×

∞
∞
×

∞
　

ｏ
μ
牌

杉
の
柾
目
材
で
、
表
裏
両
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
表
面
は

一
行
書
き
、
裏

面
は
二
行
書
き
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
表
の
文
字
は
墨
線
に
よ
っ
て
見
せ
消

ち
さ
れ
て
い
る
。
共
伴
遺
物
や
内
容
か
ら
み
て
近
世
の
木
簡
と
推
測
さ
れ
る
。

表
裏
両
面
に
屋
号
と
考
え
ら
れ
る

「「
」
と
い
う
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
商
取
引
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
荷
札
の
可
能
性
が
高
い
。

（岡
田
雅
人
）

(1)

¬ヽ

口ヽ

ミ京

司ヽ

市ヽ

珍

鬱

癬
脚
勧
盈
軟
甲
癬



滋
賀
・西
河
原
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
学
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
九
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
遺
跡
は
琵
琶
湖
東
岸
に
位
置
し
、
野
洲
川
が
形
成
し
た
氾
濫
原
の
自

然
堤
防
上
に
立
地
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
古
代
か
ら
近
世
の
多
数

の
遺
構

。
遺
物
を
検
出
し
て
お

り
、　
一
九
九

一
年
度
に
行
な
わ

れ
た
第
三
次
調
査
で
は
、
野
洲

郡
馬
道
里
長

へ
宛
て
た
郡
符
木

簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
四
号
）
。

期

　

今
回
の
調
査
は
個
人
住
宅
建

廊
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
検
出

し
た
遺
構
は
、
平
安
時
代
前
期

の
区
画
溝
と
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
で
あ
る
。
区
画
溝
は
幅
○

・
七
―

一
・
人
ｍ

深
さ
○

。
四
ｍ
を
測
り
、
溝
内
に
は
護
岸
用
の
板
材
や
杭
が

一
部
残
存
し
て
い

た
。木

簡
は
こ
の
区
画
溝
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
溝
内
か
ら
は
こ
の
他
に
、
九
世

紀
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
の
回
転
台
整
形
土
師
器
椀
、
灰
釉
陶
器
、
黒
色
土
器
椀
、

須
恵
器
、
土
錘
、
木
製
品

（斎
串

・
曲
物
ほ
か
）、
墨
書
土
器

（「佐
同
□
」
「爪
」

「兆
も

が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
　

　

　

安
今
成

・
［日〕日幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牌∞〇）
〉〈］ヽ
×
ω　　Ｏ∞Ｐ

②

・
日

回

・
　

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

Ｘ
こ

益

ｏ解

⑪
②
は
表
裏
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
が
、
と
も
に
裏
面
は
不
鮮
明
で
あ
る
。

ω
の

「安
今
成
」
は
人
名
で
あ
ろ
う
。
安
氏
は
野
洲
郡
の
有
力
豪
族
で
、
近
淡

海
安
国
造
＝
安
直
氏
の
流
れ
を
く
む

一
族
で
あ
ろ
う
。
②
は
表
面
に
明
瞭
な
墨

痕
を
残
す
が
、
久
損
の
た
め
釈
読
で
き
な
い
。

（徳
網
克
己
）



2002年 出土の木簡

(1)表

―



2002年 出土の木簡

紫
香
楽
宮
跡
調
査
委
員
会
編

。
信
楽
町
教
育
委
員
会
発
行

『宮
町
追
跡
出
土
木
簡
概
報
』

二
の
刊
行

こ
の
た
び

『宮
町
遺
跡
出
土
木
簡
概
報
』
の
第
二
冊
が
刊
行
の
運
び
と

な
っ
た
。
今
回
は
、　
一
九
九
七
年
の
第
二
二
次
調
査
か
ら
、　
一
九
九
九
年

の
第
二
五
次
調
査
ま
で
に
出
土
し
た
木
簡
四
〇
三
〇
点
を
対
象
と
し
、
こ

の
う
ち
釈
読
可
能
な

一
七
六
点
を
収
録
す
る
。

宮
町
遺
跡
は
、
信
楽
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
継
続
的
な
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
紫
香
楽
宮
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
。
近
年
で

は
長
大
な
朝
堂
の
発
見
な
ど
そ
の
中
枢
部
の
様
相
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
出
上
し
た
木
簡
の
点
数
も
今
回
ま
で
で
既
に
七

一
〇
〇
点

に
達
し
、
全
国
有
数
の
木
簡
出
土
遺
跡
の
一
つ
と
な
っ
た
。
平
城
宮

・
京

の
木
簡
と
の
類
似
点
と
と
も
に
、
荷
札
や
削
局
が
多
く
、
二
次
的
に
整
形

さ
れ
た
も
の
が
多
い
な
ど
の
特
徴
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ａ
四
版
二
四
頁
、
巻
頭
図
版
三
葉
、
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行

頒
価

一
〇
〇
〇
円

（送
料
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先

信
楽
町
教
育
委
員
会
宮
町
遺
跡
調
査
事
務
所
鈴
木
良
章
氏
宛

電
話
　
〇
七
四
人
―
人
三
十

一
九

一
九

（Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）



滋
賀
・西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
木
部
下
鳥
立

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
二
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
広
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
野
洲
川
右
岸
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
同
時
期
の
西
河

原
森
ノ
内
遺
跡

。
西
河
原
遺
跡

・
湯
ノ
部
遺
跡
な
ど
に
隣
接
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
県
道
荒

見

。
上
野

・
近
江
人
幡
線

（県

道
湖
南
幹
線
）
の
道
路
改
良
工

事
に
伴
う
試
掘
調
査
で
あ
る
。

木
簡
は
、
西
河
原
集
落
の
鎮
守

社
で
あ
る
二
之
宮
社
東
側
の
、

離一　Ｎｏ三
一ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
、

騨

須
恵
器
杯
力
の
小
片
と
と
も
に
、

一
点
の
み
出
土
し
た
。
狭
小
な

ト
レ
ン
チ
調
査
で
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た
段
階
で
調
査
を
止
め
て
掘
り
込
み

を
行
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
遺
構
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
量
の

有
機
物
と
加
工
木
片
を
含
む
他
の
遺
構
と
の
類
似
性
や
ト
レ
ン
チ
の
規
模
か
ら
、

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
幅
四
ｍ
以
上
の
溝
跡
の
中
央
部
を
掘

っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

木
簡
は
、
他
の
本
質
有
機
物
や
木
片
と
と
も
に
、
水
平
状
態
で
検
出
し
た
。

発
見
時
に
は
中
央
付
近
で
上
下
に
半
裁
さ
れ
上
下
が
完
全
に
分
か
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
穿
孔
の
あ
る
下
半
は
、
左
右
に
半
折
さ
れ
、
丁
寧
な
廃
棄
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔年
力
〕

ω
　
。
「庚
子
□
十
二
□
日
日
日
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
回

⑤
」

。
「［日日日日日日日日日日日日日日日‐十　日日日日日日日日日日日日日日日日］
ｏ
」　　　　　　の６Ｎ
×
卜
牌〉〈Ｐｏ　　ｏＰＰ

短
冊
形
で
、
上
端
の
幅
が
三
五
ｍｍ
、
下
端
が
四

一
ｍｍ
、
厚
さ
は
五
―

一
〇
ｍｍ

と
厚
く
、
上
端

・
下
端

・
両
側
面
と
も
に
削
り
に
よ
っ
て
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
下
端
よ
り
三
人
ｍｍ
上
に
、
小
刀
状
の
物
で
穿
た
れ
た
約

一
〇
ｍｍ
×
一

七
ｍｍ
余
り
の
方
形
の
穿
孔
が
あ
る
。
樹
種
は
槍
と
み
ら
れ
る
。
木
取
り
は
板
目

で
あ
る
。

墨
書
は
両
面
に
僅
か
に
残

っ
て
い
る
が
、
墨
付
き
が
薄
く
、
折
れ
や
割
れ
に

よ
り
赤
外
線
写
真
な
ど
で
も
判
読
し
づ
ら
い
。
表
面
上
部
に
書
か
れ
た
二
文
字
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は
鮮
明
で

「庚
子
」
と
読
め
、
三
文
字
日
は
右
側
が
消
え
て
い
る
が

「年
」
の

可
能
性
が
あ
る
。
四

・
五
文
字
目
も
右
側
が
消
え
て
い
る
が
、
「十
二
」
と
読

め
る
。
六
文
字
目
以
下
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
墨
痕
を
残
す
の
み
で
、
折
損
し

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
行
数
も
判
然
と
し
な
い
。
裏
面
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

墨
痕
を
確
認
で
き
る
の
み
で
、
釈
読
は
で
き
な
い
。

木
簡
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「年
月

（日
と

を
冒
頭
に
掲
げ
る
書
式

と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
宝
令
の
施
行
と
と
も
に

「年
月
日
」
を
末
尾
に
記
載

す
る
形
式
に
変
化
し
て
い
る
の
で
、
「庚
子
年
」
は
、
周
辺
遺
構
や
出
土
土
器

の
年
代
観
か
ら
、
文
武
四
年

（七
〇
〇
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
下

端
に
穿
孔
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
用

（加
除
記
載
形
式
）
の
木
簡
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
丁
寧
な
手
順
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郡
符
木

簡
が
出
土
し
た
西
河
原
遺
跡
と
と
も
に
、
近
隣
に
こ
れ
ら
の
木
簡
を
扱
う
官
衡

的
な
遺
跡

（野
洲
郡
奈
な
ど
）
が
存
在
す
る
可
能
性
が
益
々
高
く
な
っ
て
き
た

と
い
えゝ
よ
つヽ
。

な
お
、
木
街
の
釈
読

。
解
釈
に
際
し
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査

室
、
並
び
に
元
立
命
館
大
学
の
山
尾
幸
久
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

中
主
町
教
育
委
員
会

・
中
主
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
会

『県
道
荒
見

。
上
野

・

近
江
八
幡
線
単
独
道
路
改
良
工
事

（本
部
・
八
夫
工
区
）
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
試

掘
調
査
報
告
書
』
全

九
八
七
年
）

滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
ｍ
滋
賀
県
文
化
財
保
県
護
協
会

『西
河
原
宮
ノ
内
遺

跡
Ⅱ
』
全
一〇
〇
一
年
）

（辻
　
広
志
）

ゑ
手
τ
十
√



木
街
学
会
編

『日
本
古
代
木
簡
選
』

の
復
刊

木
簡
学
会
が
創
立

一
〇
周
年
を
記
念
し
て

一
九
九
〇
年
に
刊
行
し
た

『日
本
古
代
木
簡
選
』
が
復
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は

一
九
人
七
年
度
ま
で

（
一
部
一
九
八
八
年
度
を
含
む
）
に
全
国
で
出
土

（伝
世
品
を
含
む
）
し
た
古

代
の
木
簡
の
う
ち
、
六
六
遺
跡
の
五
三
二
点
の
木
簡
に
つ
い
て
、
遺
跡
ご

と
に
釈
文
と
解
説
を
収
録
し
、
写
真
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

解
説
の
執
筆
は
、
石
上
英

一
・
今
泉
隆
雄

。
加
藤
優

。
鬼
頭
清
明

・
倉

住
靖
彦

・
栄
原
永
遠
男

。
佐
藤
宗
諄

・
杉
本

一
樹

。
東
野
治
之

・
平
川

南

・
山
中
敏
史

・
和
田
率
の
各
氏
の
分
担
に
よ
る
。
ま
た
、
木
簡
総
論
と

し
て
、
狩
野
久

「古
代
木
簡
概
説
」
、
平
野
邦
雄

「木
簡
と
古
代
史
学
」
、

田
中
琢

「木
簡
と
考
古
学
」
、
佐
藤
信

「木
簡
研
究
の
歩
み
と
課
題
」
を

収
め
る
。
木
簡
研
究
の
到
達
点
と
し
て
、
ま
た
今
後
の
研
究
の
原
点
と
し

て
、
常
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
復
刊
に
あ
た
つ
て
誤
植
の
他
、
左
記
の
図
版
の
誤
り
を
正
し
た
。

少
部
数
の
復
刊
で
あ
り
、
お
求
め
は
お
早
め
に
。

‐６６
３６９
４９５
…
…
表
裏
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
誤
り
を
訂
正

２６７
…
…
裏
面
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
い
た
別
の
木
簡
を
削
除

Ｂ
四
版
　
巻
頭
カ
ラ
ー
図
版
二
頁
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
八
五
頁
、
解
説

ほ
か

一
六
六
頁
　
岩
波
書
店
刊
　
定
価

一
人
○
○
○
円

（税
別
）
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岐
阜

１
　
所
在
地
　
　
　
岐
阜
県
関
市
池
尻
字
東
屋
敷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
三
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
関
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
中
弘
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代

（八
世
紀
後
半
―
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

弥
勒
寺
西
遺
跡
は
、
長
良
川
畔
に
位
置
す
る
国
指
定
史
跡
弥
勒
寺
跡

（ム
ゲ

ツ
氏
の
氏
寺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
寺
院
跡
）

・
弥
勒
寺
東
遺
跡

（七
世
紀
後
半
の
ム

ゲ
ツ
氏
の
拠
点
及
び
律
令
制
下
の

武
義
郡
家
跡
）

。
池
尻
大
塚
古

墳

（ム
ゲ
ツ
氏
が
造
営
主
体
と
考

え
ら
れ
る
方
墳
）
か

ら

な

る

「弥
勒
寺
遺
跡
群
」
の

一
画
で
、

阜

弥
勒
寺
跡
の
西
側
の
谷
間
に
展

岐

開
し
た
祭
祀
及
び
工
房
の
跡
で

罪
あ
る
。
ム
ゲ
ツ
氏
は
、
軍
事

て

的

・
祭
祀
的
な
役
割
を
担
っ
て

ヤ
マ
ト
王
権
と
深
く
結
び
つ
い
た
伝
統
的
な
地
方
豪
族
で
、
壬
申
の
乱
で
は
大

海
人
皇
子
の
舎
人
、
身
毛
君
広
が
活
躍
し
た
。
記
紀
な
ど
の
史
料
に
は
牟
義

都

・
牟
下
津
な
ど
様
々
な
表
記
が
み
え
る
。

弥
勒
寺
跡
は
、
同
寺
所
用
の
軒
平
瓦
が
確
認
さ
れ
た
九
山
古
窯
跡

（美
濃
市

大
矢
田
）
と
あ
わ
せ
て
、　
一
九
二
九
年
に
国
史
跡

（「弥
勒
寺
跡
附
丸
山
古
窯

跡
影

に
指
定
さ
れ
た
。
法
起
寺
式
の
伽
監
配
置
を
と
り
、
川
原
寺
式
の
複
弁

蓮
華
文
軒
九
瓦

・
四
重
弧
文
軒
平
瓦

・
凸
面
布
目
平
瓦
を
も
つ
。
金
堂
、
塔
、

講
堂
、
南
門
、
南
門
に
取
り
付
く
掘
立
柱
塀
の
一
部
、
僧
坊
や
造
営
に
関
わ
る

工
房
跡
と
思
わ
れ
る
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
住
居
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

弥
勒
寺
東
遺
跡

（
一
九
九
四
―
二
〇
〇
〇
年
調
査
）
は
、
東
西
約
五
〇
ｍ
南
北

約
六
〇
ｍ
の
掘
立
柱
塀
で
囲
ま
れ
た
範
囲
に
、
正
殿
と
東
西
の
脇
殿
を

「品
」

字
形
に
配
置
し
た
郡
庁
院
、
東
西

一
三
〇
ｍ
の
溝
で
囲
ま
れ
た
倉
庫
が
建
ち
並

ぶ
正
倉
院
、
館
や
厨
家
の
段
階
的
な
変
遷
過
程
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
建
物
群
、

さ
ら
に
郡
庁
院
や
正
倉
院
の
下
層
で
、
勇
族
居
宅
や
評
家
と
考
え
ら
れ
る
大
型

の
掘
立
柱
建
物
群
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
寺
院
造
営
を
契
機
と
す
る
在
地
支
配

の
変
容
や
、
律
令
制
下
の
地
方
官
行
の
営
み
を
考
古
学
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
稀
な
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
報
告
す
る
弥
勒
寺
西
遺
跡
か
ら
は
、
埋
没
し
て
い
た
古
代
の
谷

川
か
ら
人
形
や
斎
串
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
、
二
〇
〇
点
を
超
え
る
墨
書
土
器
、

フ
イ
ゴ
の
羽
口
や
鉄
淳
な
ど
が
出
土
し
、
方
形
に
突
き
出
た
人
工
の
浜
、
湧
水

を
誘
う
井
泉
遺
構
、
祭
祀
場
を
区
画
し
た
掘
立
柱
列
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
出

弥み

勒?
寺じ

西し
遺
跡



土
し
た
木
簡
は
五
点
で
、
古
代
の
谷
川
か
ら

一
三
〇
〇
点
余
り
の
木
製
品
と
と

も
に
出
土
し
た
。
美
濃
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
に
古
代
の
木
簡
の
出
土
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
今
回
が
初
め
て
の
例
と
な
る
。

墨
書
土
器
は
、
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
の
須
恵
器
で
器
種
や
墨
書
部
位
は

様
々
で
あ
り
、
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
二
三
〇
点
余
の
う
ち
、
解
読
で
き
た

も

の
が

一
〇
〇
点
余
り
あ
る
。
墨
書

に
は
、
「大
寺
」
「寺
」
「厨
」
「寺

（家
と

を
は
じ
め

「廣
万
呂
」
「真
枚
」
「南

（柴
こ

（人
名
）、
「大
田
鳥
」
（地

名
か
）、
「冨
」
「田
冨
」
「福
」
「富
井
」
「大
福
」
（吉
祥
）、
「身
月
園
田
」
（習

書
）、
「池
」
「鬼
女
」
「得
女
」
ズ
福
）
女
」
「家
方
」
「答
」
「定
」
「器
」
「常
」

「中
」
「継
」
「朝

（臣
こ

「南
」
「甲
」
「了
」
「供
」
「麻
」
「巳
人
」
「冨
徳
」

「秋

（廷
こ

「廿
」
「家
」
「橡
」
な
ど
が
あ
り
、
目
下
接
合

・
解
読
中
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔石
力
〕

ｍＷ　　　　　「　一　　一
［日一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞〕
〉〈∞ヽ
〉〈ド
枷　　ＯＰＰ

□

（
岸
〇
い
）
×
囀
卜
×
中
　
ｏ
∞
牌

働
　
・
□
国
人
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２

・
□
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（滓こ
Ｘ
じ

溢

ｏ驚
　
．

い
は
右
上
を
欠
損
す
る
が
四
辺
は
調
整
さ
れ
、
裏
面
の
上
下
端
は
斜
め
に
面

取
り
さ
れ
て
い
る
。
鋭
利
な
刃
物
に
よ
る
二
本
の
刻
線

（間
隔
は
一
ｍ
程
）
が

あ
り
、
左
下
に
一
文
字
分
の
墨
痕
が
あ
る
。
何
ら
か
の
帳
簿
類
を
転
用
し
た
も

①
　
。
日
日
―Ｉ
Ｈ
日
］人
口
回

・

□

　

口

回

〔后
急
力
〕

ω
　
。
「　
　
　
□
…
□
回
□
□
…

〔九
カ
〕

名
□
口
□
口
…

含

『
９

×

含

９

×

卜
　

ｏ
館

口
回
…
□
□
人
□（

岸
ｏ
⇔
十
Φ
］
十

Ｐ
ｏ
ω
）
×
∞
伽
×
い
　
ｏ
∞
岸
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の
と
思
わ
れ
る
。

②
は
燃
え
さ
し
で
、
上
端
部
に

一
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

①
は
上
下
端
と
左
半
分
を
欠
く
。
表
裏
と
も
に
入
念
な
調
整
が
施
さ
れ
、
断

面
形
が
レ
ン
ズ
状
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
表
面
中
程
に

「人
」
と
読
め
る
墨

痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
前
後
の
文
字
は
不
明
で
あ
る
。
裏
面
の
墨
は
流
れ
て
お

り
、
四
文
字
分
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
が
解
読
で
き
な
い
。

④
は
三
片
に
折
損
し
、
下
端
を
欠
く
。
破
片
ど
う
し
は
直
接
接
合
せ
ず
、
木

目
の
状
態
か
ら
順
番
を
推
定
し
た
。
表
面
に
は
明
瞭
に
浮
き
上
が
っ
た
文
字
が

見
え
て
お
り
、　
一
定
の
期
間
、
屋
外
で
風
霜
に
曝
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
呪
符

と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
裏
面
は
、
よ
く
調
整

さ
れ
た
面
に
墨
が
残
り
、
下
か
ら
二
文
字
目
の

「人
」
が
確
認
で
き
る
。

①
は
右
端
と
上
部
を
欠
く
。
表
面
は
、
③
側
と
同
様
に
三
文
字
分
が
浮
き
上

が
っ
て
見
え
、　
一
番
下
の
文
字
が

「人
」
と
読
め
る
。
裏
面
に
も
二
文
字
分
程

の
極
め
て
微
細
な
浮
き
上
が
り
が
認
め
ら
れ
る
が
解
読
で
き
な
い
。

ω
ｌ
働
は
全
て
ヒ
ノ
キ
材
で
あ
る
。
な
お
、
釈
文
は
肉
眼
観
察
に
よ
る
も
の

で
、
今
後
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
る
観
察
に
よ
る
変
更
も
あ
り
得
る
。

９
　
関
係
文
献

田
中
弘
志

「岐
阜
県
弥
勒
寺
遺
跡
群
」
翁
考
古
学
研
究
』
五
〇
十

一
、
二
〇
〇

三
年
）

（田
中
弘
志
）



2002年 出上の木簡

木
　
簡
　
研
　
究
　
第
二
四
号

巻
頭
言
―
情
報
化
と
松
と
槍
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
治
之

二
〇
〇

一
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
東
市
跡
推
定
地
　
薬
師
寺
旧
境
内
　
旧
大
乗
院
庭
園
　
東
大
寺

藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
左
京
二
条
二
坊
　
藤
原
京
跡
左
京
六
条
二
坊

・
七
条
二
坊

石
神
遺
跡
　
飛
鳥
池
遺
跡
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
跡
右
京
六
条
三
坊
七
・八
・九
・

十
町
　
佐
山
遺
跡

（Ｂ
２
地
区
）

大
坂
城
跡
　
東
心
斎
橋

一
丁
目
所
在
遺
跡

広
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷
跡
　
鬼
虎
川
遺
跡
　
上
津
島
遺
跡
　
上
町
東
遺
跡
　
一ハ
条
遺

跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
溝
之
回
遺
跡
　
赤
穂
城
跡
二
の
九
　
志
賀
公
園
遺
跡

下
懸
遺
跡
　
仁
田
館
遺
跡
　
史
跡
建
長
寺
境
内
　
宮
町
遺
跡
　
柳
遺
跡
　
八
角
堂

遺
跡
　
柿
田
遺
跡
　
八
幡
遺
跡
群
社
宮
司
遺
跡
　
荒
田
目
条
里
制
遺
構

・
砂
畑
遺

跡
　
泉
廃
寺
跡

（陸
奥
国
行
方
郡
衛
）
　

中
野
高
柳
遺
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
仙
人

西
遺
跡
　
十
二
牲
Ｂ
遺
跡
　
観
音
寺
廃
寺
跡
　
本
荘
城
跡
　
北
遺
跡
　
盤
若
台
遺

跡
　
一局
間

（六
）
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
畝
田

・
寺
中
遺
跡
　
北
中
条
遺
跡
　
指
江

Ｂ
遺
跡
　
四
柳
白
山
下
遺
跡
　
寺
地
遺
跡
　
山石
倉
遺
跡
　
上ハ
日
町
余
川
地
内
試
掘

調
査
地
点
　
北
小
脇
遺
跡
　
浦
廻
遺
跡
　
船
戸
桜
田
遺
跡
　
船
戸
川
崎
遺
跡
　
出

雲
国
府
跡
　
川
入

・
中
撫
川
遺
跡
　
安
芸
国
分
寺
跡
　
南
前
川
町

一
丁
目
遺
跡

南
斎
院
土
居
北
遺
跡
　
一局
知
城
伝
下
屋
敷
遺
跡
　
中
原
遺
跡
　
一爪
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
二
四
）
平
城
宮
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（五
）

荒
田
目
条
里
遺
跡

谷
一
七
号
）
　

飯
塚
追
跡

（
三
二
号
）

都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
来
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
尾
谷
知
浩

但
馬
特
別
研
究
集
会
の
記
録

日
高
町
の
古
代
遺
跡
と
出
土
木
簡
…
加
賀
見
省

一
、
出
石
町
の
古
代
遺
跡
と
木
簡

…
小
寺
誠
、
袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
と
但
馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里
…
山
本
崇
、
九
世

紀
の
国
郡
支
配
と
但
馬
国
木
簡
…
吉
川
真
司
、
文
書
と
題
鏡
軸

（報
告
要
旨
）
…

杉
本

一
樹
、
討
論
の
ま
と
め
…
舘
野
和
己

。
今
津
勝
紀

彙
報

頒
価
　
五
〇
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円



群
馬
・薬
師
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
藤
岡
市
鮎
川
字
薬
師

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
三
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藤
岡
市
教
育
委
員
会

・
山
武
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
志
村
　
折
Ｔ

長
谷
川

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

。
平
安
時
代
ｔ
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

薬
師
遺
跡
は
藤
岡
市
街
地
の
南
西
約
四
ｋｍ
に
位
置
し
、
藤
岡
台
地
の
扇
頂
部

付
近
に
あ
た
る
。
調
査
区
は
幅
二
四
ｍ
長
さ
五
〇
ｍ
で
、
北
側
は
東
西
に
走
る

伝
鎌
倉
街
道
に
接
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
幅
約
七
ｍ
で
両

側
に
側
溝
を
も
つ
鎌
倉
街
道
と

考
え
ら
れ
る
道
路
遺
構
、
及
び

こ
れ
に
直
交
す
る
土
橋
状
の
入

口
を
も
つ
長
辺
約
六
〇
ｍ
短
辺

吟

約
三
五
ｍ
の
方
形
区
画
を
確
認

高

し
た
。
こ
の
区
画
は
三
重
の
溝

に
囲
ま
れ
、　
一
辺
三
〇

・
四
ｍ

の
中
央
区
画
内
か
ら
は
、
井
戸

一
基
、
火
葬
跡
や
土
媛
墓
四
六
基
な
ど
の
墓
地
、

掘
立
柱
建
物
二
五
棟
な
ど
、
中
世
を
主
体
と
す
る
多
数
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

こ
の
他
、
平
安
時
代
の
住
居
跡
五
軒
も
確
認
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
柿
経
は
、
こ
の
区
画
内
の
井
戸
底
面
の
湧
水
付
近
か
ら
約
四

〇
〇
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
長
径
四

・
七

一
ｍ
短
径
四

。
二

一
ｍ
深
さ
三

・

六
ｍ
で
、
柿
経
以
外
で
は
、
人
骨
や

「暦
応
」
全

〓
三
人
―
〓
一一四

し
銘
の

板
碑
、
「文
明
五
年
」
盆

四
七
一じ

銘
の
五
輪
塔
、
常
滑
甕
、
内
耳
鍋
、
火
鉢
、

橋
り
鉢
、
瓦
、
石
臼
、
木
製
の
櫛

・
柱
材
、
モ
モ

・
ス
モ
モ
・
セ
ン
ダ
ン
の
種

子
な
ど
、
多
数
の
遺
物
が
多
量
の
礫
に
混
じ
っ
て
出
土
し
て
い
る
。

柿
経
は
幅

一
・
四
側
の
極
め
て
薄
い
木
片
に
書
か
れ
て
い
る
。
墨
書
は
漢
字

と
梵
字
に
大
別
さ
れ
、
前
者
が
経
文
、
後
者
が
種
子
と
考
え
ら
れ
る
。
経
文
は

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
共
通
し
た
文
言
が
多
く
み
ら
れ
、
理
趣
経
の
文
言
を
確

認
し
て
い
る
。
両
面
写
経
で
あ
る
点
、
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
白
根
山
湯
釜
の

事
例
に
幅

・
字
配
り

・
木
取
り
な
ど
が
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
、　
一
四
世
紀
か

ら

一
五
世
紀
に
位
置
付
け
ら
れ
る
柿
経
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
と
ま
っ
た
文
言

の
確
認
で
き
た
代
表
的
な
も
の
の
み
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

輪
般
若
理
趣
所
謂
金
剛
平
等
則
□

　

　

　

（こ

さ
衆
〓

ｏ驚

②

　

輸
入
義
平
等
則
入
大
菩
薩
□
　

　

　

　

　

（ｅ

溢
伎
〓

ｏ盟



2002年 出上の木簡

(5)   (4)

特
薄
伽
梵

一
切
如
来
入
大
輪
如
来

平
等
則
入
如
法
輸
入

一
切
葉
平
等

□
入

一
切
法

⑪
ｌ
⑬
は
理
趣
経
を
墨
書
し
た
柿
経
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
コ

切
平
等
」

「理
趣
」
「金
剛
印
」
「雑
密
」
コ

切
如
来
」
な
ど
の
断
片
的
な
経
文
が
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
東
京
国
立
博
物
館
の
時
枝
務
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

藤
岡
市
教
育
委
員
会

『Ｆ
二
人
ａ
東
平
井
中
道
Ｂ
遺
跡
　
Ｆ
二
人
ｂ
薬
師
遺

跡
』
盆
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（志
村
　
折
Ｃ

②

艤

③

（
ｏ
∞
）
×

解
卜
×
９
伽
　
ｏ
∞
牌

（
∞
ω
）
×

岸
卜
×
ｏ
∽
　
〇
∞
岸

（
］
の
）
×

Ｐ
∞
×
〇
∽
　
ｏ
∞
〕



2002年 出上の木簡

木

簡

研

究

第
垂

号

巻
頭
言
―
木
簡
学
会
の
原
点
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
一死
一

二
〇
〇
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
七
坪
　
藤
原
京
跡
十

一
条

・
朱
雀
大
路

酒
船
石
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
京
跡
左
京
三
条

一
方
十
町
　
平
安

京
跡
左
京
六
条
三
坊
六
町
　
御
室
仁
和
寺
　
大
坂
城
跡
　
中
之
島
三
丁
目
所
在
遺
跡

（鳥
取
藩
蔵
屋
敷
跡
）

広
島
落
大
坂
蔵
屋
敷
跡
　
加
美
遺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡

深
江
北
町
遺
跡
　
行
幸
町
遺
跡
　
柴
遺
跡
　
辻
子
遺
跡
　
幅
下
遺
跡
　
中
村
遺
跡
　
春

岡
遺
跡
群
　
大
坪
遺
跡
　
若
宮
大
路
周
辺
追
跡
群
　
北
条
小
町
邸
跡
　
北
条
泰
時

・
時

頼
邸
跡
　
汐
留
遺
跡
　
大
崎
城
跡
　
蜂
屋
追
跡
　
新
宮
神
社
遺
跡
　
柿
口
遺
跡
　
荒
井

猫
田
遣
跡
　
中
野
高
柳
追
跡
　
洞
ノ
ロ
遺
跡
　
仙
台
城
本
丸
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
赤
井

遣
跡
　
柳
之
御
所
遺
跡
　
馳
上
追
跡
　
石
田
追
跡
　
山
形
城
跡
　
本
町

一
丁
目
遣
跡

安
江
町
遺
跡
　
打
木
東
追
跡
　
畝
田
ナ
ベ
タ
追
跡
　
加
茂
遺
跡
　
士
口
田
Ｃ
遺
跡
　
美
麻

奈
比
古
神
社
前
遺
跡
　
麻
生
谷
遺
跡
　
下
ノ
西
遺
跡
　
腰
廻
遺
跡
　
蔵
ノ
坪
遺
跡
　
船

戸
桜
田
遺
跡
　
西
川
津
遺
跡
　
尾
道
遺
跡
　
周
防
国
府
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
中
前
川
町

二
丁
目
遺
跡
　
井
相
田
Ｃ
遺
跡
　
一死
岡

・
桑
原
遺
跡
　
彼
岸
田
遺
跡
　
沖
城
跡
ω
　
沖

城
跡
②
　
上
高
橋
高
田
遺
跡
　
白
藤
遺
跡
群

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
街

（
二
三
）

平
城
宮
跡

（七
七
次
）

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（四
）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
三
坪

（三
二
号
）

大
猿
田
遺
跡

（
一
九
号
）

荒
井
猫

田
遺
跡

（
二
二
号
）

東
木
津
遺
跡

（二

一
号
）
　

下
ノ
西
遺
跡

（二

一
号
）

七
世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
飼
　
隆

飛
鳥
池
木
簡
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
真
司

新
刊
紹
介
　
Ｖ

・
Ｌ

・
ヤ
ー
ニ
ン
著

（松
木
栄
三

・
三
浦
清
美
訳
）

『白
樺
の
手
紙
を
送
り
ま
し
た
―
ロ
シ
ア
中
世
都
市
の
歴
史
と
日
常
生
活
』
渡
辺
晃
宏

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円



栃木
佐さ
野の
端

（評
騨
端
）
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
栃
木
県
佐
野
市
若
松
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
七
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
佐
野
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
出
居
　
博

・
山
口
明
良

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

佐
野
城
跡
は
、
佐
野
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
独
立
丘
陵
を
中
心
と
し
た
南
北
約
六

Ｏ
Ｏ
ｍ
東
西
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範
囲
に
築
か
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
三
の
九

の
東
側
に
位
置
す
る
平
坦
部
を

対
象
と
す
る
も
の
で
、
調
査
面

積
は
約

一
六
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
と
し
て
、

性
格
不
明
遺
構
五
基
、
土
坑
四

三
基
、
溝
状
遺
構
八
条
、
ピ
ッ

ト
二
五
四
基
が
あ
る
。
注
目
す

べ
き
遺
構
と
し
て
Ｓ
Ｘ

一
が
挙

げ
ら
れ
る
。
東
西
約

一
六
ｍ
南

北
約
九
ｍ
の
堀
状
の
遺
構
で
、
遺
構
内
に
幅

一
―
二
ｍ
の
大
型
の
礎
石
や
階
段

状
遺
構
、
溝
状
遺
構
、
瓦
と
礫
石
を
敷
き
詰
め
た
土
坑
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
本
遺
構
が
城
郭
に
伴
う
も
の
か
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
寺
院
に
伴
う
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

木
簡

（卒
塔
婆
）
は
、
Ｓ
Ｘ

一
内
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ア
）
口

回

日
］
　
　
　
合
Φｅ
×
６
ｅ
×
∞
　
ｏ２

片
面
に
五
輪
塔
を
描
き
、
そ
の
内
部
に
梵
字
五
文
字
を
記
す
。
五
輪
塔
の
下

部
に
も
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

佐
野
市
教
育
委
員
会

『佐
野
城
跡

（春
日
岡
城
）
Ⅱ
』
全
一〇
〇
二
年
）

（山
口
明
良
）

(1)

q革

1カ

ミ ラ

耳バ

(古 河)



2002年 出上の木簡

福
島
・
泉

廃
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
原
町
市
泉
字
舘
前

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
〇
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
原
町
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
荒
　
淑
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

泉
廃
寺
跡
は
阿
武
隈
高
地
か
ら
太
平
洋
に
向
か
っ
て
流
れ
る
新
田
川
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
北
岸
の
縁
辺
に
位
置
す
る
。
発
掘
調
査
は

一
九
九
四

年
か
ら
行
な
わ
れ
、
二
〇
〇
三

年
ま
で
に

一
九
次
に
わ
た
る
調

査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
陸
奥
国
行
方
郡
衛
跡
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
郡
庁

・

９

正
倉
。館
・
逗
河
状
遺
構
が
確

大

認
さ
れ
て
い
る
。
郡
庁
は
建
物

ぐ
　
の
主
軸
方
位
が
真
北
方
位
よ
り

東
に
約

一
六
度
偏
す
る
Ｉ
期
、
真
北
方
位
を
向
く
Ⅱ

・
Ⅲ
期
か
ら
な
る
。
郡
庁

の
西
側
隣
接
地
に
は
正
倉
が
展
開
し
、
新
旧
二
時
期
の
正
倉
院
区
画
溝
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
時
期
の
区
画
溝
は
真
北
を
向
く
こ
と
か
ら
、
郡
庁
Ⅱ

期

・
Ⅲ
期
に
対
応
す
る
可
能
性
が
高
い
。
区
画
溝
の
内
部
に
は
地
業
を
有
す
る

礎
石
建
物
と
掘
立
柱
建
物
が
造
営
さ
れ
、
礎
石
建
物
の
中
に
は
円
丘
状
盛
土
地

業
を
伴
う
も
の
が
あ
る
点
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
農
業
基
盤
整
備
に
お
け
る
確
認
調
査
で
、
遺
跡
の
東
端
に
位

置
す
る
舘
前
地
区
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
後
は
盛
土
工
法
に
よ
り
遺

構
の
保
存
が
図
ら
れ
た
。
舘
前
地
区
は
、
調
査
以
前
か
ら
各
種
瓦
が
多
量
に
出

土
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
上
述
の
郡
庁
、
正
倉
な
ど
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
た
特
徴
を
有
す
る
。
同
地
区
の
評
価
は
今
後
の
調
査
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
陸
奥
国
行
方
郡
衛
附
属
寺
院
跡
と
位
置
付
け
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
整
地
層
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
溝
、
井
戸
が
検
出
さ
れ
、
木

簡
、
軒
九
瓦
、
軒
平
瓦
、
平
瓦
、
丸
瓦
、
埠
、
鬼
板
、
中
世
陶
器
が
出
土
し
て

い
る
。
整
地
層
は
地
区
の
西
半
に
広
が
っ
て
お
り
、
多
数
の
ピ
ッ
ト
が
掘
り
込

ま
れ
て
い
る
。
整
地
層
に
カ
ワ
ラ
ケ
や
陶
器
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

世
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
調
査
区
の
東
半
に
は
整
地
層
が
見
ら
れ
ず
、

掘
立
柱
建
物
四
棟
、
井
戸
三
基
、
瓦
溜

一
基
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構

は
柱
掘
形
や
井
戸
底
面
か
ら
の
出
土
遺
物
が
な
か
っ
た
た
め
、
厳
密
な
時
期
比

定
は
で
き
な
い
が
、
古
代
の
可
能
性
が
高
い
。
掘
立
柱
建
物
は
建
物
主
軸
が
真

北
か
ら
約
三
〇
度
東
に
振
れ
る
三
間
×
三
間
の
建
物

（Ｓ
Ｂ
こ

と
ほ
ぼ
真
北



を
向
く
二
間
×
人
間
の
建
物

（Ｓ
二

α
が
重
複
し
、
後
者
が
前
者
よ
り
新
し

い
。
更
に
Ｓ
Ｂ
二
は
瓦
溜

（Ｓ
Ｋ
こ

と
重
複
し
、
Ｓ
Ｋ

一
よ
り
古
い
。
瓦
溜

か
ら
は
軒
九
瓦
、
軒
平
瓦
、
九
瓦
、
平
瓦
、
埠
、
鬼
板
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
こ
れ
ら
の
遺
構
の
東
側
に
位
置
す
る
三
基
の
井
戸
の
う
ち
の
Ｓ
Ｅ

一
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ

一
は
検
出
段
階
の
平
面
形
は
正
円
形
で
、
直
径

一
・

八
ｍ
、
深
さ
は
二

・
五
ｍ
ま
で
で
調
査
を
終
了
し
て
い
る
。
木
簡
は
約
二

・
○

ｍ
付
近
の
堆
積
土
中
か
ら
出
土
し
、
ほ
か
に
は
平
瓦
、
鹿
角
、
骨

（鹿
？
。

鯨
）
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
こ
れ
ら
の
遺
物
と
と
も
に
丼
戸
内

へ
投

棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
・
□
□
　
」

。
□
□
位
」

（
ド
ド
∞
）
×
∞
∞
×
伽
　
ｏ
Ｐ
ｏ

上
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
下
端
、
両
側
端
は
原
形
を
留
め
る
。
墨
書
は
両

面
に
あ
る
が
、
墨
痕
自
体
は
失
わ
れ
て
お
り
、
文
字
は
風
化
を
免
れ
た
文
字
の

浮
き
上
が
り
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
る
。

表
面
は
中
央
に
縦
方
向
の
二
次
的
な
ケ
ズ
リ
が
及
び
、
墨
書
自
体
の
判
読
は

で
き
な
い
。
二
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
二
も
し
く

は
三
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
の
文
字
の
み
が
判
読
で
き
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
山
形
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
馬
場
基
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ

原
町
市
教
育
委
員
会

「泉
廃
寺
跡
第

一
〇
次
調
査
」
（
『原
町
市
内
遺
跡
発
掘
調
　

１

査
報
告
書
』
四
、　
一
九
九
八
年
）

『原
町
市
史
』
古
代
中
世
編

（一
一〇
Ｑ
二
年
）

（荒
　
淑
人
）



2002年 出上の木簡

宮
城
・仙
台

城

跡

（二
の
九
北
方
武
家
屋
敷
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
内

２
　
調
査
期
間
　
　
二
の
九
北
方
武
家
屋
敷
地
区
第
七
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
沢
　
教

・
京
野
恵
子

・
高
木
暢
亮

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
仙
台
城
二
の
九
北
側
の
堀
の
外
側
に
広
が
る
武
家
屋
敷
地
区
に

あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、

江
戸
時
代
初
頭
か
ら
幕
末
に
か

け
て
の
各
時
期
の
遺
構

・
遺
物

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
二
号
遺
構
と
し
た

大
規
模
な
ゴ
ミ
穴
か
ら
五
四

一

ム四

〔
（ぅ
ち
墨
書
木
製
品

一
三
〇

仙

占
一
、
二
号
遺
構

に
連
接
す
る

三
四
号
土
坑
か
ら
二
六
点

今
つ

ち
墨
書
木
製
品
一一一占
一

の
他
、
六
カ
所
の
土
坑

・
溝
、
お
よ
び
攪
乱
か
ら
計
二
三

点

（う
ち
墨
書
木
製
品
四
点
）、
総
計
五
九
〇
点

で
つ
ち
墨
書
木
製
品
三
二
七
点
）
が

出
土
し
た
。
但
し
、
整
理
途
中
の
た
め
、
点
数
は
今
後
変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
木
簡
の
出
土
点
数
が
膨
大
な
た
め
、
本
報
告
で
は
二
号
遺
構
と
二
四
号
土

坑
か
ら
出
土
し
た
代
表
的
な
木
簡
の
概
略
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

大
部
分
の
木
簡
が
出
土
し
た
二
号
遺
構
は
、
南
北
に
約

一
〇
ｍ
と
長
く
廷
び
、

さ
ら
に
南
端
で
西
に
張
り
出
し
、
逆
Ｌ
字
形
に
近
い
平
面
形
を
呈
し
て
い
る
。

東
西
の
幅
は
、
北
半
部
は
約
三
ｍ
で
あ
る
が
、
南
端
部
で
は
約
六
ｍ
に
な
る
。

深
さ
は
二

・
五
ｍ
あ
り
、
極
め
て
大
規
模
な
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
。
木
簡
以
外
で
は
、

大
量
の
陶
磁
器

・
木
製
品

・
漆
器
な
ど
の
ほ
か
、
植
物
遺
体

・
動
物
遺
体
が
出

土
し
て
い
る
。　
一
方
、
二
四
号
土
坑
は
、
二
号
遺
構
の
南
西
端
に
接
続
す
る

一

辺
が
約
二

・
五
ｍ
の
方
形
の
土
坑
で
あ
る
。
深
さ
は
約

一
・
六
ｍ
で
、
二
号
遺

構
と
ほ
ぼ
同
時
に
使
用
さ
れ
た
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
か
ら
は
、
享

保
の
年
号
が
記
さ
れ
た
木
簡
が
三
〇
点
出
土
し
て
い
る
。
享
保
二
年

（
一
七
一

七
）
か
ら

一
二
年
の
も
の
が
確
認
で
き
る
が
、
中
で
も
享
保
五
年
か
ら
七
年
の

も
の
が
多
い
。

木
簡
に
は
、
「御
年
貢
米
」
や

「御
台
所
塩
」
な
ど
落
に
差
し
出
さ
れ
た
品

物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
載
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
本
調
査
地
点
は

武
家
屋
敷
地
区
で
あ
り
、
木
簡
の
記
載
内
容
か
ら
検
討
す
る
と
、
仙
台
城
内
か

ら
逗
び
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
武
家
屋
敷
地
区
に
廃
棄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

年
代
の
近
い
城
下
絵
図
で
は
、
空
き
地
と
な
っ
て
い
る
区
域
に
あ
た
り
、
二
の



丸
に
隣
接

理
し
て
い

８
　
木
簡

(5)   (4)

す
る
武
家
屋
敷
地
内
の
空
き
地
を
利
用
し
て
、
仙
台
城
の
ゴ
ミ
を
処

た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
釈
文

・
内
容

「
＜
ｏ
但
木
土
佐
様

「
＜
ｏ
　

　

蜆

「
ｏ
御
醤
油
　
」

「
ｏ
円
六
寺
流
」

「　
跡
部
新
之
丞
殿

ｏ
高
橋
源
助
殿

□
□
彦
六
郎
殿

「
ｏ
仙
台
荷
物

「
ｏ
菱
喰

一　

茂
庭
筑
後
」

「御
米
四
斗
五
升
入

宮
城
福
室
村
瀬
右
衛
門
」

「享
保
五
年

十
月
十
八
日
　
　
」

「国
九
液
戸
丁
目
村
久
左
衛
門
」

「御
蔵
入
四
斗
五
升
入
　
　
　
」

伊
達
安
房
」」　　　　　　　　　　　　Ｐω∞

〉〈∞∞
×
∞
　
ｏ∞〕

『
伽
×

Ｐ
Ｏ
×

∞

　

〇
］
Ｐ

加皆
藤川
平与
助平

次

］
『
卜
×

ω
い
×

Ｐ
］
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
り
い
×

∞
岸
×

卜
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
い
］
×

ヽ

×

〇

　

〇
伽
Ｐ

Ｐ
『
枷
×

∞
ｏ
×

卜
　

ｏ
］
ド

(2)

鍮
襲
凝
遠
理
癬
籍
期
霧
藤
爛
嬢
謝
理
荘
好
癬
舞
客
籍
颯
潔
溶
類
潔
寝
増
増
狙
容
無
瀬
理
薪
③

122

鶉



2002年 出上の木簡

「名
取
袋
原
村
勘
次
右
衛
門

銅
確
欝
越
酔

尼
輔
輻
村
士縁
」

「鱒輔琺粘
四斗
五升
入」

「子
ノ
八
月
迄
清
右
衛
門
　
」

「御
大
所
塩
三
斗
入
渡
波
町
」

「
ｏ
名
取
下
余
田
村
伝
兵
衛
　
」

「
ｏ
□
御
年
貢
米
四
斗
五
升
入
」

「名
取
日
辺
村
長
四
郎
　
　
」

「当
御
年
貢
米
四
半
五
升
入
」

「
ｏ
御
用
竹
子
弐
拾
本
入
玉
造
郡
」

「瓜
漬
六
拾
五
切
入

□
□
若
様
　
平
八

御
用
　
」

今
回
出
土
し
た
木
筒
の
形
態
の
基
本
は
短
冊
型
で
、

（
岸
伽
Ｏ
）
×
］
ω
×
『
　
ｏ
ド
ｏ

岸
ω
ｏ
×

Ю
ω
×

ω
　

ｏ
Ｐ
滓

Ｐ
伽
『
×

］
６
×

⑭
　

ｏ
伽
Ｐ

Ｐ
∞
］
×

ω
∞
×

『
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
り
］
×

］
『
×

『
　

ｏ
伽
岸

Ｐ
⇔
∞
×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｆ
μ

Ｐ
ｏ
∞
×

『
∞
×

］
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

長
さ
約

一
〇
―
二
〇
伽

幅
約
二
１
四
帥
厚
さ
約
三
―
九

ｍｍ
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
が
最
も
多
い

（ω
③

⑩
⑫
）。
ま
た
、
短
冊
型
の
も
の
の
他
、
上
端
よ
り
下
端
を
細
く
し
た
も
の

（⑬
）、
下
端
を
尖
ら
せ
る
も
の

（⑬
⑤
口
）
な
ど
も
ほ
ぼ
同
じ
程
度
み
ら
れ
る
。

上
端
側
に
穿
孔
が
み
ら
れ
る
場
合
も
存
在
す
る

（ω
ω
⑩
⑫
）。
こ
れ
ら
の
形
態

の
も
の
に
は
、
主
に

「御
年
貢
米
」
「塩
」
「も
ち
米
」
「竹
ノ
子
」
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傾
向
と
し
て
、
「御
年
貢
米
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

木
簡
は
、
他
の
記
載
内
容
の
木
簡
よ
り
雑
な
成
形
を
し
て
い
る
も
の
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
形
態
で
は
、
長
さ
五
―
七
伽
程
度
で
比
較
的
小
型
の
長
方
形
を
呈

す
る
も
の

（②
）
や
、
長
さ
二
五
釦
以
上
幅
五
伽
以
上
の
や
や
大
型
の
も
の

（０
）
な
ど
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
形
態
は
、
角
が
面
取
り
さ
れ
る
な
ど
加

工
が
比
較
的
丁
寧
で
あ
る
。
ま
た
、
厚
さ
が
二
血
以
下
の
薄
手
の
も
の

（⑬
）

も
存
在
す
る
。
薄
い
た
め
破
損
し
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
「八
漬
」
な
ど
の

記
載
が
多
い
。

木
簡
の
樹
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
分
析
中
で
あ
る
が
、
ス
ギ
な
ど
針
葉
樹
が

大
部
分
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
品
名
と
と

も
に
、
年
号
や
月
日
、
あ
る
い
は
地
名

。
人
名
を
併
せ
て
記
す
も
の
も
多
い
。

最
も
多
い
の
が
米
で
、　
一
四
二
点
あ
る
。
そ
の
中
で
も

「米
四
半
五
升
入
」
と

の
記
載
が
五
五
点
、
「御
年
貢
米
四
斗
五
升
入
」
が
二
〇
点
を
占
め
る
。
四
斗

五
升
は
、
仙
台
藩
で
は

一
俵
に
相
当
す
る
。
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2002年 出土の木簡

次
に
多

い
も
の
と
し
て
は

「八
漬
」
が

一
九
点
、
「塩
」
が

一
六
点
あ
る
。

「塩
」
の
ほ
と
ん
ど
は

「御
台
所
塩
」
と
記
載
す
る
も
の
で
、
二
の
丸
の
台
所

で
使
う
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
以
外
で
は
、
点
数
は
少
な
い
が

「も

ち
米
」
「大
豆
」
「茄
子
」
「竹
ノ
子
」
「漬
せ
ん
ま
い
」
「披
鮭
」
「粕
魚
」
「醤

油
」
「梨
子
」
「赤
味
噌
」
「雉
子
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
食
品
で
あ
る
。

年
貢
米
の
荷
札
に
書
か
れ
た
地
名
は
、
仙
台
城
周
辺
、
特
に
名
取
郡
東
部
の

村
落
で
占
め
ら
れ
る
。

塩
の
荷
札
に
は
、
「渡
波
町
」
「流
留
村
」
「沢
田
村
」
な
ど
の
地
名
が
見
え

る
。
い
ず
れ
も
現
石
巻
市
万
石
浦
周
辺
の
地
名
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
寛
政
年

間

（
一
七
八
九
―
一
八
〇
こ

以
降
に
入
浜
式
塩
田
が
営
ま
れ
た
地
域
で
、
仙
台

藩
に
お
け
る
製
塩
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

い
は
、
伊
達
安
房
が
但
木
土
佐
宛
に
蜆
を
送
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
仙
台
藩
の
家
格
は
、
上
か
ら

一
門

。
一
家

・
準

一
家

・
一
族

・
宿
老

・
着

座

・
太
刀
上
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
伊
達
安
房
の
家
格
は

一
門
で
、
亘
理
郡
を

知
行
地
と
す
る
亘
理
伊
達
氏
で
あ
る
。
知
行
高
二
万
三
千
石
を
越
え
、
仙
台
藩

で
最
も
禄
高
の
高
い
重
臣
で
あ
る
。
知
行
地
の
亘
理
郡
に
あ
る
、
鳥
の
海
と
呼

ば
れ
る
入
江
を
含
む
荒
浜
地
区
は
、
現
在
も
蜆
な
ど
貝
類
の
良
産
地
で
あ
る
。

ま
た
、
但
木
土
佐
は
宿
老
で
、
こ
ち
ら
も
上
級
の
家
臣
と
い
え
る
。

①
に
見
え
る
人
名
の
う
ち
、
跡
部
新
之
丞
に
つ
い
て
は
、
享
保

一
七
年
料
理

不
都
合
の
た
め
台
所
頭
か
ら
膳
方
に
下
げ
ら
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記

載
内
容
の

「荷
物
」
が
二
の
九
台
所
へ
あ
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

Ｚ
つ
。ω

は
、
茂
庭
筑
後
が
菱
喰

一
羽
を
送
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
菱

喰
と
は
雁
の
一
種
で
あ
る
。
茂
庭
筑
後
は
、
志
田
郡
松
山
を
知
行
地
と
し
て
お

り
、
家
格
は

一
族
で
あ
る
。
知
行
高

一
万
三
千
石
を
越
え
る
有
力
家
臣
の
一
人

で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
の
内
容
に
は
、
平
成

一
四
年
度
斎
藤
報
恩
会
研
究
助
成

「仙
台

城
下
武
家
屋
敷
跡
出
土
の
近
世
木
簡
の
総
合
的
研
究
」
（研
究
代
表
者
藤
沢
教
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（佐
竹
輝
昭
・
兼
平
賢
治
。
大
藤
　
修
・
藤
沢
　
教
二
爪
野
恵
子
・
高
木
暢
亮
）



宮
城
。市
川
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
字
鴻
ノ
池
、
高
崎
字
水
入

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
九
次
調
査
Ｄ
区
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
―
五

月
、
同
Ｃ
区
　
一
一〇
〇
〇
年
七
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
千
葉
孝
弥
、
島
田
　
敬
、
鈴
木
孝
行
、
齋
藤
　
稔
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
西
側
か
ら
南
面

一
帯
に
か
け
て
広

が
る
遺
跡
で
あ
る
。
今
回
の
第

二
九
次
調
査
は
、
多
賀
城
跡
南

面
に
位
置
す
る
城
南
地
区
の
区

画
整
理
事
業
に
伴

っ
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
城
外
の
幹
線

道
路
で
あ
る
南
北

・
東
西
大
路

ω

一父
差
点
の
南
東
部
と
南
西
部
に

仙

ぉ
ぃ
て
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
う
ち
、
東
西
大
路

の
延
長
線
上
に
あ
る

一
一
五

・
一
一
六
区
の
調
査
に
お
い
て
、
東
西
大
路
東
道

路
Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
、
そ
の
路
面
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
・
一
六
三

二
、
橋
Ｓ
Ｘ

一
六
三
〇
な
ど
を
検
出
し
た
。

Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
は
、
南
北
大
路
の
東
側
に
お
け
る
東
西
大
路
延
長
線
上
の
東

西
道
路
で
あ
る
。
側
溝
心
々
間
は
東
西
大
路
と
近
似
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
特

に
調
査
区
西
半
部
で
は
路
面
幅
が
六
ｍ
以
下
で
あ
り
、
小
路
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
調
査
区
西
半
部
の
地
形
が
周
囲
よ
り
低
く
、
北
側
の
低
湿
地
か

ら
の
遊
水
に
対
応
し
て
北
側
溝
を
大
規
模
に
造
成
し
た
結
果
か
と
考
え
ら
れ
る
。

側
溝
は
ほ
ぼ
同
位
置
で
六
時
期
の
変
遷
が
あ
る

（古
い
順
に
ａ
↓
ｆ
）。

Ｓ
Ｘ

一
六
三
〇
は
、
Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
に
架
け
ら
れ
た
小
規
模
な
橋
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
の
壁
面
に
お
け
る
多
数
の
杭
に
よ
る
護
岸
と
、
そ
の
底
面
に
打

ち
込
ま
れ
た
三
本
の
橋
脚
に
よ
つ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
六
三

二
は
そ
れ
ら
の
西
側
で
検
出
し
た
も
の
で
、
性
格
的
に
は
Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
と
同

様
に
排
水
的
な
機
能
を
想
定
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
東
西
大
路
東
道
路
Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
南
側
溝
ｄ
期
か
ら

一
点

（⑪
）

同
北
側
溝
ｃ
期
か
ら
四
点

（⑤
⑬
Ｏ
⑦
）、
同
北
側
溝
ｄ
期
か
ら
二
点

（②
い
）、

及
び
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三
二
の
埋
土
か
ら

一
点

（①
）
出
土
し
た
。
こ
の
他
、

Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
北
側
溝
ｃ
期
か
ら
、
付
札
状
で
あ
る
が
墨
痕
の
確
認
で
き
な
い

木
製
品

一
点

（第
一
二
号
木
簡
）
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
第
二
九
次
調
査
で
は
、
こ
の
他
に
Ｄ
区

一
〇
五
ト
レ
ン
チ
か
ら
木
街

一
点
と
、
Ｃ
区

一
一
六
ト
レ
ン
チ
か
ら
漆
紙
文
書

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
い

128



2002年出上の木簡

ず
れ
も
現
在
釈
読
中
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
三
月
刊
行
の
報
告
書
に
お
い
て
報

告
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

東
西
大
路
東
道
路
Ｓ
Ｘ
一
六

一
〇
南
側
滴

①
　
。
「□
□
宿
』

（文
様
）

。
　

（文
様
）

０
　
。
「□
同
国

。
「日

回

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
三
二

①
　

　

　

去
□

三
丈

ぐ

じ

×

６

９

×

］

ｏ
∞
Ｐ
　

を第

一
六

号

（
Ｓ
∪
×
含
９
×
卜
　
ｏ
∞
｝

第

一
四
号

①
は
、
上
端

。
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。
表
裏
両
面

と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
に
の
み
墨
痕
を
確
認
で
き
る
。
人

名
と
数
字
を
記
し
、
そ
の
下
に
割
書
し
て
い
る
。
「六
十
人
」
を
年
齢
と
み
る

と
、
割
書
部
分
は
年
齢
区
分
と
身
体
的
特
徴
な
ど
と
想
定
で
き
よ
う
。
六
十
八

歳
は
者
老
。

②
は
完
形
。
材
の
遺
存
状
態
は
良
好
だ
が
、
墨
痕
は
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る

程
度
で
あ
る
。
表
面
は
下
方
に
の
み
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
判
読
は
困
難
で

あ
る
。
裏
面
の
墨
痕
も
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
残
画
か
ら

「延
暦
」
と
判
読
し
た
。

年
次
は
横
画
二
本
と
縦
画
が
あ
り

「七
」
な
い
し

「廿
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
断
定
は
難
し
い
。
延
暦
七
年
は
七
八
八
年
、
同
二
〇
年
は
人
〇

一
年
に
あ
た

２つ
。①

は
上
端
を
山
形
に
成
形
し
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を

と
ど
め
る
。
裏
面
は
無
調
整
で
あ
る
が
切
り
込
み
部
よ
り
上
を
斜
め
に
削

っ
て

い
る
。
上
三
文
字
は
墨
痕
が
薄
く
、
下
三
文
字
は
墨
痕
が
明
瞭
で
あ
る
。
内
容

は
、
米
七
斗
の
付
札
。
二
文
字
目
を

「買
」
と
み
れ
ば
、
買
米
を
進
上
し
た
も

ｍ
〕
　

一日
百
処
訃

々
早
力
鳳
ユ
ハ
＋
１
人
開

‐ ―― ‐

‐ ‐‐ ‐
Ш

　
　

（
寓
ｅ

×
６
じ

×
卜
　
ｏ
∞
滓　
第
八
号

東
西
大
路
東
遭
路
Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
北
側
清

②
　
。
「
＜
　
　
　
　
日
――
国
」

。
「
＜
　
延
暦
□
年
同
□
」

９

　

「
＜
進
〔酔
糀
七
斗
軽

い
　
。
「
＜
対
隻
」

。
「
＜
内
子
」

①

　

「
二
斗
　
一
一

お
∞
×
遭
×
⇔
　
儲
∞
　
第
九
号

（３
９
×
解
×
ｏ
　
畠
ｏ
　
第

一
〇
号

伽
］
×

Ｐ
∞
×
∞
　
ｏ
∞
］
　
笛
生
　
一
二
守

（
Ｐ
Ｏ
Ｏ
）
×
］
］
×
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ
　
範
生

一一
亘
●

（寓
じ
×

６
９
×
］

ｏ
∞
岸　
第

一
五
号
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2002年 出上の木簡

の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
完
形
。
表
面
下
端
を
面
取
り
す
る
。
鮭
三
十
隻
の
付
札
。
「内
子
」
は

「
コ
コ
モ
リ
ノ
サ
ケ
」
と
訓
じ
る
。
「内
子
」
の
付
札
の
例
と
し
て
は
、
新
潟

県
人
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
が
あ
る
。
「内
子
五
隻
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、

法
量
は
長
さ

（
一
四
五
）
ｍｍ
幅
二
九

ｍｍ
厚
さ
三
ｍｍ
、
〇
三
三
型
式
で
あ
る

（第

二
人
号
木
簡
。
本
誌
第

一
六
号
）。
ま
た
、
「内
子
」
の
文
言
は
な
い
が
、
「汁
五

隻
」
と
墨
書
さ
れ
た
鮭
と
見
ら
れ
る
付
札
も
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

（第

五
―
七
号
木
簡
。
本
誌
第
一
五
号
）。
い
ず
れ
も
長
さ

一
六
〇
ｍｍ
前
後
で
あ
り
、
他

の
付
札
に
比
べ
て
小
さ
い
。
本
木
簡
も
五
二
ｍｍ
の
非
常
に
小
型
の
付
札
で
あ
り
、

「内
子
」
付
札
の
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。

働
は
六
片
が
接
合
し
、
上
端
は
原
形
を
と
ど
め
、
面
取
り
加
工
が
な
さ
れ
て

い
る
。
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
の
み
平

滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
他
に
接
合
し
な
い
三
片
が
あ
る
。

③
は
三
片
が
接
合
し
、
上
端

・
下
端
は
と
も
に
欠
損
す
る
。
右
側
面
の
み
原

形
を
と
ど
め
、
左
側
面
は
欠
損
す
る
。
他
に
接
合
し
な
い
三
片
が
あ
る
。
墨
痕

は
両
面
に
確
認
で
き
、
筆
跡
は
二
種
類
あ
る
。　
一
つ
は
、
表
面
の
左
半
お
よ
び

裏
面
の
左
半
に
み
え
る
文
様
の
よ
う
な
も
の
で
、
表
裏
と
も
そ
の
形
状
は
類
似

し
て
い
る
。
裏
面
の
左
側
面

（表
面
の
右
側
面
）
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
文
様

は
切
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
文
様
を
も
つ
木
製
品
を
木
簡
に
転
用
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
表
面
の
一
行

日
で
、　
一
文
字
目
は

一
部
を
欠
損
す
る
が
残
画
か
ら

「丁
」
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
二
文
字
目
は
宇
形
か
ら
は

「巳
」
「已
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部

分
を

「丁
巳
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
千
支
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
内

容
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑦
は
腐
食
が
甚
だ
し
い
が
、
上
端
お
よ
び
左
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表

面

一
字
目
は

「朋
」
あ
る
い
は

「明
」
か
。

①
は
二
片
が
接
合
し
、
上
端

・
下
端
と
も
に
欠
損
す
る
。
左
側
面
の
み
原
形

を
と
ど
め
、
右
側
面
は
欠
損
す
る
。
四
文
字
目
は
上
部
が
半
存
す
る
の
み
で
断

定
は
難
し
い
が
、
残
画
か
ら
判
断
す
る
と

「五
」
に
類
似
す
る
。
「
五
」
と
み

る
と

「去
五
年
料
」
の
意
と
も
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

『市
川
橋
遺
跡
―
城
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』
（多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
七
〇
、
二
〇
〇
三
年
）

（千
葉
孝
弥
・
廣
瀬
真
理
子
）



し
　

ら

や
ま

岩
手
・志
羅
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
中石
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
志
羅
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
八
人
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
一
月
―
二
〇

〇
二
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
原
計
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

志
羅
山
遺
跡
は
平
泉
町
の
中
心
市
街
地
の
南
側
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
平
泉
駅
の

西
側
に
広
が
る
周
知
の
遺
跡
で

あ
る
。
地
形
は
西
側
の
小
起
伏

丘
陵
縁
辺
か
ら
東
側
の
北
上
川

沖
積
低
地
お
よ
び
南
の
北
上
川

支
流
太
田
川
に
向
か

っ
て
下
る

緩
斜
面
地
で
、
標
高
は
三
二
―

関

一≡
二
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま

・　
で
の
調
査

で
、
『吾
妻
鏡
』
に

記
さ
れ
る
東
西
大
路
と
み
ら
れ

る
遺
構
や
そ
の
周
辺
に
広
が
る
奥
州
藤
原
氏
時
代
の
屋
敷
跡

・
付
属
施
設
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
人
人
次
調
査
区
は
観
自
在
王
院
跡
の
東
約

一
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。
当
地

点
は
、
毛
越
寺

・
観
自
在
王
院
跡
か
ら
東
に
向
か
っ
て
下
る
沢
状
地
形
を
基
盤

と
し
、　
〓

一世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
大
規
模
に
埋
め
立
て
る
整
地
事
業
を
行
な

っ
て
い
る
。
整
地
以
前
に
は
沢
に
下
る
階
段
状
の
通
路
が
あ
り
、
北
側
の
生
活

面
と
の
往
来
に
使
用
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
整
地
以
後
は
新
た
な
生
活
面
が
築

か
れ
て
い
る
。

木
簡
は
厚
い
整
地
層
直
下
の
遺
物
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
。
坦
土
に
は
炭
化

物
が
多
く
含
ま
れ
、
報
告
す
る
木
簡
の
他
、
墨
痕
が
確
認
で
き
な
い
笹
塔
婆
の

破
片
、
木
片
が
混
じ
る
。
笹
塔
婆
に
は
焼
け
焦
げ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
＜
南
無
大
日
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ｏ衆
溺
益

ｏ２

②

　

「
＜
南
元
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

益
巽
Ю
８
Ｐ

①

　

「
＜
南
元
阿
弥

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

さ
泉
］
〓
牌

い

　

「
＜
南
無
阿

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

差
撰
卜
墓

働
　
　
×
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ

遜
要
］
８
Ｐ

⑥

　

「
＜
日
□
□
□
□
日
□

（
Ｐ
伽
じ

×

牌
］
×
］

ｏ
ｏ
〕



含

卜
∞
）
×

Ｐ
ｓ
×

∞
　

ｏ
ω
牌

①

　

＜
×
無
阿
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

る
反
］
ｏｐ

⑩
　
。
「　
　
　
　
禅
門
房
之
定
定
計
也
覚
禅
房
　
禅
門
房
之
定
計
也
覚
禅
房
増
春
僧
声
　
増
春
僧
声
　
是
見
」

名
大
力
専
門
　
罫
翠
印
翠
範
緊
翠
籠
辞
華
軍
翠
印
緊
η
□
И

①
は
完
形
の
笹
塔
婆
で
、
墨
書
が
消
え
て
痕
跡
の
み
が
残
る
。

②
ｌ
ｍ
の
七
点
は

一
端
も
し
く
は
両
端
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
笹

塔
婆
と
み
ら
れ
る
。

①
は
両
面
に

「飛
龍
」
と
墨
書
さ
れ
る
将
棋
駒
で
あ
る
。
平
安
時
代
末
期
の

大
将
模
に
用
い
ら
れ
た
駒
と
み
ら
れ
る
。

⑩
は
仏
教
関
係
の
習
書
木
簡
で
、
長
さ
二
尺
程
の
短
冊
形
の
頂
部
を
半
月
状

に
窪
ま
せ
、　
一
方
の
側
面
に
均
等
の
間
隔
で
切
り
込
み
を
配
す
る
。
仏
具
の
側

板

・
定
規

・
金
銅
製
品
の
様
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
木
製
品
で
、
両
面

に
習
書
が
あ
る
。　
一
面
に
禅
門
房
が
計

（次
第
）
を
定
め
、
覚
禅
房
増
春
僧
が

声

Ω
″
明
）
を
担
当
し
た
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ
る
墨
書
を
記
す
。
も
う

一
面

2002年 出上の木簡

韓

(10)

Ｆ
″
ツ

イ
■
年
Ｆｌ
舟
ぇ
宣
之
十
也
覧
押
移

揮
四
‰
え
之
計
ｔ
漁ぃ寛
葎
・冴
婚
本
狼
恥

　

む
狩
株
と
正
井
繊

⑪
　
。
「飛
龍
」

。
「札爪空説臣」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞
〉〈Ｐ⇔〉〈⇔　　ＯωＰ

ｏ
『
ｏ
×

Ю
ｏ
×

⇔
　

ｏ
ω
釦

に
は
法
華
経
や
仏
教
関
連
の
墨
書
を
記
す
。

な
お
、
木
簡
の
赤
外
線
写
真
撮
影
に
は
⑪
水
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
の
伊
藤
博
幸
氏
他
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
籠
橋
俊
光
氏
他
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
た
。
ま
た
、
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
の
佐
藤
信

氏
、
⑩
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
岡
陽

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

平
泉
町
教
育
委
員
会

『平
泉
遺
跡
群
発
掘
調
査
略
報
』
七
八

（一
一〇
Ｑ

一

年
）

（菅
原
計
三
）
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2002年出上の木簡

ち
ゅ
う
そ
ん

じ

け
い
だ
い
る
お
い
け

中
尊
寺
境
内
大
池
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山石
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
衣
関

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
一
月
―
二
〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
及
川
　
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
尊
寺
は
奥
州
藤
原
氏
初
代
清
衡
が
建
立
し
た
寺
院
で
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
平

泉
駅
か
ら
北
西
約
二
ｋｍ
の
丘
陵
に
位
置
す
る
。
標
高
は
二
五
ｍ
ｔ

一
五
〇
ｍ
で
、

境
内
の
北
を
衣
川
が
東
流
し
北

上
川
へ
注
ぐ
。
丘
陵
の
南
東
に

は
標
高
三
二
―
四
〇
ｍ
の
低
位

段
丘
が
広
が
り
、
こ
の
段
丘
上

に
特
別
史
跡
毛
越
寺
跡
附
鎮
守

醐

社
跡
、
特
別
史
跡
無
量
光
院
跡
、

一　
史
跡
柳
之
御
所
遺
跡
を
は
じ
め

却

と
す
る
奥
州
藤
原
氏
関
連
の
遺

跡
が
密
集
す
る
。
な
お
、
中
尊

寺
は
、
平
安
時
代
末
期
に
お
け
る
奥
州
藤
原
氏
の
東
北
経
営
を
考
え
る
上
で
の

歴
史
的
意
義
の
重
要
性
に
鑑
み
、　
一
九
七
九
年
に
境
内
の
一
三
四
万
♂
が
特
別

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

大
池
跡
は
中
尊
寺
金
色
堂
の
南
東
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
開
け
た
平
坦
地
に
あ
る
。

標
高
約
七

一
ｍ
で
水
田
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
寛
永

一
人
年

（
三
ハ
四

一
）
の

「
一
山
絵
図
」
に
は
馬
蹄
形
に
描
か
れ
、
「池
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

大
池
跡
の
中
央
付
近
に
は
中
島
が
残
り
、
数
本
の
杉
が
生
え
て
い
る
。
南
東
部

に
は
緩
や
か
に
湾
曲
す
る
細
長
い
形
の
田
畑
が
あ
り
、
池
跡
の
岸
辺
及
び
堤
防

の
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。　
一
九
六

一
年
か
ら

一
九
六
四
年
に
、
周
辺
の
古
経

蔵
跡
、
古
経
蔵
南
方
遺
跡
、
大
池
北
方
遺
跡
と
と
も
に
調
査
が
行
な
わ
れ
、
こ

の
時
の
調
査
成
果
で
は
、
大
池
跡
は
造
園
的
手
法
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
池
の

造
成
に
着
手
し
た
も
の
の
完
成
に
至
ら
ず
中
途
で
放
棄
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
た
。

そ
の
後

一
九
九
六
年
か
ら
中
尊
寺
内
容
確
認
調
査
が
開
始
さ
れ
、
大
池
豚
と

そ
の
周
辺
地
を
重
点
的
に
調
査
し
て
い
る
。　
一
九
九
七
年
に
大
池
跡
北
西
高
台

に

一
二
世
紀
前
半
に
作
ら
れ
た
導
水
路
上
流
と
推
定
さ
れ
る
溜
池
状
遺
構
が
、

ま
た

一
九
九
八
年
に
は
大
池
跡
北
東
部
で
池
の
岸
辺
が
確
認
さ
れ
、
予
想
以
上

に
池
跡
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
、　
〓

一世
紀
後
半
に
北
岸

一
帯
が
埋
め
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
回
の
調
査
は
大
池
跡
東
岸
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
調
査

の
結
果
、
池
の
水
を
堰
き
止
め
る
た
め
の
堤
防
跡
と
み
ら
れ
て
い
た
細
長
い
水

田
は
、
や
は
り
人
工
的
に
築
か
れ
た
堤
防
で
、
元
々
東

へ
向
か
っ
て
下
が
る
斜



面
地
形
に
大
規
模
な
盛
土
工
事
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
盛
土

以
前
の
斜
面
に
は
土
留
め
の
木
材
が
据
え
て
あ
る
。
今
回
報
告
す
る
木
簡

（塔

婆
）
は
、
こ
の
盛
土
中
の
下
位

（旧
斜
面
直
上
で
は
な
い
）
か
ら
完
全
な
形
で
出

上
し
た
。
盛
土
か
ら
の
遺
物
は
他
に
は
全
く
な
い
。

堤
防
跡
の
内
側
は
緩
や
か
な
斜
面
の
岸
辺
と
な
っ
て
、
池
の
泥
上
の
堆
積
が

み
ら
れ
、
地
表
か
ら

一
・
六
ｍ
の
深
さ
で
池
底
と
な
る
。
池
底
で
完
形
の
ロ
ク

ロ
か
わ
ら
け
が
ま
と
ま
つ
て
み
つ
か
り
、
ま
た
ハ
ス
の
果
托
も
発
見
さ
れ
た
。

池
跡
は
岸
辺
も
含
め
て
作
り
直
し

（Ⅱ
期
目
）
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
は
じ

め

（Ｉ
期
目
）
の
池
よ
り
も
や
や
規
模
が
小
さ
く
深
さ
も
浅
く
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
期
目
の
池
跡
か
ら
は
少
数
の
か
わ
ら
け
の
ほ
か
、
ハ
ス
の
呆
托
と
果
実
が
採

取
さ
れ
た
。

Ｉ
期
目
の
池
底
出
土
の
ロ
ク
ロ
か
わ
ら
け
は

一
二
世
紀
前
葉
の
も
の
で
、
中

尊
寺
に
伝
わ
る
初
代
清
衡
に
よ
る

「供
養
願
文
」
の
天
治
三
年

（
一
〓
一工０

の
年
代
と
符
合
す
る
。
「供
養
願
文
」
に
は
堂
、
塔
、
池
、
橋
に
つ
い
て
の
記

載
が
あ
り
、
大
池
跡
は
こ
の
供
養
願
文
伽
藍
を
構
成
す
る
池
と
い
え
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔ね
力
〕

ω

　

「
＜
そ
□
ほ
ら
□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
∞］葵
駕
益

ｏ常

文
字
は
片
面
の
上
半
の
み
に
あ
る
。
出
土
時
は
普
請
に
関
わ
る
木
簡
の
可
能

性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
明
ら
か
に
盛
土
中
か
ら
出
土
し
、
そ
の
状
況
か

ら
は
特
に
意
図
的
に
埋
め
置
か
れ
た
様
相
は
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
釈

読
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
岡
陽

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

平
泉
町
教
育
委
員
会

『平
泉
遺
跡
群
発
掘
調
査
略
報
』
七
八

（一
一〇
〇
二

年
）

（及
川
　
司
）



2002年 出上の木簡

秋
田
・藩
校
明
徳
館
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
市
中
通

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
田
忠
市

・
伊
藤
武
士

・
中
川
宏
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

藩
校
明
徳
館
跡
は
、
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
の
居
城
で
あ
る
久
保
田
城
下
の
内
町

（侍
町
）、
城
の
外
堀
か
ら
南
に
約

一
二
〇
ｍ
に
位
置
し
て
い
る
。
調
査
面
積

は
約
二
二
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
調

査
地
は

一
七
世
紀
初
め
、
久
保

田
城
築
城
に
伴
う
町
割
の
当
初

か
ら
上
級
家
臣
屋
敷
地
と
し
て

利
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期
の

寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
以
降

Ｄ

南
半
が
藩
校
敷
地
と
し
て
利
用

秋
　
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
維

新
ま
で
藩
校
と
し
て
存
続
し
、

そ
の
後
は
秋
田
県
師
範
学
校
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、　
一
七
世
紀
初
め
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
の
遺
構
及
び
遺
物

を
検
出
し
、
武
家
屋
敷
の
遺
構
、
藩
校
と
武
家
屋
敷
地
の
境
界
の
塀
跡
、
藩
校

及
び
師
範
学
校
の
建
物
の

一
部
な
ど
を
確
認
し
た
。
検
出
遺
構
と
し
て
は
建

物

・
柱
列

・
溝

・
井
戸

・
土
坑
な
ど
が
あ
り
、
木
簡
は
三
号
井
戸
埋
土
よ
り

一

点
、　
一
一
号
土
坑
埋
土
よ
り
二
点
、表
土
よ
り

一
点
、計
四
点
が
出
上
し
た
。

三
号
井
戸
は
調
査
地
南
側

（藩
校
・
師
範
学
校
側
）
に
位
置
し
、　
一
辺
九
〇
蝕

の
隅
柱
横
桟
式
の
井
側
を
組
み
、
深
さ
約
三
ｍ
あ
る
。
出
土
陶
磁
器
か
ら
、　
一

人
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
の
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。　
一
一
号
土
坑
は
北
側

（武
家
屋
敷
地
側
）
に
位
置
し
、
東
西
三

・
六
ｍ
南
北
二

・
三
ｍ
深
さ
四
五
伽

の
廃
棄
土
抗
で
あ
る
。
検
出
層
位
や
出
土
陶
磁
器
の
年
代
か
ら

一
人
世
紀
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
表
土
出
土
木
簡
は
年
代
を
特
定
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

三
号
井
戸

①
　
。
「

。
日

�
削
剛

□
□
口
□
八
□

。
「
ｏ
　
　
川
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］トトＸ
〕受
⇔
８
Ｐ

一
一
号
土
坑

②

　

「
ｏ
納
大
豆
三
十
入
与
助
」
　

　

　

　

　

　

］ｏ凝
毬
溢
ｏ
ｏＦ



０

　

酒
代
　
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μこ

溢
妥
］
自
Φ

表
上

(4)

（
μ
卜
∞
）
×
∞
釦
×
∞
　
ｏ
∞
μ

ω
は
板
状
で
下
部
は
わ
ず
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
上
部
は
平
た
く
し
、
孔
が

穿
た
れ
て
い
る
。
下
部
は
先
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

②
は
板
状
で
ほ
ぼ
完
形
の
大
豆
の
付
札
で
あ
る
。
下
部
は
端
部
が
若
千
削
り

に
よ
り
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
上
部
に
は
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

③
は
長
方
形
の
薄
い
板
状
と
思
わ
れ
る
が
、
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

い
は
長
方
形
の
薄
い
板
状
で
、
左
辺
は
二
次
的
整
形
、
下
部
は
欠
損
し
て
い

フ
０

。
９
　
関
係
文
献

秋
田
市
教
育
委
員
会

『藩
校
明
徳
館
跡
』
０
一〇
０

一年
）

（伊
藤
武
士
）

ω
日

川

Ｈ

日

日

―Ｉ

Ｈ

Ｈ

日

日

川

日

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

川

日

Ⅵ

Ч

①

口
淵
日
日
―十
日
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
日
日
υ

②

日最
日目

(2)表



2002年 出上の木簡

し
ん
じ
ょ
う
ひ
ら
お
か

青
今

新

城

平
岡

（四
）
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
青
森
市
大
字
新
城
字
平
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
七
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
青
森
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
村
淳

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

・
平
安
時
代

・
近
世

。
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
城
平
岡

（四
）
遺
跡
は
、
青
森
市
西
部
を
東
流
す
る
新
城
川
右
岸
の
標
高

七
ｍ
前
後
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
今
回
の
調
査
は
、
前
年
度
に
実
施
し

た
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
周
辺

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う

範
囲
確
認
調
査
の
継
続
事
業
で
、

四
遺
跡
計
二
六
七
カ
所
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
実
施
し
た
。

新
城
平
岡

（四
）
遺
跡
内
で

醐
　
の
検
出
遺
構
は
、
縄
文
時
代
の

詠

竪
穴
住
居
、
平
安
時
代
の
盟
穴

住
居

・
土
抗

・
溝

・
ピ
ッ
ト
、

時
期
不
明
の
自
然
流
路
な
ど
で
あ
る
。
遺
物
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
の
上
器

。

石
器
、
平
安
時
代
の
土
師
器

。
須
恵
器
、
擦
文
土
器
、
陶
磁
器
、
砥
石
な
ど
が

あ
る
。

木
簡
は
、
Ｈ
区

一
ト
レ
ン
チ
で
検
出
し
た
自
然
流
路
内
の
、
現
地
表
面
下
約

三
ｍ
の
腐
植
土
層
と
砂
質
土
の
層
理
面
か
ら
、
計
五
四
点
出
土
し
た
。
他
に
墨

痕
が
認
め
ら
れ
な
い
同

一
の
規
格
の
木
片
が
入
点
あ
る
。
木
簡
の
出
上
位
置
及

び
同

一
層
か
ら
の
共
伴
遺
物
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
上
位
の
堆
積
層
か
ら

板
材
な
ど
の
本
器
が
出
土
し
て
お
り
、
さ
ら
に
最
上
位
の
人
為
的
な
埋
め
戻
し

に
よ
る
堆
積
層
か
ら
は
、　
一
九
世
紀
前
半
の
瀬
戸
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
十

三

仏

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

滓
Ｐ
粟

契

鼠

ｏ
蹴

②

　

「
十

三

仏

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
Ｐ
契

凝

試

ｏ
常

０

　

「
十

三

仏

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
岸
反

巽

罵

ｏ
２

い

　

「
十

三

仏

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岸
岸
受

受

鼠

ｏ
２

０

　

「十
三
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ授
巽
ｇ

ｏ２

０

　

「十
三
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
溢
『
８
Ｐ

⑭

　

「
十

三

仏

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
岸
段

要

鼠

ｏ
常

０

　

「
十

三

仏

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
騨
契

契

〓

ｏ
蹴



園
旧
ｒｉ
田
旧
閉
日
旧
日
田
日
日
日
日
日
口
田
碑
①
　
　
〔
日
田
日
旧
日
日
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｗ
⑭
　
　
　
　
臼
日
囚
印
四
囲
田
田
日
日
日
日
日
旧
旧
日
日
日
四
①

β
卜
Ｍ
円
円
隅
困
日
旧
日
旧
日
旧
旧
日
日
日
嚇
②
　
　
　
　
開
円
日
田
日
―――
闘
ド
旧
ｐ
①
　
　
　
　
　
一日
旧
円
四
ｌｒ
‘
―
脚
日
日
日
口
日
日
日
旧
ｕ
②

∩
日
円
ＩＩＩ
円
Ｍ
日
圏
日
日
川
日
日
日
日
日
日
日
日
日
③
　
∩
日
四
日
円
田
日
脚
鰤
脚
四
日
日
―ｌ
ｌｌ
Ｈ
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｉ‐‥―瑚
Ψ
⑩
　
　
ｍ
園
田
田
図
日
日
日
日
日
日
日
Ⅳ
①

ｍ
日
円
円
囲
旧
―十
日
日
日
日
日
日
ｐ
④
　
∩
―「‐円
円
日
日
回
昭
日
日
旧
日
日
Ｈ
日
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｕ
⑭
　
　
　
　
　
　

∩ヽ
旧
ｌｔ十
日
鯛
四
判
⑭

臼
日
ロ
ーー〓―‐ＶＩ
四
円
口
旧
旧
日
口
旧
旧
日
日
日
日
田
③
∩
日
旧
円
周
日
円
日
日
〕
伽
　
　
　
　
　
　
　
一日
日
囲
圏
剛
麒
図
円
日
日
日
日
―十
日
〕
∽

⑥
　

　

　

　

　

　

　

②

∩
日
田
四
田
口
円
日
＝
旧
旧
日
日
日
口
旧
口
四
⑦
　
∩
田
円
円
１１‐
出
ｌｒ
、
十
日
日
日
日
四
日
日
日
日
日
日
欄
④

∩
日
１１１
川
１１１
鰯
劇
日
川
日
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
旧
□
①
　
田
日
田
円
川
円
田
円
円
日
日
日
日
日
―十
日
日
日
日
日
判
Ｖ
の

日
田
円
昭
□
口
‐―
‐―
日
日
日
日
日
――
判
③

（日
田
剛
ｌｌｌ
旧
円
日
――
日
―十
日
川
ア
の

日

日

円

四

十Ｂ‐

判

日

日

日

ｌｉｌ

円

―――

∵

ゝ

⑩

　

　

∩
日
職
田
田
閉
阿
田
日
日
日
日
川
日
日
日
日
聞
聞
Ｖ

∽

　

　

　

∩
日

― ―

朋

円

１１１

川

円

周

囲

Ｐ

Ｕ

⑩

れ
円
円

ｂｌ
Ｍ
閣
旧
日
日
日
日
日
日
日
日
旧
日
日
Ｕ

⑪

　

　

∩

日

日

臼

日

日

日

田

瑚

――

―
‐
―

押

Ｈ

＝

電

の

　

　

　

　

　

　

　

∩
旧
旧
照

キ‐ｔ‐
閉
凸
Ⅵ
〆

⑩

∩
日
日
Ｍ
円
円
円
側
円
閉
円
Ｈ
日
日
川
川
Ｈ
日
日
日
日
日
り
⑫

曲
日
出
円
田
日
日
闇
用
欄
側
Ｗ
悧
日
Ｈ
噂
∞

　

　

　

　

　

印
日
周
耐
円
田
田
円
口
川
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｕ

ｏ

ｍ
旧
圏
円

ＩＩ十
円
四
日
日
間
鷹
――
廿
④
　
　
　
∩
日
日
円

―‐Ｉ
Ｍ
困
日
日

――
日
Ｈ
門
匠
⑭

日
日
日
旧
円
凶
鰯
睡
Ｗ

の

　

ハ
ロ
日
川
岬
は
円
川
ｔｉｌ
Ｈ
川
日
日
日
川
四

②

田
日
瀾
川
Ｍ
雪
Ｕ

⑮
　
　
　
　
　
∩
日
ＩＦ十
四
脚

⑭
　
　
　
　
　
田
旧
日
旧
旧
「
＝
ド
⑩
　
　
　
・臼
日
日
隅
旧
日
剛

―――
日
日
日
日
日
日
日
□

④

∩
‐十
日
囲
剛
阿

‐―
，
Ｉ

隠
園
園
昭
円
旧
日

――
日
旧

――
旧
Ｈ
じ

⑩

Ａ
困
田
閥
旧

ＩＢＩ
円
日
出
日
旧
日
旧
日
日
∪

＞

Ａ
ｎ
旧
旧

キ‐―
日
川
渭
日
―Ｉ
Ｈ
田
旧
日
∪
ぐ

ｎ
刊
日
測

‐ｆ‐
田
廟
門
阻
日
出
日
日
日
日
日
旧
旧
日
日

―‐
∪
①
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「十
三
仏
」

「十
三
仏

十
三
仏
」

「十
三
仏
」

「十
三
仏

「十
三
仏〔仏

力
〕

「十
三
□

「十
三
×

【十
力
〕

□
三
仏

×
仏

名
十
三
仏
」

「十
三
仏
」

「十
三
仏
□

「十
三
神
」

μ
囀
Ｏ
Ｘ
∞
Ｘ
９
い
　
Ｏ
ω
Ｆ

合

０
９

×
ド
ｘ
Ｏ

『
　
０
い
Ｆ

含
ｏ
伽
）
×
‐

Ｏ
Ｘ
Ｏ
い

　
Ｏ
ω
ド

Ｆ〕
〕
×
『
Ｘ
ｒ
ヽ
　
ｏ
Ｏ
い

（『
ф）
Ｘ
∞
×
０
ヽ
　
０
９
庁

ぐ
９
×
∞
×
ｏ
ヽ

Ｏ
β

（
御
じ

Ｘ
∞
×

９
０
　

０
０
ド

金

じ

×

合

）
・×
０
ヽ
　

Ｏ
Ｐ

（
ｏ
Ｏ
）
Ｘ
Ｎ
Ｘ
Ｐ
『
　
０
０
Ｐ

（
ω
卜
）
×
∞
×
９
ω
　
Φ
ω
牌

Ｐ
∞
∞
×
∞
×
９
ｍ
　
Ｏ
ω
μ

一
］
ω
又
∝
×
Ｐ
↓
　
０
０
Ｐ

（
『
↓
）
×
『
×
９
い
　
０
０
騨

岸
ｏ
『
×
い
×
９
『
．　
Ｏ
ω
Ｐ

「十
三
仏
」

「十
三
仏
」

「十
三
仏

「十
三
仏
」

「十
三
仏

「十
三
仏

「十
三
仏〔仏

力
〕

「十
三
国

「
□
三
仏
」

「十
三
仏
□
」

「十
三
仏

「□
日
Ｈ
Ｈ
□

「大
日
如
来
」

叉

翫

鴎

〕

Ｐ
Ｐ
Ｏ
×

ド
×

ｒ
や
　

０
⇔
Ｐ

中
甲
０
×

ψ
×

９

〇
　

一
０
ド

（
Ｐ
Φ
∞
）
Ｘ
φ
×
ｐ
『
　
ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
や
０
×
【
×
０
一ド
　
っ
０
騨

（
μ
騨
い
）
×
ミ
×
９
０
　
ｏ
φ
Ｐ

（
∞
ｍ
）
×
『
×
９
ω
　
Φ
⇔
ド

（
０
∝
）
Ｘ
『
Ｘ
Ｐ
『
　
０
０
Ｐ

（ヽ

Φ
）
×
ф
×
ρ
り
　
Ｏ
ω
Ｐ

ド
牌
∽
Ｘ
６
Ｘ

●
⇔
　
ｏ
ω
洋

ド
や
卜
×
∞
Ｘ
一Ｐ
『
　
ｏ
Ｏ
中

（
ф
Ｏ
）
×
ヽ
Ｘ
Ｏ
∞
　
０
⇔
μ

（
り
］
）
・×
『
Ｘ
ρ
『
　
０
⇔
Ｐ

Ｐ
Ｐ
∞
Ｘ
∞
Ｘ
９
『
　
Ｏ
ｏ
Ｆ

Ｐ
〕
Ｐ
×
ω
※

∵
ｏ
　
Ｏ
⇔
Ｐ

e61



∩
四
日

‐
ヽヽ
―

旧
ＩＦＩ
円
昭
田
旧
日
日
日
日
日
日
日
日
日
□
⑭

∩
―ヽ
‘
―

問
日
開
円
円
円
Ｍ
円

‐ｉｔｌ
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
∪

④

∩
日
日
円
田
円
田
日
圏
旧
囲
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
□

④

∩
日
日
日
日
日
田
円
日
日
日
日
日

―
‐
―

昨
Ч
∽

∩
Ｈ
日
日
田
日
口
日
日
日
日
日
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
∪
鶴

嵐
口
Ｈ
Ⅲ
円

―
‐
―

――‐
川
円
日

ｌ ｈ
日
Ｈ
日
Ｈ
□

⑩

品

８

日

円

日

円

――

日

ｒ ｌ

ｕ

⑩
♂

・
１１１

門

―十

日

Ｈ

川

＝

―ｌ

ｕ

ω

大
＝

Ｈ

日

日

日

――

日

К

洲

ｒ ｌ

日

日

日

日

日

日

川

日

⑫

何
＝
＝
＝
＝
＝
Ｈ
ＦＩ
＝
＝
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
げ

５３

〔
Ｈ
日
―‐ｌｔｌｌ‐
〕
∽

。
日

□

」

。
日
□

」

「
一
切
三
世
仏
」

「日

□

1391   130

含

ｏ
ｅ

×

∞
×

ｏ

∽

Ｐ
Ｐ
崇
×

『
×

ｏ
く

（
ｏ
ｏ
）
×
『
×
９
ヽ

(25)

(20)

(22)

(32)

(赤外線デジタル写真 )

(21)

(43)

(38)(35)
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口 □  □ □ 「日

回

「日

□

」

「日

□

」

「日

□

」

「日

回

」

「□
日
日
日
□
」

「十
三
仏
」

「日

□

「日

回

」

口

□

」

口

国

」

（
∞
『
）
×

瀾
×

９
ヽ
　

ｏ
ｏ
Ｐ

Ｐ
Ｐ
∞
×

『
×

９

∞
　

ｏ
⇔
Ｐ

Ｐ
Ｐ
∞
×

『
×

９

『
　

ｏ
ｏ
Ｐ

ｐ
］
ｏ
×

∞
×

９

ｏ
　

ｏ
⇔
μ

岸
］
Ｐ
×

∞
×

９

ｏ
　

ｏ
ω
ド

Ｐ
Ｎ
『
×

∞
×

９

ｏ
　

ｏ
ｏ
Ｐ

Ｐ
］
枷
×

∞
×

９

枷
　

ｏ
ω
μ

（
Φ
『
）
×

∞
×

９

∞
　

ｏ
ω
Ｐ

Ｐ
］
μ
×

『
×

Ｐ
騨
　

ｏ
ｏ
解

（
Φ
時
）
×

∞
×

９

『
　

ｏ
ω
岸

（
∞
じ

×

∞
×

ｏ
『
　

ｏ
ω
Ｐ

ａ

じ

×

６

）
×

９

『
　

ｏ
ω
岸

（
岸
ｏ
じ

×
∞
×
９
∞

含

ｅ

×

６

）
×
９
６

Ｏ
ω
Ｐ

〇
〇
Ｐ

命

じ

×

６

）
×
９
い
　
ｏ
露

い
ず
れ
の
資
料
も
笹
塔
婆
で
、
非
常
に
薄
作
り
で
あ
る
。
久
損
資
料
が
多
い

が
、
上
端
を
圭
頭
も
し
く
は
撥
形
に
仕
上
げ
て
い
る
。
木
取
り
は
板
日
、
柾
目

が
混
在
し
、
木
取
り
の
差
異
に
よ
る
上
端
部
の
加
工
の
差
異
や
記
入
文
字
に
つ

い
て
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
働
の
よ
う
に
下
端
が
削
暦
状
を

呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
笹
塔
婆
を
二
次
的
に
加
工
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の

で
、
こ
れ
は
材
か
ら
笹
塔
婆
を
製
作
す
る
際
の
削
り
方
に
起
因
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
こ
の
状
態
で
原
形
を
保

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
笹
塔
婆
の
製
作
方

法
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。

本
遺
跡
出
土
資
料
の
中
で
最
も
多
く
記
入
さ
れ
て
い
た
字
句
は

「十
三
仏
」

で
あ
る
が
、
草
書
お
よ
び
楷
書
な
ど
複
数
の
字
体
が
あ
り
、
⑭
⑫
の
よ
う
に
下

端
に
文
字
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
加
わ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
⑬
ｌ
⑮

は
同

一
の
墨
書
で
、
判
読
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が

「阿
弥
陀
仏
」
の
可
能
性
が

あ
る
。
①
、
働
表
面
、
⑩
も
こ
れ
と
同

一
の
墨
書
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。
そ
の

他

「十
三
神
」
（の
）
が

一
点
出
土
し
て
お
り
、
神
仏
混
在
の
信
仰
形
態
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
学
習
院
大
学
の
鐘
江
宏
之
氏
、
奈
良
文
化
財

研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
撮
影
は
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

青
森
市
教
育
委
員
会

『市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
一
（一
一〇
Ｑ
二
年
）

（木
村
淳
一
）



7  6  5 4  3 2   1

福
井
・
石
盛
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
井
市
石
盛
町

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
七
月
―
二

〇
〇
三
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
福
井
市
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
天
谷
賢

一
。
長
谷
川
健

一
・
三
澤
繁
忠

。
大
川
　
進

・

高
木
康
行

遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
福
井
市
北
部
、
旧

北
陸
道
沿
い
の
石
盛
町
集
落
の

東
側
水
田
に
位
置
す
る
。
「館

ノ
中
」
「館
ノ
前
」
の
字
名
が

残

っ
て
お
り
、
石
盛
城
に
比
定

さ
れ
て
い
る
。
調
査
で
は
堀
を

伴
う
城
館
跡
の
一
部
が
確
認
さ

れ
、
館
内
部
で
掘
立
柱
建
物

・

井
戸
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

出
土
遺
物
に
は
、
か
わ
ら
け

・
越
前
焼

・
瀬
戸
美
濃
焼

・
瓦
器

。
中
国
製
陶

磁
器

・
漆
塗
椀

・
銅
銭

。
鉄
鏃

・
鉄
釘

・
土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
が
あ
り
、
大

半
が

一
四
世
紀
か
ら

一
五
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
素
掘
り
井
戸
の
埋
土

中
か
ら
、
か
わ
ら
け

・
越
前
焼

・
漆
塗
椀
片
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
　
。
「日
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
回

〔か
く
と

同
十‐
国
□
□
日
国

Π

廿

Ｈ

廿

」

。
「日

□

　

　

」

Ｐｏ
ヽ
×
（φ
∞
）×
Ｐ
　
ｏ
∞
Ｐ

左
右
両
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
両

面
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
表
面

中
央
や
や
下
部
に

「か
」
「く
」
ら

し
き
文
字
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
、

文
意
は
と
れ
な
い
。

（大
川
　
進
）

(福 井)
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石
押

畝
田

・
寺

中
遺
跡

所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
畝
田
西
三
丁
目
ほ
か

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
帥
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
浜
崎
悟
司

。
岡
本
恭

一
・
立
原
秀
明

・
荒
木
麻
理
子

・

金
山
哲
哉

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衛
関
連
遺
跡
か
）

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
、
奈
良
時

代
か
ら
室
町
時
代
の
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
遺
跡
の
中
心
は
奈
良
時
代
で
、

建
物
数
棟
を
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、
旧
河
道

・
溝
か
ら
木
簡
人
点

（本
誌
第
二

一
下

三
四
号
）
や
二
〇
〇
点
以
上
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
付
近
に
は

港
湾
関
連
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
戸
水
Ｃ
遺
跡
や
金
石
本
町
遺
跡
が
あ
り
、
両

遺
跡
と
も
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
官
衛
関
連
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

之つ
。今

回
の
調
査
で
は
、
新
た
に
縄
文
時
代
後
晩
期
の
遺
構
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

調
査
地
の
北
西
部
で
奈
良
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
型
掘
立
柱
建
物

一
棟

と
倉
庫
人
棟
を
検
出
し
、
遺
構
の
面
か
ら
も
官
衡
関
連
遺
跡
の
可
能
性
が
さ
ら

に
高
ま
っ
た
。

古
代
の
遺
物
は
、
遺
跡
を
南
北
に
蛇
行
し
て
流
れ
る
河
跡
と
、
そ
の
西
側
を

北
流
す
る
溝
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
二
点
の
木
簡
は
、
い
ず
れ

も
後
者
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
、　
一
九
九
九
年
度
調
査
で
出
挙
関
連

木
簡
が
出
土
し
た

（本
誌
第
二
二
号
）
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三

一
の
延
長
部
分
に
あ
た
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①　
。「符
　
田行
笠
□等
醸
随配嚇酬
□

〔
部
力
〕

〔
船
力
〕

。
「
口
相
官
田
行
率
召
酷
鰊
船
涸
醐
　
『
付

□
』
　
　
（］『∞）×
卜］×
∞
ｏドｏ

畝
田

・
寺
中
遺
跡
は
、
犀

川

。
大
野
川
河
口
部
の
扇
状
地

上
に
立
地
す
る
、
縄
文
時
代
か

ら
中
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ

る
。
畝
田
遺
跡

・
畝
田
大
徳
川

遺
跡
の
二
遺
跡
と
隣
接
し
、
調

乃

査
で
は
三
遺
跡
を
便
宜
上

一
体

金

と
し
て
扱

っ
て
い
る
。
本
年
度

く
　
の
調
査
は
四
年
目
に
あ
た
る
。



②
　
・
□
□
山
村
里
」

。
□
口
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

趣
渓
中
ｏ留

ω
は
、
下
半
部
を
欠
損
し
た
郡
符
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
差
出
人
は

加
賀
郡
司
、
宛
所
は
田
行
笠
某
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
中
央
部
に
刃
物
痕
跡
が

確
認
で
き
る
ほ
か
、
欠
損
部
に
は
裏
側
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
折
り
と
っ
た
キ
リ

オ
リ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
郡
符
木
簡
の
多
く
が
二
尺
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
本
木
簡
は
ほ
ぼ
中
央
で
折
ら
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

表
に
み
え
る

「田
行
」
は
、
本
木
簡
が
初
出
の
職
名
で
あ
る
。
裏
面
の

「田

領
」
と
同
様
、
田
畑
の
管
理
に
従
事
し
た
い
わ
ゆ
る
郡
雑
任
と
考
え
ら
れ
る
。

裏
面
の

「
口
相
官
」
は
神
社
名
を
表
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
遺
跡
周

辺
に
は
比
定
す
べ
き
神
社
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
加
賀
郡
司
か
ら

「田
行
笠
□
等
」
宛
に
、
「横

江
臣
床
嶋
」
な
ら
び
に

「西
岡

（部
と
、
あ
る
い
は
そ
の
他
数
名
の
召
喚
を
命

じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
裏
に
登
場
す
る
二
人
の

「横
江
臣
」
に
つ
い
て
は
、
『日
本
霊
異
記
』
に

み
え
る
越
前
国
加
賀
郡
大
野
郷
畝
田
村
に
住
む
横
江
臣
成
人
と
そ
の
母
成
刀
自

女
の
説
話
が
注
目
さ
れ
る
。
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
る

こ
の
説
話
と
、
木
簡
の
年
代
で
あ
る
人
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
は
極
め
て
近
い
時

期
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
説
話
中
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
横
江
臣
の
存
在



2002年出土の木簡

を
裏
付
け
る
初
の
出
土
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

②
は
付
札
木
簡
で
あ
る
。
上
部
の
半
分
以
上
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
キ
リ
オ

リ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
廃
棄
後
の
破
損
と
考
え
ら
れ
る
。
「□

□
山
村
里
」
は
人
名
ま
た
は
地
名
と
推
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑭
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
三

・
四
号

０
一〇
〇
〇
年
）

（金
山
哲
哉
）



文
化
財
写
真
に
携
わ
る
人
の
必
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

『埋
文
写
真
研
究
』

一
四
号埋

蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
康

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録

　

「今
な
ぜ
銀
塩
か
？
」
　
　
　
　
編
集
委
員
会

白
黒
多
階
調
印
画
紙
で
の
再
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
本
　
昭

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
か
ら
の
ネ
ガ
出
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
内
公

一

Ｄ
Ｔ
Ｐ
の
た
め
の
図
面
原
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
康
弘

新
品
ス
ト
ロ
ボ
の
発
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村

一
郎他

在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価
　
一
―
四
号
　
口印
切
れ
　
　
五
１
人
号
　
一二
五
〇
〇
円

九
号
　
一二
〇
〇
〇
円
　
　
一
〇
―

一
四
号
　
一二
五
〇
〇
円

送
料
　
一
冊
―
四
冊
ま
で
　
五
〇
〇
円

五
冊
―

一
〇
冊
ま
で
　
一
〇
〇
〇
円
　
　
一
一
冊
以
上
　
無
料

ご
注
文
は
、
当
研
究
会
ま
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
送
金
は
、
郵
便
振
替
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

宛
先
　
一Ｔ
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
番

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所
気
付
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
人

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　
〇

一
〇
五
〇
十
九
十
九
九
三
〇

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
宛



2002年 出土の木簡

新
潟
・下
沖
北
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
柏
崎
市
大
字
下
方
字
下
沖

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
　
肇

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
〓
二
世
紀
―
一
四
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
沖
北
遺
跡
は
、
柏
崎
市
街
の
西
を
流
れ
る
鵜
川
河
日
か
ら
約
二
ｋｍ
ほ
ど
内

陸
に
入
っ
た
標
高
約
二

・
五
ｍ
の
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。　
一
般
国
道
八
号
柏

崎
バ
イ
パ
ス
に
係
る
試
掘
調
査

に
伴

っ
て
発
見
さ
れ
、
調
査
地

点
は
鵜
川
に
接
す
る
自
然
堤
防

上
で
あ
る
。
河
川
改
修
以
前
の

鵜
川
は
遺
跡
周
辺
で
蛇
行
し
て

い
た
た
め
、
季
節
風
な
ど
に
よ

紛
　
っ
て
河
日
付
近
の
砂
丘
形
成
が

柏

著
し
く
な
っ
て
ほ
と
ん
ど
河
口

ぐ

部
が
閉
ざ
さ
れ
た
に
近
い
状
況

に
な
る
と
、
遺
跡
付
近
は
冠
水
し
、
鵜
川
の
自
然
堤
防
東
側
に
あ
る
氾
濫
性
後

背
湿
地
は
湖
沼
化
し
た
。
こ
の
た
め
湿
地
部
分
に
は

「鏡
ヶ
沖
」
な
ど
水
に
関

す
る
地
名
が
み
ら
れ
る
。
古
代
の
木
簡
が
出
土
し
た
箕
輪
遺
跡

（本
誌
第
二
二

号
）
も
本
遺
跡
か
ら
約

一
ｋｍ
離
れ
た

「鏡
ケ
沖
」
付
近
に
所
在
す
る
。

中
世
に
は
鵜
川
荘
が
所
在
し

（『吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
六
月
一
二
日
条
の

コ
ニ
箇

国
庄
々
未
進
注
文
生
が
初
見
）、
本
遺
跡
は
そ
の
荘
域
内
に
含
ま
れ
る
。
周
辺
に

は
中
世
の
遺
跡
が
多
く
確
認
さ
れ
、
そ
の
大
半
が
鵜
川
の
自
然
堤
防
上
や
丘
陵

沿
い
の
沖
積
地
な
ど
に
集
中
し
、
珠
洲
焼
や
青
磁
片
な
ど
を
出
土
す
る
。
下
沖

北
遺
跡
の
北
側
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
下
流
、
横
山
川
と
い
う
小
河
川
と
の
合
流
付
近
に

は
琵
琶
島
城

（現
・
柏
崎
総
合
高
校
）
が
所
在
す
る
。
暦
応
四
年

（
〓
一一四
こ

守
護
上
杉
憲
顕
に
従

っ
て
入
国
し
た
被
官

。
宇
佐
美
氏
の
居
城
で
、
こ
の
他
に

付
近
に
は
城
館
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
ち
ら
は
柏
崎
市
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ

り
、　
一
四
世
紀
中
頃
か
ら

一
六
世
紀
に
か
け
て
存
続
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
本
遺
跡
は
そ
れ
に
先
行
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
を
明

示
す
る
資
料
は
見
出
せ
ず
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
二
九
棟
、
そ
れ
に
伴
う
井
戸
二
五
基
、
方
形
竪

穴
状
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
直
交
す
る
溝
で
区
画
さ
れ
た
方
形
区

画
内
に
集
中
す
る
。
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
溝
は
約
六
〇
ｍ
、
東
西
溝
は
約
二
〇
ｍ

分
を
検
出
し
、
後
者
は
鵜
川
の
現
河
道
内
に
延
び
る
た
め
、
全
容
は
明
ら
か
で

な
い
。
遺
物
と
し
て
は
、
珠
洲
焼

。
青
磁
な
ど
の
陶
磁
器
類
、
漆
器
椀
な
ど
の

木
製
品
、
砥
石

・
鍔

。
鉄
津

・
輸
入
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
カ
ワ
ラ
ケ
の



よ
う
な
土
師
質
の
土
器
が
圧
倒
的
に
多
く
、　
三
二
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
と

一
六

世
紀
の
二
時
期
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
日
常
具
が
多
い
の
に
紺
し
て
祭
祀
具
が

少
な
く
、
箸
状
木
製
品
が
六
点
と
下
駄
二
点
が
出
土
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

木
簡
は

一
間
×
三
間
の
東
西
棟
建
物
に
近
接
す
る
ピ
ッ
ト
の
最
下
層
か
ら
出

土
し
た
。
径
約
三
〇
伽
深
さ
約

一
五
伽
の
柱
穴
で
、
土
器
類
が
共
伴
し
な
い
た

め
年
代
を
明
示
で
き
な
い
が
、
径
九

・
五
伽
、
長
さ
四
四
帥
の
柱
根
と
、
先
端

部
を
尖
ら
せ
た
径
四
帥
、
長
さ

一
二

・
五
銀
の
杭
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
＜

ｏ
蘇
□
□
来
子
孫

」

。
「
＜

ｏ

（墨
占
〔五
ア
リ
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
「反
ポ
×
卜
寓
］

上
端
を
円
頭
状
に
形
作
り
、
左
右
か
ら
切
り
込
み
が
二
段
入
る
。
上
端
か
ら

一
・
三
帥
下
に
直
径
二
ｍｍ
ほ
ど
の
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
下
端
は
刃
物
に
よ
り

切
断
さ
れ
て
お
り
、
右
側
面
も

一
部
欠
損
す
る
。
調
整
は
表
に
は
明
瞭
に
見
ら

れ
る
が
、
裏
に
は
見
ら
れ
な
い
。
表
の
墨
痕
は
非
常
に
薄
く
、
赤
外
線
を
用
い

て
漸
く
確
認
で
き
る
。　
一
方
、
裏
の
墨
痕
は
報
告
書
作
成
時
に
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
今
回
再
見
し
た
と
こ
ろ
墨
点
五
つ
を
赤
外
線
で
確
認
し
た
。
穿
孔
が

墨
痕
と
切
り
合

っ
て
い
な
い
の
で
前
後
関
係
を
見
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

墨
痕
が
穿
孔
を
避
け
る
よ
う
に
記
さ
れ
、
「孫
」
も
下
端
に
収
ま
る
の
で
、

元
々
あ
っ
た
上
端
部
の
形
状
や
穿
孔
を
利
用
し
て
、
二
次
的
な
転
用
で
記
さ
れ

た
と
思
わ
れ
、
蘇
民
将
来
符
と
し
て
は
原
形
を
保

っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

「蘇
」
と

「来
」
の
文
字
間
が
約

一
文
字
分
ほ
ど
し
か
な
い
が
、
「子
」
が

判
読
で
き
る
の
で
、
蘇
民
将
来
の
呪
符
と
推
測
し
た
。
裏
面
に
は
五
亡
星
を
か

た
ど
っ
た
墨
点
が
五
つ
み
ら
れ
る
。
新
潟
県
内
で
、
こ
れ
に
近
い
形
状
の
蘇
民

将
来
木
簡
の
例
と
し
て
は
、
笹
神
村
腰
廻
遺
跡
の
例
が
あ
る

（本
誌
第
≡
二
号
）。

ま
た
、
穴
に
糸
を
通
し
て
護
符
と
し
て
用
い
た
後
に
、
木
釘
で
壁
な
ど
に
打
ち

付
け
た
使
用
例
が
長
岡
京
跡
で
報
告
さ
れ
て
い
る

（本
誌
第
二
二
号
）。
し
か
し

そ
う
し
た
使
用
法
を
本
木
簡
で
想
定
し
た
場
合
、
疫
病
除
け
の
役
割
を
指
摘
さ

れ
る
蘇
民
将
来
符
の
性
格
と
、
柱
穴
の
最
下
層
ょ
り
埋
め
ら
れ
て
出
上
し
た
地

鎮
的
な
状
況
は
符
合
し
が
た
く
、
本
木
簡
の
性
格
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『
一
般
国
道
８

号
柏
崎
バ
イ
パ
ス
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
下
沖
北
遺
跡
Ｉ
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（田
中
一
穂
）



う

ら

ま

わ

り

新
ｆ

浦

廻

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
白
根
市
大
字
戸
頭
字
浦
廻

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
二
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
本
間
克
成

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

浦
廻
遺
跡
は
、
国
道
人
号
白
根
バ
イ
パ
ス
に
か
か
る
試
掘
調
査

（本
誌
第
二

四
号
）
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
信
濃
川
の
支
流
で
あ
る
中
之
口
川
が
形

成
し
た
自
然
堤
防
と
そ
の
後
背

湿
地
の
接
点
に
位
置
し
、
標
高

は
マ
イ
ナ
ス

一
・
Ｏ
ｍ
を
測
る
。

付
近
に
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
馬
場

屋
敷
遺
跡
が
所
在
す
る
。
中
世

荘
園
青
海
荘
の
遺
称
地
で
、
そ

渤
　
の
北
端
近
く
に
位
置
し
て
い
た

新

と
推
測
さ
れ
る
。

て

　

今
回
の
調
査
は
、
試
掘
調
査

2002年出土の本簡

を
受
け
て
実
施
し
た
本
調
査
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
大
型
の
土
坑
三

基
と
畝
状
遺
構
二
区
画
で
、
柱
穴
や
建
物

・
溝
な
ど
の
人
工
的
な
構
築
物
は
み

ら
れ
な
い
。
遺
物
も
大
半
が
木
製
品
で
あ
り
、
漆
器
類

・
曲
物

・
下
駄

・
草
履

芯

・
扇
の
他
に
、
陽
物
形

。
刀
形
な
ど
の
祭
祀
具
が
あ
る
。
土
器
は
底
板
の
な

い
柄
杓
と
と
も
に
、
そ
の
底
と
し
て
転
用
さ
れ
た
よ
う
な
土
師
質
土
器

一
点
だ

け
で
あ
る
。
他
に
、
頭
頂
骨
二
点
を
は
じ
め
と
す
る
人
骨
数
体
分
と
獣
骨
が
出

土
し
て
い
る
。
獣
骨
は
大
半
が
犬
で
あ
り
、　
一
点
の
み
鳥
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
整
然
と
骨
が
原
状
を
保

っ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
人
骨
は
壮
年
男
子
二
体
分
と
性
別
不
詳
の
六

・
七
歳
小
児
と
い

う
三
体
分
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
人
骨
の
中
に
は
、
鋭
利
な
刃
物
で
切
り

付
け
ら
れ
て
治
癒
の
形
跡
も
な
く
、
受
傷
後
ま
も
な
く
死
亡
し
た
傷
跡
を
残
す

も
の
や
、
大
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
っ
て
骨
端
部
の
軟
骨
が
か
じ
ら
れ
た
痕
跡
を
残

す
も
の
な
ど
が
あ
る
。
全
体
的
に
は
死
亡
時
の
原
状
を
保
た
ず
、
解
剖
学
的
に

正
常
な
位
置
関
係
を
保

っ
て
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

木
簡
は
、
遺
物
包
含
層
に
あ
た
る
Ⅷ
層
の
灰
色
粘
質
シ
ル
ト
と
砂
の
互
層
か

ら
六
六
点
出
土
し
た
。
こ
の
他
に
墨
痕
は
な
い
が
形
状
か
ら
塔
婆
や
木
簡
で
あ

る
こ
と
が
明
白
な
も
の
が
四
二
点
あ
り
、
こ
れ
ら
計

一
〇
八
点
は

一
連
の
遺
物

と
考
え
ら
れ
る
。
地
形
が
南
に
向

っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
こ
と
も
関
係
し
て

か
、
木
簡
の
出
土
は
調
査
区
内
の
南
側
に
集
中
す
る
。
年
代
は
、
元
応
二
年

全

〓
三
ｏ
）
の
年
紀
を
記
す
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
包
含
層
の
付
近
に
含

ま
れ
る
木
材
で
行
な
っ
た
げ
（放
射
性
炭
素
）
年
代
測
定
の
成
果

（
〓
一人
〇
年

155



―
一
言
三
〇
年
）
も
こ
れ
と
ほ
ぼ

一
致
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、　
三
二
世
紀
後
半

か
ら

一
四
世
紀
前
半
の
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
木
簡
の
書
体
も
鎌
倉
時
代
末
期
の
典
型
的
な
も
の
と
い
う

指
摘
を
矢
田
俊
文
氏
か
ら
得
て
い
る
。
文
字
の
な
い
木
簡
の
中
に
は

一
点
だ
け

荷
札
状
の
形
状
の
も
の
が
あ
る
。
試
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、

立
地
な
ど
を
考
慮
し
て
流
さ
れ
漂
着
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
①
ｌ
ω
が

廃
棄
さ
れ
た
ま
ま
の
束
に
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
、
水
の
影
響
を
想
定
で
き
ず
、

二
断
片
が
接
合
し
た
の
は
断
簡
ど
う
し
が
二
ｍ
も
離
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

原
位
置
を
保

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
前
述
の
可
能
性
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
⑫
①
⑮
⑫
は
試
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
で
、
既
報
告
の
も
の
で
あ
る

が
、
整
理
の
都
合
上
再
掲
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
。
「
１
南
無
阿
弥
陀
仏
　
南
無
十
三
　
　
　
　
　
　
　
」

名

多

宝
塔
の
鉄

づ

）
雌
酷
帷
総
帥

南
征
【地
蔵
大
立
田洋

（多
宝
塔
の
絵
内
に
あ
り
）　
　
　
　
Ю認
×
富
×
］
８
Ｐ

（バ
ン
）

②

　

「鷺
南
元
阿
弥
他
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『授
滓
益

ｏ常

①

　

「白
南
元
阿
弥
他
仏
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『粟
岸叉
］
寓
Ｐ

い

　

「常
南
元
阿
弥
他
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞葵
Ｐ翼
］
寓
Ｐ

お
ツ

ｈ
Ｌ (9)(8)(7)(6)(5)l1211431

「常
南
元
阿
弥
他
仏
」

「常
南
元
阿
弥
他
仏
」

「常
南
無
阿
弥
他
仏
」

「常
南
元
阿
弥
他
仏
」

「１
南
元
阿
弥
他
仏
」

「常
南
元
阿
弥
他
仏
」

「童
南
元
阿
弥
他
仏
」

「常
南
元
阿
　
　
　
」

「常
南
無
阿
殊
陀
仏
」

（バ
ン
）　
　
　
　
〔誅
か
貯
中力
〕

「
常
南
無
阿
□
□
仏
」

公
ン
承
無
阿
弥
陀
力
〕

「
常
南
□
□
□
□
仏
」

公
ン
汽
無
阿
弥
陀
力
〕

「
常
南
□
□
□
□
仏
」

冨

ｏ
×

く

×

∞
　

ｏ
ω
岸
　

　

５６

Ｐ
Ｎ
６
×

Ｐ
い
×

ヽ

　

ｏ
ｏ
Ｐ

牌
『
］
×

Ｐ
⇔
×

や
　

ｏ
ω
岸

μ
『
∞
×

Ｐ
］
×

］
　

ｏ
ω
Ｐ

μ
ω
Φ
×

Ｐ
∞
×

］
　

ｏ
ω
Ｐ

Ｐ
『
∞
×

Ｐ
∞
×

］
　

ｏ
⇔
ド

Ｆ
『
ｏ
×

Ｐ
伽
×

∞
　

ｏ
φ
μ

Ю
Φ
Ｐ
×

∞
ｏ
×

ω
　

ｏ
ｏ
Ｐ

］
卜
ｏ
×

や
ヽ

×

伽
　

ｏ
ｏ
Ｐ

ω
ｏ
ｏ
×

Ｐ
∞
×

∞
　

ｏ
ｏ
滓

］
〇
『
×

Ｐ
］
×

卜

　

〇
〇
μ



l161

tづ
南承
□無
口阿
□弥
□陀

坐と

291   981

一づ
離
酔
剛
酌
剛
μ

公
ン
Ｘ
無
阿
弥
陀
力
〕

「
ｔ
南
□
口
□
□
仏

公
ン
Ｘ

無

阿
弥
陀
力
〕

「１
南
□
口
□
□
仏

「
常
南
無
阿
弥
陀
仏
」

「
常
南
無
阿
弥
陀
仏

常
□
　
　
弥
陀
仏
」

「南
日
日
日
□

〔弥
力
〕

「南
無
阿
□
×

名
南
無
阿
弥
陀
仏
」

名
南
無
阿
弥
陀
仏
」

「常
１
」

（バ
ン
バ
ン
）

常

常
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∞
Φ
）
×
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］
×
伽
　
ｏ
⇔
μ

一づ
づ
）
　

十
一正

。
「
＜
（墨
彩
）南
無
×

〔十
月
ヵ
〕

。
「
＜
元
應
二
年
口
□

×

〔元
力
〕

□
□
」

「
盆
里彩
こ

「
＜
（墨
彩
こ

。
「
＜
（墨
彩
こ

。
「
＜
（墨
彩
こ

「
＜
窒
坐彩
）

「
＜
（墨
彩
）

「
＜
（墨
彩
）南
無
大
日
如
来
」

ズ
墨
彩
）南
無
大
日
如
来

「
＜
常
南
元
大
日
如
来

「南
無
大
日
×

∞
ｏ
滓
×

滓
∞
×
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ω
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］
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∞
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∞
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］
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∞
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］
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「
＜
静

群

無

大

日
如

来

　

　

　

　

　

　

　

　

（∞
こ

益

反

∞

Ｏ
Ｐ

×
南
無
大
日
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（や０
×
ф授
ヽ
８
Ｐ

一
ゼ

げ

無

大

日

如

来

」
　

　

　

　

　

　

　

　

］
ω
巽

器
益

ｏ
２

一
ゼ

ド

無

大

日

如

来

」
　

　

　

　

　

　

　

　

醤

迷

受

卜

ｏ
２

・
ズ
笹

ｅ

急

々
如

律

令

」

。
「　
国
□
　
　
　
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞簑
嗚睫
ω
８
μ

≒
軽
於
汝
等
汝
等
皆
党
作
仏
故
四
衆
之
中
×

名
瞑
恙
心
不
浮
悪
口
罵
讐
言
是
無
智
比
丘
×

含
釦］Ｙ
Ｐ∞溢

０こ

「又
諸
日
日
日
日
日
回
受
イヒ

【助
糀

6ゆ   1501   491 40   隼り'   40

16a   160 691   60   6つ

とい   e31   aD   all   建③

60   1541 631   152

耐
Ｈ
日
□
住
者
有
也

「□「籍
３

急
々
如
律
令

岬
酢
死

ズ
符
篠
）
急
々
如
律
令
□
」

ズ
符
篠
）
急
々
如
律
令
」

（
Φ
】
）
Ｘ

μ
ω
×
囀
　
ｏ
μ
０

（
Φ
】
）
Ｘ
Ｐ
ド
×
や
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Ｐ
ｃ

（
ド
０
卜
）
Ｘ
卜
Ｐ
Ｘ
Ｏ
　
ｏ
Ｐ
０

や
０
一
×
∞
⇔
Ｘ
『
　
ｏ
∞
Ｐ

］
い
Ｏ
Ｘ
ヽ
『
×

ω
　

ｏ
釦
Ｐ

］
い
ω
Ｘ

囀
∞
×

ヽ
　

Ｏ
ω
〕

「常

（符
篠
）
急
々
如
律
令

。恥

急
々
恕
碁
」

，
「　
　
　
　
に
し
　
」

ズ
符
銀
）
急
々
如
律
令
□
」

。
「
ｏ
（符
篠
）

，
「
ｏ
　
ｒＸ

ズ
人
面
相
）
☆
口
回

「寺
南
無
□
回
□
回
仏
」

醇

日

回

」

「常
□
□
」

〔
南
無
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〕

，
□
□
回
□
回
」

う
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□
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□
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□
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2002年 出上の木簡

∞
　
　
「日
日
日
Ｈ
日
□
」

①
　
・

□
□
５
□
Ⅶ
□
□
□

当
　
　
当

。
□
□
□

〔し
う
や
ま
す
力
〕

ω
　
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
」

〔
し
ん

い
と
〔終
保
力
〕

□
□
□
□
□
□

⑪
　
　
「
＜
（墨
彩
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞８
×
焦
×
∞
８
Ｐ

一
括
出
土
し
た
い
ｌ
⑪
の
中
で
も
②
Ｏ
は
裏
面
ど
う
し
が
密
着
し
、
④
①
も

年
輪
幅
が

一
致
す
る
の
で
、
各
々
同

一
の
材
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑪

だ
け
は
他
の
一
〇
点
を
代
表
す
る
よ
う
に
や
や
大
き
く
、
そ
う
し
た
形
状
の
特

徴
を
考
慮
し
つ
つ
他
の
一
〇
点
の
記
載
内
容
に
従
っ
て
、
多
宝
塔
の
絵
の
記
載

さ
れ
て
い
る
方
を
裏
と
し
た
。
多
宝
塔
内
の
割
書
は

『妙
法
連
華
経
』
方
便
品

第
二
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
一
〇
点
と

「南
無
十
王
」
の
対
応
は
容
易
に
推
測

さ
れ
、
十
王
思
想
を
示
し
て
い
る
。
『地
蔵
十
王
経
』
な
ど
の
経
典
や
十
王
図

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
鎌
倉
時
代
に
定
着
し
た
と
さ
れ
る
十
王
思
想
と
地
蔵
菩

薩
の
信
仰
を
木
簡
で
提
示
し
た
初
め
て
の
資
料
と
思
わ
れ
る
。
⑪
は

「南
」
の

下
に
非
常
に
小
さ
く

「元
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
書
き
誤
っ
て

「南

阿
」
と
書
い
て
し
ま
い

「元
」
を
追
記
し
た
が
、
改
め
て
表
に
書
き
直
し
た
も

の
で
あ
る
。
他
に
い
を
除
く

一
〇
点
は

「陀
」
を

「他
」
と
記
し
、
⑦
だ
け
は

「元
」
を

「無
」
と
書
い
て
い
る
。

⑫
ｌ
④
も
塔
婆
類
で
あ
る
が
、
⑭
ｌ
⑬
の
六
点
は
ω
ｌ
①
の
一
一
点
か
ら
約

一
ｍ
離
れ
て

一
括
し
て
出
土
し
た
。
他
に
、
「大
日
如
来
」
を
記
し
た
木
簡
の

中
に
は
同
筆
関
係
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
⑫
と
④
は
梵
字

。
「大
日
」

な
ど
か
ら
同
筆
と
見
な
さ
れ
る
。
⑩
と
①
、
的
と
①
も

「南
」
も
し
く
は

「大
」
の
近
似
性
か
ら
同
筆
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
同
筆
関
係
か
ら
、

二
点
も
し
く
は
四
点
以
上
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
木
簡
を
記
し
た
人
物
も

二
人
以
上
の
複
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

年
紀
の
あ
る
的
、
①
ｌ
⑦
、
及
び
⑩
は
、
木
簡
の
上
端
部
を
墨
彩
す
る
。
墨

彩
の
長
さ
は
②
の
四
ｃｍ
か
ら
師
の
一
二
伽
以
上
ま
で
あ
る
。
塔
婆
の
頭
部
を
墨

彩
す
る
例
は
す
で
に
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
上
端

部
の
二
１
三
伽
程
度
を
塗
る
の
に
対
し
て
、
本
木
簡
群
は
非
常
に
長
く
墨
彩
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
長
く
墨
彩
す
る
理
由
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。
⑪
ｌ
ω
、
働
は
墨
彩
の
み
で
文
字
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
墨
痕
の
あ
る
資
料
と
し
て

一
括
性
が
高
い
の
で
合
わ
せ
て
掲
げ
る
。

⑮
⑩
は
柿
経
で
あ
る
。
的
は
既
に

『妙
法
蓮
華
経
』
経
常
不
経
菩
薩
品
第
二

十
と
報
告
し
た
が
、
④
に
は
従
地
踊
出
品
第
十
五
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑭
も
経

典
の
一
文
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
典
籍
名
は
判
明
し
て
い
な
い
。

い
ず
れ
も
完
存
せ
ず
自
然
に
折
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
⑬
だ
け
は
刃
物
で

］
『
ヽ
×

牌
ｏ
×

Ｐ
　
ｏ
ω
中

Ｃ

じ

×

含

Ｎ
ｅ

×

∽
　

ｏ
解

（
〓

じ

×

ａ

）
×

Ｐ
　
ｏ
∞
岸



下
端
部
を
切
断
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
⑭
ｌ
④
は
梵
字
を
重
ね
て
記
す

木
簡
で
、
同
様
の
類
例
は
群
馬
県
世
良
田
諏
訪
下
遺
跡
な
ど
で
み
ら
れ
る

（本

誌
第
一
五
号
）。
な
お
、
の
働
い
は
墨
痕
部
分
の
一
部
が
、
風
化
の
遅
れ
の
た
め

一
段
高
く
な
り
、
浮
き
出
た
状
態
を
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
使
用

後
、　
一
定
期
間
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
風
雨
に
晒
さ
れ
て
い
た
状
況

が
推
測
さ
れ
る
。

⑭
と
⑩
ｌ
∽
の
九
点
は
呪
符
で
あ
る
。
⑭
の
符
像
は
、
水
野
正
好
氏
に
よ
れ

ば

『修
験
深
秘
行
法
符
児
集
』
や

『深
秘
集
』
で

「疱
着
呪
」
の
符
と
さ
れ
て

い
る
も
の
に
類
似
す
る
。
鎌
倉
市
小
町

一
丁
目

一
〇
七
番
地
遺
跡
出
上
の
同
様

の
も
の

（本
誌
第

一
〇
号
）
と
比
較
す
る
と
、
⑭
で
は
符
篠
の
最
後
に

「子
」

が
余
計
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
⑬
は
右
側
面
の
下
端
部
に
転
用

前
の
穿
孔
の
痕
跡
を
残
す
。
①
の
裏
面
は
長
野
県
石
川
条
里
遺
跡
出
上
の
呪
符

（本
誌
第

一
四
号
）
と
同
様
に
方
角
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
側
は
墨
痕

を
切
る
よ
う
に
上
端
部
に
穿
孔
が
あ
り
、
下
端
は
斜
め
に
刃
物
に
よ
っ
て
落
と

さ
れ
て
い
る
。
縦
に
も
三
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
人
為
的
な
も
の
で

は
な
い
。
⑭
は
呪
句
の
よ
う
な
文
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
端
部
に
人
面

の
よ
う
に
目
が
記
さ
れ
、
中
央
付
近
に
は
五
亡
星
が
見
出
せ
た
の
で
、
呪
符
と

し
た
。
そ
の
他
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
⑩
①
は
梵
字

五
文
字
が
記
さ
れ
光
明
真
言
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑫
も
縦
に
割
れ
て
い
る
が
、

人
為
的
な
も
の
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。　
一
方
、
①
⑮
は
仮
名
を
記
し
、
∞

は
横
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
両
者
と
も
文
意
を
し
て
判
読
し
た
も
の
で

は
な
く
、
墨
痕
か
ら
相
当
す
る
仮
名
文
字
を
推
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
柿
経
や
梵
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
記
し
た
の
は
僧

侶
に
類
す
る
宗
教
者
で
あ
り
、
複
数
の
同
筆
関
係
か
ら
何
人
か
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
宗
派
な
ど
の
具
体
的
な
様
相
は
未
だ
判
明

し
て
い
な
い
。
①
の
多
宝
塔
塔
婆
な
ど
の
木
簡
か
ら
本
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る

と
、
葬
送
に
関
わ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
中
世
の
葬
送
は
夜
間
に
行
な
わ

れ
る
が
、
共
伴
遺
物
の
中
に
行
燈
状
の
灯
明
具
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

他
に
頭
部
墨
彩
の
長
さ
か
ら
も
塔
婆
類
が
手
厚
い
葬
送
の
様
相
を
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
た
状
況
と
し
て
、
厚
過
さ
れ
た
葬
送
や
追
善

供
養
の
様
子
が
推
測
さ
れ
る
。
勝
田
至
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
中
世
の
葬
送
は

身
内
だ
け
で
行
な
う
も
の
な
の
で
、
近
隣
村
落
の
民
衆
が
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
近
隣
に
城
館
が
見
ら
れ
ず
、
出
土
遺
物
で
も
石
塔
類
が
全
く
な
い
こ
と
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、　
一
ノ
谷
遺
跡
の
よ
う
な
集
団
墓
と
す
る
こ
と
も
難
し
い
。

骨
に
火
葬
痕
跡
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
も
、
勝
田
氏
の
指
摘
す
る
遺
棄

・
風
葬

す
る
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
但
し
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
六

歳
と
い
う
幼
児
の
頭
頂
骨
が
出
土
し
、
⑭
の
よ
う
な
病
魔
に
関
す
る
木
簡
が
あ

っ
て
病
死
者
も
推
察
さ
れ
る
点
を
重
視
す
る
と
、
単
な
る
葬
送
地
で
は
な
く
、

幼
児
や
病
死
者
な
ど
往
生
で
き
ず
、
中
世
で
は
異
常
死
と
さ
れ
た
人
々
の
葬
送

地
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
遺
跡
の
立
地
を
重
視
す
る
と

「河
原

者
」
と
呼
ば
れ
た
非
人
Ｈ
被
差
別
民
が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
塔
婆
類
は
鎌
倉
末
期
の
地
方
村
落
に
お
け
る
葬
制
を
示
し
て
い
る
。
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従
来
、
中
世
の
葬
送
研
究
は
、
石
塔
に
代
表
さ
れ
る
身
分
層
を
対
象
と
し
、

し
か
も
京
都
や
鎌
倉
と
い
っ
た
都
市
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本

木
簡
群
は
地
方
村
落
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

身
分
層
や
、
文
献
史
料
に
見
出
し
が
た
い
往
生
以
外
の
葬
送
形
態
を
示
す
可
能

性
も
含
む
。
『弘
法
大
師
行
状
絵
巻
』
第
二
人
紙
に
近
い
実
情
と
推
測
さ
れ
、

そ
の
重
要
性
が
見
出
さ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
と
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
新
潟
大
学
の
矢
田
俊
文

氏
他
の
新
潟
県
内
の
中
世
史
研
究
者
の
方
々
、
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
狭

川
真

一
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
④
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『
一
般
国
道
８

号
白
根
バ
イ
パ
ス
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
　
浦
廻
遺
跡
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

（田
中
一
穂
）
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新
潟
・草
野
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
赤
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
水
澤
幸

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

。
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
末
期
―
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
現
在
平
野
に
立
地
す
る
が
、
河
川
蛇
行
部
の
章
原
の
微
高
地
に
築

か
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
県
営
回
場
整
備
事
業
に
伴
う
水
路
部
分

の
調
査
で
、
幅
三
ｍ
長
さ
七
七

ｍ
、
面
積
は
二
三

一
ポ
で
あ
る
。

調
査

の
結
果
、
川
跡
、
柱

穴

・
溝
な
ど
を
検
出
し
た
が
、

建
物
の
規
模
な
ど
は
不
明
で
あ

る
。
木
簡
は
全
て
川
跡
か
ら
出

知

土
し
た
。
上
流
に
あ
た
る
東
側

中
　
の
川
か
ら
「九
九
」
木
簡
①
が
出

土
し
た
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
下



流
に
あ
た
る
西
側
の
川
跡
か
ら
出
土
し
た
。
遺
物
の
多
く
は
こ
れ
ら
の
川
跡
か

ら
の
出
土
で
、
東
側
の
川
か
ら
は
、
大
量
の
須
恵
器
や
木
製
盤

。
大
型
曲
物
な

ど
と
と
も
に
し
が
ら
み
遺
構
を
検
出
し
た
。
西
側
の
川
か
ら
の
出
土
遺
物
は
少

な
い
が
、
木
簡
の
ほ
か
に
重
鐙
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(1)

「六
人
汁
八
　
五
人
汁
　
四
人
対
三
　
一二
人

「日
日
日
日
日
□
八
日
日
日
日
日
国
　
　
　
　
　
（］り∞Ｘ
誤
巡

ｏｓ

□□
□作年
梱
□畑
　猪
油
二
。」

開喘□開器則開安ハロ【　　　　　　　。」　　　　（ギじ×駕×卜　ｏ壱

〔
四
月
廿
力
〕

「
□
□
口

〔拇
力
〕

「右
人
□
□
□
□

「
ｏ
□
□
□
」

「
ｏ
□
□
□
」

〔之
力
〕

日
――
□
□
□
」

口

□

　
」

（
ｏ
じ

×
∞
ｏ
×
］

ｏ
Ｐ
Φ

ｏ
Ю
×

∞
Ｐ
×

ｏ

　

　

ｏ
μ
〕

β
『
∞
）
×

μ
『
×
６
　
ｏ
Ｐ
ｏ

ｏ
　

日

□

。
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（顕

Ｘ
ｇ
）添

ｏ驚

ω
は
下
端
を
欠
い
て
お
り
、
両
面
に
人
の
段
の
九
九
が
書
か
れ
て
い
る
。
四

人
汁
三
と
い
う
間
違
い
が
み
ら
れ
る
。
九
九
木
簡
と
し
て
は
新
潟
県
内
初
例
で

あ
る
。
②
は
二
つ
に
割
れ
て
お
り
、
上
端
を
欠
く
。
下
端
近
く
に
孔
を
穿
つ
。

物
品
及
び
数
量
が
書
か
れ
、
裏
面
に
は
月
日
が
認
め
ら
れ
る
。
物
品
進
上
札
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
０
は
縦
に
二
つ
に
割
れ
て
お
り
、
下
端
を
欠
く
。
い
は

文
字
が
判
読
で
き
な
い
が
、
両
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
上
端
に
孔
が
穿
た
れ

て
い
る
。
⑬
は
上
を
、
①
は
上
下
左
右
を
欠
く
。

な
お
、
釈
読
は
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
相
沢
央
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（水
澤
幸

一
）

(2)表



新
潟

・
下
割
遺
跡
出
上
の
果
樹
の
絵
を
描
い
た
山
物

下
割
遺
跡
は
、
新
潟
県
上
越
市
大
字
米
岡
字
下
割
の
、
飯
田
川
西
岸
の
標

高
約

一
三

・
八
ｍ
の
旧
河
川
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
古
代
か
ら
近
世
の

集
落
遺
跡
で
あ
る
。
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
国
が
二
〇
〇
二
年
に

実
施
し
た
調
査
の
結
果
、
溝
で
菱
形
に
区
画
さ
れ
た
屋
敷
地
を
確
認
し
、
そ

の
中
に
掘
立
柱
建
物

一
四
棟
、
井
戸
三
四
基
を
検
出
し
た
。
年
代
は
、
出
土

し
た
珠
洲
焼
の
編
年
か
ら
、　
三
二
世
紀
後
半
か
ら

一
四
世
紀
が
中
心
で
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
実
を
つ
け
た
果
樹
の
絵
が
描
か
れ
た
曲
物
底
板
は
、
残

存
径
六
六
ｍｍ
厚
さ
四
ｍｍ
で
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
二
九
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
。

文
字
の
記
載
は
な
い
。
径
の
大
き
さ
か
ら
柄
杓
の
よ
う
な
小
型
の
曲
物
と
思

わ
れ
る
。
表
は
明
瞭
に
調
整
さ
れ
滑
ら
か
で
あ
る
が
、
一暴
に
調
整
は
な
く
、

曲
物
と
し
て
用
い
た
時
の
ま
ま
で
あ
る
。
欠
損
に
刃
物
な
ど
に
よ
る
人
為
性

は
見
ら
れ
な
い
が
、
底
板
の
半
分
以
上
を
失

っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
墨
痕
も

途
切
れ
て
し
ま

つ
て
い
る
が
、
本
来
は
も
う
少
し
絵
が
描
か
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
墨
痕
は
表
だ
け
に
明
瞭
に
残

っ
て
お
り
肉
眼
で
も
十
分
に
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
木
釘
穴
が
ニ
カ
所
あ
る
箱
板

一
点
が

あ
る
。
他
の
層
の
遺
物
に
は
箸
状
木
製
品

一
点
と
珠
洲
焼
の
片
口
悟
鉢
片

一

点
が
あ
る
。

描
か
れ
た
果
樹
に
つ
い
て
は
、
桃
の
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。
埋
井
の

祭
祀
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
、
「埋
め
て
よ
し
」
の

〃
ウ
メ
〃
の
音
通
か
ら
、

梅
が
描
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
梅
の
実
を
祭
祀
に
利
用
す
る
こ
と
は
少

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
桃
は
、
『古

事
記
』
の
神
話
に
妻
イ
ザ
ナ
ミ
を
追

っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
が
鬼
に
追
い
か
け
ら

れ
て
黄
泉
国
か
ら
戻
る
途
中
、
黄
泉

比
良
坂
で
そ
の
坂
本
に
あ
る
桃
の
実

を
鬼
に
ぶ
つ
け
て
退
散
さ
せ
た
伝
説

や
、
平
安

・
鎌
倉
時
代
以
降
の
追
陣

会
に
お
い
て
鬼
を
追
い
払
う
の
に
桃

の
弓
を
用
い
る
な
ど
、
古
代
以
来
祭

祀
に
多
く
用
い
ら
れ
、
邪
気
を
祓
う

霊
木
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
浦

圭

一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
中
世
に
お
い
て
は
井
戸
を
他
界

（冥
界
）
へ
の

入
日
と
考
え
る
観
念
が
見
出
さ
れ

（同
氏

『日
本
中
世
践
民
史
の
研
究
』
部
落
問

題
研
究
所
一
九
九
〇
年
）、
井
戸
埋
土
の
出
土
品
と
し
て
桃
の
種
子
が
検
出
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
井
戸
の
廃
絶
に
際
し
て
、
他
界
へ
の
境
界

に
当
る
井
戸
で
邪
気
を
封
じ
る
役
割
を
期
し
て
桃
の
果
実
を
描
い
て
廃
棄
し

た
と
推
察
さ
れ
る
。
柄
杓
の
よ
う
な
曲
物
の
底
板
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、

廃
絶
に
伴
い
不
要
に
な
っ
た
柄
杓
を
利
用
し
た
と
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。

井
戸
を
埋
め
る
に
あ
た
り
、
日
頃
使
用
し
て
い
た
柄
杓
の
底
板
を
転
用
し
て
、

そ
こ
に
他
界
に
対
す
る
祭
祀
性
の
あ
る
桃
の
果
村
を
描
い
て
祓

っ
た
も
の
と

考
え
て
お
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（田
中
一
穂
）



島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
集

。
発
行

『山
陰
古
代
出
土
文
字
資
料
集
成
』
Ｉ

（出
雲

・
石
見

・

隠
岐
編
）
の
刊
行

本
書
は
、
島
根
県
関
係
の
古
代
出
土
文
字
資
料
を
集
成
し
た
資
料
集
で

あ
る
。
第

一
部
古
代
出
土
文
字
資
料
集
成
で
は
、
ま
ず
文
字
資
料
が
出
土

し
た
遺
跡
ご
と
に
１
所
在
地
、
２
調
査
機
関
、
３
遺
跡
の
概
要
、
４
文
字

資
料
出
土
状
況
、
５
文
字
資
料
の
内
容
、
６
文
献
の
各
項
目
が
記
述
さ
れ
、

遺
跡
位
置
を
示
し
た
五
万
分
の
一
地
形
図
を
付
す
。
続
い
て
文
字
資
料

一

覧
表
と
し
て
、
遺
物
の
種
類
ご
と
に

（Ａ
墨
書
土
器

。
文
字
瓦

・
木
器
、

Ｂ
木
簡

・
漆
紙
文
書

・
銘
文
大
刀
）

一
覧
表
を
掲
げ
、
さ
ら
に
実
測
図

・

写
真
を
掲
載
す
る
。
概
ね

『木
簡
研
究
』
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
つ
つ
、
出

土
文
字
資
料
全
般
、
特
に
墨
書
土
器
を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
釈
文
と
図

版
を

一
覧
表
化
し
た
も
の
で
、　
一
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
得
る
体
裁

と
い
っ
て
よ
い
。

第
二
部
は
論
考
編
で
、
関
和
彦

「蛇
喰
遺
跡
と
忌
部
神
戸
」
、
野
々
村

安
浩

「土
器
記
載
の
ヘ
ラ
書
き
文
字
に
つ
い
て
の
予
察
」
、
森
田
喜
久
男

「白
杯
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
」
、
平
石
充

「出
雲

・
隠
伎
国
出
土
の

墨
書
土
器
に
つ
い
て
」
の
四
編
を
収
録
す
る
。

Ａ
四
版

一
九
〇
頁
、
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
　
頒
価
二
〇
〇
〇
円

申
込
先
　
島
根
県
文
化
財
愛
護
協
会

（島
根
県
教
育
庁
文
化
財
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
八
五
二
十
三

二
十
五
人
七
九
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『木
簡
研
究
』
在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価一

―
四

・
七
号
　
口巾
切
れ
　
　
　
五

・
六
号
　
　
　
一二
五
〇
〇
円

人
―

一
二
号
　
　
一二
人
○
○
円

　

一
言
一号
　
　
　
　
四
三
〇
〇
円

一
四

。
一
五
号
　
四
五
〇
〇
円

　

一
六
―
二
三
号
　
五
五
〇
〇
円

二
四
号
　
　
　
　
五
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
（五

・
六
号
は
残
部
僅
少
）

送
料一

冊
　
エハ
Ｏ
Ｏ
円
　
　
一
一冊
　
入
○
○
円
　
　
一二
冊
　
一
〇
〇
〇
円

四
冊
　
一
一
一〇
〇
円
　
　
　
五
―

一
〇
冊
　
一
五
〇
〇
円

一
一
―
二
〇
冊
　
一
一〇
〇
〇
円

◇
個
人
で
の
お
求
め
は
代
金
前
納
で
す
。
代
金
と
送
料
を
郵
便
振
替

〇

一
〇
〇
〇
十
六
十

一
五
二
七
　
木
簡
学
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
公
的
機
関
の
場
合
は
代
金
後
納
で
結
構
で
す
。

左
記
の
銀
行
振
込
か
右
記
の
郵
便
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
座
番
号
　
み
ず
ほ
銀
行
西
大
寺
出
張
所

普
通
預
金
　
一
一
一
〇
三

一
五

日
座
名
　
木
簡
学
会
　
佐
藤
宗
諄

（さ
と
う
　
そ
う
じ
ゅ
ん
）

お
問
合
せ
は
左
記
へ
ど
う
ぞ

〒
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
十
九
十

一

奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
気
付

木
　
簡
　
学
　
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
七



福
岡
・
下
月
限
Ｃ
遺
跡
群

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
月
限
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
七
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
１
二
〇
〇
二

年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
崎
龍
雄

・
荒
牧
宏
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
月
限
Ｃ
遺
跡
群
は
、
福
岡
平
野
を
形
成
し
た
御
笠
川
の
右
岸
沖
積
地
に
広

が
り
、
大
学
府
か
ら
北
西
約

一

Ｏ
ｋｍ
、
席
田
郡
内
に
位
置
す
る
。

水
城
東
門
か
ら
発
し
た
官
道
は
、

当
調
査
地
点
か
ら
御
笠
川
を
隔

て
約

一
。
二
ｋｍ
離
れ
た
位
置
を

通
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ

　

木
簡
が
出
土
し
た
第
七
次
調

福

査
は
、　
一
九
九
八
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
福
岡
空
港
調
節
池
建

設
に
伴
う

一
連
の
発
掘
調
査
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
度
末
ま
で
に
約
六
ｈａ
の
調

査
を
終
了
し
て
い
る
。
調
査
で
は
洪
水
砂
に
覆
わ
れ
重
層
し
た
三
面
の
遺
構
面

か
ら
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
集
落
、
水
田
遺
構
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
第
二
面
で
検
出
し
た
旧
河
川
Ｓ
Ｒ
七
三
五
に
構
築
さ
れ
た
堰
か
ら
、

斎
串
と
重
な
り
あ
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
旧
河
川
Ｓ
Ｒ
七
三
五
の
埋
没
時
期

は
人
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、
木
簡
の
廃
棄
時
期
の
下
限
を
示
す
。
二
〇
〇
二

年
度
の
第
八
次
調
査
の
成
果
を
含
め
、
こ
の
Ｓ
Ｒ
七
三
五
に
は
互
い
に
近
接
し

た
三
カ
所
に
堰
が
改
築
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
堰
周
辺
か
ら
は
曲

物
な
ど
の
木
器
の
ほ
か
、
墨
書
土
器

。
人
形

。
人
面
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

墨
書
土
器
に
は

「美
」
「僚
」
「戊
」
「香
」
が
あ
る
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
実
施
し
た
西
側
の
第
六
次
調
査
で
は
、
九
世
紀
以

降
の
遺
物
を
含
み
埋
没
時
期
が
Ｓ
Ｒ
七
三
五
よ
り
降
る
旧
河
川
を
検
出
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
は
護
岸
杭
列
に
絡
ん
で
大
型
の
人
形

・
斎
串
、
「大
」
と
書
か

れ
た
墨
書
土
器
な
ど
が
出
上
し
、
ま
た
第
八
次
調
査
で
は
こ
の
旧
河
川
の
延
長

か
ら

「里
長
」
と
読
め
る
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
□
三
人
右
為
皇
后
宮
職
少
属
正
八
位
上
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〔脚
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔示
力
〕

。
□
□
　
口
□
力
者
宜
知
状
限
今
日
戊
時
□
進
来
御
□
到
奉
行

」

（∞
∞
卜
）
×
ヽ
卜
×
卜
　
ｏ
ＰＯ
＊

上
部
は
折
れ
て
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
は
側
縁
に
対
し
て
や
や
斜
行
し
て
い
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Ｉ
ガ、
差
お
？
躯
セ
協
掛
携
そ
て

Ч
滋
ガ
場
ン翫
蓼
／
々
と
分
ア
と
朱
貯
れ
勢

(赤外線デジタル写真 )



る
が
、
表
裏
か
ら
削
り
込
ま
れ
丁
寧
に
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
時

で
は
な
く
当
初
か
ら
の
成
形
と
思
わ
れ
る
。
全
体
に
湾
曲
し
た
歪
み
が
生
じ
て

い
る
。

表
面
は
上
部
が
久
損
し
不
明
で
あ
る
が
、
三
人
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
内
容
は
こ
の
三
人
に

「皇
后
宮
職
少
属
正
八
位
上
」
の
官
人
の

た
め
に
何
か
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
命
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
運
筆
は

「為
」
ま
で
は
太
字
で
あ
る
の
に
対
し
い
「皇
后
」
以
下
を
意
識
的
に
細
字
で
丁

寧
に
書

い
た
感
が
あ
る
。
な
お
、
天
平
二
〇
年

（七
四
人
）
の
皇
后
宮
職
牒

（大
日
本
古
文
書
三
、
〓
一五
頁
）
に
は

「行
」
が
付
さ
れ
た
正
八
位
上
行
少
属

土
師
宿
祢
が
み
ら
れ
る
。

裏
面
は
上
部
の
文
字
が
欠
損
し
不
明
で
あ
る
が
、
割
書
が
み
ら
れ
、
続
い
て

「脚
力
」
の
者
に

「今
日
戊
時
」
と
い
う
切
迫
し
た
期
限
を
き
り
、
最
後
に

「奉
行
」
と
書
止
め
て
命
令
を
下
し
て
い
る
。
「脚
力
」
の
上
は

「馬
」
の
可

能
性
が
あ
り
、
ま
た

「戊
時
」
の
下
は

一
字
か
二
字
か
判
然
と
し
な
い
。

「奉
行
」
の
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
袴
狭
遺
跡
出
土
の
木
簡
か

ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
な
、
皇
后
宮
職
の
財
源
と
な
っ
た
封
戸
や
出
挙
稲
の
経

営
に
関
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る

（本
誌
第
一
一
号
。
『袴
狭
遺
跡
』
兵

庫
県
文
化
財
調
査
報
告
　
第
一
九
七
冊
）。

貞
観
九
年

（八
六
七
）
の
高
子
内
親
王
家
荘
牒
条

（『平
安
遺
文
』

一
五
四
号
）、

貞
観

一
〇
年
の
筑
前
国
牒
案

（同
一
五
七
号
）、
観
世
音
寺
牒
案

（同
一
五
人
号
）、

内
蔵
寮
博
太
荘
牒

（同
三
ハ
○
号
）、
貞
観

一
一
年
の
大
学
府
田
文
所
検
田
文
集

（同
一
六
二
号
）
に
は
、
高
子
内
親
王

（―
貞
観
八
年
。
仁
明
天
皇
の
皇
女
）
家
の

所
領
が
本
遺
跡
の
位
置
す
る
席
田
郡
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
推
測

の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
以
前
に
も
席
田
郡
内
に
皇
族
と
結
び
つ
い
た
領
地
が

あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
橋
女
子
大
学
の
狩
野
久
氏
と
九
州
大
学

の
坂
上
康
俊
氏
の
ご
荻
示
を
得
た
。

（荒
牧
宏
行
）



2002年出上の木簡

た
か
ば
た
け

福
甲

高

畑

遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
板
付
六
丁
目

調
査
期
間
　
　
第

一
七
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
九
月
―

一
九
九

九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
庭
康
時

５
　
遺
跡
の
種
類
　
大
溝

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
畑
遺
跡
は
、
福
岡
平
野
を
北
流
す
る
御
笠
川
西
岸
の
洪
積
台
地
、
な
ら
び

に
そ
の
裾
部
分
に
位
置
し
て
い

る
。
既
往
の
発
掘
調
査
で
も
、

木
簡

。
墨
書
土
器
な
ど
が
出
土

し
て
い
る

（高
畑
廃
寺
。
本
誌
第

五
号
）。
第

一
七
次
調
査
は
、

道
路
新
設
に
伴
う
も
の
で
、
二

〇
六
四
♂
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
古
代
の
大
溝
、
中
世
の

水
田
遺
構
を
検
出
し
た
。

2   1

古
代
の
大
溝
は
、
調
査
区
西
側
の
中
位
段
丘
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
た
も
の
で
、

幅
人

・
五
―

一
一
・
五
ｍ
を
測
る
。
周
辺
の
既
往
の
調
査
成
果
か
ら
み
て
、
人

為
的
に
掘
削
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
掘
削
時
期
は
人
世
紀
前
半
で
、　
一
〇
世

紀
頃
に
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
、
大
溝
埋
土
の
中
位
、
九
世
紀
代
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
。
九
世
紀

代
の
流
路
に
属
す
る
。
大
溝
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
は
、　
一
〇
世
紀
代
の
上
層

か
ら

「子
」
と
墨
書
し
た
土
師
器
、
木
製
人
形
が
、
九
世
紀
代
の
中
層
か
ら

「什
」
「
田
」
「下
」
の
墨
書
土
師
器
、
墨
書
須
恵
器

（判
読
不
能
）、
人
面
墨
書

土
器
、
絵
馬
が
、
人
世
紀
前
半
以
降
の
下
層
か
ら
は

「常
陸
」
「原
」
な
ど
の

墨
書
須
恵
器
、
人
面
墨
書
土
器
な
ど
が
あ
る
。

②
は
、
中
世
の
自
然
流
路
の
う
ち
、　
一
一
世
紀
以
降

一
四
世
紀
ま
で
の
間
に

堆
積
し
た
砂
層
中
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

古
代
の
大
溝

①
　
。

□
〔剛

酢
配
打
稲
□
□
来
八
日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
日
□

『□
』
（車
不
圭
日キ
）

□
利
進
填
□
□
事
□
□
□
口
Ｈ
ＩＩ
ＩＩ
□

□
□

・

□
□
口
　
　
　
　
□

□
□
□

〔米
力
〕

□
令
□
勘
□
乙
成
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□
□

事
状
以
解
　
　
　
天
長
五
日
Ｈ
Ｉ十
日
□

金

枷
２

×

６

じ

×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

(福 岡)



中
世
の
自
然
流
路

②
　
。
「
　
　
□

□

□
□
な
と

口

□

」

。
「日

回
□
」

①
は
緩
く
湾
由
し
た
縁
辺
に
沿

つ
て
、
三
孔

一
対
の
穿
孔
が
あ
る
の
で
、
折

敷
の
底
板
を
転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
存
部
位
か
ら
み
て
、
冒
頭
と
末

尾
の
そ
れ
ぞ
れ
三
行
分
が
残

っ
た
も
の
で
あ
る
。
墨
書
は
、
比
較
的
鮮
明
だ
が
、

判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
い
。
天
長
五
年

（人
二
八
）
の
紀
年
を
も
つ
稲
の
損

失
の
補
填
に
関
わ
る
大
振
り
の
文
書
木
簡
で
あ
る
が
、
断
簡
の
た
め
ま
と
ま
っ

た
意
味
を
読
み
と
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

②
は
檜
の
柾
目
材
で
あ
る
。
上

。
下
端
は
遺
存
す
る
が
左
右
は
欠
失
し
、
本

来
の
形
状
は
わ
か
ら
な
い
。
墨
痕
は
鮮
明
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
釈
読
で
き
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
九
州
大
学
の
坂
上
康
俊
氏
、
山
口
大
学
の
橋

本
義
則
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

『高
畑
遺
跡

一
七
次
』
（福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

六
七
六
、
二
〇
〇
一
年
）

（大
庭
康
時
）

『
∞
×

（
卜
の
）
×
〇
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

′;｀

子L4

(1)部分
(赤外線デジタル写真)



2002年出上の木簡

も
と
お
か
　
　
く
わ
ば
ら

福
岡
・元
岡

・
桑
原
遺
跡
群

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
西
区
大
字
桑
原

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
人
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）

一
〇
月
１
二
〇

〇
二
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
留
秀
敏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
製
鉄
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
七
世
紀
後
半
―

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

元
岡
遺
跡
群
は
、
福
岡
市
の
西
端
、
糸
島
半
島
の
山
間
部
に
所
在
す
る
。
付

近
は
花
両
岩
基
盤
の
標
高

一
〇

〇
ｍ
以
下
の
丘
陵
地
帝
で
、
小

河
川
に
よ
り
樹
枝
状
に
浸
食
さ

れ
て
い
る
。　
一
人
次
地
点
は
、

七
次
地
点

（「壬
辰
年
」
木
簡
出

土
。
本
誌
第
二
一
号
）
や

一
五
次

原
　
地
占
〔
（解
除

〈祓
〉
木
簡
出
土
。

単削

本
誌
第
二
二
号
）
と
、
二
〇
次

地
点

（「大
宝
元
年
」
木
簡
な
ど

出
土
。
本
誌
第
二
二
号
）
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
。　
一
五

・
二
〇
次
地
点
と
同
じ

大
原
川
沿
い
で
、
付
近
で
東
西
に
流
れ
る
大
原
川
か
ら
南
に
開
析
さ
れ
た
幅
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
奥
行
き
約
三
〇
〇
ｍ
の
谷
筋
で
あ
る
。
調
査
は
こ
の
谷
の
中
央
か
ら

東
側
に
か
け
て
の
一
六
人
○
０
２ｍ
を
対
象
と
し
た
。
標
高
は
約

一
二
―
四
〇
ｍ

で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
五
面
の
遺
構
を
確
認
し
た
。
第

一
面
は
中
世
末
か
ら
近
世
、

第
二
面
は
古
代
末
か
ら
中
世
前
期
、
第
三
面
は
古
代
後
期

（主
に
奈
良
時
代
）、

第
四
面
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
古
代
前
期

（飛
鳥
時
代
）、
第
五
面
は
弥
生
時
代

以
前
で
あ
る
。
第
三

。
四
面
で
は
谷
奥
の
斜
面
に
大
規
模
な
造
成
を
伴
い
倉

庫

・
建
物
群

・
製
鉄
施
設
な
ど
が
造
ら
れ
る
。
ま
た
谷
底
に
は
湧
水
点
付
近
に

石
敷
き
井
戸
や
陸
橋
、
池
状
の
貯
水
遺
構
な
ど
が
造
ら
れ
る
。
池
状
遺
構
か
ら

須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
の
土
器
類
、
金
属
製
品
、
木
製
品
が
多
数
出
土
し
た
。

「官
」
「広
刀
自
」
の
墨
書
が
あ
る
須
恵
器
や
、
鞍
の
部
材

「居
木
」
な
ど
も

あ
る
。

木
簡
は
谷
底
に
造
ら
れ
た
貯
水
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
第
四
面
下
部
の
黒
色

有
機
質
土
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
本
遺
構
で
は
他
に
、
墨
痕
の
み
の
切
片
二
点

と
、
墨
痕
の
な
い
荷
札
状
に
加
工
さ
れ
た
板
材
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

□

日
□
＜
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

る
卜
益

ｏ毬

一
端
に
切
り
込
み
を
も
ち
、
文
字
の
方
向
か
ら
い
う
と
上
部
を
欠
損
し
て
い



る
。
離
れ
た
ニ
カ
所
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。
文
字
の
一

部
が
端
部
の
切
り
込
み
に
切
ら
れ
て
お
り
、
荷
札
状
に
二
次
利
用
さ
れ
る
前
の

墨
書
と
も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

『九
州
大
学
統
合
移
転
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

概
報
二
十
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群
発
掘
調
査
―
』
（福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

七
四
三
、
二
〇
〇
三
年
）

（吉
留
秀
敏
）



博
多
研
究
会
編
集

・
発
行

『博
多
研
究
会
誌

一
一
号

―
博
多
遺
跡
群
出
土
墨
書
資
料
集
成
二
』
の
刊
行

中
世
の
貿
易
都
市

。
博
多
か
ら
出
土
し
た
墨
書
資
料
の
資
料
集
成
が
、

『博
多
研
究
会
誌

一
一
号
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
は
、　
一
九
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
会
編

『博
多
遺
跡
群
出
土
墨

書
資
料
集
成

一
』
の
続
編
で
、　
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
刊
行
さ

れ
た
四
四
冊
の
報
告
書
を
対
象
に
、
墨
書
土
器

・
刻
書
土
器
と
木
簡
総
計

九
四
二
占
〔
（う
ち
、
木
簡
は
博
多
一
〇
〇
次

・
一
〇
三
次
。
一
二
〇
次
出
上
の
四

●
一

の
一
覧
表
と

一
点
ご
と
の
実
測
図
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
同
書
に
は
、
菅
波
正
人

「福
岡
市
出
上
の
古
代
墨
書
土
器
集

成
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
市
内
三
二
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
二
六
〇
点
の

墨
書
土
器
が
、　
一
覧
表
と

一
点
ご
と
の
実
測
図
で
簡
便
に
検
索
で
き
る
。

Ｂ
五
版

。
一
四
四
頁

・
二
五
〇
〇
円

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
市
教
育
委
員
会
鴻
鱚
館
跡
調
査
事
務
所
　
大
庭
康
時
氏
宛

電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
九
二
十
七
二

一
―
〇
二
人
三



1977年 以前出上の木簡

2  1

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（二
五
）

奈
良
・坂
田
寺
跡

所
在
地
　
　
　
一
・
一
一　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
祝
戸

。
阪
田

調
査
期
間
　
　
一　
第

一
次
調
査
　
一
九
七
二
年
（昭
４７
）八
月
―

一
〇
月

一
一　
第
二
次
調
査
　
一
九
七
四
年

一
月
１
四
月

発
掘
機
関
　
　
一　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

一
一　
同
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者

一　
代
表
　
坪
井
清
足

一
一　
代
表
　
横
山
浩

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

―
平
安
時
代

山
　

　

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

討　
の概
要

く
　

今
回
報
告
す
る
第

一
次

。
第

二
次
調
査
は
、　
一
〇
次
以
上
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
う
ち
最
初
期
に
行
な
わ
れ

た
も
の
で
、
後
の
調
査
で
判
明
し
た
北
面
回
廊
の
北
方
に
位
置
す
る
。
第

一
次

調
査
は
東
西
ニ
カ
所
の
調
査
区
を
、
第
二
次
調
査
は
南
北
三
カ
所
の
調
査
区
を

そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
て
実
施
し
た
。
第

一
次
西
区
の
南
に
第
二
次
北
区
が
接
続
す

る
位
置
関
係
に
あ
る
。
調
査
は
二
次
に
分
け
て
実
施
し
た
が
、　
一
連
の
遺
構
で

あ
り
、
以
下
、
木
簡
が
出
土
し
た
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
遺
構
の
概
略
を

一
括

し
て
記
す
。
な
お
、
坂
田
寺

（金
剛
寺
）
跡
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
概
要
に
つ

ぃ
て
は
、

５７

・
５８
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
。
第

一
次
東
区
で
池
Ｓ
Ｇ

一
〇
〇
を
検
出
し
た
。
深

さ
は

一
ｍ
以
上
、
東
岸
に
高
さ
約

一
ｍ
の
護
岸
石
が
積
ま
れ
て
い
た
。
池
の
堆

積
土
か
ら
、
坂
田
寺
創
建
期
の
瓦
、
七
世
紀
中
頃
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

七
世
紀
の
伽
藍
は
遺
構
と
し
て
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｇ

一
〇
〇
か
ら
の
出

土
遺
物
は
創
建
期
の
坂
田
寺
に
由
来
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
土
器
に
は

「金
」
「卍
」
と
墨
書
す
る
も
の
、
「太
」
と
漆
書
す
る
も
の
、
「知
」
と
線
刻

す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
「知
」
は
知
識
の
略
、
「金
」
は
坂
田
寺
の
法
号
で
あ

る
金
剛
寺
の
略
と
み
ら
れ
る
。
金
剛
寺
と
い
う
法
号
が
創
建
に
近
い
時
期
か
ら

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。



七
世
紀
後
半
。
溝

・
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
第

一
次
西
区
で
は
土
坑
Ｓ
Ｋ

Ｏ
八
〇
を
検
出
し
、
同
時
期
の
瓦

・
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

人
世
紀
前
半
。
溝
、
掘
立
柱
塀

・
建
物
、
土
坑
、
石
敷
、
井
戸
な
ど
を
検
出

し
た
。
第

一
次
西
区
で
は
、
東
流
す
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
〇
と
北
流
す
る
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

一
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も
石
組
溝
で
、
Ｓ
Ｄ
〇
五

一
の
北
端
は

Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
〇
へ
流
れ
こ
ん
で
Ｔ
字
形
を
呈
す
る
。
第
二
次
北
区
で
は
、
井
戸
Ｓ

Ｅ

一
一
〇
Ａ
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
〇
五

一
は
Ｓ
Ｅ

一
一
〇
Ａ
の
北
側
に
取
り
つ

き
、
井
戸
の
排
水
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
石
組
溝
と
そ
の
周

辺
か
ら
、
人
世
紀
前
半
の
瓦

。
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
に
は

「知
識
」

「金
」
「南

『知
識
ヒ

と
墨
書
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

人
世
紀
後
半
。
人
世
紀
前
半
の
遺
構
の
上
層
で
溝
や
石
敷
な
ど
を
検
出
し
た
。

九
世
紀
前
半
。
第
二
次
北
区
で
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
一
〇
Ａ
に
重
複
す
る
井
戸
Ｓ

Ｅ

一
一
Ｏ
Ｂ
を
検
出
し
た
。
底
に
は
角
材
四
本
が
井
桁
に
組
ま
れ
、
四
隅
に
角

柱
が
立
つ
。
隅
柱
の
断
面
は

一
辺
約

一
七
卿
で
あ
る
。
隅
柱
に
は
縦
に
細
い
溝

が
施
さ
れ
、
こ
の
溝
に
側
板
が
落
と
し
込
ま
れ
て
い
た
。
側
板
は
底
か
ら
五
段

分
が
原
位
置
に
遺
存
し
て
お
り
、
地
下
部
分
の
部
材
は
完
全
に
残

っ
て
い
た
。

側
板
は
各
々
長
さ
約
二
二
五
伽
、
幅
約
二
五
銅
、
厚
さ
約
六
釦
の
板
材
で
あ
る
。

ま
た
、
井
戸
が
地
上
に
露
出
す
る
部
分
で
井
桁
に
組
ま
れ
て
い
た
側
板
が
、
井

戸
内
に
投
棄
さ
れ
た
状
態
で
三
枚
見
つ
か
っ
た
。
井
戸
掘
形
と
側
板
の
間
に
は

石
や
瓦
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
当
初
掘
立
柱
の
井
戸
屋
形
が
設
け
ら
れ
て
い

た
が
、
後
に
礎
石
建
ち
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
Ｓ
Ｅ

一
一
Ｏ
Ｂ
か

ら
は
神
功
開
宝
二
点
、
九
世
紀
前
半
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
に
は

「坂
田
寺
」
「金
」
「
上
』
南
客
」
「厨
」
と
墨
書
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
人
世
紀
以
降
に
造
ら
れ
た
井
戸

・
溝
な
ど
の
一
連
の
遺
構
は
、
数
回

の
改
作
を
経
て
は
い
る
が
、
調
査
地
南
側
に
位
置
す
る
当
該
時
期
の
伽
藍
と
方

位
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
お
り
、
伽
藍
本
体
の
北
側
に
付
属
す
る
施
設
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
「厨
」
と
記
す
墨
書
土
器
の
存
在
な
ど
か
ら
、

寺
院
に
付
属
す
る
厨
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

木
簡
は
、
第

一
次
東
区
の
池
Ｓ
Ｇ

一
〇
〇
か
ら
三
点
、
第

一
次
西
区
の
土
坑

Ｓ
Ｋ
Ｏ
入
○
か
ら

一
点
、
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五

一
か
ら
三
点
、
第
二
次
北
区
の
井

戸
Ｓ
Ｅ

一
一
〇
Ｂ
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
な
お
、
Ｓ
Ｅ

一
一
Ｏ
Ｂ
の
井
戸
枠

に
は
番
付
墨
書
及
び
人
名
と
み
ら
れ
る
刻
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
再

調
査
中
で
あ
り
、
詳
細
の
報
告
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
両

調
査
で
出
土
し
た
七
〇
点
以
上
の
墨
書

・
漆
書

・
線
刻
土
器
に
つ
い
て
は
、
岩

本
正
三

・
西
口
壽
生
両
氏
の
論
考

「飛
鳥

・
藤
原
地
域
の
出
土
遺
物
」
翁
考
古

学
雑
誌
』
六
三
十

一
、　
一
九
七
七
年
）
を
参
イ照
さ
れ
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
次
調
査

池
Ｓ
Ｇ
一
〇
〇

⑪

　

「
＜
十
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の実
淫
益

ｏ駕



1977年以前出上の木簡

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
八
〇

「賀
年
□

「日

□

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

一

［
渫
力
〕

・
□
升□

□

・

日
□

〔〓
一カ
〕

・
　

　

□
□
　
□

口

。
　

□

卜
ｏ
×

Ｐ
ｏ
×

ヽ

　

ｏ
∞
Ю

卜
岸
×

］
ｏ
×

卜

　

ｏ
∞
Ю

ぐ

じ

×

含

９

×
∞
　
ｏ
盟

令

じ

×

ｏ

ｅ

×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

（
馬

じ

×

含

じ

×
伽
　
ｏ
解

①
ｌ
①
は
い
ず
れ
も
小
振
り
の
完
形
付
札
で
、
重
量
の
み
を
記
す
。
物
品
の

整
理
用
付
札
の
類
で
あ
ろ
う
。
い
は
下
端
折
損
、
左
右
側
面
は
割
れ
。
裏
面
の

墨
書
は
判
読
困
難
。
重
ね
書
き
、
も
し
く
は
絵
画
か
。
働
０
は
い
ず
れ
も
上
下

端
折
損
、
左
右
側
面
割
れ
。

「
＜
十
斤
」

「
＜
十
斤
」

― (5)

― (1)

― (3)― (2)
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一
一　
第
二
次
調
査

□
　
□

　
□

□

□

□
　
□

ｏ
卜Ｘ
ｇ
ｏＸ
∞
ｏ解

①
は
、
横
材
の
帳
簿
木
簡
。
上
下
端
折
損
、
左
右
側
面
割
れ
。
表
面
は
少
な

く
と
も
二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
下
段
の
一
文
字
目
と
み
ら
れ
る
別
筆
の
部

分
は
や
や
小
振
り
の
文
字
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
三
、
五

（
一

九
七
三
年
、　
一
九
七
五
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
槻
報
』

一
、　
一
七

（
一
九
±
二
年
、

二
Ｏ
Ｑ
二
年
）

木
簡
学
会
編

『日
本
古
代
木
簡
選
』
盆

九
九
〇
年
）

（竹
内
　
一元
）

□

□ □

HI
『□

呂薄
〔導耐〕

嘉
<』

"□〔ゝ 焼]

□ XIII
〔当+〕



直
木
孝
次
郎
・
鈴
木
重
治
編

『世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る

―
考
古
学
・
歴
史
学
・
地
質
学
・
環
境
論
・
交
通
論
か
ら
１
』

現
在
、
木
簡
学
会
な
ど
二
四
の
学
会

・
団
体
で
構
成
し
活
動
を
続
け
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
実
行
委
員
会
が
、
二

〇
〇

一
年

一
一
月
に
開
催
し
た
第

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
。
内
容
は

左
記
の
通
り
。

平
城
宮
地
下
高
速
道
路
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
開
会
に
あ
た
っ
て
―

（甘
粕
健
）
、
古
代
史
研
究
と
平
城
木
簡

（佐
藤
宗
諄
）
、
聖
武
天
皇
と
四

都

（小
笠
原
好
彦
）
、
平
城
宮
跡
と
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
遺
産
条
約

（野
口

英
雄
）
、
世
界
遺
産
古
都
奈
良
の
文
化
財
を
大
気
汚
染
か
ら
ま
も
る

（西

山
要

一
）
、
奈
良
市
内
の
ド
真
ん
中
に
超
高
速
道
路
が
必
要
か

（小
井
修

し
、
平
城
宮
と
木
簡

（寺
崎
保
広
）
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン

「世

界
遺
産

。
平
城
宮
跡
の
録
全
と
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
の
一
つ
で
も
あ
る
平
城
京
を
守
る
会
が
二
〇

〇

一
年

一
〇
月
に
行
な
っ
た

「守
ろ
う
世
界
遺
産

・
平
城
宮
跡
の
集
い
」

の
記
録
、
及
び
今
回
の
平
城
宮
跡
保
存
に
向
け
て
の
活
動
の
記
録

（各
学

会

・
団
体
の
要
望
書

・
声
明
な
ど
、
及
び
年
表
）
を
併
載
。

四
六
版
並
製
　
一三
ハ
八
買
　
カ
ラ
ー
図
版
四
頁
　
図
表
写
真

。
一
〇
五
点

本
体
価
格
二
五
〇
〇
円
十
税
　
一
一〇
〇
二
年
七
月
　
伽
ケ
イ

・
ア
イ

・

メ
デ
ィ
ア
刊

〒
三
四
四
十
Ｏ
〇
六
七
　
埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
四
十
九
十
三
人

電
話
〇
四
人
十
七
六
〇
十

一
人
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
人
十
七
六
〇
―
上
八
〇
九



釈文の訂正と追加

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（六
）

愛
知
・志
賀
公
園
遺
跡

（空

西
こ

所
在
地
　
　
　
愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
中
丸
町
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

一
九
九
九
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
永ヽ
井
宏
幸
ほ
か

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
自
然
流
路

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
江
戸
時
代

木
簡
の
釈
文

・
内
容

志
賀
公
園
遺
跡
で
は
古
代
の
木
簡
が
六
点
出
上
し
、
本
誌
第
二
四
号
で
報
告

し
た
。
今
回
追
加
す
る
木
簡
は
、
九
六
Ａ
区
Ｓ
Ｄ
〇
六
か
ら
出
土
し
た
中
世
の

卒
塔
婆
二
点
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
〇
六
は
、
下
位
に
須
恵
器
な
ど
古
代
の
遺
物
を
含

む
層
が
確
認
で
き
、
堆
積
状
態
か
ら
流
路
の
可
能
性
が
あ
る
。
卒
塔
婆
の
年
代

は
、
共
伴
す
る
山
茶
椀
の
年
代
観
か
ら
、
い
ず
れ
も

一
三
世
紀
前
半
と
考
え
ら

れ
る
。

ω
　
「□
」

7654321

ヽ
ｏ
ｏ
×

∞
ｏ
×

∞
　

ｏ
ω
騨

②
　
・
常
大
日
如
来
□

・
□
　
□
　
□
　
回

ω
は
完
形
の
卒
塔
婆
。
頭
部
に
五
輪
塔
状
の
切
り
込
み
が
み
ら
れ
る
。
墨
痕

は

一
カ
所
確
認
で
き
る
が
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

②
は
頭
部
が

一
部
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
ほ
ぼ
全
形
を
確
認
で
き
る
。
頭
部

に
は
切
り
込
み
に
よ
る
五
輪
塔
状
の
加
工
が
み
ら
れ
る
。
表
面
は
梵
字
バ
ン
に

続
き
、
「大
日
如
来
」
ま
で
判
読
で
き
る
が
、
以
下
三
字
分
に
つ
い
て
は
判
読

で
き
な
い
。
裏
面
は
六
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『志
賀
公
園
遺
跡
』
０
一〇
〇
一
年
）

（永
井
宏
幸
）

一

一

一

用
酬
Ｉ
Ｆ
ＩＩ
剛
副
Ⅲ
Ⅲ
ＩＩＩ
鵬
Ⅲ
Ｉ
‐―
―＝
Ｍ
幽

∩尚消出∩出‐‐日日日‐十一日円円‐十日日日日日日日Ｈ日日日日日日日日〕
一①
　　　・９７

□
□

□
□

（
∞
中
卜
）
×
や
岸
×
卜
　
ｏ
ω
〕



長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論

長
登
銅
山
遺
跡
出
土
の
銅
付
札
木
簡
に
関
す
る

一
試
論

は

じ

め

に

長
登
銅
山
遺
跡
は
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
に
所
在
す
る
、
古
代
か
ら
近
代
の

銅
山
採
掘
跡
で
あ
る
。　
一
九
八
九
年
か
ら
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
採
掘

・
製
錬
関
連
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
人
世
紀
か
ら

一
一
世
紀
ま

で
の
採
銅

・
製
錬
所
お
よ
び
官
行
遺
跡
が
当
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
土
器
、
鉄
製
品
、
製
錬
関
係
遺
物
な
ど

と
と
も
に
、
人
○
○
点
を
超
え
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「か
ら

み
」
な
ど
の
成
分
分
析
の
結
果
、
長
登
銅
山
で
産
出
し
製
錬
さ
れ
た
銅
が
、
東

大
寺
大
仏
造
営
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
長
登
銅

山
遺
跡
で
出
土
し
た
製
銅
関
連
木
簡
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

山
陰

・
山
陽
地
方
に
お
け
る
採
銅
の
起
源
は
古
く
、
文
武
二
年

盆
ハ
九
八
）

周
防
国
に
よ
っ
て
銅
鉱
が
献
上
さ
れ

（『続
日
本
紀
』
文
武
二
年
九
月
壬
午
条
）、

安
芸

。
長
門
二
国
か
ら
金
青

・
緑
青
を
献
上
さ
せ
る
な
ど

（
『同
』
同
年
同
月
乙

酉
条
）、
律
令
国
家
成
立
期
当
初
か
ら
銅
の
採
掘
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

火田

中

彩

子

知
ら
れ
（罷

。
長
門
国
は

『延
喜
主
計
式
』
下
に

「凡
鋳
銭
年
料
銅
鉛
者
、
備

中

・
長
門

。
豊
前
等
国
、
毎
年
採
コ
送
鋳
銭
司
ど

と
記
す
よ
う
に
銅
の
産
出
国

で
あ
る
と
と
も
に
、
鋳
銭
司
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
長
登
銅
山
で
製
錬

（３
）

し
た
銅

・
鉛
を
用
い
て
銭
の
鋳
造
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
長

門
鋳
銭
司
の
設
置
年
代
は
不
明
だ
が
、
天
平
二
年

（±
一一〇
）
「周
防
国
熊
毛
郡

（錬
）

牛
嶋
西
汀
、
吉
敷
郡
達
理
山
所
防出
銅
、
試
ヨ
加
冶
練
一。
並
堪
レ為
γ用
、
便
令

二
当
国
二採
冶
い
以
充
二長
門
鋳
銭
ど

と
、
周
防
国
内
で
産
出
し
た
銅
に
冶
錬

を
加
え
、
長
門
鋳
銭
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

（『続
日
本
紀
』
天
平
二
年
三

月
丁
西
条
）、
天
平
四
年
以
前
の
も
の
と
さ
れ
る

「播
磨
国
郡
稲
帳
」
に
判
官

・

主
典

・
民
領
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
平
年
間
初
頭
に
は
四
等
官
制
を
取

る
組
織
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

長
登
銅
山
遺
跡
で
は
建
物
の
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
墨
書
土
器

の

「大
家
」
、
木
簡
の

「大
殿
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
常
任
長
官
が
存
在
す
る

官
営
の
採
銅
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
銅
の
採
掘

・
冶
錬
は
、
天
平

二
年
の
周
防
国
の
銅
産
出
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
銅
山
が
所
在
す
る
国

の
管
理
の
も
と
行
な
わ
れ
て
い
た
。
時
代
は
下
る
が
貞
観

一
一
年

（人
エハ
九
）



二
月
に
採
銅
使
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
国
宰
が
採
進
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る

３
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
一
一
年
二
月
二
〇
日
戊
申
条
）。
人
木
充
氏
は
、
美
祢
郡

司
を
差
出
人
と
す
る
下
達
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
、
春
米
な
ど
が
常
食
用
と
し

て
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
祢
郡
家
を
経
由
し
た
、
長
門
国
府
に
よ
る

（
６
）

管
轄
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
長
登
銅
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は

一
九
九
八
年
段
階
で
計
八
二

人
点
、
こ
の
う
ち
正
式
報
告
書
お
よ
び

『木
簡
研
究
』
で
釈
読
が
示
さ
れ
て
い

（７
）

る
も
の
は

一
五
〇
点
余
で
あ
る
。
木
簡
の
記
載
内
容
は
、
食
料
支
給
に
関
す
る

も
の
、
銅
の
製
錬
に
関
す
る
も
の
、
採
銅
所
経
営
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、

文
書
様
木
簡

（符
）、
記
録
木
簡

（出
来
高
、
上
日
、
炭
の
収
納
簿
、
食
料
支
給
）、

封
絨
木
簡
、
付
札
木
簡

（銅
、
庸
米
・
春
米
）
な
ど
様
々
な
類
型
が
あ
る
。
年
紀

の
あ
る
も
の
は
十
三
点
あ
り
、
「和
□
□
年
」
（和
銅
四
年
力
）、
「神
亀
三
年
九

月
廿
九
日
」
か
ら

「天
平
五
年
」
に
わ
た
り
、
天
平
年
間
の
も
の
が
十

一
点
あ

る
。
た
だ
し
、
和
銅

・
神
亀
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
は
庸
米
木
簡
で
あ
り
、
製
銅

に
関
わ
る
木
簡
は
天
平
年
間
が
中
心
で
あ
る
。

生
産
さ
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
木
簡
、
い
わ
ゆ
る

銅
付
札
に
は

「太
政
大
殿
」
や

「節
度
使
判
官
」
な
ど
の
銅
の
送
付
先
が
記
さ

れ
て
お
り
、
古
代
の
銅
の
流
通
を
示
す
、
優
れ
た
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
長
登
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
人
木
充

・
佐
藤
信
両
氏
が
、
銅
山
経
営
、

東
大
寺
大
仏
造
営
と
の
関
わ
り
か
ら
、
そ
の
送
付
先
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
銅
の
製
錬
、
二
人
の
管
理
に
つ
い
て
記
し
た
横
材
木
簡
な
ど
、
古
代
採

銅
施
設
に
お
け
る
生
産

・
管
理
状
況
を
極
め
て
よ
く
伝
え
る
木
簡
群
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
木
簡
そ
の
も
の
の
機
能
に
つ
い
て
の
考
察
は
不
充
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
の
使
用
法
を
明
確
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
簡
に
記
さ
れ

た
宛
先
や
採
銅
所
経
営
を
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。よ

っ
て
本
稿
で
は
、
長
登
銅
山
遺
跡
で
出
土
し
た
製
銅
関
連
木
簡

（本
稿
で

は
使
宜
的
に

「長
登
木
簡
」
と
呼
称
す
る
）
を
中
心
に
、
古
代
官
営
施
設
で
使
用

さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
機
能
に
着
目
し
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。一　

製
銅
関
連
木
簡

の
形
状
と
用
法

１
　
長
登
製
銅
関
連
木
簡
研
究
の
課
題

長
登
銅
山
の
製
銅
関
連
木
簡
は
、
大
き
く
付
札
木
簡
と
記
録
木
簡
の
二
つ
に

分
類
で
き
、
銅
の
生
産
状
況
を
管
理

・
記
録
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
般
に

（付
札
〉
木
簡
は
、
付
札
と
荷
札
に
分
け
ら
れ
、
ど
ち
ら
も
物
品
に

何
ら
か
の
情
報
を
付
加
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
（肥

。
こ
れ
ま
で
平
城
京

な
ど
で
出
土
し
た
荷
札
木
街
は
、
生
産
地
で
は
な
く
、
送
付
先

（消
費
地
）
で

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
荷
を
納
入
先
に
送
付
す
る
際
に
、
そ
の
物
品

名
な
ら
び
に
進
上
者
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ



長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論

ら
に
、
進
上
先
で
保
管

・
分
類
す
る
た
め
に
改
め
て
整
理
用
の
付
札
が
作
成
さ

（
１１
）

れ
、
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
長
登
出
土
の
銅
付
札
は
、

木
簡
そ
の
も
の
の
成
形
が
採
銅
所
で
行
な
わ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と

も
記
載
の
文
字
は
長
登
で
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
銅
の
生

産
現
場
で
付
け
ら
れ
、
取
り
外
さ
れ
た
木
簡
と
し
て
、
非
常
に
興
味
深
い
題
材

で
あ
る
。
貢
進
物
の
荷
札
つ
い
て
は
、
郡
家
段
階
で
作
成
さ
れ
た
と
す
る
今
泉

隆
雄
氏
の
説
と
、
国

・
郡
と
そ
の
下
の
郷
で
作
成
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
と

い
う
東
野
治
之
氏
の
説
が
あ
る
。
荷
札
と
付
札
の
違
い
は
あ
る
が
、
長
登
木
簡

の
よ
う
に
生
産
の
現
場
で
記
入
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

記
録

。
出
納
に
関
す
る
木
簡
に
つ
い
て
は
、
長
屋
王
家
木
簡
を
題
材
に
、
機

能
面
か
ら
の
分
析
が
渡
辺
晃
宏
氏
、
森
公
章
氏
、
勝
浦
令
子
氏
な
ど
に
よ
つ
て

（‐４
）

な
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
長
登
木
簡
と
併
せ
て
後
述
す
る
が
、
生
産
や
出
納
の

管
理
と
い
う
側
面
で
長
登
木
簡
と
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
記
録
木
簡
の
記
載
内

容
や
形
状
は
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ
ら
の
木
簡
を
個
別
に
分
析
す
る
と
と
も
に
、

複
数
の
形
状
の
木
簡
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
た
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

さ
ら
に

「正
倉
院
文
書
」
な
ど
の
紙
の
文
書
と
木
簡
と
の
比
較
が
山
口
英
男

氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
る
な
（型

、
紙

・
木
簡
と
も
に
、
機
能
論
と
し
て
の
検
討

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
山
口
氏
は
、
正
倉
院
の
写
経
所
文
書
に
は
発
信
者
の
も

と
に
置
か
れ
た
ま
ま
受
信
者
に
送
達
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
文
書
個
体
と
し
て
の

「移
動
し
な
い
」
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
に
お
い
て
も

「移
動
し
な

い
」
文
書
が
か
な
り
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
長

登
の
銅
付
札
木
簡
は
、
明
ら
か
に
銅
山
で
使
用
さ
れ
、
破
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
「移
動
し
な
い
」
木
簡
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
銅
付
札
は
何

ら
か
の
偶
然
で

「移
動
し
な
か
っ
た
」
も
の
か
、
始
め
か
ら

「移
動
し
な
い
」

こ
と
を
予
定
し
た
木
簡
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

と
え
ば
銅
の
生
産
量
を
記
し
た
木
簡
は
、
銅
山
で
の
管
理

・
整
理
に
使
用
さ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、　
一
方
で
消
費
地
に
輸
送
さ
れ
て
い
つ
た
銅
に
は
ど
の

よ
う
な
札
が
付
属
し
て
い
た
の
か
と
い
う
、
新
た
な
疑
間
も
生
じ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
長
登
採
銅
所
で
使
用
さ
れ
た
製
銅
関
係
の
主
な
木
簡
を
Ａ
ｌ
Ｆ
に

分
類
し
、
ま
ず
は
個
別
に
そ
の
用
途
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
上
で
相
互
の
使

用
状
況
を
関
連
付
け
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

２
　
木
簡
の
分
類
と
用
途

Ａ
　
銅
付
札

（銅
付
札
Ａ
）

銅
付
札
に
は
大
き
く
二
種
類
の
も
の
が
あ
る

（表
１
）。
こ
こ
で
銅
付
札
Ａ

と
し
た
の
は
、
製
錬
さ
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
ま
ず
最
初
に
付
け
た
と
み
ら
れ

る
付
札
で
あ
る
。
木
簡
の
形
態
は
上
部
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
底
辺
を
水

平
に
成
形
し
た
〇
三
二
型
式
が
大
半
を
占
め
る
。
な
お
、
銅
は

「枚
」
と
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
、
板
状
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
」
誕
。

側

　
「

＜
下
玲
僻
マ
′―、緒
に
封
昨
年
胤
盤

一　
下
日

♯
　
　
　

岸Ｒ
お
ギ
⇔
　
ｏ駕

［長
登
一
五
四
］



表

一

主
要
銅
付
札

・
文
字
が
不
明
瞭
な
も
の
、
完
形
で
は
な
い
も
の
は
一
部
省
略
し
た
。

・
釈
文
及
び
寸
法
は
原
則
と
し
て

「長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
図
録
』
に
拠
る
。

・
対
応
番
号
は
本
文
の
中
で
使
用
し
た
番
号
で
あ
る
。

Bオし 銅付札A

l④ l⑮ ③ l② l① 制
誂

宛

　

　

先

日
下
マ
色
夫

額
田
部
□
□
□

神
部
幸

□
□

大
伴
マ
黒
万
呂

秦
マ
酒
手

宇
佐
恵
勝
里
万
呂

ロ
マ
ロ
ロ

□
□
□
□

回
□
□
□
□
□

□
ロ
マ
ロ
ロ

□
□
□
□
□
子

□
□
□
□

車
持
マ
小
善

額
田
部
龍
万
呂

回

〔
靭
力
〕
マ
牛
麻
呂

□
□
□
□
□

【
万
呂
力
〕

大
田
マ
ロ

〔麻
力
〕

膳
大
伴
百
嶋

額
田
マ
万
呂

下
神
マ
小
嶋

大
神
直
都
々
美

製
　
作

者

七
月
功

四
月
功

三
月
功

四
月
功

二
月
功

三
月
功

九
月
功

三
月
功

□
月
功

二
月
功

四
月
功

四
月
功

回
月
功

一
二
月
功

四
月
功

九
月
功

四
月
功
カ

五
月
功
カ

○ |○

月 1月

一 十九
日 I日

七
月

一
〇
日

/製
動
期
月功
日

一
一二

一
一
五

三
人

五
〇

斤

　

数

枚
数

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

○ !○ |○ |O10 型
式

下 質

八
九

二
〇

一

一
八
五

二
〇
六

三
二
七

三
九

一

四
三
二

一
九

一

二
四
六

四
三
五

二
四

一

一
九
八

一
九
六

二
四
五

一
八
四

二
四
四

二
三
九

二
三
人

称
諦

七

一

四
〇

五
四

一
人

五
三

一
二
七
×
二
九
×
七

一
三
九
×
三

一
×
九

三
≡

一×
三
四
×
六

一
五

一
Ｘ
二
九
×
六

一
五
三
迷

一八
×
八

一
四

一
∠
≡

ヌ

七

一
五
〇
×
二
五
×
五

一
三
〇
×
三

一
×
八

一
七
二
∠
二
四
×
六

一
四
七
×
三
三
×
五

一
五
〇
×
二
九
×
六

一
三
人
×
三

一
×
五

一
四
人
×
二
人
×
七

一
二
〇
×
三

一
×
七

一
四
二
∠

〓
ハ
×
七

一
四

一
迷
≡

ヌ

五

一
七
八
×
三
四
×
七

一
三
二
Ｘ
（
三
◆
×
五

一
六
四
×

九
九
×
二

一
八
九
×

（
一
一
五

一
七
八
×

寸

　

　

法

一七
×
六

四
×
九

一〓
ヌ

七

）
×
二
七
×
六

一三
ハ
×
エハ

本
稿
図
３

備

考



他のそ 付字同

② l④ lOl⑫ l l⑭ l l l⑩

□

〔左
力
〕
宮
乙
□

□

【
官
力
〕
□
□
□

官
布
直

調
銅

調
銅

少
目
殿

二
回

〔俣
力
〕
郷
銭
司
料

左
官
膳
大
伴
□
〔臣
力
〕□

（家
原
殿
）

□
笠
殿

□

〔官
力
〕
□
□

日

廿

大
庭
□

〔
人
力
〕

＝

廿

太
政
大
殿

回
□
〔判
官
力
〕
犬
甘
殿

□
□

〔
稼
殿
力
〕

家
原
殿

豊
前
門
司

□
□
□

〔
司
ヵ
〕

□
□
□

□
□
麻
□

膳
大
伴
廣
玉
女

皆
麻
呂

未
選

野
身
連
国
持
借
子
野
身
連

安
曇
石
田

日
下
マ
嶋
足

日
置
マ
忍
万
呂

功
外

一
二
月
二
八
日

一
一
月
二
九
日

七
月
功

一
二
月
功

一
〇
月

二
月
功

六
月
功

五
月
功
カ

九
三

五三
七

九
二

五
二

人
五

一
〇
七

三
七

二
〇
カ

四
二
ヵ

エハ
とハ

三
五

三
〇

五
三

一
七

四
〇

一
人
○

四
〇
カ

QIQIQIQ QIQIQIQIQIQI@ 〇
三
二

〇
三
九

〇
三
九

〇
三
二

〇

一
九

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
二

〇
三
九

〇
三
九

〇
三
九

〇

一
一

〇
三
二

〇
三
九

上

一
九
九

三
八
六

三
四
七

三

一
五

一一三
一一一
一

三
六
五

四
六
九

二
四
二

三
人
七

四
五
二

一
九
七

三
九
九

四
六
三

三
人
九

一十五
四 |

〈
上ハ

一ご
一九

二
四
六

三
七
二

五
五
七

一
九
二

二
八
五

四
九
五

へ
一
一

ｉ全
二
×

三
八
×

五
〇
×

五
九
×

一
一
一
×

五
七
×

三
九
×

一
一
一
一）

一〇
四
×

四
五
×

三
四
×

一九
×
五

八
×
六

一
一
×

上
ハ

一七

×
五

一七

×
七

ご
ヌ

九

】○
×
六

八
二
人
）
×
五

一人
×
八

一三
×
八

八

×

五

下
部
破
損
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②

。
「
＜
大
榊
直
都
々
美
　
」

。
「
＜
百

十

五
斤

枚

二
　

」
　

　

　

　

ｏ
ｏ
淫
も

寓
］
夏

登

二

人
］
（本
稿
図
３

⑬

。
「
＜
日
日
日
日
□

　
　
　
　
　
」

。
「
＜
額

田

マ
万

呂

　

　

十

月

九

日

」
　

　

　

　

Ｐ
諮

認

ヽ

寓
］

冨

登

一
二

邑

宛
所
は
明
記
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
は
木
簡
に
よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
認

（
・７
）

め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は

（Ａ
）
工
人
名

［製
錬
を
担
当
し
た
鋳
工
名
］
、

（Ｂ
）
製
鋼
の
重
量

［斤
］
、
（Ｃ
）
数
量

［枚
］
が
共
通
記
載
事
項
と
な
っ
て

お
り
、
木
簡
の
片
面
の
み
に
記
載
さ
れ
る
も
の

（⑪
）
と
、
両
面
に
記
載
さ
れ

る
も
の
が
あ
る

（②
③
）。
ま
た
、
（Ｄ
）
月
日
が
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

（⑪

①
）。　
一
般
に
都
で
出
土
し
た
付
札
に
は
、
整
理

・
分
類
の
た
め
に
物
品
名
が

（・９
）

記
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
こ
こ
で
は
生
産
物
が
銅
に
限
定
さ
れ
る
た

め
か
、
通
常
の
付
札
と
は
異
な
り
物
品
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
も
基
本
的
情
報
で
あ
る
鋳
工
名
お
よ
び
銅
の
重
量

・
枚
数
を
、
銅
イ

ン
ゴ
ツ
ト
に
付
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
情
報
量
は
最
低
限
で
あ
り
、

出
土
点
数
も
少
な
い
。
鋳
工
名
は
、
省
略
せ
ず
に
姓
名
を
記
載
し
、
大
神
直

都
々
美
の
よ
う
に
カ
バ
ネ
を
記
載
す
る
例
も
あ
る

（②
）。
月
日
は
、
製
銅
完

了
日
と
み
る
か
、
管
理
部
門
提
出
日
か
、
進
上
先

へ
の
送
付
日
か
は
不
明
だ
が
、

採
銅
所
で
出
土
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
者
の
い
ず
れ
か

（も
し
く
は
こ

れ
ら
は
同
日
か
）
だ
と
判
断
す
べ
き
だ
ろ
う
。

宛
先
を
記
載
し
た
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
長
登
銅
付
札
の
大
半
を
占
め
、
大
切

Ⅲ

Ｃ

区

２

Ｔ

、

４

Ｔ

Ａ

ま

た

は

Ｈ

Ｃ

３

１

５

Ｔ

と

い
う

近

接

し

た

大

溝

を

中

心

（
２０
）

に
出
土
し
、
ほ
ぼ

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
の
形
態

は
銅
付
札
Ａ
と
同
様
〇
三
二
型
式
で
あ
り
、
長
さ
は
お
お
よ
そ

一
五
〇
ミ
リ
前

後
、
幅
は
三
〇
ミ
リ
前
後
と
ほ
ぼ

一
定
し
て
お
り
、
厚
さ
が
六
―
八
ミ
リ
と
や

や
厚
め
な
点
が
特
徴
で
あ
り
、
か
な
り
規
格
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。
長
登
木
街
の
銅
付
札
に
厚
み
が
あ
る
の
は
、
堅
固
な
金
属
に
付

(4)

Ｂ
　
宛
先
記
載
銅
付
札

（銅
付
札
Ｂ
）

宛
先
を
明
記
す
る
銅
付
札
で
あ
る
。

「＜家
原
聴
剛
祀
枚
一　
」

〔靱
力
〕

「
＜
ロ
マ
牛
麻
呂
九
月
功

上
□
　
　
」

「
＜
豊
前
門
司
五
十
七
斤
枚

一

上
■
　
　
　
」

「
＜
秦
マ
酒
手
三
月
功

上
□
　
　
　
」

「
＜
大
殿
七
十
二
斤
枚

一
」

「
＜
日
下
マ
色
夫
七
月
功

上
□
」

「
＜
日
日
――
日
□
汁
斤
枚

一

〔功
力
〕

「
＜
日
下
マ
色
夫
五
□
□

十崖
あ
甲
∞
　
ｏ
駕

〔長
登
二
四
四
］

Ｐ麟
あ
）
『
　
ｏ
駕

［長
登
三
九

こ

ヽ
「
£
｝
『
　
ｏ
鴛

［長
登
　
八
九
ズ
本
稿
図
３
）

冨
∞
あ
甲
伽
　
ｏ
駕

［長
登
二
六
五
］
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属
す
る
た
め
、
重
み
に
よ
る
札
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。

内
容
は

（
Ａ
）
宛
先
、
（
Ｂ
）
製
銅
の
重
量

［斤
］
、
（Ｃ
）
数
量

［枚
］
、

（
Ｄ
）
鋳
工
名
、
（
Ｅ
）
功
で
あ
り
、
片
面
に

「
（宛
先
）

○
斤
○
枚
」
、
も

う

一
面
に

「
（名
一Ｊ

　

Ｏ
月
功
」
と
記
載
さ
れ
る
。

冒
頭
に
記
さ
れ
る

（
Ａ
）
の
宛
先
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
（あ
）
官
司
、

（
い
）
個
人
、
（う
）
そ
の
他

（調
・
官
布
直
）
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
（Ｂ
）

の
重
量
は

一
枚
あ
た
り
、
十
数
斤
か
ら
百
斤
、
付
札

一
枚
に
対
す
る
銅
イ
ン
ゴ

ッ
ト
の

（Ｃ
）
数
量
は

一
―
三
枚
の
間
に
収
ま
る
が
、
原
則
と
し
て
は
銅
イ
ン

ゴ
ッ
ト

一
枚
に
対
し
、　
一
枚
の
付
札
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
Ｄ
）
は

鋳
工
名
を
記
す
が
、
い
わ
ゆ
る
贄
貢
進
荷
札
に
進
上
者
の
国
郡
名
が
明
記
さ
れ

る
の
に
対
し
、
銅
付
札
Ｂ
に
は
あ
く
ま
で
銅
付
札
Ａ
と
同
様
に
姓
名
が
記
載
さ

れ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
「上
束
」
と
は
造
東
大
寺
司
に
輸
送
さ
れ
た
銅
の

品
質
が
、
上
品

。
中
品

。
下
品
と
記
さ
れ
た

（『大
日
本
古
文
圭
塁

天
平
勝
宝
五
年

所
収

「丹
裏
文
圭
屋
。
二
五
十

一
五
五
―
七
）
の
と
同
じ
く
、
銅
の
質
を
さ
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
銅
付
札
木
簡
で
は
必
ず
送
付
先
で
あ
る
宛
所
と
製
作

者
名
が
、
各
面
に
分
け
て
記
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
面
の
情
報
を
、
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
年
月
日
を
記

さ
ず
、
「Ｏ
月
功
」
と
必
ず
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
札
の
一
面
が
製
錬
担

当
者
の
「功
」
に
関
し
て
用
い
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
銅
付
札
と
類
似
の

記
載
を
持
つ
付
札
の
出
土
例
は
他
に
な
く
、
長
登
木
簡
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
　
宛
先
別
出
来
高
集
計
簿
木
簡

工
人
三
十
人
の
歴
名
を
列
記
し
た
木
簡
が
あ
る
。

①

。
「
。

塚
殿
銅
大
斤
七
百
十
三
斤
枚
汁

一　

小
斤
二
千
四
百
甘
四
斤
Ｈ

＝
枚
八
十
四

朝
庭
不
申
銅

天
平
二
年
六
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
」

。「。大
津
郡
借
子
曲
鉛
］
輯
部
謝ヽ
］酌

ママ豊マ手瑚
申
　
雨
］
一蝉
］
船

＝

凡
海
マ
哀
西

＝
肺

出
］
中
持
紳
攀
中
　
　
　
　
　

の誤
出
占

か
写

（部
一１こ
［嫌
暉

一一備
濯
”
一勢
棉
翻
．
）

上
部
に
穿
孔
が
開
い
て
い
る
長
さ
が
七
〇
セ
ン
チ
近
く
も
あ
る
長
大
な
木
簡

で
あ
り
、
二
人
名
に
合
点
が
あ
り
、収
納
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

穿
孔
が
木
簡
の
上
端
中
央
で
は
な
く
、
文
字
を
よ
け
て
片
側
に
片
寄

っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、文
字
記
入
後
に
孔
が
あ
け
ら
れ
、
そ
の
後
紐
で
釣
り
ぶ
ら
下
げ
掲
示

し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
墨
は
両
面
と
も
に
極
め
て
鮮
明
に
残

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
特
定
の
面
を
表
に
し
て
長
期
間
風
雨
に
晒
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
一
時
的
に
掲
示
し
た
も
の
か
、太
陽
の
当
ら
な
い
室
内
で
掲
示
さ

れ
た
も
の
だ
ろ
う
。も
し
く
は
、
紐
で
綴
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、表
記
の
銅
の
集
合
体
に
対
し
て
付
属
し
た
木
簡
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

内
容
は
、
泳

（長
門
国
鉄
を
指
す
か
）
宛
て
の
銅
の
製
錬
量
を
ま
と
め
た
も
の



で
あ
り
、
大
津
郡

（長
門
国

大
津
郡
‥
長
門
国
北
西
部
、
現

長
門
市
域
）
と

い
う
同

一
の

郡
出
身
の
工
人
が
同
じ
宛
先

の
銅
を
製
錬
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。　
一
年
分
の
長
門

国
嫁
宛
の
製
錬
記
録
と
考
え

（
２２
）

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
木
簡

の
み
か
ら
で
は
判
断
し
か
ね

る
。
天
平
二
年

（±

一δ

）

六
月
二
二
日
と
い
う
日
付
を

も
ち
、
銅
の
製
錬
時
期
を
特

定
す
る
の
に
有
効
な
木
簡
で

あ
る
。

銅
の
重
量
は
、
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
の
個
々
の
重
量
を
列
記
す
る
の
で
は
な
く
、

大

・
小
斤
毎
の
総
計
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
木
簡
記
載
の
前
段
階

で
、
あ
ら
か
じ
め
他
の
本
簡
を
用
い
て
銅
の
集
計
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

Ｄ
　
個
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡

個
人
の
製
錬
量
を
記
す
、
出
来
高
を
集
計
し
た
帳
簿
の
役
割
を
果
た
す
木
簡

で
あ
る
。

〔
中
力
〕

〔
×
百
〕

制

。
「野
身
連
百
依

七
十
五
斤
枚

一　

五
十
五
斤
枚
二
□
　
合
百
汁
斤

．　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
五
カ
〕
（２４
）

天
平
□

×

。
「　
合
五
百
十
斤
枚
十

一

（囀
９
六
氣
▼
∞
　
ｏ
‘

［長
登
三
〇

一
］

枚
二
　
　
汁
五
斤
枚

一

⑩

。
「五
十
二
斤
枚

一

七
十
斤
枚
二

汁
五
斤
枚

一

Ｌ
□
ロ
マ
ロ
　
　
　
汁
三
斤
枚

一

（鴻
じ
六
滓
▼
∞　
ｏ盟

［長
登
四
人
三
］

⑪
は
表
面
冒
頭
に
製
錬
者
名
を
記
し
、
名
前
の
下
か
ら
裏
面
に
か
け
て
、
斤

量

・
枚
数
を
記
す
。
こ
の
二
人
の
銅
付
札
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
「野
身

図 1 宛先別出来高集計簿木簡

(『図録』341号 )
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連
国
持
」
［長
登
八
二
と
≡
一一七
］
が
み
え
る
。
⑩
は

「□
ロ
マ
ロ
」
の
提
出
し

た
銅
の
出
来
高
を
集
計
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
列
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
で
み
た
個
々
の
工
人
の
作
業
報
告
も
ま
た
同
様
に
、
帳
簿
を
作
成
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
日
下
マ
色
夫
は
０
の
大
殿
宛
木
簡
で
は
七
十
二

斤
枚

一
（七
月
功
）
と
⑦
の
宛
先
不
明
木
簡
で
は
三
〇
斤
枚

一
（五
月
功
）
と
二

枚
の
木
簡
に
名
前
が
み
え
て
お
り
、
Ｄ
の
集
計
簿
の
よ
う
に
工
人
毎
の
生
産
量

が
ま
と
め
ら
れ
て
、
管
理
さ
れ
た
と
考
え
る
。

こ
の
製
銅
量
帳
簿
は
、
銅
の
斤
量
か
ら
見
れ
ば
、　
一
カ
月
分
の
製
錬
量
で
は

な
く
複
数
月
の
集
計
で
あ
ろ
う
（漣

。
①
の
木
簡
に
は

「中
」
の
記
載
が
見
え
る

の
で
、
下
部
の
欠
損
部
分
に

「下
」
品
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。

①
と
⑩
は
厳
密
に
言
え
ば
、
集
計
方
法
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
工
人
の
出

来
高
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
　
複
数
の
二
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡

さ
ら
に
、
複
数
の
二
人
の
製
錬
額
を
記
し
た
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。

口

。
×
麻
呂
百
八
斤

陣
測

マ
石
万
呂
　
　
　
叶
許

マ斤
風
加
枚
六

　
田

□
六
百
五
斤
人
両
枚
四

凡
直
□
　
　
□
回
八
斤
十
二
両
枚
四
　
　
□

×
□
百
八
斤
枚
四

下
神

マ
ロ
ロ
百
廿
斤
枚
五

上
丁
安
曇

マ
ロ
甘
　
　
　
　
」

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
靴
喜
団
旦
　
　
　
　
　
」

（氣
じ
卜
）
∞　
ｏ
‘

［長
登
三
五
一
］

（姓
欠
）
麻
呂
、
凡
海
マ
石
万
呂
、
日
置
マ
五
月
、
凡
直
□
、
下
神
マ
ロ
ロ
、

安
曇
マ
ロ
甘

（『木
簡
研
究
』
一
九
で
は

「犬
甘
」
と
す
る
）
の
六
名
の
製
錬
工
名

及
び
製
銅
量
が
列
記
さ
れ
る
。
但
し
、
上
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
文
字
の
配
列

は
整
然
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
人
名
と
銅
重
量
の
関
係
性
が
不
明
瞭

な
部
分
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
姓
も
長
登
木
簡
に
複
数
み
え
る
も
の
で
、
銅
山
に

お
い
て
同
じ
氏
族
の
人
々
が
多
く
差
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

こ
の
木
簡
で
は
銅
の
重
さ
の
単
位
と
し
て

「両
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『養
老
令
』
雑
令
１
度
十
分
条
に
よ
れ
ば
、　
三
ハ
両
は

一
斤
に
換
算
さ
れ
る
。

一
人
あ
た
り
百
斤
程
度
の
製
錬
量
か
ら
み
て
、
月
額
の
出
来
高
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

Ｆ
　
横
材
帳
簿
木
簡

横
材
の
木
簡
に
は
、
数
値
、
月
、
単
位

（斤

・
斗

・
枚
）
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
り
、
帳
簿
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
を
横
向
き
に
使
用

し
た
例
は
、
平
城
宮
木
簡
や
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
見
え
て
お
り
、
そ
の
用
途

は
主
に
食
料
の
授
受
や
支
給
、
宛
先
別
支
出
の
集
計
に
関
す
る
帳
簿
の
役
割
を

（２６
）

果
た
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ｏ
】

［長
登
四
〇
八
］

〇
一謝
）一附刊

匡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
潔

［長
登
六
四

一
］
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Hlё

（
＊
）
ｏ
】

［長
登
六
三
七
］

長
登
の
横
材
木
街
は
製
銅
関
係
の
も
の
の
他
、
炭
に
関
す
る
も
の

［長
登
六

一三
ハ］、
歴
名

［長
登
五
六
〇
］
な
ど
が
あ
り
、
何
れ
も

一
・
六
―
三
釦
間
隔
で

界
線
が
引
か
れ
て
」
誕
。
完
形
に
近
い
も
の
も
あ
る
が
、
削
婿
も
目
立
ち
、
何

度
も
削
り
直
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
⑫
に
は

「月
」
「枚
」
「銅
」
「合
」
と
い
う
文
字
が
み
え
、
恐
ら
く
月

毎
の
銅
の
集
計
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑬
は
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
が
銅

一
枚
あ

た
り
の
重
量
だ
ろ
う
か
。
こ
の
数
字
が
宛
先
別
か
個
人
別
の
集
計
か
は
不
明
で

あ
る
。
側
に
見
え
る

「奈
」
を
人
名
と
み
れ
ば
、
個
人
の
集
計
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
木
簡
の
数
値
は
比
較
的
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
月
額
の
製
錬
量
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
年
額
を
総
計
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
但
し
単
位
は
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
食
料
そ
の
他
の
集
計
簿
の
可
能
性
も
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
同
様
の
内

容
を
も
つ
維
形
の
木
簡
Ｄ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
完
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
横
材

木
簡
は
定
規
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
、
削
暦
で
存
在
す
る
場

合
が
多
い
こ
と
か
ら
、　
一
時
的
な
下
書
き
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で

き
る
。

３
　
製
銅
関
連
木
簡
使
用
の
モ
デ
ル
化

２
で
は
製
銅
を
管
理
す
る
上
で
使
用
さ
れ
た
Ａ
ｌ
Ｆ
の
木
簡
の
機
能
を
個
別

に
述
べ
た
が
、
実
際
に
使
用
す
る
に
あ
た
り
こ
れ
ら
の
木
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
に
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
相
互
の
機
能
を
補
完
す
る
役
割
を
は
た
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
屋
王
家
木
簡
に
つ
い
て
考
察
し
た
森
公
章
氏
は
、
日

毎
の
米
支
給
を
ま
と
め
た
横
材
木
簡
は
、
宛
先
部
署
別
支
給
額
を
抜
き
出
し
て
、

宛
先
別
に

一
カ
月
の
支
給
を
計
算
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
と
す
礎
。
そ
し
て
ヽ

事
務
処
理
に
は

［各
支
給
時
の
伝
票
木
簡
］
、
［日
毎
の
支
出
を
整
理
し
た
木

簡
］
、
［宛
先
別
の
支
出
を
整
理
し
た
木
簡
］
、
［邸
外
の
各
部
署
や
荷
札
木
簡
に

よ
る
進
上
物
の
把
握
の
た
め
の
集
計
簿
の
木
簡
］
、
［邸
外
の
各
部
署
別
、
国
別

の
貢
進
物
の
進
上
を
集
計
し
た
木
簡
］
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
あ
つ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。

こ
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
長
登
の
銅
関
連
木
簡
の
製
作
意
図
に
つ
い
て
推
論

を
立
て
て
お
き
た
い
。
図
２
は
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
木
簡
の
相
互
関
連
を
推
論
に
基
づ
き

図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

採
銅
所
に
お
い
て
、
最
初
に
製
錬

・
仕
分
け
の
段
階
で
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
製

作
者
名

・
銅
の
重
量

・
製
錬
日
と
い
う
基
本
的
情
報
を
付
与
す
る
の
は
銅
付
札

Ａ
で
あ
る
。
こ
の
付
札
Ａ
の
つ
い
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
が
ま
ず
宛
先
別
に
分
類
さ

れ
る
。
嫁
殿
宛
の
歴
名
簿

（０
）
か
ら
、
同

一
の
郡
出
身
の
工
人
集
団
に
よ
る

銅
の
製
錬
作
業
が
推
測
で
き
る
か
ら
、
製
錬
さ
れ
た
銅
は

一
カ
所
に
ま
と
め
て

集
積

・
保
管
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
保
管
さ
れ
て
い
る
状
態
の
時
、
Ｃ
の
宛

先
別
集
計
簿
の
よ
う
な
木
簡
を
掲
示
、
ま
た
は
結
び
つ
け
て
、
宛
先
を
明
確
化

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
木
簡
に
記
さ
れ
た
合
点
は
、
各
人
が
銅
イ
ン

ゴ
ッ
ト
を
納
め
た
際
に
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
Ｃ
木
簡
は
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図 2 銅関連木簡のモデル図

嫁
宛
の
記
録
帳
簿
と
し
て
の
機
能
を
も
兼
ね
備
え
る
。

そ
し
て
こ
の
保
管
さ
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
毎
に
、
銅
付
札
Ｂ
の
添
付
が
行
な

わ
れ
た
と
考
え
る
。
銅
付
札
記
載
の
字
の
逗
び
を
図
録
の
写
真
で
観
察
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
を
別
個
に
書
き
加
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
同
筆
で
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
じ
め
て
銅
付
札
Ｂ
に

記
載
す
べ
き
事
項
で
あ
る
宛
先

・
製
錬
工
名

・
重
量

・
数
量
を
確
認
し
、
新
し

い
札
を
作
成
し
、
銅
に
結
び
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
日
付
は
そ
の
ま

ま
写
し
取
る
の
で
は
な
く
、
月
単
位
の

「功
」
、
つ
ま
り

「○
月
功
」
と
し
て

記
さ
れ
、　
一
月
毎
の
生
産
量
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

製
錬
さ
れ
た
銅
が
出
荷
ま
で
ど
の
程
度
の
期
間
、
採
銅
所
に
集
積
さ
れ
て
い

た
か
は
不
明
だ
が
、
食
料
と
は
異
な
り
鮮
度
の
問
題
は
な
い
の
で
、
気
管
場
所

さ
え
許
せ
ば
長
期
の
保
管
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
一
定
の
期
間
の
後
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宛
先
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
銅
付
札
Ｂ
は
銅
イ
ン

ゴ
ツ
ト
と
と
も
に
進
上
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
採
銅
所
で
は
ず
さ
れ
、
採
銅
所

内
、
あ
る
い
は
関
連
の
部
署
で
の
処
理
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
工
人
の

姓
名
を
記
す
の
み
で
本
貫
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
木
簡
が
他
所

へ
逗
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
国
郡
名
が
記
さ

れ
る
調
な
ど
の
荷
札
木
簡
と
は
、
用
法
が
異
な
る
木
簡
で
あ
る
。
送
付
先
へ
は

別
の
札

（若
し
く
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
帳
簿
）
が
付
け
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

山
口
英
男
氏
は
Ｂ
の
銅
付
札
に
つ
い
て

「あ
る
期
間
の
鋳
工
の
作
業
内
容
を

書
き
留
め
た
手
実
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
」
と
し
て

「鋳
工
手
実
」
と
で
も
称

◎
本
衛
の
廃
棄

◎
木
鶴
の
廃
葉

東大寺

豊前門司

家原殿など

鋼
イ
ン
ゴ
ツ
ト
付
札
　
　
　
　
集
計

・
管
理
用
本
簡

複
数
工
人
出
来
高
帳
簿

宛
先
別
出
来
高
集
計
簿

個
人
別
出
来
高
集
計
簿



し
う
る
木
簡
と
理
解
し
て
い
る
。
確
か
に
作
業
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
こ
の
付
札
の
第

一
の
目
的
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
積
極
的
な
使
用
目
的
が
あ

っ
た
と
思
う
。
す
な
わ
ち
銅
付
札
Ｂ
は
、
Ｃ
ｔ
Ｆ
の
帳
簿
を
記
す
上
で
必
要
な

情
報
量
を
す
べ
て
網
羅
し
た
、
極
め
て
有
効
な
基
本
台
帳
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
の
例
と
し
て
あ
げ
た
①
木
簡
と
、
銅
付
札
Ｂ
の
作
成
の
時
期
は
、
集
積

・

保
管
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、
若
千
製
作
時
期
が
前
後
す
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
個
人
別
に
月
額
の
銅
の
出
来
高
を
集
計
し
た
も
の
が
Ｄ
の
帳
簿
、
さ
ら
に

月
毎
の
二
人
集
回
の
成
績
を
ま
と
め
た
も
の
が
Ｅ
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
の
横

材
木
簡
は
、
削
暦
が
多
く
二
次
利
用
が
目
立

つ
こ
と
か
ら
、
Ｄ
や
Ｅ
の
下
書
き
、

も
し
く
は
覚
書
の
よ
チ
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
代
の
生
産
現
場
に
お
い
て
、
「
モ
ノ
＝
銅
」
の
生
産
、
及
び

「労
働
」
の

管
理
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
複
数
の
形
態
の
木
簡
が
有
機
的
に
使
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

一
一　
銅
付
札

の
ゆ
く
え

１
　
東
大
寺
出
土
銅
付
札
と
長
登
木
簡

こ
れ
ま
で
長
登
採
銅
所
で
使
用
さ
れ
、
破
棄
さ
れ
た
木
簡
に
つ
い
て
述
べ
て

き
た
。
し
か
し
各
送
付
先
に
送
ら
れ
た
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
も
、
銅
の
重
量
な
ど

を
示
す
付
札
が
付
属
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
送
付
さ
れ
た
銅
に
は
い
か
な
る
付
札
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
銅
付
札
Ｂ
に
は
、
進
上
の
日
付
は
記
さ
れ
ず
、
二
人
の
月
毎
の

「功
」
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
宛
所
に
Ｂ
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
式
の
付
札

が
銅
に
つ
け
ら
れ
て
進
上
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

平
城
京
二
条
大
路
木
簡
に
次
の
銅
荷
札
木
簡
が
あ
る
。

⑮

　

「
安

藝

国

銅

廿

斤

　

枚

□

　

　

　

　

　

（
Ｐ
『
∞
）

］
Ｐ
点

儲

牌

玩

一一一〇
十

七

頁

五

長
登
採
銅
所
の
銅
も
、
長
門
国
を
経
由
し
て
進
上
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

国
名
を
記
し
た
木
簡
が
荷
札
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

「長
門
国
」
名
を
明
記
し
た
銅
付
札
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
東
大
寺
の
大
仏
造
営
に
関
わ
る
銅
関
連
施
設
で
出
土
し
た
銅
付
札

（
３．
）

に
着
目
し
た
い
。
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
の
西
方
、
大
仏
建
立
に
関
わ
る
整
地
層

下
の
自
然
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
大
仏
鋳
造
を
開
始
し
た
天
平

一
九

年

（七
四
七
）
九
月
か
ら
、
大
仏
殿
の
完
成
し
た
天
平
勝
宝
三
年

（七
五
こ

頃

（３２
）

の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戒
壇
院
東
側
か
ら
西
塔
跡
に
抜
け
る
小
道

沿
い
に
埋
め
た
て
ら
れ
た
流
路
跡
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
も
木
簡
を
含
め
た

鋳
造
関
連
の
廃
棄
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
流
路
付
近
で
銅
な
ど
の
金
属

が
集
約
さ
れ
て
精
錬
作
業
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
」
礎
。

木
簡
は
銅
の
鋳
造
に
関
連
す
る
も
の
、
特
に
銅
付
札
が
多
数
見
つ
か
っ
て
お

り
、
長
登
銅
付
札
に
極
め
て
よ
く
似
た
木
簡
が
複
数
出
土
し
て
い
る
。
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∽
。「＜語
人
詠
酔
ｔ
十
六
斤
コ
』」

。
「
＜
　

七

月

廿

日

　

　

　

　

　

」
　

　

　

Ｐ
瑠

駕

ふ

儲
〕

研

災
　

一
七
四
邑

側

・
「
＜
生

壬

マ
万

呂

十

九

斤

冨

』

」

。
「
＜
十

一
月

十

六

日

『前
大

目
』

」
　

　

　

Ｐ
沼

器

５

ｏ
駕

［防
災
　

一
七
四
△

⑬

。
「

＜

汁

四

斤

軍
構

百

三
斤
ヒ

名

＜

『枚

二

』
　

　

　

」
　

　

　

　

岸
超

器

ぢ

ｏ
駕

砺

災
　

一
七
四

邑

こ
れ
ら
の
銅
付
札
は
採
銅
所
な
ど
の
銅
の
送
付
元
で
付
け
ら
れ
、
と
も
に
消

費
地
ま
で
進
上
さ
れ
て
き
た
も
の
か
、
納
入
先
で
あ
る
東
大
寺
で
の
精
錬
後
、

も
し
く
は
整
理
用
に
改
め
て
新
し
く
付
け
ら
れ
た
も
の
か
判
断
す
る
の
が
難
し

い
の
で
、
他
の
東
大
寺
の
銅
付
札
も
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。

刊

。
「

＜
右
二
竃
汁

一
斤
蹴

∫

。
「
＜
　

　

□

□

一
日

　

」
　

　

　

　

　

　

牌毬

認
５

ｏ
駕

砺

災

一
七
八
王

⑩

・
「
＜
汁

三
斤

八
両

二
畝

」
　

　

　

　

　

　

　

岸
寓

Ｐ『
あ

ｏ
駕

研

災

一
七
七
迩

竃
の
名
称
と
そ
の
竃
で
用
い
ら
れ
る
鉱
物

（銅
）
の
重
量
を
示
す
も
の

（⑩
）、

鋳
型
や
炉
に
こ
び
り
つ
い
た
銅
で
再
生
さ
れ
た
銅

（め
、
水
洗
銅
）
に
関
す
る

付
札
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
東
大
寺
の
精
錬
施
設
で
加
工
さ
れ
た
銅

に
付
け
ら
れ
た
整
理
用
の
付
札
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

改
め
て
人
名

・
斤
量

。
枚
を
書
き
連
ね
た
∽
―
い
木
簡
を
み
て
み
よ
う
。
報

告
書
で
は
、
東
大
寺
木
簡
に
は

「功
」
の
文
字
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
銅
の
枚

数
が
異
筆
で
記
さ
れ
る
こ
と
、
日
付
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
登
と
東

大
寺
の
銅
付
札
木
簡
は
同
種
の
も
の
と
は
言
い
難
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
長
登
木
簡
Ｂ
形
式
の
銅
付
札
と
比
較
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
工
人
名
、

重
量
、
枚
数
、
及
び
年
月
日
を
記
す
Ａ
の
付
札
と
は
極
め
て
類
似
す
る
。
ま
た

『　
』
内
は
異
筆
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
が
、
写
真
で
は
判
別
で
き
ず
、
例

え
異
筆
だ
と
し
て
も
、
後
に
文
字
が
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
長
登
銅
付
札
Ａ

で
も
十
分
想
定
で
き
る
の
で
、
こ
の
点
を
、
両
者
の
違
い
を
判
断
す
る
材
料
と

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

長
登
と
東
大
寺
そ
れ
ぞ
れ
の
木
簡
を
並
べ
て
比
べ
て
み
よ
う

（図
３
）。
木

簡
の
形
状
は
い
ず
れ
も
〇
三
二
型
式
が
多
数
を
占
め
、
大
き
さ
も
長
さ

一
五
〇

ミ
リ
、
幅
三
〇
ミ
リ
前
後
で
あ
り
、
比
較
的
厚
み
が
あ
る
点
で
極
め
て
よ
く
似

て
い
る
。
ま
た
写
真
が
不
鮮
明
な
た
め
は
っ
き
り
と
は
い
え
な
い
が
、
字
体
も

よ
く
似
て
お
り
、
特
に

「斤
」
の
字
の
続
け
具
合
に
共
通
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
東
大
寺
木
簡
に
見
え
る

「生
壬

（壬
生
）
部
」
雲
巴

姓
を
持

つ
人

が
長
登
木
簡
に
も
存
在
し
て
い
る
。

Ｄ

。
「
＜
生
壬
マ
ロ
足

一
斗
五
升
」
　

　

　

（こ
冨
貝
］◆
ヽ
寓
］
冨
登
四
九
迩

⑭
の

「語
人
鳥
」
に
つ
い
て
は
、
語
都
姓
の
人
が
中
国
地
方
に
多
く
分
布
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
（嘘

、
長
登
で
も

「語
マ
豊
田
」
が
歴
名
木
簡
に
（０
）、

「語
マ
足
奈

（長
と

が
習
書
木
簡

（
［長
登
五
≡
邑
）
に
み
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
同

一
の
姓
が
東
大
寺
精
錬
施
設
に
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
鋳
造
に
携



わ
る
工
人
の
中
に
、
長
登
採
銅
所
か
ら
移
動
し
て
い
た
者
が
存
在
し
た
可
能
性

も
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
銅
の
送
付
先
で
あ
る
東
大
寺
で
、
長
登
の
銅
付
札
Ａ
と
似
た
付

札
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
長
登
と
東
大
寺
の
銅
付
札
は
、
製
錬

（ま
た
は
精
錬
）
後
に
、
銅
に
最
低
限
の
基
本
情
報
を
付
加
す
る
と
い
う
同
じ

使
用
目
的
を
持

っ
た
木
簡
で
は
な
か
ろ
う
か
。

長
登
の
銅
付
札
Ａ
の
中
に
は
、
採
銅
所
で
外
さ
れ
ず
に
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
に
付

け
ら
れ
た
ま
ま
送
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。
都
に
送
ら
れ
る
貢
進
物

に
送
付
過
程
の
諸
段
階
や
使
用
目
的
に
対
応
し
て
、
幾
種
類
か
の
荷
札
木
簡
が

同

一
物
品
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
輛
永
貞
三
氏
や
東
野
治
之
氏
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
東
野
氏
は
荷
札
に
は
貢
進
物
の
検
収
の
際
に
取
り

外
さ
れ
る
も
の
と
、
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
荷
札
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
長
登
の
銅
に
も
当
初
複
数
の
付
札
木
簡
が
付
け
ら
れ
、
Ｂ
の
み
が
現
地
で

は
ず
さ
れ
、　
一
部
の
Ａ
形
式
の
付
札
が
採
銅
所
に
残
存
し
た
の
で
は
な
い
か
。

仮
に
Ａ
木
簡
が
銅
と

一
緒
に
進
上
さ
れ
た
な
ら
ば
、
進
上
先
で
廃
棄
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
勿
論
、
安
芸
国
銅
の
よ
う
に
国
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま

た
現
在
発
掘
さ
れ
た
長
登
木
簡
の
年
紀
は
天
平
五
年
が
下
限
で
あ
り
大
仏
造
営

の
時
期
と
ず
れ
る
と
い
う
疑
間
点
も
あ
る
が
、
長
登
採
銅
所
が
天
平
年
間
以
後

も
連
続
し
て
い
る
こ
と
、
長
門
の
銅
の
造
東
大
寺
司
へ
の
輸
送
が
確
実
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
木
簡
に
長
登
採
銅
所
の
木
簡
が
含
ま
れ
る
可
能
性

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

長登銅付札Aの例

(『図録』118号 )

東大寺銅付札の例

(F東大寺防災』〔1746号〕)

長登銅付札Bの例

(『図録』89号 )

図3 長登銅付札 と東大寺銅付札
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２
　
木
簡
記
載
の
宛
先
に
つ
い
て

進
上
し
た
銅
に
は
、
Ａ
形
式
の
銅
付
札
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
項
で

述
べ
た
。
続

い
て
、
東
大
寺
以
外

へ
送
ら
れ
た
、
銅
と
銅
付
札
の
ゆ
く
え
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

銅
付
札
Ｂ
の
記
載
に
よ
る
と
、
長
登
採
銅
所
で
製
錬
さ
れ
た
銅
の
宛
先
は
長

門
国
司
、
鋳
銭
司
、
中
央
貴
族
と
様
々
で
あ
り
、
採
銅
所
に
お
い
て
明
確
に
銅

の
納
入
先
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
中
西
康
裕
氏
は
交
易
雑

物
の
京
進
後
の
配
分
先
が
国
衛
段
階
で
既
に
意
識
さ
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
て

お
」
興
味
深
い
。
銅
付
札
の
宛
先
に
つ
い
て
は
、
既
に
入
木
充
氏
や
佐
藤
信
氏

に
よ

っ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
若
千
見
解
が
異
な
る
点
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。
な
お
人
木
氏
は
木
簡
に
み
え
る
宛
先
を

「配
分
先
」
と
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
銅
は
各
宛
先
に
支
給
さ
れ
た
も
の
、
宛
先
か
ら
の
働
き

か
け
に
よ
っ
て
納
入
さ
れ
た
も
の
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
想
定
で
き
る
の
で
、

本
稿

で
は

一
方
的
な
割
り
当
て
を
想
起
さ
せ
る

「配
分
」
の
語
は
用

い
ず
、

「宛
先
」
も
し
く
は

「宛
名
」
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
国
家
の
採
銅
を
推
測
さ
せ
る
宛
名
に
は

「大
殿
」
（前
掲
⑥
）、
「嫁

殿
」
答例
）、
「少
目
」
（⑬
）
が
あ
る
。

〔稼
殿
と

②

。
「
＜
□
□

。
「
＜
□
□
五
百
□
×
　
　
　
　
　
　
　
（し

含
滓ｅ
韻
ふ

ｏ毬

冥
全
一入
と

い

・
「
＜
少
目
殿
九
十
三
斤
」

。
「
＜

　

枚

二

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
毬

島

ふ

寓

や

冨

登

一
を

占

「大
殿
」
は
、
墨
書
土
器
の

「大
家
」
の
用
例
と
同
様
に
、
具
体
的
な
人
物

名
を
示
す
の
で
は
な
く
、
直
接
関
係
す
る
責
任
者
つ
ま
り
採
銅
所
を
統
括
し
て

い
た
人
物
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
撚

。
少
目
宛
の
付
札
が
各

一
点
、
稼

へ
進
上
し
た
銅
の
総
数
を
列
記
し
た
大
型
の
集
計
簿
木
簡
も
あ
り

０
剛
掲
０
）、

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
長
門
国
の
塚
と
少
目
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『延
喜
民
部

式
』
上
で
は
長
門
国
は
中
国
で
あ
り
、
本
来
大

・
少
目
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
平
野
博
之
氏
に
よ
れ
ば
天
平
九
年

「長
門
国
正
税
帳
」
３
大
日
本
古
文

圭
屋

二
十
一≡
し

に

「少
目
」
の
文
字
が
確
認
で
き
、
こ
の
時
期
に
少
目
が
存

在
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
銅
が
、
官
司
と
し
て
の
国
府
に
送
付
さ
れ
た
も
の
か
、

橡

・
少
目
個
人
に
充
て
ら
れ
た
も
の
か
は
判
断
が
難
し
い
。
木
簡
①
に
記
さ
れ

た

「朝
庭
不
申
銅
」
は

「朝
庭
に
銅
を
申
さ
ず
」
も
し
く
は

「朝
庭
に
申
さ
ざ

る
銅
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

「朝
庭
」
の
用
法
は

『続
日
本

紀
』
や

「正
倉
院
文
書
」
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
国
家
な
い
し

は

「官
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
も
し
国
家

的
要
請
に
よ
る
銅
の
進
上
な
ら
ば
、
嫁
や
少
目
な
ど
個
々
の
国
司
を
宛
先
に
す

る
こ
と
は
な
く
、
長
門
国
、
も
し
く
は
次
に
示
す
付
札
の
よ
う
に
鋳
銭
司
な
ど

の
具
体
的
官
司
名
を
明
記
す
る
の
で
は
な
い
か
。

一四
　
「
＜
一
一ｎ
茄
泄
抜
司
虹
呂
幽
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｆ
じ
六
溌
▼
伽　
ｏ∞ｏ
［長
登
三
人
五
〕

そ
う
す
る
と
集
計
簿
に
み
え
る
銅
は
、
抜
個
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
嫁
と
し
て
の
職
務
の
対
価
で
あ
っ
た
か
、
個
人
的
な
入
用
で
あ
っ



た
か
は
こ
の
木
簡
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
進
上
さ
れ
た

銅
の
量
が

一
ト
ン
を
超
え
る
膨
大
な
量
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
団
豆前
門
司
」
宛
の
付
札

一
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。
豊
前
門
司
は

瀬
戸
内
海
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
廷
暦

一
五
年

（七
九
工０

以
前
に
は
西
海
道

諸
国
の
津
か
ら
出
航
す
る
船
は
豊
前
門
司
で
の
検
察
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い

う
。
人
木
氏
は
豊
前
門
司
を
通
じ
て
、
豊
前
国
府
や
大
学
府
に
も
銅
が
流
通
し

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
宛
所
が
個
人
名
な
ど
具
体
的
な
宛

先
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
豊
前
門
司
に
限
つ
て
仲
介
官
司
、
な
い
し
は
経

由
地
を
示
す
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
の
二
次
的
な
流
通
を
意
図
し
て

述
べ
ら
れ
た
見
解
だ
と
思
う
が
、
こ
の
場
合
は
豊
前
門
司
そ
の
も
の
が
、
銅
の

送
付
先
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宛
名
が
個
人
名

「家
原
殿
」
「□
笠
殿
」
「靭
マ
」
な
ど
の
場
合
も
、
こ
れ
ら

の
銅
が
支
給
さ
れ
た
も
の
か
、
宛
名
の
人
物
が
私
的
に
長
登
銅
山
か
ら
購
入
し

た
も
の
か
、
い
ず
れ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

明

。
「
＜
家
原
殿
廿
四
斤
枚

一　
」

。
「
＜
額
田
部
龍
万
呂
四
月
功

上
□
　
　
」
　

　

　

　

　

μ卜的
誤
ヽ

寓
Ю
冨
登
一
人
巴

「家
原
殿
」
を
宛
先
と
す
る
木
簡
は
六
点
出
上
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
誰

を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。
夫
左
大
臣
多
治
比
嶋
の
死
後
、
貞
節
に
よ
り
連
姓

と
封
戸
を
賜
っ
た
家
原
音
那
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
説
も
あ
（誕

。
製
作
者
と
し

て
は
他
に

「靭
部
」
「大
田
部
」
な
ど
が
み
ら
れ
、
「額
田
部
」
は
長
登
木
簡
に

多
く
見
え
る
姓
で
、
銅
駄
馬
を
列
記
し
た
歴
名
木
簡
に
も
複
数
の
額
田
部
姓
の

工
人
が
記
さ
れ
て
い
る

［長
登
三
三
八
］
。
ま
た

「周
防
国
正
税
帳
」
に
天
平

一

〇
年

（と
一天
）

一
〇
月
耽
羅
嶋
人
の
部
領
使
と
し
て
上
京
の
途
中
、
周
防
国

を
通
過
し
た
長
門
国
豊
浦
郡
擬
大
領
正
人
位
下
額
田
部
直
廣
麻
呂
が
み
え
て
お

り
、
長
門
国
に
分
布
す
る
姓
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

∞

。
「
＜
節
度
使
判
官
犬
甘
汁
斤
枚

一
」

。
「
＜
額

田
部

□

□

□

四
月

功

　

　

」
　

　

　

　

岸怒

解
も

寓
］
夏

全

５

こ

七
道
の
節
度
使
は
天
平
四
年

（七
三
一
し
入
月
に
任
命
さ
れ

（『続
日
本
紀
』

天
平
四
年
八
月
丁
亥
条
）、
「出
雲
国
計
会
帳
」
３
大
日
本
古
文
書
』

一
十
五
人
九
）

で
は
天
平
六
年
五
月
に

「節
度
使
下
山
陰
道
状
」
と
み
え
る
。
山
陰
道
長
官
は

従
三
位
多
治
比
縣
守
で
あ
り
、
判
官

（定
員
四
）
の

一
人
に
外
従
五
位
下
巨
曽

倍
津
嶋
が
い
た

（『続
日
本
紀
』
天
平
四
年
八
月
丁
酉
条
）。
「犬
甘
」
は
不
詳
だ
が
、

「縣
犬
養
」
「犬
養
」
「若
犬
養
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
天
平
九
年
に
従

六
位
下
出
雲
嫁
と
み
え
る
縣
犬
養
宿
爾
黒
麻
呂
で
あ
ろ
う
か

（『大
日
本
古
文

書
』
二
十
六
こ
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
長
登
で
採
掘
さ
れ
冶
錬
さ
れ
た
銅
は
国
か
ら
支

給
さ
れ
る
も
の
、
私
的
に
入
手
し
た
も
の
、
そ
の
供
給
過
程
と
し
て
い
ず
れ
の

選
択
肢
も
想
定
で
き
る
が
、
現
時
点
で
出
土
し
た
木
簡
で
は
両
者
の
分
別
を
つ

け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
地
域
が
ご
く
限
定
さ
れ
る
特
殊
な

産
物
で
は
あ
る
が
、
古
代
の
官
営
採
銅
所
に
お
い
て
官
採
さ
れ
た
銅
に
も
拘
わ
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ら
ず
、
官
司
だ
け
で
な
く
個
人
宛
に
提
供
さ
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

３
　
古
代
に
お
け
る
銅
の
流
通

銅
の
中
央
進
上
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

「丹
裏
文
書
」
に
長
門
国
か
ら
造
東

大
寺
司
へ
の
輸
送
の
記
録
が
残

っ
て
お
り
、　
一
括
し
て
船
で
逗
ば
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
銅
は
国
か
ら
支
給
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
東
大
寺
が

需
要
に
応
じ
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
天
平
勝
宝
元
年

（七
四

九
）
八
月
か
ら
同
二
年
七
月
ま
で
の
上
日
帳
に
よ
る
と
、
大
仏
造
営
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
造
東
大
寺
司
の
経
師
が

「買
銅
使
」
「銅
使
」
「使
銅
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
み
え
る
。

大
伴
連
衰
麻
呂

人
月
不
九
月
不
十
月
買
銅
使
十

一
月
如
対

（後
略
）

翁
大
日
本
古
文
書
』
「経
師
上
日
帳
」
三
十
二
人
九
）

上
毛
野
公
伊
加
万
呂

人
月
銅
使

九
月
不

十
月
使
銅

３
大
日
本
古
文
書
』
「経
師
上
日
帳
」
三
十
二
九
五
）

人
月
は
上
毛
野
公
伊
加
万
呂
が
銅
使
、　
一
〇
月
は
大
伴
衰
麻
呂
が
買
銅
使
、

伊
加
万
呂
が
使
銅
と
そ
れ
ぞ
れ
み
え
、
「買
銅
使
」
と
は
銅
の
購
入
に
関
わ
る

使
者
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
使
者
の
派
遣
先
は
不
明
だ
が
、
長
登
の

銅
が
長
門
国
を
経
由
し
て
船
で
運
上
さ
れ
た
時
期
と
も
重
な
り
、
こ
の
輸
送
に

付
き
従
っ
た
使
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
長
登
木
簡
の
同
時
期
の
史
料
と
し
て
、
天
平
六
年

（七
一一一四
）
の
興

福
寺
西
金
堂
の
造
宮

。
造
仏
関
連
帳
簿
と
さ
れ
（誕

「造
仏
所
作
物
帳
」
で
は
、

必
要
な
銅
の
用
途
と
重
量
を
列
記
す
る
と
と
も
に
、
銅
の
購
入
量
と
そ
の
直
に

つ
い
て
記
す
。

星
妃
露
四封鞘
離
評
摘
稗
脚碑オ置
一―丞
○

こ
の
よ
う
に
天
平
年
間
頃
に
は
、
銅
の
購
入
が
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
銅
に
よ
っ
て
価
格
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
銅
の

「上
束
」

「中
束
」
な
ど
の
品
質
差
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

長
門
国
か
ら
銅
を
購
入
し
た
明
ら
か
な
例
と
し
て
造
法
華
寺
司
が
あ
げ
ら
れ

′
つ

。

（前
略
）

調
布
三
百
汁
二
端
　
（以
下
、
入
手
の
内
訳
）

「
一　一」

用

一
百
端
九
十
七
端
　
（以
下
、
用
途
の
内
訳
）

「
二
」

ヽ
ミ
く

残
汁
五
端

「
一　一」

五
端

（中
略
）
並
在
二院
檜
皮
葺
正
蔵
一、

汁
端
銅
買
価
、
遣
二長
門
・未
γ来

（後
略
）

３
大
日
本
古
文
書
』
「雑
物
請
用
帳
」
四
十
四
六
八
―
四
七

一
、

二
五
十
三
一
六
―
一
九
再
収
）

天
平
宝
字
四
年

（七
六
〇
）
―
五
年
頃
、
所
有
し
て
い
た
調
布
の
残
部
三
二

端
の
う
ち
三
〇
端
を
銅
買
価
と
し
て
長
門
国
に
遣
わ
し
た
が
未
だ
銅
は
到
来
し

て
い
な
い
と
い
う
。
布
を
銅
の
代
価
と
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
都

所
在
の
東
大
寺
や
造
法
華
寺
司
な
ど
が
長
門
国
を
経
由
し
て
銅
を
購
入
し
て
い

た
。



中
央
の
貴
族
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
長
登
木
簡
に
太
政
大
殿
宛
の
銅
付

札
が
あ
り
、
こ
の
大
政
大
殿
は
故
藤
原
不
比
等
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

鰯
　
「
＜
太
政
大
殿
□
□
首
大
万
呂
　
上
□

五
十
三
斤
枚
二
　
　
」
　
　
ＰＲ

遮
∞
寓
］
冥
登
里
ハ△

佐
藤
信
氏
は
次
の
東
大
寺
で
出
土
し
た
木
簡
と
井
せ
て
考
察
し
、
「太
政
大

殿
」
つ
ま
り
不
比
等
宛
て
の
銅
が
、
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
を
経
由
し
て
、
東
大

寺
に
送
ら
れ
た
と
す
純
。

Ｔ
「巽
雲
酌
融

宮と時
討訴
』

名
『
　

　

□
□
　
　
　
　
　
口
回

雲

□

□

嶋

国

人
臥

　　　　　（Ю
Ｐ∞
）
∞
］
］

ｏ
Ｐ
Ｏ
［防
災

一
七
エハ
一
一〕

長
屋
王
家
木
簡
か
ら
、
貴
族
邸
で
は
鋳
所
を
設
け
、
銅
製
品
を
製
作
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
（制

か
ら
、
不
比
等
邸

（光
明
子
が
伝
領

・
管
理
し
て
い
た
か
）

に
も
鋳
銅
の
付
属
施
設
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
光
明
子
か
ら
東
大
寺
に
銅

が
進
上
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
長
登
銅
山
で
太
政
大
殿
宛
に
送
ら
れ
た
銅
と
の
関

係
も
推
測
さ
れ
よ
う
。
東
大
寺
大
仏
建
立
の
原
料
と
な
る
銅
を
光
明
子
だ
け
で

な
く
、
他
の
貴
族
が
貢
納
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
、
「家
原
殿
」

や

「□
笠
殿
」
が
都
の
貴
族
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
も
そ
の
候
補
者
と
な
り
う
る
。

長
登
採
銅
所
で
製
錬
さ
れ
た
銅
は
、
基
本
的
に
は
国
家
に
収
納
さ
れ
る
も
の

と
み
ら
れ
る
が
、
造
寺
司
、
有
力
貴
族
の
需
要
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
銅
が
採
銅
所
の
存
在
す
る
長
門
国
と
直
接
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
あ
つ

た
。
先
述
し
た
よ
う
に
採
銅
所
で
宛
先
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
諸
処

か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
銅
製
錬
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
に
到
る
。
つ

ま
り
、
採
銅
所
で
の
採
掘
お
よ
び
製
錬
量
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
計
画
的
に

作
業
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
受
注
生
産
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
取
ら

れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
し
て
都
に
輸
送
さ
れ
る
際
に
銅
に
付
け
ら
れ
て
い
た
木
簡
こ
そ
が
、
長
登

で
出
土
し
た
銅
付
札
Ａ
、
お
よ
び
東
大
寺
で
出
土
し
た
銅
付
札
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
一　
銅
付
札
Ｂ
と
二
人

の
労
働
評
価

で
は
、
送
付
さ
れ
る
こ
と
な
く
採
銅
所
で
廃
棄
さ
れ
た
銅
付
札
Ｂ
は
、
い
つ
、

何
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
銅
付
札
は

送
付
先
お
よ
び
技
術
者
の
成
果
管
理
の
た
め
に
改
め
て
作
成
さ
れ
、
付
さ
れ
た

札
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

銅
付
札
Ｂ
は
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
お
よ
び
形
状
を
も
ち
、
厚
み
も
六
１
人
ミ

リ
と
通
常
の
本
簡
よ
り
も
厚
い
、
か
な
り
頑
丈
で
定
形
化
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
。

文
字
も
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
木
簡
が
採
銅
所
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

各
面
の
使
用
目
的
と
し
て
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

第

一
の
目
的
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
冒
頭
に
宛
先
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
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ら
、
銅
イ
ン
ゴ
ツ
ト
を
宛
先
別
に
分
類
す
る
こ
と
で
あ
る
。
採
銅
所
で
外
さ
れ

た
後
、
複
数
の
記
録
作
成
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
Ｃ
の
大
型
の

歴
名
木
簡
が
そ
の
集
計
帳
簿
に
該
当
す
る
。

第
二
の
目
的
は
、
各
工
人
の

「功
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
出

来
高
の
管
理
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
長
登
採
銅
所
で
働

く
工
人
の
功
に
対
し
て
の
対
価
は
不
明
で
あ
る
。
銅
山
で
働
く
鋳
工
や
そ
の
他

の
技
術
者
が
ど
こ
か
ら
差
発
さ
れ
た
か
、
ま
た
そ
の
身
分
に
よ
っ
て
内
容
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

一
般
に

「功
」
と
は
雇
用
労
働
力
な
ど
に
対
応
す
る
語
だ
が
、
労
働
成
果
に

対
し
て
功
銭
や
功
食
な
ど
の

「功
直
」
が
支
払
わ
れ
た

（給
付
）
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
銅
付
札
Ｂ
の

「功
」
は
、
製
銅
の
成
果
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

「○
月
功
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「銅
○
斤
」
、
「枚
○
」
が
二
人
の
功
と
し
て

月
単
位
で
集
計
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
曇
石
田
の
よ
う
に

「功
外
」
の
記

載
も
あ
り
、
全
て
の
製
銅
が
功
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑬

。
「
＜
汁
七
斤
枚

一　
」

。
「
＜
安

曇

石

田

功

外

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
駕

誂

５

畠
］

夏

登
八
邑

長
屋
王
家
木
簡
で
も

「功
」
に
関
す
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

⑩

。
「

ｏ
移
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

□
月
日
□

扶
　
　
従
廣
足
　
　
　
　
　
　
　
」

鶯
卜
六
淫
▼
∞
　
ｏ
〓

［平
城
京
１
十

一
六
〇
］

①
Ｌ
払
酔
足
功

。
「
長

一
文

三

尺

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｆ

じ

（
］
ｏ
）
卜

ｏ
解

［平

必

爪
１
十

四
エ
ハ
巴

造
東
大
寺
司
で
は
、
木
工

・
鉄
工
の
功
が
毎
月
の
告
朔
で
報
告
さ
れ
て
お
り

令
造
東
大
寺
司
告
朔
解
」
『大
日
本
古
文
書
』
五
十

一
人
八
―
二
〇
一
な
ど
）、
ま
た

「画
師
行
事
功
銭
注
進
文
」
奪
大
日
本
古
文
書
』
四
十
一
一一ハ
四
生

一七
一
し

で
は
彩

色
画
師
ら
の
彩
色
枚
数
と
対
応
す
る
功
銭
の
文
数
が
申
上
さ
れ
て
い
る
。
櫛
木

謙
周
氏
に
よ
る
と
、
食
料
が
人
に
対
応
す
る
の
に
対
し
、
功
直
は
仕
事
や
技
量

に
対
応
す
る
と
い
う
。
「上
」
「中
」
「上
東
」
と
記
載
さ
れ
た
の
は
、
製
銅
の

質
も

「功
」
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

銅
付
札
Ｂ
は

「正
倉
院
文
書
」
の
諸
例
と
同
様
に
、
鋳
工
の
勤
務
成
績
管
理

に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
採
銅
所
に
お
け
る
採
掘
量
、
生
産
量
、
輸
送
先
、

二
人
の
勤
務

・
功
直
な
ど
は
、
長
門
国
に
よ
つ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
全
て

の
処
理
が
長
門
国
府
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
美
祢
郡
家
、
採
銅
所

（政
所
と
称
し
た（腿
）
に
お
い
て
、
実
質
的
な
指
導
や
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
銅
付
札
は
、　
一
つ
で
必
要
な
情
報
を
網
羅
し
て
お
り
、
ほ

ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
に
成
形
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
簡
そ
の
も
の
の
扱
い
も
簡
便
な

も
の
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
山
地
に
所
在
す
る
官
営
工
房
で
使
用
す
る
の
に
適

し
た
木
簡
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
銅
の
輸
送
に
あ
た
つ
て
は
、
各
宛
先
に
送
付
し
た
と
い
う

「記

録
」
が
国
府
に
申
上
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
木
簡
自
体
は

採
銅
所
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
登
で
出
土
し
た
も
の
と
異
な
る
木



簡
や
、
も
し
く
は

「紙
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
帳
簿
が
、
国

・
郡
へ
送
ら
れ
た
こ

と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
工
人
の

「功
」
の
評
価
を
示
す
帳
簿

木
簡
が
み
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
工
人
の
成
績
の
帳
簿
に
関
し
て
は

「紙
」
の
使
用
の
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
採
銅
所
で
働
く
工
人
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
り
、
重
要
な

問
題
を
提
起
す
る

「調
銅
」
お
よ
び

「未
選
」
記
載
の
木
簡
に
つ
い
て
言
及
し

て
お
き
た
い
。

⑫

。
「
＜
調
銅
八
十
五
斤
枚
三
」

名

＜
未

選

　

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

　

牌
】

］
コ
ヽ

儲
］

冨

全

一毛

邑

⑪

　

「
＜
調

銅

百

七

斤

枚

三

」
　

　

　

　

　

　

　

　

牌
翼

出

も

寓
的

冨

登
五
五
土

神
護
景
雲
二
年

（七
六
人
）
に
長
門
国
豊
浦

・
厚
狭
郡
な
ど
か
ら
の
調
銅
が

停
止
さ
れ
る
ま
で
、
調
と
し
て
銅
を
貢
進
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
木
簡
に
よ
っ
て
天
平
年
間
前
半
に
お
け
る
、
調
銅
貢
進
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。　
一
人
あ
た
り
の
調
銅
貢
進
量
の
規
定
は
な
い
が
、
同
じ
鉱
物
で
あ

る
鉄
の
場
合
は
十
斤
で
あ
（誕

か
ら
、
こ
の
付
札
の
銅
量
八
五
斤
、
百
七
斤
が
そ

の
ま
ま

一
人
ず
つ
の
貢
進
量
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
付
札
は
、
複

数
の
未
選
身
分
の
調
銅
を
合
わ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
例
え
ば
調
鍬
や
調
鉄
の

場
合
、
正
丁

一
人
の
負
担
額
で
は
な
く
、
便
宜
上
の
個
数
ご
と
に
ま
と
め
て
貢

（
５４
）

進
さ
れ
て
い
た
。

⑫
木
簡
か
ら
、
長
登
採
銅
所
に
は

「未
選
」
身
分
の
人
々
が
存
在
し
、
技
術

者
の
中
に
は
造
東
大
寺
司
や
造
石
山
寺
所
の
よ
う
に
、
勘
籍
を
受
け
る
者
が
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
」
純
。
し
か
し
ヽ
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
長
登

採
銅
所
に

「未
選
」
官
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
な
い
点
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。
参
考
と
し
て
次
の
銅
付
札
を
あ
げ
る
。

①

。
「
＜
官
布
直
九
十
二
斤
枚

一
」

。
「
＜
膳
大
伴
廣
玉
女
　
上
回
」
　
　
　
　
　
　
Ｐ８

解
ふ

寓
］
冨
全
三
死
〕

「官
布
」
の
直
と
し
て

「銅
九
十
二
斤
」
が
記
載
さ
れ
て
」
純
。
女
性
で
あ

る
廣
玉
女
に
は
調
庸
布
の
納
付
の
必
要
は
な
い
か
ら
、
採
銅
所
な
い
し
は
上
部

の
官
司
が
購
入
す
る
官
布
の
直
と
し
て
製
錬
さ
せ
た
銅
で
あ
り
、
そ
の
銅
の
製

錬
担
当
者
が
、
た
ま
た
ま
廣
玉
女
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
鋳
工
者
と
宛
先
に
は
そ
の
銅
の
製
錬
を
担
当
し
た
と
い
う
事
実
以
外
の
相

互
関
連
が
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
銅
付
札
の
宛
先
と
製
作
者
に
相
互
関
連
性
が
な
い
可
能
性
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
未
選
身
分
の
工
人
が
自
分
自
身
の
調
銅
を
、
自
ら
製
錬
し
た
も
の

で
は
な
く
、
採
銅
所
、
あ
る
い
は
長
門
国
が
必
要
と
し
た
調
銅
量
を
、
採
銅
所

に
依
頼
し
て
製
錬
さ
せ
た
と
い
う
理
解
が
成
立
つ
。
調
鍬
、
調
鉄
や
布
が
、
郡

郷
里
を
単
位
に
官
営
工
房
で
ま
と
め
て
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
傍
証
と
な
ろ

うゝ／。勿
論
、
採
銅
所
で
の
未
選
身
分
の
者
の
存
否
を
直
接
示
す
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
判
断
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
は
未
選
工
人
が
存
在

し
た
蓋
然
性
も
高
い
と
思
う
。
そ
こ
で
仮
に
未
選
身
分
の
者
が
長
登
採
銅
所
に

存
在
し
た
と
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。



「未
選
」
の
文
字
は
地
方
出
上
の
初
例
で
あ
り
、
年
代
的
に
も

「正
倉
院
文

書
」
の
初
見
天
平

一
〇
年

答七
三
人
）
を
遡
る
も
の
で
あ
る

（『大
日
本
古
文
書
』

七
十

一
仝
一Ｔ
四
）。
造
東
大
寺
司
や
写
経
所
に
お
い
て

「未
選
」
と
呼
ば
れ
る

人
々
が
写
経
生
や
画
師
、
雑
任
ク
ラ
ス
の
身
分
で
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
周
知

で
あ
り
、
野
村
忠
夫
氏
は

「未
選
」
と
は
国
家
的
造
営

・
写
経
事
業
の
拡
大
に

伴
い
広
く
民
間
か
ら
集
め
ら
れ
た
技
術
者
な
ど
で
あ
り
、
考
選
対
象
と
は
な
ら

な
い
人
々
と
規
定
す
る
。
長
登
採
銅
所
に
お
け
る
労
働
者
に
は
仕
丁
、
所
丁
ら

が
確
認
で
き
、
「額
田
部
」
「美
祢
」
「凡
海
マ
」
な
ど
長
門
周
辺
地
域
か
ら
徴

集
さ
れ
た
と
推
定
し
う
る
氏
名
の
人
々
が
多
く
み
え
る
。　
一
方

「未
選
」
官
人

に
は
本
司
を
持
つ
者
も
お
り
、
採
銅
所
若
し
く
は
国
郡
衛
が
技
術
者
と
し
て
採

用
し
た
人
物
で
あ
り
、
在
地
徴
集
者
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

『日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年

（人
△
こ
　
一
〇
月
二
日
幸
酉
条
で
は

「制
。

長
門
国
採
銅
所
雑
色
四
人
預
二於
勘
籍
ど

と
長
門
国
採
銅
所
の
雑
色
四
人
が
勘

籍
に
預
か
っ
て
お
り
、
『延
喜
式
部
式
』
上
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
。
ま
た

『日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年

（八
八
五
と

二
月

一
〇
日
乙
丑
条
の
太
政
官
処

分
に

「破
銅
手
」
「堀
穴
手
」
な
ど
の
技
術
専
門
者
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
専

門
的
技
能
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る

「未
選
」
の
人
物
は
将
来
的
に
勘
籍
に
預

か
り
位
階
を
有
す
る
官
人
と
成
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
長
登
で
働
く
工
人
達
に
は
い
く
つ
か
の
階
層
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
彼
ら
の
労
働
状
況
が
、
銅
の
集
計
段
階
に
お
い
て
重
量
や
枚
数
と
と
も

に
把
握
さ
れ
、
付
札
形
式
の
木
簡
で
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
政
所
と

称
す
る
採
銅
所
に
お
い
て
、
彼
ら
の
功
の
処
理
の
一
部
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
貞
観
五
年
の
勘
籍
制
度
が
入
世
紀
ま
で
遡
る
か
は
判
然
と
し

な
い
が
、
採
銅
所
で
働
く
工
人
な
ど
に
官
途
が
開
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
中

央

・
地
方
を
聞
わ
ず
古
代
官
営
工
房
に
お
け
る
工
人
の
一雇
用
を
考
え
る
上
で
、

改
め
て
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

お

わ

り

に

長
登
銅
山
跡
木
簡
の
銅
関
連
木
簡
の
機
能
に
つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
、
次

の
よ
う
に
各
木
簡
を
定
義
付
け
て
お
き
た
い
。

Ａ
　
個
々
の
銅
に
基
本
情
報
を
付
加
す
る
も
の
　
　
　
　
　
（銅
付
札
Ａ
）

Ｂ
　
個
々
の
銅
に
複
数
の
情
報
を
付
加
す
る
も
の
　
　
　
　
（銅
付
札
Ｂ
）

Ｃ
　
銅
の
宛
先
別
の
出
来
高
を
記
録
す
る
も
の

（宛
先
別
出
来
高
集
計
簿
木
簡
）

Ｄ
　
製
作
者
ご
と
の
生
産
を
管
理

・
記
録
す
る
も
の

（個
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡
）

Ｅ
　
複
数
の
製
作
者
の
生
産
を
管
理

・
記
録
す
る
も
の

（複
数
の
工
人
の
出
来
高
帳
簿
木
簡
）

Ｆ
　
件
数
の
多
い
情
報
の
記
録
、
も
し
く
Ｃ
ｔ
Ｅ
の
た
め
の
下
書
き

（横
材
帳
峰
木
簡
）

こ
れ
ら
の
木
簡
は
図
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
製
錬
直
後
の
銅
に
付
札
Ａ

長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論
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が
、
保
管
集
積
過
程
で
付
札
Ｂ
が
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
Ｂ
を
も
と
に
Ｃ
Ｉ

Ｆ
の
木
簡
が
作
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
木
簡
は
単
体
で
利
用
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
複
数
の
形
態
の
木
簡
が
有
機
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
う
ち
銅
付
札
Ａ
は
、
そ
の
多
く
が
製
錬
さ
れ
た
銅
と
と
も
に
消
費
地
に

移
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
登
で
出
土
し
た
製
銅
関
連
木
簡
は
、
原
則
と

し
て

「移
動
し
な
か
っ
た
木
簡
」
で
あ
る
。
通
常
、
調
庸
や
貢
進
物
に
付
け
ら

れ

「移
動
し
て
い
っ
た
木
簡
」
を
、
国
郡
衛
や
そ
の
他
官
営
施
設
な
ど
の
生
産

地
側
で
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
銅
付
札
Ａ
は
ま
さ
し
く
銅
と

と
も
に
生
産
地
で
あ
る
採
銅
所
か
ら

「移
動
し
た
木
簡
」
の
残
存
例
と
し
て
検

出
で
き
る
。
そ
し
て
東
大
寺
で
出
土
し
た
銅
付
札
も
、
こ
の
銅
付
札
Ａ
と
の
類

同
性
か
ら
生
産
地

（長
登
）
で
付
け
ら
れ
た
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
最
も
出
土
例
の
多
い
銅
付
札
Ｂ
は
、
銅
と
と
も
に
消
費
地
に
進
上
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
付
け
ら
れ
た
当
初
か
ら
採
銅
所
で
外
す
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
、
「移
動
し
な
い
木
簡
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
産
作
業
の
過
程
に
お
い

て
の
使
用
が
、
こ
の
木
簡
の
主
要
な
用
途
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
に
狭
な
山
中

の
採
銅
所
で
の
製
錬
銅
を
管
理
す
る
上
で
、
銅
の
宛
先

・
製
錬
量

・
工
人
の
功

と
い
う
必
要
な
情
報
を
全
て
そ
な
え
た
、
非
常
に
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
二
人
の
勤
務
成
績
管
理
の
た
め
の
台
帳
と
し
て
の
役
割
を
評
価
し

て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
銅
付
札
Ｂ
に
記
さ
れ
た
宛
先
か
ら
、
長
門
国
と
都
を
結
ぶ
銅
の
流
通

過
程
も
推
測
可
能
と
な

っ
た
。
「正
倉
院
文
書
」
に
東
大
寺
な
ど
の
造
寺
司
が

長
門
国
か
ら
銅
を
購
入
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
長
登
銅
山
の
銅

が
出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
木
街
か
ら
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
採
銅
所
で
官

採
さ
れ
た
銅
が
、
東
大
寺
や
貴
族
な
ど
の
私
的
な
需
要
に
対
応
し
て
い
た
こ
と

は
、
古
代
官
営
工
房
経
営
の
新
た
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
既
に
長
登

で
銅
の
宛
先
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
同

一
の
地
域
出
身
の
鋳
工
に
よ
っ
て

同

一
の
宛
先
の
銅
が
製
錬
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
採
掘

・
製
錬
が
需
要
に
応

じ
た
計
画
生
産
で
あ

っ
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
長
登
銅
山

遺
跡
の
発
掘
や
出
土
し
た
木
簡
に
よ
つ
て
、
人
世
紀
前
半
の
国
家
の
採
銅
事
業

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
銅
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
炭
関
連
の
木
簡
や
、
工
人
に
支
給
さ

れ
た
食
料
に
つ
い
て
の
木
簡
、
そ
し
て
採
銅
所
経
営
に
直
接
関
わ
る

「符
」
木

簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
を
踏
ま
え
て
、

採
銅
所
を
含
め
た
古
代
官
営
工
房
の
経
営
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

註（１
）

長
登
銅
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
正
式
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「長
登
銅
山
跡

Ｉ
Ｉ
古
代
製
錬
銅
遺
跡
。発
掘
調
査
報
告
―
』
（山
口
県
美
東
町
教
育
委
員
会
、　
一

九
九
〇
）。
『長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』
（同
、　
一
九
九
三
）。
『長
登
銅
山
跡
Ⅲ
』
（同
、　
一

九
九
八
）。
ま
た

『長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
図
録
―
古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
�
長
登
　
木
簡
展
―
墜
（以
下

『図
録
』
と
す
る
。
美
東
町
教
育
委
員
会
、
二

〇
〇
一
）
に
は
、
木
簡
の
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
有
益
で
あ
る
。
出
土
木

簡
に
つ
い
て
は

『木
簡
研
究
』
全

〓
一、　
一
九
九

一
。　
一
四
、　
一
九
九
二
。　
一
八
、



長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論

一
九
九
六
。　
一
九
、　
一
九
九
七
。
二

一
、　
一
九
九
九
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
最
も
新
し
い
見
解
で
あ
る

『図
録
』
の
釈
文
を
使
用
し
た
が
、
適
宜

『長

登
銅
山
跡
』
な
ら
び
に

『木
簡
研
究
』
の
釈
文
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た

『図

録
』
の
み
に
掲
載
さ
れ
る
木
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
の
釈
文
の
下
に

答
＊
）
を

印
す
。
な
お
、
木
簡
の
番
号
は
長
登
木
簡
の
通
し
番
号
を
用
い
、
［長
登

一
八

二
］
な
ど
と
記
す
。

（
２
）

長
門
国
の
採
銅
に
つ
い
て
は
、
葉
賀
七
三
男

「古
代
長
門
の
銅
生
産
に
つ
い

て
」
翁
山
口
県
地
方
史
研
究
』
五
〇
、　
一
九
八
三
）
。
池
田
善
文
ａ

「古
代
長
門

国
採
銅
所
の
予
察
」
翁
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
人
、　
一
九
人
三
）
。
同
ｂ

「古

代
産
銅
地
考
」
翁
坂
詰
秀

一
先
生
退
暦
記
念
論
文
集
　
考
古
学
の
諸
相
』
坂
詰
秀

一
先
生
還
暦
記
念
会
編
、　
一
九
九
六
）
な
ど
。

（
３
）

長
門
鋳
銭
司
に
関
す
る
論
文
は
多
い
の
で
、
本
稿
で
参
照
し
た
論
考
を
あ
げ
て

お
く
。
八
木
充
ａ

「山
陽
道
の
銅
産
と
鋳
銭
司
」
（福
尾
猛
市
郎
編

『内
海
産
業

と
水
通
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
六
六
）
。
同
ｂ

「銅
と
鋳
銭
司
」

翁
新
版
古
代
の
日
本
４
中
国

・
四
国
』
角
川
書
店
、　
一
九
九
二
）。
栄
原
永
遠
男

ａ

「鋳
銭
司
の
変
遷
」
［初
出

一
九
七
七
］
。
同
ｂ

「日
本
古
代
銭
貨
の
鋳
造
組

織
」
［初
出

一
九
七
九
］
（
い
ず
れ
も

『日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九
三
）
な
ど
。
ま
た
、
銭
と
長
登
銅
山
の
銅
鉛
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
齋

藤
努

「
日
本
の
銭
貨
の
鉛
同
位
体
比
分
析
」
高
橋
照
彦

「日
本
に
お
け
る
銭
貨
生

産
と
原
料
調
達
」
（
い
ず
れ
も

『国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
六
集
、

二
〇
〇

一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）

『大
日
本
古
文
書
』
二
十

一
五
〇
―

一
。
長
門
国
鋳
銭
司
の
官
員
構
成
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

長
門
国
鋳
銭
司
判
官
従
七
位
下
薗
田
首
八
嶋

主
典
従
七
位
下
大
宅
首
佐
波

民
領
少
初
位
上
贄
土
師
連
忍
勝

少
初
位
下
　
　
高
安
主
村
三
事

長
官
は
不
明
だ
が
五
位
官
人
が
任
命
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お

『大
日
本
古
文
書
』
で
は

「正
税
帳
」
と
す
る
が
、
早
川
庄
八
氏
の
指
摘

に
従
い

「郡
稲
帳
」
と
し
た
。
早
川
庄
八

「公
癖
稲
制
度
の
成
立
」
３
日
本
古
代

の
財
政
制
度
』
名
著
刊
行
会
、
三
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
六
〇
）
。
「播
磨
国
郡
稲

帳
」
記
載
の
鋳
銭
司
に
つ
い
て
は
、
栄
原
ａ
・
ｂ
註

（
３
）
論
文
参
照
。

（
５
）

池
田
善
文
ｃ

「古
代
銅
製
錬
の
実
態
と
若
千
の
問
題
点
」
３
長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』

註

（
１
》

（
６
）

人
木
充
ｃ

「奈
良
時
代
の
銅
の
生
産
と
流
通
―
長
登
木
簡
か
ら
み
た
―
」
３
日

本
歴
史
』
六
二

一
、
二
〇
〇
〇
）。

（
７
）

『図
録
』
で
は
削
婿
を
含
め
て
三
〇
三
点
の
釈
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。
同
ｄ

「長
登
木
簡
か
ら
み
た
古
代
銅
生
産
」
翁
長
登

銅
山
跡
Ⅱ
』
註

（
１
》
。
同
ｅ

「県
史
講
演
録
　
木
簡
か
ら
古
代
を
読
む
」
翁
山

口
県
史
研
究
』
八
、
二
〇
〇
〇
）
。

（
９
）

佐
藤
信
ａ

「長
門
長
登
銅
山
と
大
仏
造
立
」
亀
出
土
史
料
の
古
代
史
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
）
。
同
ｂ

「律
令
国
家
と
銅
―
長
門
長
登
銅
山
と
大
仏
造

立
―
」
（笹
山
晴
生
編

『日
本
律
令
制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
）
。

（
１０
）

付
札
に
関
す
る
最
新
の
見
解
と
し
て

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
（木
簡
学
会
編
、

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
付
札
木
簡
に
つ
い
て

は
本
稿
で
直
接
触
れ
た
も
の
以
外
に
、
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。
舘
野
和
巳

「荷
札
木
簡
の
一
考
察
―
貢
進
物
の
保
管
形
態
を
め
ぐ
っ
て
―
」
翁
奈
良
古
代
史

論
集
』
第

一
集
、　
一
九
八
五
）
。
寺
崎
保
広

「木
簡
論
の
展
望
―
文
書
木
簡
と
荷

札
木
簡
」
翁
新
版
古
代
の
日
本
１０
古
代
資
料
研
究
の
方
法
』
角
川
書
店
、　
一
九
九

三
）
な
ど
。

（
Ｈ
）

狩
野
久

『木
簡
』
翁
日
本
の
美
術
』

一
六
〇
、
至
文
堂
、　
一
九
七
九
）
。
今
泉

隆
雄

「貢
進
物
付
札
の
諸
問
題
」
翁
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九

八
、
初
出

一
九
七
八
）
。

（
・２
）

今
泉
註

（
Ｈ
）
論
文
。
な
お
、
今
泉
氏
は
論
文
を
著
書
に
再
録
す
る
に
あ
た
り
、



郡
よ
り
下
の
郷
段
階
で
作
成
し
た
荷
札
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。

（
・３
）

東
野
治
之

「古
代
税
制
と
荷
札
木
簡
」
盆
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
八
三
、
初
出

一
九
入
○
）。

（
・４
）

渡
辺
晃
宏

「長
屋
王
家
木
簡
と
二
つ
の
家
政
機
関
」
翁
奈
良
古
代
史
論
集
』
第

二
集
、　
一
九
九

一
）。
森
公
章

「長
屋
王
家
木
簡
三
題
」
会
長
屋
王
家
木
簡
の
基

礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
九
六
）
。
勝
浦
令
子

「長
屋

王
家
の
米
支
給
関
係
木
簡
」
ｑ
木
簡
研
究
』
二

一
、　
一
九
九
九
）
な
ど
。

（
‐５
）

山
口
英
男

「帳
簿
と
木
簡
―
正
倉
院
文
書
の
帳
簿

・
継
文
と
木
簡
―
」
翁
木
簡

研
究
』
三
二
、
二
〇
〇
〇
）
。

（
・６
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
①

谷
‐７
）

な
お
、
宛
先
や
用
途
の
み
を
示
す
も
の
、
工
人
名
を
記
載
し
な
い
銅
付
札
も
複

数
存
在
す
る
。
表
１
で
は

「
そ
の
他
」
と
し
た
が
、
大
き
く
分
類
す
れ
ば
銅
の
基

本
情
報
を
記
す
も
の
と
し
て
銅
付
札
Ａ
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
‐８
）

銅
の
重
量
は
、
正
倉
院
銀
壺
の
計
量
に
よ
り
推
定
す
る
と
、　
一
斤
＝
約

一
人
○

匁

（六
七
五
ｇ
）
に
あ
た
る
と
い
う
。
中
井

一
夫

・
和
田
率

「東
大
寺
大
仏
殿
廻

廊
西
地
区
」
翁
木
簡
研
究
』

一
一
、　
一
九
八
九
）。

（
‐９
）

狩
野
註

（
且
）
書
、
舘
野
註

（
１０
）
論
文
。
造
東
大
寺
司
関
係
品
と
考
え
ら
れ

て
い
る
正
倉
院
宝
物
の
木
綿
付
札
は
物
品
名
を
記
載
す
る
が
、
銅
付
札
と
よ
く
似

た
形
態
で
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

・
「
＜
知
識
木
綿
十
斤
　
　
　
　
」

。
「
＜

勝

賓

五

年

六

月

四

日

検

定

」
　

　

　

　

　

中
誤

芭

占

ｏ
駕

冒

装

三

ノ
△

杉
本

一
樹

「正
倉
院
の
木
簡
」
３
日
本
古
代
文
書
の
研
究
墜
吉
川
砥
文
館
、
二
〇

〇

一
、
初
出

一
九
九
〇
）
。

（
２０
）

註

（
１
）
『木
簡
研
究
』

一
九
。

（
２．
）

高
島
英
之
氏
は
〇
三
二
型
式
木
簡
に
つ
い
て
、
宮
殿

・
官
衡
内
な
ど
に
お
け
る

物
品
の
整
理

・
保
管
を
目
的
と
す
る
付
札
は
、
装
着
に
も
そ
れ
ほ
ど
の
堅
固
さ
を

要
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
で
、
銅
付
札
の
特
殊
性
が
う
か
が
え
る
。
高
島

英
之

「物
品
付
札
の
形
態
―
平
城
宮

生
爪
跡
出
上
の
資
料
を
中
心
に
―
」
翁
古
代

出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
二
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
八
七
）
。

（
２２
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。
『図
録
』
解
説
。
な
お
、
「借
子
」
「廟
」
の
身
分
に

つ
い
て
は
、
ｃ
論
文
で
八
木
氏
が
言
及
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２３
）

銅
を
量
る
場
合
は
、
大
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が

（
『養
老
令
』
雑
令

２
度
地
条
）、
大
隅
亜
希
子
氏
に
よ
る
と

「正
倉
院
文
書
」
な
ど
の
実
例
か
ら
、

銅
の
計
量
の
場
合
、
大
小
い
ず
れ
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
隅
亜
希
子

「奈
良
時
代
権
衡
制
度
に
関
す
る

一
考
察
―
大
小
制
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」

会
計
量
史
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇

一
）
。
な
お
、
銅
付
札
Ｂ
に
大
小
の
区
別
が
記

さ
れ
る
例
は
見
出
せ
な
い
。

（
２４
）

「天
平
五
年
」
は
、
銅
関
連
の
木
簡
の
中
で
最
も
新
し
い
年
紀
で
あ
る
。
た
だ

し
下
部
破
損
の
た
め

「五
」
の
文
字
を
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。
な
お

「天
平
五

年
」
の
年
紀
は
庸
米
付
札
木
簡

［長
登
二
七
五
］
に
み
え
る
。

（
２５
）

当
時
の
一
月
あ
た
り
の
銅
製
錬
量
は
不
明
で
あ
る
が
、
製
錬
し
た
生
銅
を
さ
ら

に
冶
熟
す
る
場
合
の
功
数
に
つ
い
て
葉
賀
七
三
男
氏
は
、
「造
東
大
寺
司
告
朔

解
」
で
報
告
さ
れ
た
天
平
宝
字
六
年

（七
六
二
）
二
月
中
の
作
物

・
雑
工
散
役
と

し
て

「冶
熟
生
銅
九
千
五
百
斤
　
功
九
百
十
人
」
ｑ
大
日
本
古
文
書
』
五
十

三

一

五
）
、
同
三
月
中
に

「冶
熟
生
銅

一
千
五
百
六
十
斤
洗
釦

一
千
三
百
斤
　
功
三
百

十
八
人
」
翁
同
』
五
十

一
人
九
）
と
あ
り
、
冶
熟
の
一
功
は
そ
れ
ぞ
れ

一
〇

・
三

斤

谷葉
賀
氏
は

一
〇

・
四
と
す
る
）
、　
〓

一
・
一
斤
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
単
純

に
計
算
す
る
と
、　
一
人
あ
た
り

一
カ
月
で
約
三
百
斤
強
の
冶
熟
が
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
原
料
か
ら
の
製
錬
は
冶
熟
よ
り
低
量
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、

お
お
よ
そ
の
一
カ
月
の
製
錬
量
の
限
度
が
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
葉
賀
七

三
男

「生
銅
」
３
日
本
鉱
業
会
誌
』

一
〇
三
二
、　
一
九
七
九
）
。

（
２６
）

渡
辺

。
森
註

（
１４
）
論
文
。

（
２７
）

界
線
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
上
下
を
割
載
し
て
物
差
に
再
利
用
し
た
も
の
と
す

る
。
３
木
簡
研
究
』

一
三
）
。
但
し
界
線
の
幅
は
必
ず
し
も
均

一
で
は
な
く
、
使



長登銅山遺跡出上の銅付札木簡に関する一試論

用
目
的
に
合
わ
せ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２８
）

森
註

（
１４
）
論
文
。

（
２９
）

山
口
英
男
ｂ

「記
録
関
係
木
簡
」
（註

（
１０
）
『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
解
説
）
。

（
３０
）

銅
の
現
物
は
生
産
現
場
か
ら
直
接
輸
送
さ
れ
た
と
み
る
ほ
う
が
合
理
的
だ
が
、

少
な
く
と
も
書
類
上
で
は
、
所
管
の
郡
な
ら
び
に
国
府
を
経
由
し
て
各
宛
先
に
納

入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
３．
）

東
大
寺
出
土
銅
付
札
に
つ
い
て
は
正
式
報
告
書

『東
大
寺
防
災
施
設
工
事

。
発

掘
調
査
報
告
書
　
発
掘
調
査
篇
』
（以
下

『防
災
』
と
略
。
奈
良
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。
な
お
、
木
簡
の
番
号
は
こ
の
報
告
書
の
春
号
に
準
拠
し

［防
災

一
七
二
五
］
と
表
す
。

（
３２
）

中
井

一
夫

・
和
田
率

「東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
」
（註

（
１８
》
ｏ

（
３３
）

『防
災
』
八
―
九
頁
。
平
松
良
雄

・
鶴
見
泰
寿

「東
大
寺
」
翁
木
簡
研
究
』
二

四
、
二
〇
〇
二
）
。
な
お

「製
錬
」
と

「精
錬
」
の
語
は
、
前
者
が
原
材
料
か
ら

銅
を
取
り
出
す
過
程
を
指
し
、
後
者
は

「製
錬
」
済
み
の
銅
を
、
更
に
純
度
の
高

い
銅
に
す
る
た
め
の
作
業
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
、
東
大
寺
の
鋳
所
は

「精
錬
」

を
行
な
う
施
設
で
あ
る
。

（
３４
）

註

（
１８
）
『木
簡
研
究
』

一
一
。

（
３５
）

『防
災
』
四
〇

一
買
。

（
３６
）

爾
永
貞
三

「古
代
史
料
論
―
木
簡
」
亀
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
五
、
岩
波
書

店
、　
一
九
七
六
）
。
東
野
註

（
１３
）
論
文
。

（
３７
）

中
西
康
裕

「交
易
雑
物
に
つ
い
て
」
翁
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
〇

一
、　
一
九
人
三
）
。

（
３８
）

山
口
英
男
氏
は
、
配
布
先
を
示
す
こ
と
が
木
簡
作
成
の
一
次
的
な
目
的
で
は
な

い
こ
と
、
最
終
的
に
製
銅
地

（長
登
）
に
残
さ
れ
配
布
先
に
送
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
「配
分
宛
先
木
簡
」
と
い
う
呼
称
は
木
街
の
性
格
を
示
す
上
で

適
切
で
は
な
い
と
す
る
。
山
口
ｂ
註

（
２９
）
解
説
。

（
３９
）平
野
氏
は
少
目
の
増
員
を
養
老
五
年

（七
二

一
）
の
長
門
按
察
使
設
置
を
契
機
と

考
え
る
。
平
野
博
之

「長
門
国
の
等
級
に
つ
い
て
」
翁
九
州
史
学
』
七
四
、　
一
九

人
一
じ
。
な
お
山
田
英
雄
氏
は
、
天
平
宝
字
五
年

（七
六

一
）
と
み
ら
れ
る

「官

人
歴
名
」
３
大
日
本
古
文
書
』
十
五
十

三
≡

し

に
少
目
が
み
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
に
上
国
或
い
は
大
国
に
昇
格
し
た
と
す
る
。
山
田
英
雄

「国
の
等

級
に
つ
い
て
―
延
喜
式
ま
で
―
」
翁
日
本
古
代
史
孜
』
岩
波
書
店
、　
一
九
八
七
、

初
出

一
九
六
〇
）
。

（
４０
）

『木
簡
研
究
』

一
九
で
は

「吉
俣
郷
」
と
す
る
が
、
『図
録
』
で
は

「
二
□

〔俣

力
〕」
と
す
る
。
写
真
で
は
、
最
初
の
文
字
の
横
棒
二
本
線
は
確
認
で
き
る
も
の

の
、
い
ず
れ
の
字
か
は
判
断
で
き
か
ね
る
。
軍
口俣
郷
」
は
不
詳
だ
が

「き
つ
ま

た
」
や

「か
つ
ま
た
」
と
読
め
る
と
す
れ
ば
、
『和
名
類
衆
抄
』
周
防
国
佐
波
郡

に

「勝
間
　
加
都
高

（か
つ
ま
こ

と
あ
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
。
勝
間
は
周

防
国
府
所
在
地

（現
防
府
市
の
中
央
部
）
に
あ
た
る
。
木
簡
記
載
の

「銭
司
」
か

ら
、
銭
の
製
作
場
所
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
周
防

国
鋳
銭
司
と
は
場
所
が
異
な
る
。
長
門
鋳
銭
司
は
現
下
関
市
長
府
に
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
当
該
す
る

「銭
司
」
が
長
門
鋳
銭
司
で
は
な
く
、
他
に
存
在
し
て
い
た

可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
『和
名
抄
』
に
は
長
門
国
美
祢
郡
賀
高
郷
が
み
え

る
。
「
二
俣
郷
」
も
不
詳
だ
が
、
周
防
国
都
濃
郡

（現
周
南
市
大
向
）
の
式
内
社

に

「
二
俣
神
社
」
が
見
え
る
。
ま
た
現
在
の
地
名
と
し
て
、
宇
部
市
二
俣
瀬

（
ふ

た
ま
た
せ
。
長
門
国
厚
狭
郡
域
）
が
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
遡
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

『和
名
抄
』
の
厚
狭
郡
二
庭

（布
多
井
）
、
大
津
郡
二
鹿
と
関
連
す
る
か
。

（
４‐
）

『類
衆
三
代
格
』
巻
十
六
、
延
暦

一
五
年

一
一
月
二

一
日
太
政
官
符
。
松
原
弘

宣

「水
上
交
通
の
検
察
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
３
続
日
本
紀
研
究
』
三
三
七
、
二

〇
〇
二
）
。
ま
た
、
九
世
紀
に
な
る
と
長
門
関
津
で
の
検
察
も
重
要
視
さ
れ
、
関

門
海
峡
を
通
行
す
る
場
合
長
門
と
豊
前
で
の
検
察
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。

（
４２
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。

（
４３
）

註

（
１
）
『図
録
』
解
説
。

（
４４
）

『大
日
本
古
文
書
』
二
十

三
≡
二
。
廣
麻
呂
は
天
平

一
二
年
九
月
戊
申
藤
原
広

嗣
の
乱
に
、
官
軍
の
精
兵
四
〇
人
を
率
い
て
発
渡
し
た
が
、
こ
の
時
は
豊
浦
郡
少



領
外
正
八
位
上
。
ま
た
同

一
三
年
間
三
月
乙
卯
に
外
正
八
位
上
よ
り
外
従
五
位
下

に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
い
ず
れ
も

『続
日
本
紀
も

（
４５
）

福
山
敏
男

「奈
良
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
」
３
日
本
建
築
史
の

研
究
』
綜
芸
社
、
復
刻
版
、　
一
九
八
〇
、
初
版

一
九
三
三
）
。

（
４６
）

佐
藤
ａ
・
ｂ
註

（
９
）
論
文
。

（
４７
）

例
え
ば
長
屋
王
家
木
簡
に
次
の
よ
う
な
木
簡
が
あ
る
。

。
「
ｏ
銅
造
所
□

。
「
ｏ
右

五

人

米

国

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｎ
豊

（囀
じ

恙

ｏ
留

覇

２．
１
２５
買
と

ま
た
、
平
城
京
内
に
も
製
鋼
関
連
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

都
で
ヽ
官
司
以
外
に
個
人
的
な
銅
の
需
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
鬼
頭
清
明

「古

代
都
城
の
庶
民
生
活
の
一
形
態
―
平
城
京
内
の
鋳
銅
工
人
を
め
ぐ
っ
て
―
」
３
古

代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
、
初
出

一
九
九
四
）
。

（
４８
）

八
世
紀
２
雇
用
状
態
や
功
直
に
つ
い
て
は
栄
原
永
遠
男
ｃ

「律
令
国
家
と
日
本

古
代
銭
貨
」
（栄
原
註

（
３
）
書
、
初
出

一
九
七
三
）
。
櫛
木
謙
周

「日
本
古
代
の

『労
働
価
値
基
準
ヒ

（
『日
本
古
代
労
働
力
編
成
の
研
究
』
塙
書
房
、　
一
九
九
六
、

初
出

一
九
八
九
）
な
ど
。

（
４９
）

『木
簡
研
究
』

一
三
、
『長
登
銅
山
跡
』
Ⅱ
で
は

「汁
七
斤
」
と
す
る
が
、
『図

録
』
で
は

「計
七
斤
」
と
す
る
。
『図
録
』
の
写
真
を
見
る
と
い
ず
れ
の
可
能
性

も
あ
る
。

（
５０
）

「日
本
古
代
に
お
け
全
雇
用
関
係
の
歴
史
的
特
質
」
（櫛
木
註

（
４８
）
書
。
初
出

一
九
八
五
）。

（
５．
）

「雪
山
政
所
」
「雪
邑
」
が
長
登
採
銅
所
の
運
営
組
織
と
み
ら
れ
、
美
祢
郡
司
か

ら

「雪
邑
」
に
充
て
て

「符
」
が
送
ら
れ
て
い
る
。
［長
登
三
九
七
、
二
一一七
］

（
５２
）

『続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
三
月
乙
巳
朔
条
。
『養
老
令
』
雑
令
９
国
内
条
で

は
、
鉄
と
と
も
に
銅
の
私
採
を
公
認
し
、
生
産
物
の
調
庸
納
を
認
め
て
い
る
。

（
５３
）

『養
老
令
』
賦
役
令
１
調
絹
絶
条
。

（
５４
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡

一
解
説
』
盆

九
六
九
）。
福
田
豊
彦

「日
本
古
代
鉄
生
産
の
諸
様
相
―
中
世
製
鉄
の
前
提
と
し
て
―
」
盆
日
本
史
研

究
』
二
人
○
、　
一
九
八
五
）
。

（
５５
）

八
木
ｃ
註

（
６
）
論
文
。

（
５６
）

な
お
、
官
布
の
語
は
次
の
木
簡
に
も
見
え
て
い
る
。

〔
大
力
〕

・
□
伴
臣
廣
人
官
布

〔
改
力
〕

大
伴
マ
日
日
日
日
日
□
大
□
　
ｏ
」

。
□
国
人
二
月
廿
四
日
　
　
　
　
ｏ
」
　

（も

含
⇔じ
あ
？
『
９
Φ
冨
登
五
五
こ

（
５７
）

野
村
忠
夫

「官
人
の
出
身
方
式
」
（
型
官
人
制
論
』
雄
山
閣
出
版
、　
一
九
七
五
）
。

【
付
記
】
本
稿
は
学
習
院
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
改
稿
し
た
も
の
で
す
。

改
稿
に
あ
た
り
森
公
章
先
生
、
鐘
江
宏
之
先
生
に
御
教
示
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場

を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



会
告
　
「大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
ト
ン
ネ
ル
案
の
即
時
撤
回
を
求
め

る
要
望
書
」
に
つ
い
て

木
簡
学
会
で
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
路
大
和
北
道
路
の
ル
ー
ト
と
し
て
、

平
城
宮
跡
直
下
の
ト
ン
ネ
ル
柔
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
二
〇

〇
〇
年
六
月
の
委
員
会
声
明
以
来
、
こ
の
計
画
の
実
現
が
世
界
遺
産

・
特
別

史
跡
平
城
宮
跡
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
木
簡
に
致
命
的
な
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
こ
と
を
憂
慮
し
、
計
画
の
自
紙
撤
回
を
求
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
間
、
こ

の
計
画
に
懸
念
を
抱
く
学
会

・
市
民
団
体
と
協
力
し
て
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
、
「高
速
道
路
計
画
で
危
機
を
巡
え
た
世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え

る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
二
〇
〇

一
年
、
二
〇
〇
二
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
開

催
し
、
現
在
も
幹
事
団
体
の
一
つ
と
し
て
実
行
委
員
会
の
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
国
土
交
通
省
は
、
地
下
水
検
討
委
員
会
、
文
化
財

検
討
委
員
会
に
引
き
続
き
、
「大
和
北
道
路
有
識
者
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ

Ｐ
Ｉ
方
式
に
よ
る
推
奨
ル
ー
ト
の
選
定
に
あ
た

っ
て
き
た
。
四
ル
ー
ト
七
案

の
提
示
後
、　
一
般
市
民
を
紺
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

・
公
聴
会
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
含
め
、　
一
七
回
に
及
ぶ
委
員
会
を
経
て
、
去
る

一
〇
月
、
平
城
宮

跡
東
側
を

一
部
地
下
で
通
過
す
る
と
い
う
推
奨
案
が
出
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

幸

い
に
も
、
文
化
財
検
討
委
員
会
が
出
し
た
平
城
宮
跡
を
避
け
る
べ
き
だ
と

す
る
提
言
を
尊
重
し
、
平
城
宮
跡
直
下
案
は
検
討
の
対
象
か
ら
削
除
さ
れ
た

が
、
平
城
宮
跡
さ
え
避
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
な
お
粘
り
強

く
平
城
宮

・
京
の
木
簡
を
守
る
た
め
の
運
動
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

木
簡
学
会
で
は
、
有
識
者
委
員
会
の
推
奨
案
が
出
さ
れ
る
前
に
、
平
城
宮

跡
直
下
条
の
明
確
な
白
紙
救
回
と
、
木
簡
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
よ
り
慎

重
な
検
討
を
求
め
る
た
め
、
本
年
度
第

一
回
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
会

声
明
の
形
で
学
会
と
し
て
の
意
見
を
三
た
び
申
し
入
れ
る
こ
と
と
し
、
以
下

の
よ
う
な
要
望
書
を
採
択
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
入
れ
と
と
も
に
、
関

係
各
機
関
に
も
要
望
書
を
送
付
し
て
、
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
以
下
に
、

そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。

大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
ト
ン
ネ
ル
柔
の
即
時
較
回
を
求
め
る

要
望
書

先
頃
、
平
城
宮
跡
で
最
初
に
見
つ
か
っ
た
木
簡
を
含
む
大
膳
職
推
定
地
出

土
木
簡
三
九
点
が
、
木
簡
と
し
て
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六

一
年
に
こ
れ
ら
の
木
簡
が
出
土
し
て
か
ら
四
二
年
、
こ
れ
ま
で
に
全

国
で
出
土
し
た
木
簡
は
二
〇
万
点
を
超
え
ま
し
た
が
、
木
簡
の
重
要
性
が
よ

り
明
瞭
な
形
で
認
め
ら
れ
た
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
平
城
宮
跡
は

国
指
定
の
特
別
史
跡
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
人
類
の
財
産
で
す
。
今
回
重
文
に
指
定
さ
れ
る
こ



と
に
な
っ
た
木
簡
は
、
五
万
点
に
上
る
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
全
体
か
ら
み
れ

ば
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
そ
の
他
の
木
簡
も
同
様
の
価
値
を
も
つ
こ
と
は
申

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

木
簡
学
会
が
大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
地
下
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
案
の
撤
回

を
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
木
簡
を
始
め
と
す

る
貴
重
な
資
料
を
保
全
し
、
そ
れ
を
現
在
に
伝
え
て
き
た
世
界
遺
産
平
城
宮

跡
を
守
り
さ
ら
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
平
城
宮
跡
は

「地
下
の
正

倉
院
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
は
正
倉
院
の
宝
物
に
匹
敵
す
る
か
け
が
え
の

な
い
遺
物
が
今
も
多
量
に
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。

大
和
北
道
路
有
識
者
委
員
会
の
検
討
対
象
か
ら
は
、
平
城
宮
跡
直
下
を
ト

ン
ネ
ル
で
通
す
集
は
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
検
討
委
員
会
の
提
言
を
尊

重
し
た
英
断
を
私
た
ち
は
高
く
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

有
識
者
委
員
会
が
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
と
い
っ
て
も
、
国
土
交
通
省
が
正

式
に
平
城
宮
跡
直
下
案
を
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
城
宮
跡
直
下
案

が
再
び
浮
上
し
て
こ
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

平
城
宮
跡
を
避
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
周
辺
を
ト
ン
ネ
ル
で
通
す
集
は
な
お

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
地
下
ト
ン
ネ
ル
建
設
地
と
し
て
検
討
の
対
象
と
さ

れ
て
い
る
平
城
宮
東
側

一
帝
の
国
道
二
四
号
線
バ
イ
パ
ス
周
辺
は
、
世
界
遺

産
平
城
宮
跡
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ブ
ー
ン
で
あ
り
、
実
は
長
屋
王
家
木
簡
三
五
〇

〇
〇
点
や
二
条
大
路
木
簡
七
四
〇
〇
〇
点
に
代
表
さ
れ
る
有
数
の
木
簡
出
土

地
で
す
。
ま
た
、
木
簡
が
見
つ
か
る
の
は
平
城
宮
跡
周
辺
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
城
京
跡
南
部
の
人
条
町
で
も
八
五
〇
点
余
り
の
木
簡
が
出
土
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
城
宮
跡
内
だ
け
で
な
く
、
平
城
京
内
ど
こ
に
お
い
て

も
、
歴
史
を
書
き
換
え
る
よ
う
な
多
数
の
木
簡
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
の
で
す
。
そ
う
し
た
場
で
地
下
水
に
少
し
で
も
影
響
の
出
る
可
能
性
が
懸

念
さ
れ
る
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
エ
事
は
絶
対
に
避
け
る
べ
き
で
す
。
そ
も
そ
も
、

地
下
水

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
工
事
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

地
下
ト
ン
ネ
ル
が
今
後
確
実
に
維
持

・
管
理
さ
れ
て
い
く
保
証
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
こ
こ
に
次
の
二
点
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
、
国
土
交
通
省
と
し
て
大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
案
を
即
時
撤

回
す
る
こ
と
。

２
、
ル
ー
ト
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
城
宮

（京
）
跡
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
世
界
に
対
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
良
識
あ
る
結
論
を

導
く
こ
と
。

二
〇
〇
三
年
年
六
月

一
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
木
簡
学
会
委
員
会

国
土
交
通
大
臣
　
一扇
　
千
景

様



二冥

Ｅ
Ｘ

手
〒

第
二
四
回
縮
会
及
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
二
四
回
総
会
及
び
研
究
集
会
は
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月
七

・
八

日
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、　
一
五
五
名
の
個

人
会
員
、
二
団
体
の
団
体
会
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
平

城
宮
大
極
殿
院
西
楼
跡
出
土
木
簡

。
平
城
京
跡
東
三
坊
大
路
東
側
溝
出
土
木
簡

（告
知
札
）

。
石
神
遺
跡
出
土
木
簡

・
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
西
南
坪
出
土

木
簡

（以
上
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
、
宮
町
遺
跡
出
土
木
簡

（信
楽
町
教
育

委
員
会
）
が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
出
土
木
簡

（奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
の
パ
ネ
ル
展
示
も
行
な
わ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
二
年

一
二
月
七
日

（土
）
Ｃ

〓
一時
―

一
七
時
）

第
二
四
回
総
会

（議
長
　
寺
内
浩
氏
）

佐
藤
宗
諄
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
以
下
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

会
務
報
告

（渡
辺
晃
宏
委
員
）

ハ否
貝
の
状
況

（個
人
会
員
三
二
七
名
、
海
外
会
員
三
名
、
団
体
会
員
四
団
体
の
他
、

二
〇
〇
三
年
度
新
入
会
員
九
名
）、
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
会
誌
の
在
庫
状
況
な
ど
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

但
馬
特
別
研
究
集
会
実
績
報
告

（鎌
田
元

一
同
研
究
集
会
実
行
委
員
長
）

二
〇
〇
二
年
七
月
五

・
六
日
に
兵
庫
県
日
高
町
で
開
催
し
た
但
馬
特
別
研
究

集
会
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
の
報
告
が
あ
っ
た
。
詳
細
は
本
誌
第
二
四
号
の
彙

報
を
参
照
さ
れ
た
い
。

編
集
報
告

（寺
崎
保
広
委
員
）

『木
簡
研
究
』
第
二
四
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
頒
価
を
五

〇
〇
〇
円
に
す
る
旨
の
提
案
が
あ
っ
た
。

創
立
二
〇
周
年
記
念
図
録
編
集
経
過
報
告

（和
田
率
委
員
）

木
簡
学
会
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
編
集
を
開
始
し
た
木
簡
図
録
に
つ
い

て
、
内
容
の
紹
介
が
あ
り
、
発
行
を
財
団
法
人
東
京
大
学
出
版
会
、
印
刷
を
岡

村
印
刷
工
業
株
式
会
社
に
決
定
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

京
奈
和
自
動
車
道
平
城
宮
跡
地
下
ト
ン
ネ
ル
計
画
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
報
告

（渡
辺
晃
宏
委
員
）

平
城
宮
跡
の
地
下
に
京
奈
和
自
動
車
道
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
計
画
が
あ
る
間

題
に
つ
い
て
、
経
過
と
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
幹
事
団
体
と

し
て
参
加
し
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
実
行

委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（山
中
敏
史
委
員

。
東
野
治
之
監
事
）

山
中
委
員
か
ら
二
〇
〇

一
年
度
会
計

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）
の
決
算

報
告
が
行
な
わ
れ
、
東
野
監
事
よ
り
会
計
業
務
が
適
正
に
行
な
わ
れ
て
い
る
旨

の
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
条
件
は
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。



研
究
集
会

報
告

（司
会
　
西
山
良
平
委
員
）

中
世
の
木
札
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
良
島
哲
氏

田
良
島
氏
の
報
告
は
、
中
世
に
お
け
る
木
札
文
書
の
四
つ
の
領
域
に
つ
い
て

概
観
し
た
あ
と
、
木
と
紙
の
使
い
分
け
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
古
代
か
ら
中
世
ヘ

の
禁
制
と
制
札
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
、
木
札
文
書
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
論
文
を
頂
戴
で
き
た
。

◇

一
二
月
八
日

（日
）
九
時
―

一
五
時

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
山
下
信

一
郎
委
員
）

二
〇
〇
二
年
全
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏
氏

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
の
調
査
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
行
弘
氏

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
見
泰
寿
氏

渡
辺
氏
の
報
告
は
、
全
国
六
三
カ
所
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
概
要
に

つ
い
て
の
報
告
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
本
号
に
報
文
を
掲
載
で
き
た
。

引
き
続
き
、
七
世
紀
末
か
ら
人
世
紀
に
か
け
て
の
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
た
飛

鳥
京
跡
苑
池
遺
構
に
つ
い
て
、
卜
部
氏

（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
か

ら
調
査
成
果
の
概
要
、
鶴
見
氏
か
ら
木
簡
の
概
要
の
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

討
論

（司
会
　
山
下
信

一
郎
委
員
）

午
後
に
入
り
、
午
前
中
の
報
告
を
め
ぐ
っ
て
、
活
発
な
討
論
を
行
な
っ
た
。

な
お
、
討
論
に
先
立
ち
石
神
遺
跡
に
つ
い
て
田
辺
征
夫
氏
か
ら
、
弥
勒
寺
西
遺

跡
の
木
簡
に
つ
い
て
平
川
南
氏
か
ら
、
下
月
限
Ｃ
遺
跡
群
の
木
簡
に
つ
い
て
坂

上
康
俊
氏
か
ら
、
志
羅
山
遺
跡
出
土
木
街
に
つ
い
て
佐
藤
信
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

補
足
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
田
辺
征
夫
副
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。

委
員
会
報
告

◇
二
〇
〇
二
年

一
二
月
七
日

（土
）

一
〇
時
半
―

一
二
時於

奈
良
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
ち
、
会
務
、
第
二
四
回
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
、
会
誌
第
二

四
号
の
編
集
経
過
と
頒
布
価
格
、
二
〇
〇
三
年
度
予
算
案
、
創
立
二
〇
周
年
記

念
図
録
の
編
集
経
過
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
上
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
な
い
、
京
奈
和
道
問
題
に
つ
い
て
も

討
議
を
行
な
っ
た
。

◇
二
〇
〇
三
年
六
月

一
一
日

（水
）

一
四
時
―

一
七
時
半於

奈
良
文
化
財
研
究
所

１
会
務
報
告
。
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
の
交
替

釜
口川
聡
氏
か
ら
馬
場
基
氏

に
）、
幹
事
の
委
嘱

（奈
良
国
立
博
物
館
の
野
尻
忠
氏
）
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

２
入
会
審
査
。　
三
ハ
名
の
新
入
会
申
し
込
み
者
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
な
っ
た
。

３
会
計

・
監
査
報
告
。
二
〇
〇
二
年
度
決
算
報
告
、
及
び
監
査
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
４
二
〇
周
年
記
念
図
録
の
刊
行
な
ど
。
『日
本
古
代
木
簡
集
成
』

（ｍ
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
と
し
て
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
、
『日
本
古
代

木
簡
選
』
（岩
波
書
店
刊
）
を
復
刊
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
５
会



誌
第
二
五
号
の
編
集
経
過
。
編
集
を
土
橋
誠
委
員
が
担
当
す
る
旨
報
告
が
あ
っ

た
。
６
第
二
五
回
総
会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

７

「木
簡
出
土
遺
跡

・
報
告
書
綜
覧

（仮
題
こ

の
編
集

・
刊
行
に
つ
い
て
。

『木
簡
研
究
』
第

一
〇
号
に
掲
載
し
た
木
簡
出
土
遺
跡
と
報
告
書

一
覧
の
続
編

を
、
年
度
末
刊
行
を
目
指
し
て
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
共
同
で
編
集
中
で
あ
る

旨
報
告
が
あ
っ
た
。
８
京
奈
和
道
の
平
城
宮
跡
地
下
ト
ン
ネ
ル
問
題
に
つ
い
て
。

現
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
委
員
会
声
明
を
出
す
こ
と
が
了
承
さ
れ
た

（会

告
参
昭
Ｃ
。
９
そ
の
他
。
次
回
の
特
別
研
究
集
会
の
候
補
地
、
組
織
改
革
な
ど

に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。

◇
二
〇
〇
三
年

一
一
月

一
一
日

（火
）

一
四
時
―

一
七
時

１
会
務
報
告
。
会
員
の
異
動
、
常
任
委
員
会

。
幹
事
会
の
開
催
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
２
会
計
報
告
。
二
〇
〇
三
年
度
会
計
中
間
報
告
、
及
び
二
〇
〇

二
年
度
後
半
の
収
支
予
定

。
二
〇
〇
三
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

３
入
会
審
査
。　
三
ハ
名
の
新
入
会
申
し
込
み
者
に
つ
い
て
審
査
を
行
な
い
、
全

員
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。
４
会
誌
第
二
五
号
の
編
集
経
過
。
５
第
二
五
回
総

会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
。
日
程
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
６

「木
簡
出
土
遺

跡

・
報
告
書
綜
覧

（仮
題
こ

の
編
集
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
７
京

奈
和
道
の
平
城
宮
跡
地
下
ト
ン
ネ
ル
問
題
の
現
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
対

応
を
議
論
し
た
。
８
そ
の
他
。
組
織
改
革
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

京
奈
和
高
速
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
ト
ン
ネ
ル
計
画
に
対
す
る
取
り
組
み

◇
二
〇
〇
二
年

一
二
月

一
〇
日

（火
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
実
行
委
員
会

（構
成
団

体
は
二
四
団
体
）
第

一
五
回
実
行
委
員
会
　
於
奈
良
県
教
育
会
館

◇
一
一Ｏ
Ｑ

二
年

一
月
二

一
日

（火
）

同
第

一
六
回
実
行
委
員
会
　
於
奈
良
県
教
育
会
館

◇
二
〇
〇
三
年
二
月
二
五
日

（火
）

同
第

一
七
回
実
行
委
員
会
　
於
奈
良
県
文
化
会
館

◇
二
〇
〇
三
年
三
月
二
五
日

（火
）

同
第

一
人
回
実
行
委
員
会
　
於
奈
良
県
教
育
会
館

◇
二
〇
〇
三
年
四
月
二
人
日

（月
）

同
第

一
九
回
実
行
委
員
会
　
於
奈
良
県
教
育
会
館

◇
二
〇
〇
三
年
五
月
二
九
日

（木
）

「京
奈
和
高
速
自
動
車
道
の
世
界
遺
産
平
城
宮

（京
）
跡
地
下
通
過
計
画
の

白
紙
撤
回
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
」
に
賛
同
す
る
有
識
者
名
簿

（
一
三
二
七
名
）

を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
実
行
委
員
会
か
ら
国

土
交
通
大
臣
と
大
和
北
道
路
有
識
者
委
員
会
委
員
長
に
提
出
。

◇
二
〇
〇
三
年
五
月
三
〇
日

（金
）

同
第
二
〇
回
実
行
委
員
会
　
於
奈
良
県
荻
育
会
館

◇
二
〇
〇
三
年
六
月

一
一
日

（水
）

二
〇
〇
三
年
度
第

一
回
木
簡
学
会
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
会
声
明

「大
和

北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
ト
ン
ネ
ル
案
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
」
を
採

択
し
、
国
土
交
通
大
臣
、
及
び
関
係
各
機
関
な
ど
に
送
付
。
　

（渡
辺
晃
宏
）
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『木
簡
研
究
』
第
二
一
―
二
五
号
総
目
次

巻
頭
言
Ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
木
簡
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
公
開
に
思
う
―
，

石
上
英

一

巻
頭
言
―
最
近
の
木
簡
を
取
り
巻
く
状
況
に
思
う
―
，

号
数

頁
数

田
辺
征
夫

鎌
田
元

一

東
野
治
之

平
川
　
南

（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
号
数
、
漠
数
字
は
図
版
香
号
）

長
岡
京
跡
出
土
木
簡

難
波
宮
跡
出
土
木
簡

深
江
北
町
遺
跡
出
土
木
簡

市
辺
遺
跡
出
土
木
簡

新
宮
神
社
遺
跡
出
土
木
簡

騎
西
城
武
家
屋
敷
跡
出
土
木
簡

榎
井
Ａ
遺
跡
出
土
木
簡

山
田
遺
跡
出
土
木
簡

発
久
遺
跡
出
土
木
簡

加
茂
遺
跡
出
土
木
簡

東
木
津
遺
跡
出
土
木
簡

安
芸
国
分
寺
跡
出
土
木
簡

朽
網
南
塚
遺
跡
出
土
木
簡

元
岡
遺
跡
群
出
土
木
簡

下
月
隈
Ｃ
遺
跡
群
出
土
木
簡

飯
塚
遺
跡
出
土
木
簡

概
要九

九
八
年
出
土
の
木
簡

・
概
要

九
九
九
年
出
土
の
木
簡

・
概
要

巻
頭
言
―
木
簡
学
会
の
原
点
―

巻
頭
言
―
情
報
化
と
松
と
檜
―

巻
頭
言
―
木
簡
を
観
る
―

図
版

平
城
宮
跡
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
２２
二

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
十
坪
出
土
木
簡

東
大
寺
出
土
木
簡

藤
原
京
跡
出
土
木
簡

飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡

石
神
遺
跡
出
土
木
簡

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
出
土
木
簡

２３

一

・
三

・
六

　

２４

五２４

一

２５

一

２．

一　

。

一

一２５
四 21

1

25  24  23  22

1  1  1  1
２５

一

２．

〓
一

。
一二

。
一二

２４

一

２４

一

・
五

舘
野
和
己

吉
川
　
聡
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一〇
〇
〇
年
出
土
の
木
簡

・
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
基

一〇
〇

一
年
出
土
の
木
簡

。
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
鵞
森
浩
幸

一〇
〇
二
年
出
上
の
木
簡

・
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏

〔奈
良
〕

平
城
宮
跡

第
三
〇

一
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舘
野
和
己

第
三

一
五
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
聡

第
三

一
六
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏

第
七
七
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
基

第
九

一
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
大
樹

第
三
二
七
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
基

・
渡
辺
晃
宏

平
城
京
跡
（
嗣
用
警
誡
輪
畔
雑
戴
北
誡
研
絃
勧
柑
靭
引
繁
熟
斜
立
）

左
京

一
条
三
坊
十
三
坪

（市
）
　

　

松
浦
五
輪
美

。
原
田
香
織

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
五
輪
美

左
京
二
条
二
坊
十
坪

（国
第
八
〇
次
）
　
　
　
　
　
舘
野
和
己

左
京
三
条

一
坊
七
坪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏

右
京
二
条
三
坊
三
坪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
清
子

右
京
七
条

一
坊
十
五
坪

（市
第
一一一四
九
次
）

三
好
美
穂

・
松
浦
工
輪
美

平
城
京
東
市
跡
推
定
地

阿
弥
陀
浄
土
院
跡

薬
師
寺
旧
境
内

楽
師
寺
旧
境
内

東
大
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
松
良
雄

興
福
寺

一
乗
院
跡

西
大
寺
旧
境
内

西
隆
寺
跡

旧
大
乗
院
庭
園

一
九
九
九
年
度

二
〇
〇

一
年
度

奈
良
町
遺
跡

（平
城
京
跡
左
京
四
条
六
坊
十
四
坪
）

秋
篠

・
山
陵
遺
跡

上
宮
遺
跡

藤
原
宮
跡

都
道
府
県
別
木
簡
出
土
遺
跡
目
次

（坤『］‐ま「一廟戴戦静醐『削臓ウ嚇螂一つ噸病げたもの）

25  24  23

/   」   ′

中
島
和
彦

渡
辺
晃
宏

山
下
信

一
郎

渡
辺
晃
宏

・
鶴
見
泰
寿

山
本
　
崇

池
田
富
貴
子

吉
川
　
聡

渡
辺
晃
宏

馬
場
　
基

松
浦
工
輪
美

佐
藤
亜
聖

荒
木
浩
司

25  23  21  23  22

ゴJ  ノJ 2/J ゴ/7 ′b

25  25  24

了9  了9  ノイ

25  24  23  23  23  22

7  ′」∂ ゴび9  び   び   b

第

一
〇
七
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
大
樹

第

一
一
八
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
一見

第

一
二
四
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
一見

董
八

藪

誡塑

暁
駁

解
錬

語

）

22  25  25  24  24  21  22  24  21

ど」 ゴび  ノタ ノθ  7  /θ   ノイ  b  び

22  21  22  24  22
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左
京
二
条
二
坊

（国
第
一
〇
九
次
）

左
京
六
条
二
坊

・
七
条
二
坊

各国
第
一

左
京
七
条

一
坊

（日
）

右
京

一
条

一
坊

（市
）

右
京
六
条
四
坊
北
西
坪

（市
）

右
京
六
条
四
坊

・
七
条
四
坊

（市
）

十

一
条

・
朱
雀
大
路

（県
）

大
藤
原
京
跡
左
京
北
五
条
三
坊
南
西
坪

飛
鳥
京
跡

第
五

一
次

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構

飛
鳥
池
遺
跡

第
人
四
次

第
入
七
次

第
九
三
次

第
九
八
次

第

一
〓

一次

飛
鳥
池
東
方
遺
跡

飛
鳥
東
垣
内
遺
跡

酒
船
石
遺
跡

第

一
四
次

『木簡研究』21～ 25総 目次

21  21  24  24  21  21  21

Jθ  29 クノ 2ゴ  ゴ7 /7 ′イ

竹
内
　
一元

一
三
次
）
　

市
　
大
村

市
　
大
樹

露
口
真
広

・
竹
内
　
一元

濱
口
和
弘

齊
藤
明
彦

。
市
　
大
樹

卜
部
行
弘

濱
口
和
弘

鶴
見
泰
寿

卜
部
行
弘

・
鶴
見
泰
寿

寺
崎
保
広

寺
崎
保
広

寺
崎
保
広

市
　
大
樹

市
　
大
樹

寺
崎
保
広

西
光
慎
治

相
原
嘉
之

・
山
下
信

一
郎

21  23  25  21  25  25  24  24

r2  了夕 J/ ′′ 」J 2ゴ  ノび どJ

25 22

7θ  彦7参

３

　

　

∂

第

一
九
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
光
慎
治

・
市
　
大
樹

第
二
三
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
光
慎
治

・
市
　
大
樹

石
神
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
一兄

川
原
寺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
光
慎
治

吉
備
池
廃
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
保
広

坂
田
寺
跡

第

一
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
一見

第
二
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
一元

第
二
三
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
嘉
之

。
竹
内
　
一元

〔京
都
〕

長
岡
宮
跡

東
辺
官
衡

・
春
宮
坊
弥

（宮
第
一一一四
一
二
一一五
七
次
）

中
島
信
親

・
清
水
み
き

北
辺
官
衡

（北
部
）
（宮
第
三
五
四
次
）

中
島
信
親

・
清
水
み
き

長
岡
京
跡

左
京
北

一
条
三
坊
二

・
三
町
　
東
院
跡

（左
京
第
四
一三
次
）

梅
本
康
広

。
清
水
み
き

左
京

一
条
三
坊
二

・
〓
一町

（左
京
第
四
二
一
次
）

山
口
　
均

・
清
水
み
き

25  25  25
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左
京
二
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点

（左
京
第
一
一九
六
次
）

國
下
多
美
樹

・
清
水
み
き

左
京
二
条
条
間
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点
、

二
条
二
坊
十
五
町
、
二
条
三
坊
二
町

（左
京
第
四
七
三
次
）

國
下
多
美
樹

・
佐
藤
直
子

左
一昼
二
条
二
坊

一
町

（左
京
第
四
二
五
次
）中

島
信
親

・
清
水
み
き

左
京
三
条
二
坊
六
町

（左
一昼
一五
六
次
）
　

　

　

　

清
水
み
き

左
京
三
条
二
坊
七

・
八
町

（左
京
第
四
二
九
次
）

中
島
信
親

。
清
水
み
き

左
京
三
条
二
坊
十
三

・
十
四
町
、
三
条
三
坊

三

。
四
町

（左
京
第
四
三
二
次
）
　

中
島
信
親

・
清
水
み
き

左
一昼
二
条
三
坊

一
町

（左
京
第
四
二
人
次
）松

崎
俊
郎

・
清
水
み
き

右
京
六
条
二
坊
六
町

（右
京
第
六
八
八
次
）

中
島
皆
夫

・
古
尾
谷
知
浩

右
京
七
条
二
坊
七
町

（右
京
第
七
〓
二
次
）　
　
　
　
岩
崎
　
誠

平
安
京
跡

左
京
三
条

一
坊
十
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
田
　
薫

左
京
三
条
三
坊
十
五
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
義
彦

左
京
六
条
三
坊
六
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
田
　
薫

左
京
七
条
二
坊
人
町
及
び
本
囲
寺
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
知
子

右
京
三
条

一
坊
六
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
真

右
京
五
条

一
坊
六
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭電
子
正
彦

右
京
六
条
三
坊
七

・
八

・
九

・
十
町
　
　
　
　
　
　
堀
内
明
博

平
安
京
穀
倉
院
跡

一
九
九
八
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
義
彦

。
西
山
良
平

一
九
九
九
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
義
彦

・
西
山
良
平

東
寺

（教
王
護
国
寺
）
旧
境
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
崎
　
伸

御
室
仁
和
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
池
惣

一
・
南
出
俊
彦

六
波
羅
政
庁
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
利
津
子

鳥
羽
遺
跡

。
鳥
羽
離
宮
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
藤
徳
行

大
藪
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
崎
　
伸

興
戸
宮
ノ
前
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
整

武
者
ヶ
谷
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永ヽ
谷
隆
夫

河
守
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
学
博

佐
山
遺
跡

（Ｂ
２
地
区
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原

一
彦

〔大
阪
〕

難
波
官
跡
（赫日醐猷願赫戴鰍期搬笠
夕‐）

第
九
七
十
三
次

（市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
隆

一
九
九
九
年
度

（府
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
浦
　
洋
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大
坂
城
跡

一
九
九
九
年
度

（府
）

Ｏ
Ｓ
九
九
―
四
人
次

Ｏ
Ｓ
九
九
十
五
九
次

Ｎ
Ｗ
九
九
十
二
三
次

Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
十
五
二
次

大
坂
城
下
町
跡

本
田
奈
都
子

Ｏ
Ｊ
九
七
―
六
次

（市
）

中
之
島
三
丁
目
所
在
遺
跡

（鳥
取
藩
蔵
屋
敷
跡
）

小
倉
徹
也

広
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷
跡

一
九
九
九
年
度

二
〇
〇
〇
年
度

二
〇
〇

一
年
度

東
心
斎
橋

一
丁
目
所
在
遺
跡

中
之
島
六
丁
目
所
在
遺
跡

加
美
遺
跡

長
原
遺
跡

堺
環
濠
都
市
遺
跡

Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
四
二
地
点

Ｓ
Ｋ
Ｔ
七
五
五
地
点

岡
村
勝
行

岡
村
勝
行

宮
本
康
治

小
倉
徹
也

小
倉
徹
也

平
田
洋
司

宮
本
康
治

永
井
正
浩

永
井
正
浩

小
林
和
美

黒
田
慶

一

辻
　
美
紀

黒
田
慶

一

佐
藤
　
隆

清
水
　
和

２

　

７

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

鳥
居
信
子

嶋
谷
和
彦

嶋
谷
和
彦

東
浅
香
山
遺
跡

長
保
寺
遺
跡

溝
昨
遺
跡

玉
櫛
遺
跡

池
島

・
福
万
寺
遺
跡

吉
井
遺
跡

鬼
虎
川
遺
跡

第

一
五
次

第
五
二
次

第
五
三
次

西
ノ
辻
遺
隊

上
津
島
遺
跡

上
町
東
遺
跡

中
野
遺
跡

讃
良
郡
条
里
遺
跡

〔兵
庫
〕

釣
坂
遺
跡

加
都
遺
跡

豊
岡
城
館
遺
跡

岩
井
枯
木
遺
跡
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嶋
谷
和
彦

濱
田
延
充

合
田
幸
美

川
瀬
貴
子

市
村
慎
太
郎

。
中
尾
智
行

・
亀
井
　
聡

上
林
史
郎

菅
原
章
太

菅
原
章
太

菅
原
章
太

菅
原
章
太

服
部
聡
志

中
岡
　
勝

村
上
　
始

黒
須
亜
希
子

中
島
雄
二

岸
本

一
宏

・
甲
斐
昭
光

瀬
戸
谷
　
略

・
宮
村
良
雄

瀬
戸
谷
　
皓

。
宮
村
良
雄



宮
内
黒
田
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
誠

姫
路
駅
周
辺
第
四
地
点
遺
跡

（仮
称
）
　
　
　
　
　
　
中
川
　
猛

時
友
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
勝
宏

明
石
城
武
家
屋
敷
跡

（兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
）

甲
斐
昭
光

明
石
城
武
家
屋
敷
跡

（明
石
市
教
育
委
員
会
）　
　
　
　
渡
辺
　
昇

姫
路
駅
周
辺
第
四
地
点
遺
跡

（仮
称
）
　
　
　
　
　
　
中
川
　
猛

古
網
千
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
猛

龍
野
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
守
徳
男

市
辺
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
定
淳
介

官
内
堀
脇
遺
跡

第
二
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
口
圭
介

第
三
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
日
圭
介

梶
原
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
識
雅
仁

祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
見
省

一

袴
狭
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
敬
二

深
江
北
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
敬
生

・
山
本
雅
和

行
幸
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岡
巧
次

柴
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
日
圭
介

六
条
遺
跡

一
九
九
九
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
昇
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二
〇
〇
〇
年
度

溝
之
口
遺
跡

赤
穂
城
跡
二
の
九

三
原
石
田
遺
跡

〔滋
賀
〕

宮
町
遺
跡

第
二
〇
次

第
二

一次

第
二

二
次

第
二
四
次

第
二
五
次

小
谷
城
跡

（伝
知
善
院
跡
）

尾
上
浜
遺
跡

大
将
軍
遺
跡

安
土
城
跡

十
里
遺
跡

湯
ノ
部
遺
跡

蜂
屋
遺
跡

新
宮
神
社
遺
跡

柳
遺
跡

鈴
木
良
章

・
簿
森
浩
幸

岩
宮
隆
司

岩
宮
隆
司

古
市
　
晃

古
市
　
晃

山
崎
清
和

松
室
孝
樹

谷
口
智
樹

岩
橋
隆
浩

・
松
下
　
浩

近
藤
　
広

瀬
日
員
司

大
崎
隆
志

畑
中
英
二

平
井
美
典

渡
辺
　
昇

西
川
英
村

中
田
宗
伯

金
津
匡
伸

24  23  23  22  22  22  22  21  21  24  24  22  22  21
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八
角
堂
遺
跡

野
路
岡
田
遺
跡

西
河
原
遺
跡

西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡

三
堂
遺
跡

？
一重
〕

六
大
Ａ
遺
跡

櫛
田
地
区
内
遺
跡
群
奥
ノ
垣
内
地
区

内
垣
外
遺
跡

雲
出
島
貫
遺
跡

辻
子
遺
跡

中
林

・
中
道
遺
跡

〔愛
知
〕

幅
下
遺
跡

志
賀
公
園
遺
跡

同
下
懸
遺
跡

貞
養
院
遺
跡

上
橋
下
遺
跡

平
井
美
典

岡
田
雅
人

徳
網
克
己

辻
　
広
志

岡
本
広
義

穂
積
裕
昌

金
子
智
子

西
出
　
孝

伊
藤
裕
偉

田
中
久
夫

東
　
敬
義

・
瀬
野
弥
知
世

水
野
裕
之

永
井
宏
幸

・
古
尾
谷
知
浩

永
井
宏
幸

池
本
正
明

水
野
裕
之

池
本
正
明

〔静
岡
〕

山
の
神
遺
跡

中
村
遺
跡

一
九
九
九
年
度

二
〇
〇
〇
年
度

二
〇
〇
二
年
度

水
守
遺
跡

元
島
遺
跡

春
岡
遺
跡
群

仁
田
館
遺
跡

箱
根
田
遺
跡

〔山
梨
〕

大
坪
遺
跡

鈴
木

一
有

鈴
木
敏
則

鈴
木
敏
則

鈴
木
敏
則

人
木
勝
行

・
岩
木
智
絵

加
藤
理
文

松
井

一
明

・
白
澤
　
崇

岩
本
　
貴

鈴
木
敏
中

９
μ
　

　

｝ウ

９
留
　

　

ｂ^

櫛
原
功

一　
　
２３
　
約

原
　
廣
志

小
池
　
聡

〔神
奈
川
〕

宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡

千
代
南
原
遺
跡
第
Ⅶ
地
点

香
川

・
下
寺
尾
遺
跡
群

（下
寺
尾
地
区
北
Ｂ
地
点
）

若
官
大
路
周
辺
遺
跡
群

中
村
哲
也

。
大
村
浩
司

馬
淵
和
雄
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北
条
小
町
邸
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
孝
子

北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
田
哲
夫

史
跡
建
長
寺
境
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
　
“呉

五
合
桝
遺
跡

（仏
法
寺
跡
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
誠

〔東
京
〕

汐
留
遺
跡

（側
東
京
都
荻
育
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

斎
藤
　
進

汐
留
遺
跡

（汐
留
地
区
遺
跡
調
査
会
）
　

　

新
里
　
康

・
長
井
光
彦

江
戸
城
外
堀
跡

（四
谷
御
門
外
橋
詰
。
御
堀
端
通
・
町
屋
跡
）池

田
悦
夫

法
光
寺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
涼
子

白
鴎
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
日
置
晴
展

池
之
端
七
軒
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
俣
　
悟

浅
草
寺
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
俣
　
悟

上
千
葉
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水ヽ
越
信
吾

伊
興
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
崎
美
鈴

港
区
Ｎｏ
９．
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
健

水
戸
藩
徳
川
家
小
石
川
屋
敷
跡

（諏
訪
町
遺
跡
）
　

　

加
藤
元
信

西
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
俣
　
悟

浅
草
芝
崎
町
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
俣
　
悟

25  24  23  23

∂∂  Jび  /J  7J

23 21

77  9/

22  22  22  22  21  21  21  21  21  21  21

707ゴθ2 99 97 参2θ ノノ∂ ゴゴJ′θ9 ′0夕 ′θ」 9∂

25  24 23

ゴ′ゴ 69 ∂び

入
谷
遺
跡

下
宅
部
遺
跡

〔埼
玉
〕

騎
西
城
跡

騎
西
城
武
家
屋
敷
跡

〔千
葉
〕

大
崎
城
跡

大
慈
恩
寺
遺
跡

〔茨
城
〕

羽
黒
遺
跡

〔岐
阜
〕

柿
田
遺
跡

一
九
九
九
年
度

二
〇
〇

一
年
度

弥
勒
寺
西
遺
跡

小
俣
　
悟

千
葉
敏
朗

嶋
村
英
之

嶋
村
英
之

鬼
澤
昭
夫

黒
沢
哲
郎

駒
澤
悦
郎

近
藤
大
典

近
藤
大
典

田
中
弘
志

２５
　
崩

25  23

99 8θ

25  25

9び  9」

25  22

9ゴ  ′0び
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『木簡研究』21～ 25総 目次

〔長
野
〕

屋
代
遺
跡
群

屋
代
遺
跡
群

榎
田
遺
跡

八
幡
遺
跡
群
社
宮
司
遺
跡

松
本
城
下
町
跡
中
町

〔群
馬
〕

前
六
供
遺
跡

前
橋
城
遺
跡

薬
師
遺
跡

〔栃
木
〕

佐
野
城

（春
日
岡
城
）
跡

〔福
島
〕

荒
井
猫
田
遺
跡

第

〓
二
次

同

水
沢
教
子

水
沢
教
子

・
偉
田
伊
史

広
田
和
穂

寺
内
喜
美
子

太
田
万
喜
子

小
宮
俊
久

高
島
英
之

志
村
　
哲

山
口
明
良

高
田
　
勝

押
山
雄
三

押
山
雄
三

福
田
秀
生

・
平
川
　
南

一
九
九
二
年
度

（県
）　
　
　
　
　
　
古
川

一
九
九
七
年
度

（県
）　
　
　
　
　
　
古
川

一
九
九
八
年
度

（県
）　
　
　
　
　
　
古
川

明

。
吉
野
　
武

明

。
吉
野
　
武

明

。
吉
野
　
武

武
田
健
市

武
田
健
市

千
葉
孝
弥

・
鈴
木
孝
行

千
葉
孝
弥

・
鈴
木
孝
行

千
葉
孝
弥

・
鈴
木
孝
行

千
葉
孝
弥

・
廣
瀬
真
理
子

齋
藤
　
稔

25  22  22

ゴゴび2びθ /2′

上 北
信 陸
越 新
自 幹
動 線
車 関
道 係
関 V
係

25  24  21  22  21

Frィ  タθ ′Jゴ 2'」 /Jθ

25

/ゴ∂

江
平 第
遺 一
跡 四

次

22  23  23  22

/2び  ∂9 /77F2」

矢
玉
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
明
夫
　
　
２２
１
％

大
猿
田
遺
跡
　
　
　
　
　
　
一二
上
喜
孝

・
氏
家
浩
子

・
大
越
道
正
　
　
２３
車
ク

荒
田
目
条
里
制
遺
構

・
砂
畑
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
猪
狩
み
ち
子
　
　
２４
　
々

荒
田
目
条
里
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
宮
隆
司
　
　
２４
華
万

泉
廃
寺
跡

（陸
奥
国
行
方
郡
衛
）

第
一〇
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
淑
人
　
　
２５
　
脚

第

一
六
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
淑
人
　
　
２４
　
〃

〔宮
城
〕

一
本
柳
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
弘
樹

・
吉
野
　
武
　
　
２．

市
川
橋
遺
跡
（鞣口
須
鋤媒徹姑諺藝誰会
）

第
二
四
次

（市
）

第
二
五
次

（市
）

第
二
六
次

（市
）

第
二
七
次

（市
）

第
二
人
次

（市
）

第
二
九
次

（市
）

大
日
南
遺
跡

22  25  24  23  23  22  22  21  21  21
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山
王
遺
弥

第

〓

一次

第

一
七
次

新
田
遺
跡

中
野
高
柳
遺
跡

二
〇
〇
〇
年
度

二
〇
〇

一
年
度

洞
ノ
ロ
遺
跡

仙
台
城
本
九
跡

仙
台
城
跡

（二
の
丸
北
方
武
家
屋
敷
地
区
）

鈴
木
孝
行

鈴
木
孝
行

千
葉
孝
弥

高
橋
栄

一
。
吉
野
　
武

村
田
晃

一
・
吉
野
　
武

平
間
亮
輔

・
吉
田
和
正

金
森
安
孝

佐
竹
輝
昭

・
兼
平
賢
治

。
大
藤
　
修

藤
沢
　
敦

・
京
野
恵
子

・
高
木
暢
亮

佐
藤
敏
幸

伊
藤
博
道

斎
藤
邦
雄

斎
藤
邦
雄

斎
藤
邦
雄

志
羅
山
遺
跡
（
畷
日
翻
端
略
靭
紋
靴
離
叙
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

第
七
七
次

（町
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
江
利
子

第
八
〇
次

（県
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
宗
孝

第
入
二
次

（町
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
川
　
司

第
人
人
次

（町
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
計
二

仙
人
西
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
博
幸

中
尊
寺
境
内
大
池
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
川
　
司

〔山
形
〕

後
田

（旧
月
記
）
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
尻
　
侃

山
田
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
井
新
人

馳
上
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
井
新
人

石
田
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
田
江
美
子

・
山
口
博
之

山
形
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貴
久

〔秋
田
〕

洲
崎
遺
跡

同
十
二
牲
Ｂ
遺
跡

観
音
寺
廃
寺
跡

本
荘
城
跡

工
藤
直
子

工
藤
直
子

・
高
橋
　
学

高
橋
　
学

五
十
嵐

一
治

長
谷
川
潤

一

赤
井
遺
跡

大
古
町
遺
跡

〔岩
手
〕

柳
之
御
所
遺
弥

第
四
九
次

第
五
〇
次

第
≡

一次

23  22  21
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24  24  24 22  21
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北
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
竜

盤
若
台
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川
浩

一

藩
校
明
徳
館
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
武
士

〔青
森
〕

十
三
湊
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
滋
高

・
綾
村
　
宏

高
間

盆
０

遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
淳

一

新
城
平
岡

（四
）
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
淳

一

〔福
井
〕

福
井
城
跡
（絆日
称坤標簸舗斬
則鋪文化
財調査
セ
ンタ
ー）

一
九
九
四
年
度

（県
）　
　
　
　
　
　
本
多
達
哉

。
河
村
健
史

一
九
九
八
年
度

（県
）　
　
　
　
　
　
本
多
達
哉

・
河
村
健
史

高
架
側
道
四
号
線
地
点

（県
）
　
　
　
本
多
達
哉

・
河
村
健
史

一
九
九
七
年
度

（市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
健

一

一
九
九
八
年
度

（市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
健

一

一
九
九
九
年
度

（市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
健

一

二
〇
〇
〇
年
度

（市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
健

一

高
塚
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
雅
弘

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
圭

石
盛
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
　
進

『木簡研究』21～ 25総 目次

25  22  22  24  22  21  21  22 21  22

/77 ゴJr ゴ79 ′οο ′」2 ゴJゴ どJ/ 2びタゴ7∂ /J7

25  24  22

′」9 99 ′77

25  24  24

/」7 97 9び

〔石
川
〕

神
野
遺
跡

堅
田
Ｂ
遺
跡

広
坂
遺
跡

観
法
寺
遺
跡

畝
田

・
寺
中
遺
跡

一
九
九
九
年
度

二
〇
〇

一
年
度

二
〇
〇
二
年
度

堅
田
Ｂ
遺
跡

高
岡
町
遺
跡

磯
部
カ
ン
ダ
遺
跡

本
町

一
丁
目
遺
跡

安
江
町
遺
跡

打
木
東
遺
跡

畝
田
ナ
ベ
タ
遺
跡

加
茂
遺
跡

吉
田
Ｃ
遺
跡

美
麻
奈
比
古
神
社
前
遺
跡

北
中
条
遺
跡

指
江
Ｂ
遺
跡

谷
日
明
伸

向
井
裕
知

庄
田
知
充

松
浦
郁
乃

和
田
龍
介

和
田
龍
介

金
山
哲
哉

向
井
裕
知

谷
口
明
伸

楠
　
正
勝

向
井
裕
知

庄
田
知
充

出
越
茂
和

布
尾
幸
恵

湯
川
善

一

西
田
昌
弘

四
柳
嘉
章

中
嶋
徹
郎

大
西
　
顕

24  24  23  23  23  23  23  23  23  22  22  22  25  24  22      22  21  21  21

r09′07F27′2Jゴど9了 /7′ ノJゴ ゴど ど0∂ 27J ゴび7ゴσ2 ′イJ′θ7′J9    /J/ゴ J9 ′」び /J7

291



25  25  24

ゴJO ノイタ′′2

四
柳
白
山
下
遺
跡

中
屋
サ
ワ
遺
跡

南
新
保
北
遺
跡

〔富
山
〕

中
保
Ｂ
遺
跡

東
木
津
遺
跡

一
九
九
八
年
度

同
一
九
九
九
年
度

栃
谷
南
遺
跡

須
田
藤
の
木
遺
跡

手
洗
野
赤
浦
遺
跡

人
塚
Ｃ
遺
跡

道
場
Ｉ
遺
跡

麻
生
谷
遺
跡

〔新
潟
〕

榎
井
Ａ
遺
跡

下
ノ
西
遺
跡

一
九
九
八
年
度

加
藤
克
郎

向
井
裕
知

庄
田
知
充

・
平
川
　
南

根
津
明
義

荒
井
　
隆

・
岡
田

一
広

荒
井
　
隆

・
岡
田

一
広

荒
井
　
隆

。
岡
田

一
広

鹿
島
昌
也

根
津
明
義

町
田
賢

一

田
中
　
明

三
島
道
子

山
口
辰

一
・
岡
田

一
広

秦
　
繁
治

・
小
林
昌
二

田
中
　
靖

同
二
〇
〇
〇
年
度

壱
本
杉
遺
跡

砂
山
中
道
下
遺
跡

下
町

・
坊
城
遺
跡
Ｃ
地
点

船
戸
川
崎
遺
跡

竹
直
神
社
遺
跡

箕
輪
遺
跡

馬
越
遺
跡

大
武
Π
遺
跡

馬
見
坂
遺
跡

発
久
遺
跡

妻
ノ
神
遺
跡

野
中
土
手
付
遺
跡

船
戸
桜
田
遺
跡

第
二
次

第
四
次

第
二
次

中
倉
遺
跡

腰
廻
遺
跡

蔵
ノ
坪
遺
跡

田
中
　
靖

田
中
　
靖

中
山
俊
道

石
田
守
之

水
澤
幸

一

水
澤
幸

一

新
保
誠
吾

高
橋
　
保

伊
藤
秀
和

九
山

一
昭

高
橋
　
聡

中
山
俊
道

・
小
林
昌
二

・
相
沢
　
央

山
口
直
子

戸
根
与
人
郎

水
澤
幸

一

水
澤
幸

一

水
澤
幸

一

水
澤
幸

一

中
山
俊
道

21
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『木簡研究』21～ 25総 目次

一
九
九
九
年
度
試
掘

二
〇
〇
〇
年
度

寺
地
遺
跡

岩
倉
遺
跡

六
日
町
余
川
地
内
試
掘
調
査
地
点

北
小
脇
遺
跡

浦
廻
遺
跡

二
〇
〇

一
年
度

二
〇
〇
二
年
度

船
戸
川
崎
遺
跡

下
沖
北
遺
跡

草
野
遺
跡

屋
敷
遺
跡

〔鳥
取
〕

大
御
堂
廃
寺

（久
米
寺
）

〔島
根
〕

三
田
谷
Ｉ
遺
跡

大
坪
遺
跡

喜
時
雨
遺
跡

高
橋
　
保

高
橋
　
保

田
中

一
穂

田
中

一
穂

田
中

一
穂

布
施
智
也

田
中

一
穂

田
中

一
穂

水
澤
幸

一

田
中

一
穂

水
澤
幸

一

水
澤
幸

一

根
鈴
智
津
子

熟
田
貴
保

江
川
幸
子

宮
田
健

一

25  25  25  24  25  24

/びJ ゴびJ ゴJJ ど2び ゴJJ ′2」

24  24 24  24  23  23

/2ゴ /ゴ 9ゴ′/′ ゴイ′」J ′JJ

25  24 23
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ゴ99 ノ9∂ ゴ∂J
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20∂ ″0び ′9∂ /9タ
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24 22 22

′J′ 2θ J クθJ
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/9J

西
川
津
遺
跡

出
雲
国
府
跡

青
木
遺
跡

〔岡
山
〕

熊
山
田
散
布
地

岡
山
城
二
の
九
跡

岡
山
城
二
の
九

（中
国
電
力
変
電
所
）

新
道

（清
輝
小
）
遺
跡

米
田
遺
跡

百
問
川
米
田
遺
跡

鹿
田
遺
跡

第
九
次

第

一
一
次

川
入

。
中
撫
川
遺
跡

〔広
島
〕

四
日
市
遺
跡

下
上
戸
遺
跡

土
居
遺
跡

郡
山
城
跡

（大
通
院
谷
地
区
）

西
尾
克
己

角
田
徳
幸

今
岡

一
三

馬
場
昌

一

松
本
和
男

遺
構
　
　
　
　
　
河
田
健
司

草
原
孝
典

岡
田
　
博

物
部
茂
樹

山
本
悦
世

。
久
野
修
義

山
本
悦
世

。
久
野
修
義

安
川
　
満

立
川
彼
之

吉
野
健
志

吉
野
健
志

新
川
　
隆

21  21  21  21  22 21
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尾
道
遺
跡

第
七
二
次

第
七
五
次

安
芸
国
分
寺
跡

黄
幡

一
号
遺
跡

〔山
口
〕

長
登
銅
山
跡

萩
城
跡

（外
堀
地
区
）

周
防
国
府
跡

第

一
〓

一次

第

〓

二

次

第

一
二
五
次

東
禅
寺

・
黒
山
遺
跡

延
行
条
里
遺
跡

〔香
川
〕

浜
ノ
町
遺
跡

羅
島
〕

観
音
寺
遺
跡

森
重
彰
文

森
重
彰
文

妹
尾
周
三

・
佐
竹
　
昭

岡
野
克
巳

池
田
善
文

。
人
木
　
充

谷
口
哲

一

羽
鳥
幸

一

柳
　
智
子

柳
　
智
子

西
田
　
宏

濱
崎
真
二

乗
松
真
也

一
九
九
八
年
度

二
〇
〇
〇
年
度

敷
地
遺
跡

徳
島
城
下
町
跡

中
前
川
町
二
丁
目
遺
跡

南
前
川
町

一
丁
目
遺
跡

新
蔵
．町
三
丁
目
遺
跡

常
三
島
遺
跡

守
護
町
勝
瑞
遺
跡

〔愛
媛
〕

平
田
七
反
地
遺
跡

南
斎
院
土
居
北
遺
跡

南
江
戸
圃
目
遺
跡

別
府
遺
跡

〔嘉

〕

高
知
城
伝
下
屋
敷
跡

〔福
岡
〕

朽
網
南
塚
遺
跡

藤
川
智
之

・
和
田
　
率

田
川
　
憲

氏
家
敏
之

勝
浦
康
守

藤
川
智
之

藤
川
智
之

藤
川
智
之

中
村
　
豊

重
見
高
博

西
川
真
美

山
下
太
志

中
野
良

一

三
好
裕
之

池
澤
俊
幸
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谷
日
俊
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元
岡

・
桑
原
遺
跡
群

全
死
岡
遺
跡
群
）

第
七
次

第

一
五
次

第

一
人
次

第
二
〇
次

同

高
畑
遺
跡

下
月
隈
Ｃ
遺
跡
群

今
山
遺
跡

長
安
寺
廃
寺
跡

井
上
薬
師
堂
遺
跡

井
相
田
Ｃ
遺
跡

彼
岸
田
遺
跡

〔大
分
〕

飯
塚
遺
跡

同〔佐
賀
〕

中
原
遺
跡

一
九
九
九
年
度

『木簡研究』21～ 25総目次

2422

7σ722び

吉
留
秀
敏

吉
留
秀
敏

吉
留
秀
敏

音
波
正
人

菅
波
正
人

大
庭
康
時

荒
牧
宏
行

米
倉
秀
紀

姫
野
健
太
郎

・
馬
場
　
基

平
川
　
南

吉
武
　
学

小
田
和
利

永
松
み
ゆ
き

・
舘
野
和
己

舘
野
和
己

二
〇
〇
〇
年
度

〔長
崎
〕

沖
城
跡

（長
崎
県
教
育
委
員
会
Ｏ

沖
域
跡

（諫
早
市
教
育
委
員
ｅ

〔熊
本
〕

上
高
橋
高
田
遺
跡

白
藤
遺
跡
群

〔鹿
児
邑

京
田
遺
跡

〔沖
縄
〕

銘
苅
直
禄
原
遺
跡

論
文

川
口
洋
平

川
瀬
雄

一

網
田
龍
生

林
田
和
人

宮
田
栄
二

。
川
口
雅
之
　
　
２４
　
溺

曽
間
麻
子

滋
　
剤

-23 23 22 22  22  25 25 25 23  25  22  21
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小
松
　
譲

２２
　
期

木
簡
の
撮
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
直
夫

帳
簿
と
木
簡
―
正
倉
院
文
書
の
帳
簿

・
継
文
と
木
簡
―

山
口
英
男

小
松
　
譲

２４
　
鹿

２．
　
邪

２２
　
翔
　
２

23  23

′68」び7

23  23

/bJゴび′



木
簡
撮
影
概
説
―
表
現
し
に
く
い
文
字
の
撮
影
―
　
　
杉
本
和
樹

七
世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
飼
　
隆

飛
鳥
池
木
簡
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
真
司

都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
来
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
尾
谷
知
浩

中
世
木
札
文
書
研
究
の
現
状
と
課
題
　
　
　
　
　
　
田
良
島
　
哲

長
登
銅
山
遺
跡
出
土
の
銅
付
札
木
簡
に
関
す
る

一
試
論

畑
中
彩
子

古
代
荷
札
木
簡
の
平
面
形
態
に
関
す
る
考
察

―
平
城
宮

・
平
城
京
跡
出
土
資
料
を
中
心
に
―
　
友
田
那
々
美

九
世
紀
の
国
郡
支
配
と
但
馬
国
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
真
司

文
書
と
題
鎖
軸

（報
告
要
□じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本

一
樹

討
論
の
ま
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舘
野
和
己

。
今
津
勝
紀

書
評
　
今
泉
隆
雄
著

『古
代
木
簡
の
研
究
』
　
　
　
　
森
　
公
章

書
評
　
鬼
頭
清
明
者

『古
代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』
　

北
村
優
季

書
評
　
森
公
章
著

『長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
平
石
　
充

書
評
　
冨
谷
至
編

『辺
境
出
土
木
簡
の
研
究
』
　
　
　
高
村
武
幸

新
刊
紹
介
　
Ｖ

・
Ｌ

・
ヤ
ー
ニ
ン
著
　
松
木
栄
三

・
三
浦
清
美
訳

『白
樺
の
手
紙
を
送
り
ま
し
た
―
ロ
シ
ア
中
世
都
市
の
歴

史
と
日
常
生
活
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「長
屋
王
家
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」

削
婿
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡

長
屋
王
家
の
米
支
給
関
係
木
簡

長
屋
王
家
の
経
済
基
盤
と
荷
札
木
簡

討
論
の
ま
と
め

（但
馬
特
別
研
究
集
会
の
記
録
〉

日
高
町
の
古
代
遺
跡
と
出
土
木
簡

出
石
町
の
古
代
遺
跡
と
木
簡

袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
と
但
馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里

の
記
録
〉

渡
辺
晃
宏

勝
浦
令
子

櫛
木
謙
周

東
野
治
之

加
賀
見
省

一

小
寺
　
誠

山
本
　
崇
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長
岡
宮
跡
出
上
の
死
亡
人
帳

（漆
紙
文
書
）

秋
田
城
跡
出
土
の
死
亡
人
帳

（漆
紙
文
圭
ｅ

藤
原
京
の
条
坊
呼
称
に
つ
い
て

京
都

・
浅
後
谷
南
遺
跡
で
木
簡
状
木
製
品
出
土

木
簡
の
穿
孔
位
置

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
木
簡
の
赤
外
線
撮
影

長
岡
京
跡
右
京

。
久
保
川
遺
跡
出
土
の
墨
書
石

新
潟

。
下
割
遺
跡
出
上
の
果
樹
の
絵
を
描
い
た
曲
物

清
水
み
き

吉
川
　
聡

寺
崎
保
広

水
谷
壽
克

馬
場
　
基

中
村

一
郎

古
閑
正
浩

田
中

一
穂

25  24  23  23  22  21  21  21
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『木簡研究』21～ 25総 目次

渡
辺
晃
宏

２５
　
貌

平
城
宮
木
簡
の
重
要
文
化
財
指
定

金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編

『堅
田
Ｂ
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
五
こ

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第

一
〇
号

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第

一
一
号

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第

一
二
号

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第

一
三
号

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第

一
四
号

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
木
簡
二

十
長
屋
王
家
木
簡
二
十
』
の
刊
行

紫
香
楽
宮
跡
調
査
委
員
会
編

・
信
楽
町
教
育
委
員
会
発
行

『宮
町
遺
跡
出
土
木
簡
概
報
』

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
２．

秋
田
市
教
育
委
員
会
編

『秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
』
Ⅲ
の
刊
行

「古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
長
登
」
開
催
さ
れ
る

『草
戸
木
簡
集
成
』

一
、
二
の
刊
行

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『長
屋
王
家

・
三
条
大
路
木
簡
を

読
む
』
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
六
一
冊
）

兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
町
発
行

『但
馬
国
府
と
但
馬
国
分
寺

―
発
掘
調
査
か
ら
そ
の
謎
に
迫
る
』
の
刊
行

九
州
歴
史
資
料
館
編

『大
学
府
政
庁
跡
』
の
刊
行

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
産

の
刊
行

/77
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２３
　
嗣

24 24

9∂  イJ

直
木
孝
次
郎
・鈴
木
重
治
編

『世
界
遺
産

平
城
宮
跡
を
考
え
る
１
考

古
学

・
歴
史
学

・
地
質
学

・
環
境
論

・
交
通
論
か
ら
１
』
２４
　
”
　
２５

木
簡
学
会
二
〇
周
年
記
念
図
録

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
の
刊
行
　
　
２５

木
簡
学
会
編

『日
本
古
代
木
簡
選
』
の
復
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２５

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
官
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅲ
の
刊
行
　
　
２５

奈
良
市
教
育
委
員
会

『平
城
京
跡
出
土
墨
書
土
器
資
料
』
の
刊
行
　
　
２５

紫
香
楽
宮
跡
調
査
委
員
会
編

・
信
楽
町
教
育
委
員
会
発
行

『宮
町

遺
跡
出
土
木
簡
概
報
』
二
の
刊
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２５

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
集

・
発
行

『山
陰
古
代
出
土
文
字
資
料
集
成
』
Ｉ
の
刊
行
　
　
　
　
　
　
　
　
２５

博
多
研
究
会
編
集

・
発
行

『博
多
研
究
会
誌

一
一
号

―
博
多
遺
跡
群
出
土
墨
書
資
料
集
成
二
』
の
刊
行
　
　
　
　
　
　
　
２５

彙
報

捌

（増
測
　
徹
）
　

２２
　
解

（古
尾
谷
知
浩
）
　

２３
　
翔

（山
本
　
８
０

務

（鶴
見
泰
寿

・
渡
辺
晃
宏
）
　

２５
　
期

（渡
辺
晃
宏
）
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▲
雰
生
口

「飛
鳥
池
遺
跡
の
保
存

・
活
用
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
に
つ
い
て

「京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め

る
要
望
書
」
に
つ
い
て

「京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め

る
要
望
書
」
に
つ
い
て

「高
速
道
路
計
画
で
危
機
を
迦
え
た
世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え

る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
及
び
主
催
団
体

・
幹
事
団
体
と

し
て
の
参
加
に
つ
い
て

京
余
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
問
題
の
現
状
と
木

簡
学
会
と
し
て
の
取
り
組
み
、
及
び
第
二
回

「高
速
道
路
計
画

で
危
機
を
迎
え
た
世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

「大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
ト
ン
ネ
ル
案
の
即
時
救
回
を
求

め
る
要
望
書
」
に
つ
い
て

編
集
後
記

２．
　
盟
（清
水
み
き
）

２４
　
期
（寺
崎
保
広
）
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Nara Prefecture: Nara Palace Site; Block 3, West Third Vヽard on Second Street,

Nara Capital Site, Former Preclnct, Sttdaiii Temple, Ichiioin stte, K5fukuii

TOmple;Fuiiwara capital S■ e;East Fと st Ward on Sevenh Street,Fuiwara

Capital Stte,West First Ward on First Street,Fuilwara cap五 江 Stte,West Fourth

Ward on S�血 and Seventt Stteets,F�wara Capttal Site,Garden Pond Remalns

at he Asuka Capittt Site,Sakameish sitei Sakattdera Temple Site

Kyoto Prefecture:Nagaoka Capital Site,Blod【 6,West First Ward on Third Street,

Heian Capittt Site,Forlner Precmct,Toii(Kyo6gokokuD Temple

Osaka Prefecture:Sie bcated � Nakanclshima 6-chδ me,Nagahara Stte,Nfishinots� i

Site,Kitoraga、 va Site,Nakano Site,Sara… gun J5n Site

Hyogo Prefecture:Mihara lshda Site

WIle Prefecture:Nakabayash― Nakamichi Site

Aid� Prefecture:Telyoin Site;Kamihashika Site

Shizuoka Prefecture:Nakalnura Site,Hakoneda Site

Kanagawa Prefecture:Gong5masu(Buppoii Temple)Site



Tokyo Prefecture:Shimoyakebe Site

Saitama Prefecture:Kistt Casde Site;Kisai Casde Samurtt Residence Site

Chba Prefectば e:Daiilonil Temple she

lbarakI Prefecture:Ha3ro Site

Shiga Prefecture:Noii Okada site,Nishgawara Site,Nishigawara Miyanouchi Site,

Sand5 Site

Gim Prefecture:Mirokuii NIshi She

Nagano Prefecture:Nakarnachi,Matsulnoto Castle Tow■ S■e

Gunlna Prefecturei Yakush Site

Tochigi Prefecturei Sttlo(KaSugaokD CaStle site

Fukushima Prefecture:Izulm Abandoned Temple Site

�堕yagi Prefecture:Sendtt Casde Stte(Secondary Enclosure,Northem Salnur五

Residential Distnct),o― am Site,Ichikawabash Site

lwate Prefecturei Shrayama She,Oike S■ e,Chusotti Temple precinct

Akita Prefecture:Meitokukan Domahal School Site

Aomott Prefecture:Shini5 HiraOka site(No.41

Fukui Prefecture:Ishimon Site

lshikawa Prefecture:Uneda Jichu Site;Nakaya Sawa Site;� 噛 ShinbO Kita Site

Nligata Prefectば e:Shimooki Kita Site,Uramawan Sne,Kusano Si俺 ;Yashiki Stte

Shimane Prefecttre:Aoki Site

Hとoshima Prefecture:Oban lchigo Stte

YamaguchI Prefecture:Nobuyuki Jon Site

Kagawa Prefecture:Harnanonlach Site

Tokushima Prefecturei Shinkurach5 3‐ ch6me Site,J6sanl」 ma Site,Shugomachi

Sh6z� She

Ehme Prefecture:Minami Edo Kuiume Stte,Beppu Site

Fukuoka Prefecture: Kusalm Wfinalmzuka Site,Shimotsukiguma C Site,Takabatake

Site,WIctooka― Kuwabara Site

Wooden Documents Recovered be`ore 1977(25)… …・―・―・…・…Ⅲ…・―・中●…Ⅲ…Ⅲ…・̈・…・…・・ 193

Nara Prefecttrei Sakatadera Temple Site

Re�sions and Additions(6)・ ……………………………………………………………………………………………… 197

Snga K6en Site,Aichi Prefecture(No.24),WIotOOka‐ Kuwabara

Site,Fukuoka Prefecttre(No.23)

Articles

Research on �ledieval Wooden Writing Tablets:Current State

and ProЫems“ ………………………………………………………………TARASHIAIA Satoshi… …… 203

A Tentative hterpretation Regarding the Wooden Document

Labels lbr Copper,Recoveredと om he Naganobon Copper

Mhe S■ e… ………… … …………………………………… HATANAKA Ayako・ …… 213

0bservations on the Horizonta1 0udines of Ancient Wooden

Docurnents Used as Shipping Labels― …………………………・TOMODA Nanarm・ ……・ 239

(2)



Book Re� ew

TOMIYA haru,ed.,Iro%ゎ づsヵ%る%あ %οカカα%ηο 物々拗蒻[Research

on wooden doculnentsと om oudying regions]・ ………・TAKAMURA Takeyuki… …… 269

B』le血 ls― …………………………………………………………………………………WATANABE Akihiro……… 278

1ndex of Pttθ %冴″委 げ肋ιメ妙α%盗バカι力炒/9″ 肋ι Stttryげ 万ろ。ttη

Dοθ%ηιηね,Vols.21-25… ……………………………………………………………………………………………… 281

Editor's Notes… …………………………………………………………………………,DOBASHI Makoto・ ¨̈ 。298

Colurm:

Attο %ο 側 00den Box)Dralvn �h a Picture of a FI� t

Orchard,Recoveredと om the Shimowatt Site,Nligata

Prefecture・ ……………………………………………………………………………TANAKA Kazuho・ ……。 166

The Designation of Nara Palace Wooden Documerlts

as hportant Cultural Propertles・ …………………………………・WATANABE Alcihiro……… 202

Reports of he Society:

On he Petition Caling for hmediate Withdrawal of the Plan for a Tunnel Direcuy

Beneath the Nara Palace for he North Yamato Road… ……………………………………………276

Pクう胎ル,妙

THE JAPANESE SOCIETY

FOR THE STUDY OF W00DEN DOCUMENTS



木
簡
研
究

第
二
五
号

二
〇
〇
三
年
十

一
月

一
一
十

日
　
印
刷

二
〇
〇
三
年
十

一
月
二
十
五
日
　
発
行

糊
・８５７奈良揃正蟻側に阿鋼励香
一号

平
城

・
史
料
調
査
室
　
気
付

編
集
発
行
　
　
　
木
　
　
　
簡
　
　
　
学
　
　
　
会

会
長
　
　
佐

藤
　
一本
諄

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
酋
一）
〓
δ
ｌ
エハ
△
一τ

田

・
日

離

〕

日

０
″
″
ω
文

①

癖
”
ヴ
言
癖
″
ω
Ｆ

∞
ｏ

■

振
替
回
座

ｏ
Б
８
十
六
十

一
五
二
七

Ⅷ

・８４７
京
都
市
下
京
区
油
小
路
仏
光
寺
上
ル

印

　

刷
　
　
　
真

　

　

　

　

陽

　

　

　

　

社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
圭
ご
二
五

一
―
大
〇
三
四

ISSN 0912-2060



ISSN 0912-2060



ISSN 0912-2060


	AN00396860_25_hyoushi
	AN00396860_25_mokuji
	AN00396860_25_007_010_hanrei
	AN00396860_25_gakkaiyakuin
	AN00396860_25_007_014
	AN00396860_25_014_014_2
	AN00396860_25_015_015
	AN00396860_25_016_016
	AN00396860_25_017_018
	AN00396860_25_019_020
	AN00396860_25_021_034
	AN00396860_25_037_039
	AN00396860_25_040_050
	AN00396860_25_057_058
	AN00396860_25_064_064_2
	AN00396860_25_073_074
	AN00396860_25_079_081
	AN00396860_25_082_082
	AN00396860_25_085_087
	AN00396860_25_088_090
	AN00396860_25_092_092_2
	AN00396860_25_099_100
	AN00396860_25_101_102
	AN00396860_25_102_103
	AN00396860_25_104_105
	AN00396860_25_105_105_2
	AN00396860_25_106_107
	AN00396860_25_110_110_2
	AN00396860_25_111_113
	AN00396860_25_113_113_2
	AN00396860_25_116_117
	AN00396860_25_117_117_2
	AN00396860_25_118_118
	AN00396860_25_132_134
	AN00396860_25_135_136
	AN00396860_25_139_143
	AN00396860_25_152_152_2
	AN00396860_25_180_180_2
	AN00396860_25_185_185_2
	AN00396860_25_192_192_2
	AN00396860_25_193_196
	AN00396860_25_196_196_2
	AN00396860_25_197_197
	AN00396860_25_276_277_2
	AN00396860_25_278_280_ihou
	AN00396860_25_281_298
	AN00396860_25_mokuji_en
	AN00396860_25_okuzuke
	AN00396860_25_sehyoushi



